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第１鞭

第１章 位 置 と 環 境

ｌ・伊江烏の概況

九州島から台湾島に連なる島々は琉球列島と呼ばれる。琉球列島は、薩南諸烏と琉球諸陽によって

構成され、琉球諸島南部の八重山諸島を通して台湾、フィリピン、東南アジアに連なる弧状列島の一

角を担っている。そのような位悩条件にあることから、琉球列島にはフィリピンの北東海域から流れ

る黒潮の影響で温度と塩分濃度の高い海水が運び込まれ、トカラ列島以南には、日本列島における有

数のサンゴ礁が形成されている。

琉球諸島の沖縄諸島に含まれる伊江烏は、沖縄本島北部本部半島の北西９ｋｍに位世する、楕円

(島周2126kｍ面積2277kｍ）の形状をした島である。国頭郡伊江村という一つの行政体によって村政

が施行され、島内には８の集落（川平、東江前、東江上、西江前、西江上、阿良、真謝、西崎）があ
ぐすく

る。島の中央部にそびえる城山（標高172ｍ）は、タッチューの愛称で島のシンボル、信仰の対.象と

して親しまれている。

気候は亜熱帯性（平均気温23℃、平均降雨:1,1:1609ｍｍ）で、農業（サトウキビ、葉タバコ、花芥、

果樹など)、畜産業、漁業が基幹産業となっている(')。本部港から船で30分という距離から観光地と

しても人気も高い。インフラ而では脇を一周する道路の伊江島環状線、島の南海岸には伊江港、’'1央

部には伊江空港が整備されている。

２．地理的位置と自然環境

地理的位置ナガラ原東貝塚は、沖縄県阿頭郡伊江村学川平に所在する貝塚時代前期から後期にか

けての遺跡である。遺跡は鳥の南側中央部、標商７ｍの砂丘上に立地し、当地は現在、たばこ畑と

して利用されている（図１）。

ナガラ原東貝塚
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図１伊江島地形図

国土地理院１：25000地形図「伊江烏」（平成１８年８月１日発行）による
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地質伊江島の地質は古生代伊江層、基底レキ岩、新生代琉球石灰岩、現生堆積物（沖積堆積物、

離水性堆積物、海浜堆積物）から構成される(2)。島の大部分は琉球石灰岩であることから(3)、地理

学では隆起サンゴ礁の低島と分類される(４１．低島では河川が発達しないために地下水や湧水への依

存度が高く、山稜が少なく平地に恵まれるため畑作が卓越する人文環境にあるとされ、こうした事情

と関係して島民の生活は古来より地下水に依存していたと考えられている(5)。基盤岩類である伊江

層（チャート、石灰岩、凝灰角喋岩、砂岩、頁岩）は、島の北岸中央部にある湧出、西側中央部のゴ

ヘズ山、東側中央部の城山およびその北東海岸に分布している(6)。湧出（ワジー）には層状のチャー

トおよび砂岩、ゴヘズ山にはチャート、城山にはチャート・石灰岩・粘板岩がそれぞれ確認されるが

(7)、伊江島にはこれら以外の石材は産出しないことから、石材資源にはあまり恵まれない地質環境に

あると言える（図４)。

地形島の地形は砂丘、低位段丘、中位段丘、高位段丘（海抜７～８ｍ、２５～３５，，５０～80ｍ)、

－３－

璽軽１２３． １２４． 128.129・130Ｆ１３１・
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図 ４伊江島周辺の地質図

丘陵からなり、商位段丘の丘陵性台地が大部分をIliめる(Ｈｊｏ島の北側、南側では対照的な地形が認

められる。北側は段丘の発達が顕著で、海抜20ｍから50ｍの急崖が形成される一方、南側は内陸側

の高位段丘から海浜の低位段丘にかけて緩傾斜をなす。ナガラ原東貝塚が位侭する南側海岸には大小

の海岸砂丘が形成されており、遺跡の眼前には発達したサンゴ礁が認められる。海岸から礁嶺まで約

250ｍのNi雛がある。

動物相南方特有の動物が生息するが、特に両生類や肥虫類の種類が幾寓である。ハブを代表とす

る固有種も多く確認される。絶滅種であるシカ化石の発見例は多いが、現在大型の噛乳類はほとんど

生息していない，。

－４－



第１章

植物相島の大半が耕作地化しているものの、ゴヘズ山、ユナハ森、ニヤーテイア森、照太寺跡に

自然林が残存している。植物相は島の地形よって異なる様相を示す（表２)。内陸の高位段丘には耕

作地と草原が広がり、リュウキュウマツ林が発達する。島の北側に当たる中位段丘には低木林が発達

し、特に湧出にはソテツ群が繁茂している。島の東部や南側海岸の砂丘にはハマニガナ、ハマヒルガ

オ、アダンが広がる('0)。

３．歴史的環境

伊江島では旧石器時代から近世にいたる約40の遺跡が確認されており(u)、考古学的に重要な島で

あることが知られる('2)。最も古いのは旧石器時代の遺跡で、シカ化石や石器が出土したカダ原洞穴

(県指定史跡）やゴヘズ洞穴（県指定史跡）に代表される。これらは北側の高位段丘上や海岸岩礁帯

に形成された洞穴内に立地している場合が多い。

貝塚時代早期の遺跡は、南海岸側の砂丘から低位段丘に位置することから、この時代から生活の拠

点が島の南海岸側に移り変わったことがわかる。具志原貝塚（国指定史跡）の最下層はこの時代の生

活面に当たり、室川下層式土器や条痕文土器が発見されている。

貝塚時代前期の遺跡は、砂丘地や低台地上に立地しており、東端にある浜崎貝塚（県指定史跡）や

西側の西崎遺跡などがある。浜崎貝塚からは伊波式、荻堂式や奄美諸島の遺跡を標識とする土器群が

比較的まとまって検出され、西崎遺跡からはこの時代の竪穴式住居が確認された。なお、ナガラ原東

貝塚の最下層からも当該期の土器片が出土している。

貝塚時代中期の遺跡は、南海岸付近の低台地や内陸側の石灰岩台地上から発見される。当該期の遺

跡にフナズ遺跡や寺コシ遺跡があるが、今のところ事例が少ない。ナガラ原東貝塚では、試堀調査の

際、宇座浜式土器が１点出土している('3)。

貝塚時代後期の遺跡は、南海岸側の砂丘上に形成される。南九州の山ノロ式土器（弥生時代後期初

頭）が発見された阿良貝塚や中・南九州の免田式土器（弥生時代後期後半）が出土した具志原貝塚は

その代表例と言える。これらの遺跡からは広田上層式貝符、貝符未成品、ゴホウラ製腕輪の未製品や

それらの素材となるイモガイ科やゴホウラの集積が発見されている。ナガラ原東貝塚からもゴホウラ

製腕輪の未製品や素材貝、イモガイ科製の貝符が出土している。

グスク時代には生活の拠点が島の高所へと移り、城山には伊江グスクが築かれ、その周辺に集落が

営まれるようになる。また、湧出の海岸には中国産陶磁器（１５世紀後半～１６世紀代）が散布している

状況が確認されており('4)、当時の物流や海上交通を考える上で非常に興味深い。

伊江島の貝塚時代からグスク時代における遺跡からは、交易と関わる遺物や遺構がよく検出される

傾向にある◎島の北、東、南西には伊平屋・伊是名島、沖縄本島、慶良間諸島がそれぞれ位置し、外

海からの目印となる城山の存在により、古来より交通の要衝であったと言われる所以は、これまでの

調査成果からもうなずくことができる。

注

（１）

（２）

（３）

（４）

（５）

(６）

伊江村役場総務課２０１１「伊江村村政要覧」

伊江村史編集委員会１９８０「伊江村史」伊江村役場

(財）沖縄県文化振興会（編）２００６「沖縄県史図説編県土のすがた」沖縄県教育委員会

目崎茂和１９８５「琉球弧をさぐる」沖縄あき書房ppl2～２１

松本幡郎２０００「ｌ・伊江島の地質」「考古学研究室報告」第35集熊本大学考古学研究室

注２，注５に同じ
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表１ 伊 江 島 の 遺 跡 一 覧

柿物ｲ1１

第１章

稀号脳弥私 所在 時代番号辿跡稲 所在 時代

砂丘南東側海岸砂丘地ハマニガナーハマヒルガオ群蒋、ツケイゲーカワラアカザ群落、ツルナ群落、クサ

トベラーモンパノキ群落、アダン俳蒋

低位段丘南西側隆起サンゴ礁ソナレムグラーハリツルマサキ群落、オキナワシャリンバイークロヨナ群落

低位段丘北側隆起ｻﾝ準岩上イソフサギ群落、ウコンイソマツ群落、コウライシバーソナレムグラ群落、クサ

トベラーモンパノキ群落、アダン群落

中位段丘内陸側琉球石灰岩低地ヤブニッケイーツケモドキ群落、クワノハエノキーフウトウカズラ群落

高位段丘内陸側111稜地（城山）タブノキーイスノキ群落（斜而部)、リュウキュウマツ群落（斜、部)、オキナワ
シャリンバイーヒメハマナデシコ１１燃（忽雌地、山頂）

高位段丘北側隆起サンゴ礁崖上ホソバワダンーヒメスイカズラ群落、コウライシバーボタンボウフウ群落

〆

貝塚時代前期～後期

貝塚時代後期

典坂時代後期

貝壕時代後期

貝塚時代中期

貝塚時代中期

貝塚時代中期

貝塚時代中期

只塚時代前期

典塚時代中期

貝塚時代前期

グスク時代

グスク時代

グスク時代～近世

グスク時代～近世

グスク時代

近|H

近世

近世

近世

ｌ親竹燭職脱化万出土地

２馬ノ鼻石器出土地

３親竹鹿化石出土地

４イヌガ洞穴巡跡

５カダ原洞穴遺跡

６ウカバ鹿化布出土地

７ゴヘズ洞穴逝跡

８浜崎只壕

９カデナ原鰯二辿跡

１０カデナ原巡跡

１１阿良東逝跡

１２阿良貝塚

１３阿良第二貝塚

１４具志原第二貝塚

１５具志原貝塚

１６アッチ浜典域

１７アニザキ典塚

１８カヤ原巡跡Ｂ地点

１９カヤ原避跡Ａ地点

西江上2380他

面江kl866他

西江上2184他

東江上3686他

東江上2965他

束江上3638他

西江上８１２他

東江前2446仙

東江前1696仙

東江前1653他

東江前709他

東江前700他

東江前656他

川平291他

川平500他

川平744他

川平825他

川平974他

川平979他

'１１朽器時代

''１粁器時代

旧石器時代

旧石器時代

旧石器時代

IIj禰器時代

'1噸器時代

Ⅲ域時代前川・後期

j,.!壕時代中期

貝塚時代中期

貝塚時代前期

貝塚時代後期

貝塚時代前期

貝塚時代後期

旦塚時代早期～後期

j1壕時代後期

貝塚時代''１期

典塚時代111期

貝塚時代前期

２０ナガラ原東貝塚

２１ナガラルス西貝塚

２２ナガラ原縮三貝塚

２３ナガラ原鋪四貝塚

２４フナズ遺跡

２５フナズ西遺跡

２６寺コシ逝跡

２７アキナ服巡跡

２８西崎逝跡

２９ハシラ巡跡

３０渡り地原巡跡

３１湧出海岸陶磁器散布地

３２脈江グスク

３３西江上巡跡

３４束江上辿跡

３５ニヤーフガ澗巡跡

３６浜池原遺物雌布地

３７ナナチサンバシル

３８ユナギシ古墓

３９小浜原世跡

川平１０７２他

川平１１１６他

川平１１７１他

川平１１８４他

川平1246他

川平1322他

西江前1361他

川平1430他

川平1493他

西江前1763他

川平1534他

東江上3686他

東江上522他

西江上８３他

東江上294他

川平1400他

東江前1956他

西江前632

西江前l313

川平１６１４他

-200ｍ

Ａ一

表２伊江島の地形と植生の関係

－０ｍ

図６伊江島の地形と遺跡立地の関係
伊江島の南北断面
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（７）注２に同じ

（８）注２に同じ

（９）藤江望（編）１９９９「Ｉナガラ原束貝塚」「考古学研究室報告」第34集熊本大学文学部考古学研究室

ｐｐｌ～５

(lO）新里孝和・嵩原建二２００２「伊江島の植物図鑑」伊江村教育委員会

(11）岸本義彦（編）１９９９「伊江島の遺跡」伊江村文化財調査報告書第１３集伊江村教育委員会

(12）伊江島の歴史的環境については以下の文献を参考にした。藤江望（編）１９９９「Ｉナガラ原東貝塚」「考古学

研究室報告」第34集熊本大学文学部考古学研究室ｐｐ､3～４，谷直子（編）２０００「Ｉナガラ原東貝塚２」「考

古学研究室報告」第35集熊本大学文学部考古学研究室ｐｐｌ～４、新里亮人（編）２００１「Ｉナガラ原東貝塚

３」「考古学研究室報告」第36集熊本大学文学部考古学研究室ｐｌ，木村龍生（編）２００２「Ｉナガラ原東貝

塚4」「考古学研究室報告」第37集熊本大学文学部考古学研究室ｐ､ｌ、檀佳克（編）２００３「Ｉナガラ原東貝

塚５」「考古学研究室報告」第38集熊本大学文学部考古学研究室ｐ､１、高松あゆみ・弘中正芳（編）２０１０「Ｉ

ナガラ原東貝塚６」「考古学研究室報告」第45集熊本大学文学部考古学研究室ｐ,１、松崎友理（編）２０１１「Ｉ
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ナガラ原東貝塚８」「考古学研究室報告」第47集熊本大学文学部考古学研究室ｐ､ｌ

(13）注１１に同じ

(13）宮城弘樹・片桐千亜紀・新垣力・比嘉尚郷２００４「南西諸島における沈没船発見の可能性とその基礎的調査一海

洋採集遺物からみた海上交通」『沖縄埋文研究」２沖縄県立埋蔵文化財センターｐｐ､81～108

（新里亮人）

４．伊江島の地質

4.1．研究史

伊江島に関しては、沖縄本島の付属的なものとして長く取り扱われてきた。

古く1850年RGJonesが沖縄の新しい石灰岩は化石が豊富であるとの報告があり、LDoderlein（１）

やSSuess(2)が簡単に記している。小藤文次郎は琉球弧なる考えから、外帯・中帯・内帯と区分し

沖縄本島や伊江島は古期岩帯の中帯に属するとした(3)。この考えは、その後大きく変わることなく、

近年、波多江信広が詳しく述べ(4)、これに従っても同帯に属している。徳永重康は伊江島の鹿化石

について発表し(5)、同年、半沢正四郎が地質層序を確立した(6)。大塚弥之助（1940）は宮古島から

の旧象の歯の記載をしている。占領下時代にはCooper,ＧＡ.（1957）MacNell,ＲＳ（1960）の報告も

ある。近年になり、海洋地質も考慮して木村政昭ほかが新説を出し(7)(8)、これによると沖縄本島は

依然として中帯にしているが、伊江島は、その西の内帯に属するとしている。

鹿児島大学や琉球大学などは沖縄本島に関し研究を進めており、その成果も上げているが、依然と

して伊江島に関しては、前記のように不明の点が多くある。

4.2．地形

遠望される伊江島はなだらかな丘陵の略中央に異様に整える山形が印象深く感じる。この為、往時

は航海者の一つの目印になっていた。

地形的に海抜50-70ｍの丘陵性台地が大部分を占め、唯一つ、島人からはタッチューと言われて

いる城山が海抜172.2ｍで窪えている。しかし、比高を見れば１００ｍ程と高いものではない。この外に

標高82.2ｍのゴヘズ山があり、この中央部には鍾乳洞とまで言えない石灰岩洞窟が見られる。

広大な面積を占める台地は、琉球石灰岩と呼ばれるものの地形である。石灰岩地域に良く発達する

ドリーネやカーレンフェルドなど、溶解作用による特徴的なものを持つカルスト地形は見られない。

しかし、海岸および海岸近くでは、特殊なカーレンフェルドや石灰岩塀が良く発達している。

海岸線は約22kｍあるが、所謂砂浜は約３kｍ、海岸線よりみれば、１３％と極めて少なく、残りは

最低２ｍ以上最高60ｍ程の急崖となっている琉球石灰岩である。

－８－
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海底の地形を見ると、烏の北部・北西部は約20°の急傾斜で-350ｍ迄低くなっているのに反し、

南部は３.足らずの緩傾斜である。これは島が隆起する時の速さが南部は遅く、北部のほうが速かっ

たことに起因する。本島は何mか隆起・沈降を繰り返しているが、各隆起の度、この傾向があったと

考えられる。この為、基盤の地質を見た場合、南部のみ別の堆積層が存在している。南部の上昇が遅

い為、堆積の時間があった為である。

後述の北西一南東の断届の北１１W延長の海底は北ノ洲《の浅瀬の北東側に急崖の断ﾙｻ地形が見られる。

本島の南部に散在する水納ル中ノ瀬・天久曽根・水納闇根・ニーアサナー・南ノ簡根などは琉球

弧形成の運動によるものである（図７)。

4.3．地質

伊江島の地質に関する文献は少なく、又、記載も琉球石灰岩に関することが多い。これは本島の

99％以上が琉球石灰岩で覆われている為であり、基盤の露出が極めて少ないことによる。

本島の基盤をなすものは「伊江府」と云われるもので、主にチャート・石灰岩･凝灰角喋岩・砂岩・

頁岩などからなっている。チャート・石灰岩は古生代二:W:紀、凝灰角喋岩・砂岩・頁岩は中生代三畳

紀のものと考えるが、その根拠は弱く時代論に関しては記さない。

チャートは城山に最も良く露岩しており、海抜130ｍ付近迄は灰白色の塊状チャートであるが、こ

れより上部は赤白の縞模様の発達する縞状チャートである。赤色部分のものは鏡下（20倍）で白い斑

点が見えるが、これは総て放散虫の化石である。これの走向は北10-60.東であり、変化が甚だしい。

これはチャートが湾曲している為である。'傾斜は30-60.束落ちである。

石灰岩はゴヘズ山と北東部の海岸（干潮時）で見られる。ゴヘズ山のものには竪穴式の小さい鍾乳

洞がある。これらの石灰岩にはフズリナの化石と思われるものが存在する為、前記のように古生代二

第１章
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図７伊江島周辺の海底地形図
海上保安庁水路部発行
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畳紀とした。

城山の南部、中学校付近の丘陵地域には、風化により灰白色化した粘板岩が露出する。少量の砂岩

及び砂質頁岩を爽在している。露頭面を30ｃｍ掘り下げると新鮮な黒色を呈している。このものは古

生代二畳紀の岩質とは見えず、中生代三畳紀と考えられる。沖縄諸島に於いて、古生代の頁岩・粘板

岩などは、普通石墨片岩化しているのに、現地のものは、そこ迄変質していないことも、中生代とし

た理由である。層面は強く摺曲を受け、地層の走向は多種多様であり、又、傾斜も30.以下であるが

一定していない。北65-70.東、南に40°落ち、破砕帯の幅約４ｍの断層が認められる。各時代の岩石

の形成時代は少なくとも’千万年以上のギャップがある。この両者の関係を考えると、不整合関係と

みるより断層関係が妥当である。前記の断層が、その境界となっていると考える。

これらの地層を広く覆っているのが、所謂琉球石灰岩である。新生代新第三紀鮮新統を除いた琉球

層群は石灰質堆積物と非石灰質堆積物とに二分されており、その中の石灰質堆積物が琉球石灰岩と命

名されている。この石灰岩は最終氷期（１万５千年程前）のウルマ変動などの地殻変動や海水準変動

で、隆起・陥没・沈水・離水を繰り返した。この為二次的に再結晶作用が進行し、地表面に近い表層

部は固結層化している。絶対年代は4000-8600年前となっている。

珊瑚"二枚貝･巻貝･腕足貝･石灰藻など化石が豊富である。層厚は最大120ｍ、平均40-50ｍである。

真謝の北東海岸では、この層全部が見られ、そのスケッチを図８に示した。海面からlOm程は灰

白色ないし淡鼠色の塊状のチャート（Chert）である。チャートの上面は水平的であるが、若干凹凸

であり、この上に厚さ約４ｍの喋岩（Conglomerate）が存在する。この境界は不整合面であり、こ

の間は年代的に２億年以上の差がある。喋種は３－１０ｃｍ殆ど円喋・亜円喋のチャートであり、微量

の円喋の石灰岩が含まれ､基質は鼠色一淡灰色の砂及びシルトである。この喋岩層が基底喋岩になる。

この上位に黒色の中粒砂岩が、厚さ２ｍ程あり、この上に粗粒一中粒の厚さ約８ｍの石灰質砂岩が

見られ、この上に厚く石灰岩が覆っている。

過去、現地の調査による文献によると、石灰質砂岩と下位の喋岩の間に、サイクロクリペウスが挿

入されているが、筆者の観察では認められなかった。他に関しては殆ど一致している。

琉球石灰岩の下位に当る古生代・中生代の基盤層の地質に関しては、９９％以上琉球石灰岩に覆われ

て、基盤層の露出は極めて少ない。この様な条件で基盤の地質を解明することは殆ど不可能である。

しかし伊江島東部の沖縄本島の地質や海底地形など総合して、第３図に示すような想定基盤地質図

を作成した。古生層中に考えられる２本の推定断層中、北東

一南西方向のものは海底地形より、北西一南東方向のものは

海底地形及び露頭より記したものである。鍾乳洞のある海抜

82ｍのゴヘズ山と北東部海岸とに存在する石灰岩が同一の

ものであると仮定すると、北西一南東方向の推定断層の落差

は西に約300ｍ落ちていることになる。異方向の推定断層に

より、古生層は三つのブロックに分けられることになり、ブ

ロック運動があったことは確かなようである。古生層と中生

層との関係は東北東一西南西方向の断層による断層関係であ

る。参考の為、地質断面図を図９に示した。

4.4．水問題

人類生活にとり水の有無は一番重要なことで、しかも、集

落を形成する場合、常に一定の水量の存在は欠くべからずの
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問題であることは周知の通りである。伊江島には、古く縄文時代から集落が所々に存在したようで、

貝塚を始め遺跡が見られる。小さい島であり、地表は殆ど琉球石灰岩であり、樹木の繁茂も乏しく、

この為、表流水は皆無と云ってよい。従って、島民は地下水に依存したものと考えられる。この点に

関して、木下教授より御質問を受けた。ここに地下水問題に関して若干記す。

地下水は透水層の下部、不透水層（難透水層）の上部に帯水し流下する。その量は、普通の原野で

は自然降水量の約３割である。適当な地下水条件ならば、島民集落に間に合う水量は存在する。

本島を構成する地層を見ると、琉球石灰岩は、上部３－５ｍ程は再結晶の為、難透水層であるが、
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図９伊江島の基盤地質想定図と地質断面図
水平距離に比して垂直距離の縮尺率を小さくしている
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その下位は透水層であり、全体として透水‘性である。この下位、即ち基盤岩中、古生層のチャートは

不透水性であり、石灰岩は難透水性である。中生層の岩石は総て難透水性である。従って、地下水が

帯水しているのは琉球石灰岩の下部、基盤岩の上部、と琉球石灰岩の基盤岩との境界である。

1997年、伊江村当局は土地分類調査報告書を発行されたが(９１、これには数多くのボーリング調査

がされ、これより琉球石灰岩の基底面を明確にされたことが記されている。これを見ると、城山・マ

ヘクポ原及びゴヘズ山に基底面の高所があり、この三つの高所の間が谷になっており、いずれの谷も

海岸のほうに下がっている。この谷が地下水の流路であり、図１０に示したように六つの水路が存在す

る｡これらの地下水流路の流水勾配を考えると､海岸近くでの水脈迄の深さは､深い所で２ｍ弱であり、

一部は湧水する状態である。この条件であれば、島民は容易に利用できたと思う。Ａ地下水流動方

向は基底面高所からの谷で、海岸で湧出の湧水となっているが、これは多分に石灰岩の地下分布が関

与していると考えている。

この外、琉球石灰岩中には、石灰岩特有の洞穴が発達しており、この洞穴が開口しているような場

所で流水があるなら水は得られるわけで、このような場所が所々にあると考えられる。このような理

由で、集落の水問題は解決されていたと思う。
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(松本幡郎）

本文は松本幡郎氏（熊本大学名誉教授）が1999年に伊江島を踏査され、「考古学研究室報告第35集」に寄稿された

文章を再録したものである。再録にあたって図面をデジタルトレースして編集し、序言と謝辞を省略した。

５．遺跡の立地

ナガラ原東貝塚は、伊江島の南海岸のほぼ中央に位置し、低位段丘図を構成する第四系琉球石灰岩

表層の風化粘土層（マージ）を基盤とし､その上位に堆積した完新世後半の海岸砂丘（票高６～7.5ｍ）

堆積物中にある。図５で明らかなように（図５－２０)、遺跡の南側は浅いイノー（礁湖）に面し、北

は低位段丘に続いている。同様の立地条件に貝塚後期遺跡であるナガラ原西貝塚､ナガラ原第三貝塚、

アッチ浜貝塚、具志原貝塚、具志原第二貝塚、阿良貝塚が並んでいる。これは地質学的調査で指摘さ

れているように、地下水の水路に近く、周囲に湧水の便を得やすいことと無関係ではないだろう（図

９参照)。

遺跡からは平低な水納島、瀬底島を介して本部半島の丘陵が目の前に広がり、これらの地域と海を

介した一体的生活環境であったことが窺える（図７参照)。

遺跡の西側は伏流水路にむかう傾斜が続いて小さな谷部となり、これをへだてた西側にはナガラ西

貝塚が続く。遺跡の南は約50ｍで海岸で、幅280ｍほどのイノーが続いて外海に接している。イノー

がゆるやかに深さを増していく状況を、遺跡を含むエレベーシヨン図で示した（図１１左図)。イノー

の底は白砂と海藻が繁茂する岩場がまだらに続く（図１１下図)。日常的な潮の干満に応じて干上がっ

たイノーは人々の食糧採集地であるとともに、
表３調査基準点および2009年新設点の国土座標

網漁の場であったはずである。
基準点名Ｘ座標（、）Ｙ座標（、）備考

現在遺跡はタバコ畑になっており、表面は南ＰＯ78804.22928337.952座標系15系
と東に向かってゆるやかに傾斜している。０９K１7880422728409.157

遺跡の国土座標を表３に示した。

(木下尚子）
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第２章

第２章調査に至る経緯・目的

１．調査に至る経緯

ナガラ原東貝塚は、沖縄県国頭郡伊江村字川平に所在する先史時代の遺跡である。1977年に伊江村

教育委員会が実施した伊江村南西地区遺跡分布調査によって発見された（安里・名嘉真編1979)。

1997年に伊江島の遺跡分布調査が行われた際、同教育委員会がナガラ原東貝塚で試掘調査（２ｍ×４

ｍ）を実施した結果、沖縄貝塚時代（以後、「貝塚時代」という｡）（')後期中頃から後半に位置付け

られる包含層を確認し、さらに地山上の包含層から貝塚時代中期土器を１点検出して、ここが２時期

にわたる複合遺跡であることを示した（岸本編1999)。

熊本大学考古学研究室では、琉球列島における先史社会から古代社会への歴史的展開の研究を継続

しており、1995年～1997年、機会を得て奄美大島笠利町（現奄美市）において7世紀の遺跡の発掘調

査を実施した（用見崎遺跡)。これに続いて同じ時期の遺跡の調査を沖縄諸島で実施することを希望

し、その可能性について関係機関等と検討を進める中、包含層が良好に残存するナガラ原東貝塚が候

補にあがり、伊江村教育委員会、沖縄県教育委員会の協力を得て調査を実施することになった。

２．調査目的

貝塚時代の後期は、沖縄諸島の人々がサンゴ礁資源を活用して地域色ゆたかな文化を形成した時期

である。人々は海岸砂丘に集落をつくり、採集と漁労に基礎を置く生活を続けた。貝塚時代後期（以

下、「貝塚後期」とする｡）はlOOO年ほど継続したが、その最後の時期に人々が農耕を受け入れたこと

から社会に大きな変化がおこり、１１～１２世紀、沖縄諸島は農業生産に基礎をおく社会に移行していく。

貝塚後期の歴史的評価をめぐっては、現在二つの考えがある。一つはサンゴ礁資源に依拠した安定し

た時期と捉える考えであり(2)、他方はフードストレスによる不安定な時期とみる考えである(3)。沖

縄の先史時代を特徴づける貝塚後期をどう捉えるかは重要なテーマであり、この問題を遺跡の発掘調

査を通して検討しようというのが、調査の第一の目的である。

ナガラ原東貝塚は貝塚後期中頃の遺跡で、貝塚後期の前半から後半に移行する時期に相当する(4)。

この時期は、煮沸用土器の形状が尖底のものから平底のものに大きく変化する境界の時期でもある。

調理用具の形の変化は、食生活の変化と表裏をなしているとみられるため、生活文化に及ぼす意味は

小さくない。この変化が具体的にどのように起こったのかを土器の分析を通して解明することが、発

掘調査の第二の目的である。

ナガラ原東貝塚が存在した５世紀から７世紀は、種子島では広田遺跡の文化(5)がその後半を迎え

て存続し、九州では古墳時代中期から後期の文化が展開した時期である。種子島においても九州にお

いてもサンゴ礁域の貝殻（ゴホウラ、大型イモガイ）が消費されており、これらの地域との往来が継

続していたとみられる。その実態を、弥生時代併行期以降九州．種子島地域と関わりの深い伊江島で

把握したいというのが、調査の第三の目的である。

わたしたちは、当初ナガラ原東貝塚の時期を実際よりやや遅い時期に比定しており、調査開始当時

の調査目的は、グスク時代への移行がどのように準備されたのかを貝塚時代から探るというもので

あった。しかし調査の進行に伴って遺跡の中心的時期が遡り、調査の後半で時期的な位置付けがよう

やく明らかになった。そこで調査目的を遺跡の実態にあわせて修正し、後半の調査は上の内容に則し

て実施した。
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注

（１）現在は貝塚時代という名称が一般化しているが、沖縄考古学会が1978年に刊行した「先史時代の沖縄」では「沖

縄貝塚時代」と「貝塚時代」が併〃lされている。当時の論文にも両者の使用が混在しており、その後徐々に貝塚時

代に統一されてきた。しかし金武正紀・常真嗣一が指摘しているように「貝塚時代の呼称については、この時代の

遺跡が貝塚によって榊成されているということで便宜的に使川されたものであって、歴史的内容に即した呼称だと

は言い難い」面がある（金武・餅真1986)。わたしは「貝塚時代」が沖縄諸島に限って有効な名称であることから

「沖純貝塚時代」を使っている。

（２）木下2000など。

（３）高宮2005など。

（４）新里2004など。

（５）南種子町広田遺跡の塞地にみられる多様な貝製装身具をもつ文化のこと。種子島にほとんど産しない大型イモガ

イやゴホウラを装身具の素材に使う。

文献

金武正紀・営真嗣一1986「沖純における地域性」「岩波講座日本考古学5」ｐｐ,323～364、岩波番店

岸本義彦編１９９９「25.ナガラ原東貝塚」「伊江島の遺跡遺跡詳細分布調査報告」伊江村文化財調査報告書第１３集伊

江村教育委員会

商宮広土2005「島の考古学パラダイスではなかった沖縄諸島の先史時代ｊポーダインク

新里賀之2004「沖純諸島の土器」「考古資料大観１２貝塚後期文化ｊｐｐ､203～212、小学館

木下尚子2000「琉球列烏の人びとの藤らしと倭人」「歴博フォーラム倭人をとりまく世界2000年前の多様な暮ら

し」ｐｐ､103～127、山川出版社

安里嗣淳・名嘉真武夫編1979「伊江島ナガラ原西貝塚緊急発掘調査報告書」伊江村教育委貝会
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第３章

第３章調査経過と年次成果の概要

１．調査区の設定

1998年、調査を始めるに当たり、調査参加者全員で分担面積を決めて、遺物の表面採取をおこなっ

た。その結果にもとづき、遺物の集中する箇所を中心に地形に沿った南北方向のラインをひいて基準

線とし、その南側に任意にＰＯを設定し、５ｍごとのメッシュを組んで発掘区とした。基準線上のＰＯ

から北にむかって５ｍごとの点をＮ１，Ｎ２，Ｎ3…とし、同様に南に５ｍのＳｌ、東に向かうＥｌ、Ｅ２、

E3…を、西に向かうＷ１，Ｗ２，Ｗ3…を設定した。それぞれの交点をNlEl，ＮｌＷｌなどとした。図

12は８回の調査における発掘区であり、図13はグリッドおよびトレンチの名称である。

以下に年度ごとの調査経過と概要をまとめる。これは年ごとに刊行された「考古学研究室報告」第

34集～37集、４５集～47集に掲載されたフィールドマスターによる総括をもとにしている。

２．第１次調査（1998年）の経過と成果の概要

２．１．調査の経過

第１次調査は、1998年７月５日から１９日まで実施した。

遺物の散布する煙草畑において、参加者全員が一定の面積を分担して表面採集をおこない、散布状

況を確認したあと、遺物の多い畑地南側を調査することにした。調査地北側の道路に設けられた既設

基準点を含む閉鎖トラバース測量を行い、また畑地から海岸、潮間帯までの水平と垂直の関係をみる

ために連続して高さを測り、エレベーション図を作成した（図１１左図)。

調査は文化層の堆積状況とその範囲を確認することを第一の目的として、収穫後の畑地に幅0.7ｍ、

東西20ｍ，南北25ｍのトレンチを、一部に５ｍ×５ｍのグリッドを設定して掘り下げた。トレンチ

は一様に地表下1.4ｍまで掘り、一部地山まで掘り下げて層位を確認した。グリッドは地表下0.6ｍま

で掘り下げた（図14)。発掘調査面積は、48.81㎡である。

なお、MarkHudson氏（筑波大学当時）らの科学研究費研究チームの申し出により、発掘調査

にあわせてトレンチ周辺のレーダー探査と電気探査が実施された。

2.2．成果の概要

フィールドマスターの藤江（現西野）望氏の総括をもとに、以下に成果の概要をまとめる。

（１）遺跡の範囲：遺物は東西50ｍ、南北30ｍの範囲に散布していたが、発掘の結果、包含層はさら

に北に広がっていることがわかった。南部は植林によって破壊されている。

（２）層序：層は最下層の粘質土壌（島尻マージ）の上に概ね水平に堆積しており、Ｉ層（表土）か

らⅧ層（マージ）までを確認した。遺物包含層はⅢ、Ⅳ、Ｖ、Ⅵ、Ⅶ層で、連続した生活の痕跡を遺

す遺跡であることがわかった。Ⅶ層からは沖縄貝塚時代前期土器１片と同後期土器を検出した。Ⅲ～

Ⅵ層は沖縄貝塚時代後期土器を包含していた。Ｉ～Ⅲ層上半部は耕作時の撹乱が及んでいるので、安

定した堆積はⅣ層以下といえる。

（３）遺構：北トレンチにおいて径30ｃｍのピットがⅦ．Ⅷ層を掘り込んで５基検出された。

（４）土器：Ｉ～Ｖ・Ⅶ層の土器を①底部、②口縁部の形態、③調整方法・器種において検討し、以

下のことを指摘した。①上層へいくほど、尖底より平底の割合が高くなる。②「口唇部を平坦になで

る」という技法は、上層へいくにつれ増加する。③内外面ともに条痕調整をほどこした土器、および
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注口土器は、概して<ぴれ平

底の時期に多くみられる。

（５）石器：磨製石斧、石錐、

石雛、石皿、敵石、クガニイ

シ形石器等がみられた。Ⅶ層

で石錐、石錐を検出した。

（６）貝製品：有孔貝製品、

タカラガイ製品、オオツタノ

ハ製品、螺蓋製貝斧、ヤコウ

ガイ加工品、ゴホウラ製貝輪

未製品、ゴホウラ加工品等が

みられた。有孔貝製品は漁網

錘とみられ、その重量分布か

ら２グループに大別でき、２

種類以上の漁網の存在を推測

させる。ゴホウラ製貝輪未製

品、同加工品は古墳時代後期

にみられる広田型、繁根木型

の粗加工品の可能性がある。

（７）その他の製品：有孔土

製品１点、イノシシ骨製針３

点がみられた。土製品は類例

がない。

（８）動物遺存体：脊椎動物

遺体中ではイノシシが最も多

かった。獣骨は意図的に焼か

れた後に廃棄された可能性の

高いものが多く、獣骨の処理

に関して今後の注意を喚起し

た。魚類ではサンゴ礁のイ

ノー内のものが多く、とくに小型魚類が目立った。貝類では、海産貝の多いⅢ～Ｖ層と少ないⅥ。Ⅶ

層とで傾向がわかれていた。黒住耐二氏（千葉県立中央博物館）によれば、水田稲作のメルクマール

とされるマルタニシなどが検出されなかったことから、付近に水田の存在した可能性は低いとみられ

る。

（９）レーダー探査・電気探査：東西45ｍ、南北45ｍの範囲を探査した。沖縄では初めての探査であ

る。両探査結果は、遺物散布範囲と整合し、遺物包含層が散布範囲よりさらに東に延びていることを

示した。
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３．第２次調森（1999年）の経過と成果の

概要

3.1．調査の経過

第２次調査は、1999年７月１２｢Iから261~Ｉ

まで実施した。
－７．０００ｍ

世椛の検出と逝跡北側の範|州確認を目的

として、1999年訓張の北ｌ西ｌグリッドに

加え、二つの新グリッド（５×５ｍ、北２

両１．北３両ｌグリッド）を北に設け、北

側にトレンチを延長した（北トレンチＮ４

■存椎動物遺体ｺﾗﾑｻﾝブﾘﾝｸﾞ～Ｎ７）（図１６)。北ｌ西ｌグリッドでは、
■典類迩存体ｺﾗﾑｻﾝプﾘﾝク ０ ５０ｃｍ

Ｖ＃1上面まで掘り~Iぐげ、北２西１．北３西
口械物遺存体ｺﾗﾑｻﾝプﾘﾝダ

ｌグリッドではどちらもⅣ下解半ばまで掘

図１５第１次調査コラムサンプリング位置図 り1,.げた。本調査では動植物遺存体の抽出
＊：図１４位Wtに対応

に力を注ぎ、脊椎動物迩存体、軟体動物遺

存体、植物遺存体の土壌サンプルを個別に採取した（似117)。また、ピックアップ法によって、Ⅳ層

出土の貝類を出土‘位置と貝種塙を記録したあと取り上げ、シャコガイ科の貝類について、右殻と左殻

の合弁状況を調べた。

７ﾉj23Hに現地説Iﾘl会を行い、３０名余の参加者を得た。本:遺跡における発掘洲在而枝は77.1㎡であ

る。

3.2．成果の概要

フィールドマスターの谷ii1[子氏の総括をもとに、以下に成果の概要をまとめる。

（１）層序：層Ⅳ層を、貝の包含状況からⅣ層上部、Ⅳ隅下部に細分した。またⅢ脚は、多くの部分

に撹乱をうけていることがわかった。Ⅶ層は貝類・魚骨・炭化物等を含むが、辿物を含むのはグリッ

ド内に限られ、Ｎ４～Ｎ７杭|川では検出されていない。遺物集中範囲の北限はＮ５～Ｎ６杭間とみられる。

（２）貝塚の形成：Ⅳ咽が、シャコガイ科貝およびニシキウズ科を主体とする｝!の堆枝による層であ

ることが明らかになった。またこれらの分布状ﾙ11‘は、北２iJLil・北３西１グリッドではほぼ均一に密

であり、北ｌ西ｌグリッドでは希薄になっている。本迩跡における貝の分布範囲は、Ｎ３～Ｎ４杭間を

北限、北１両１グリッドを南限とし、さらに東西に広がる。またシャコガイ科貝の右殻と左殻の合弁

状況の調査により、貝堆枝が原状を保っていることが示唆された。

（３）土器：蕊、片口土器、底部が出土した。いずれも小破片である。蕊がほとんどで、壷と判断で

きたものはない。I｣縁部片における、有文・無文の割合は約１対３で無文ものが多い。有文のものの

おもな施文部位は口唇部・’1縁部であり、底部はくぴれ平底のものが多い。沖純貝塚時代後期後半の

アカジャンガー式土器に対応するといえよう。

（４）石器：打製石雛、膳荊、蔽石、クガニイシ形石器、台石が出土した。松本幡郎氏によると、石

材の多くは本部半島産である。クガニイシ形石器は、従来知られているものよりも小型である。

(5)貝製品：有孔貝製品、Ⅲ状貝製品、貝製玉、ヤコウガイ製品が出土した。有孔貝製品は、漁網

錘と考えられ、1998年訓査結果と同様に209以下のものが卓越している。また１２０９以上のものもあり、

２獅類の漁網の存在が考えられる。

（６）貝類遺存体：シャコガイ科・ニシキウズ科（サラサバテイ主体）が卓越しており、他の遺跡に
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図ゴ８

おける貝塚時代後期の組成

と一致する。本遺跡から出

土した貝類の生息域は、イ

ノー内から干瀬に至る。マ

ングローブ域に生息するシ

レナシジミが少数出土して

おり、島外からの持ち込み

とみられる。黒住耐二氏に

よればリュウキュウヒバリ

ガイとミドリアオリガイが

きわめて多いが、これらは

ピックアップ法ではほとん

ど検出できなかった。貝類

逝存体に対する微細な分析

の必要が改めて示された。

陸産貝類では、オキナワヤ

マタニシ・パンダナマイマ

イ・オキナワウスカワマイ

マイが多く、当時の遺跡周

辺の環境は基本的に、やや

開けた海岸林であったと考

えられる。水、のメルク

マールになる淡水性のマルタニシは確認できなかった。

（７）脊椎動物遣存体：樋泉岳二氏（早稲田大学）によ（７）脊椎動物遣存体：樋泉岳二氏（早稲田大学）によってllIlji乳綱と硬骨魚綱、肥虫綱が検出された。

細かく破砕された骨が多く遺存状態は良好ではない。|lilii乳綱ではイノシシ科が多く、1998年調査同様

焼けたものや幼獣骨も出土した。硬骨魚網ではブダイ科が多い。動物骨の出土は北ｌｉﾉＷ１グリッドに

著しく集中しており、貝類と動物骨の廃棄場所が区別されていた可能性がある。樋泉氏によれば、獣

骨と魚骨の重量比はすべての試料で魚骨の方が多く、前年度とは逆の結果になった。魚骨ではブダイ

科の若魚が圧倒的に多く、外洋性の表層回遊魚であるニシン科も検出されている。他はサンゴ礁域の

浅海で普通に見られる種である。本遺跡の漁業にはサンゴ礁の礁縁を中心としたブダイ漁と、沿岸か

らイノーにおける回遊性小型魚の漁という２タイプの漁法の存在が考えられる。

（８）植物遣存体：高宮広土氏による土壌のうローテーションの結果、イネの穎果１粒．籾40片、ブ

ナ科１片、タブノキの種子６片などが検出された。タブノキと堅果類のセットは、奄美大島笠利町用

見崎遺跡や読谷村高知口原貝塚から検出された植物遺体と類似する。（2002年の調査で、イネは根成

孔隙による上からの落ち込みである可能性が高いという結論に至った｡）

4．第３次調査（2000年）の経過と成果の概要

4.1．調査の経過

第３次調査は、2000年７月27日から８月１０日まで実施した。

1999年度実施したシャコガイ科貝類の合弁関係の検証に基づいて、Ⅳ脚下部に含まれるシャコガイ、
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Ⅳ区

サラサバテイなどの大型貝の分布状

況の記録に主眼を置き、北２西ｌグ

リッドと北３西ｌグリッドの調査を

行った。またⅣ層の東側への広がり

を確認するため、新たに北２東ｌグ

リッドを設定した（図１８)。調査区

を東側に拡張したのは、1998年の

レーダー・電気探査の結果とこれま

での遺物の分布状況から、貝塚の中

心が東よりにあることを予測したた

めである。調査では、設定した三つ

のグリッドにおいて、大型貝をすべ

て取上げ、Ⅳ層を完全に掘り下げる

ことを目指した。しかし台風襲来の

影響で、各グリッドともⅣ層を完掘

するにはいたらなかった。北ｌ東ｌ

グリッドと北３西ｌグリッドにおい

て自然遺物分析のためのサンプリン

グを行った。本年はプラント・オ

パールのための採取も実施した（図

19)。本調査における発掘調査面積

は64.35㎡である。

4.2．成果の概要

フィールドマスターの新里亮人氏

Ｎ３Ｗｌ Ｎ３

Ｎｌ

北3西lグリッド

Ｉ
N２Ｗｌ Ｎ２

北2西lグリッド

北l西lグリッド

第３章

ＮｌＷｌ

い 、

回植物遺体サンプリング箇所

■脊椎動物遺体サンプリング箇所

囲貝類遺体サンプリング地点

の総括をもとに、以下に成果の概要をまとめる。

（１）層序：1999年の調査成果に準ずる。北３西ｌグリッドでは、西、北側にサブトレンチを設定し、

Ⅶ層を検出した。Ⅳ層上部は北２東１グリッドにおいてはほぼ全面に確認できたが、東、南壁付近で

はみとめられなかった。これについては、グリッドの東、南側は、耕作機によってⅣ層上部が削られ

ているためと判断した。他のグリッドと同様、当グリッドでも大型貝類が密集するⅣ層下部を全面に

検出した。また、当該グリッド北側のサンプリング地点においてⅣ層下部はかなり厚く堆積しており、

大型貝を大量に含むⅣ層下部が、遺跡の中心をなす層であることを考慮すると、遺跡はさらに東へ広

がる可能性が高い。

（２）遺物の出土状況：本貝塚における廃棄活動を解明するため、遺物の出土地点を記録し、平面分

布図と垂直分布図を作成した。その結果、垂直分布についてみると、遺物はほぼ水平に分布しており、

埋没時の状況をとどめていると判断された。また、人工遺物と動物遺体の分布に異なる傾向がみられ

た。

（３）貝塚の形成：1999年調査に引き続き、大型貝の出土地点を記録し、また、シヤコガイ科につい

ては右殻と左殻の合弁状況を確認した。貝類の分布状況により、貝塚はさらに東側へ広がり、西側で

はＮｌＷｌ～Ｎ２Ｗｌ杭間で収束していくものと予想できる。合弁率については1999年とさほど変わらず

5.0％と割合が非常に低い。今回までの調査によるシャコガイ科の合弁状況から判断して、貝塚の廃
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一土脚折而慨作成面

葉単位は平面距離60ｃｍレ

ベル差７ｃｍ度の範囲であ

ろう。

（４）土器：蕊、壷、ミニ

チュア土器、片口土器が出

土した。ほとんどが破片資

料である。器種は大半が斐

形であり、１点のみ壷と判

断し得た。有文土器の文様

には直線文、曲線文、列点

文、突帯文等がある。これ

らの文様はアカジャンガー

式土器の一般的特徴と共通

している。

本遺跡Ⅳ屑出土土器の特

徴を以下にまとめる。①い

わゆるアカジャンガー式土

器の特徴をもつ土器が一定

量存在する。②斐形土器が

最も多く、少量の壷型土器

と片1-1土器がこれに加わる

成である。③無文土器と有

図１８第３次調査（2000年）発掘調査区

７Ｎ千
１
１
１
１

器種構成である。③無文土器と有

文土器の割合は４対１で、無文土

器が多い。④有文土器の大半は口

唇部に刻目を有する。⑤口唇部は

平坦なものと丸みを帯びるものの

２種類が存在し、その割合は４対

１で平坦なものが大半を占める。

⑥底部は平底と尖底の二つが存在

し、その割合は４対１と平底主体

である。有文土器のうちの突帯文

に着目すると、ナガラ原東貝塚Ⅳ

層では突帯に刻目が施される資料

が多く存在する点で、兼久原貝塚

Ｉ．Ⅱ層、具志原貝塚北区Ⅲｂ層、

喜如嘉貝塚Ｉ。Ⅱ層と共通してい

ることが判明した。この種の文様

は、平底土器を主体とする時期に

登場する特徴的な属性と見なし得

る。突帯に見られる特徴の変遷は、
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第３歳

尖底から平底への変遷と対応すると思われる。

（５）石器：石皿、磨石、敵石、クガニイシ形石器、チャート剥片が出土した。石材は伊江島産と非

伊江島産に大別でき、両者はほぼ同等の割合を示す。本遺跡Ⅳ層において食物質食料加工に関わる石

器は、鼓石、磨石、石皿、クガニイシ形石器によって構成される。

（６）貝製品：有孔貝製品、皿状貝製品、アツソデガイ加工品および貝符が出土した。有孔貝製品は

209以下のものが多く、また、１２０９以上のものも一定量出土している。ヤコウガイ製の有孔貝製品

は本遺跡において初めての出土である。貝符は北３西１グリッドⅣ層下部から出土した。方形の形状、

凸線で表現されるＸ字状交差等の文様的特色から広田上・中層型式貝符との共通点が認められ、広

田上層型式貝符により近いと考えられる。

（７）貝類遣存体：シャコガイ科、ニシキウズ科を主体とし、出土した貝類のほとんどはリーフ内に

棲息する種である。シャコガイ科については具志原貝塚（1997年報告、南区、尖底土器主体）出土の

ものと比べ、全体的に小型化の傾向が見られた、貝類の破損状況についてみると、貝種によって肉の

取り出し方が異なる傾向がうかがえる。また敵打実験により、タカラガイ科に関しては製品素材獲得

のため、側面から敵打するなど特殊な敵打方法が想定できる。

黒住耐二氏の分析では、1999年同様、サンゴ礁の岩礁潮間帯に棲息するリュウキュウヒバリガイ、

ミドリアオリガイが多く検出された。なかでも、ミドリアオリガイが北２東ｌグリッドⅣ層下部にお

いて密集した状態で層状に確認されたことは特筆される。この種の貝の廃棄単位を示している可能性

がある。海草・海藻付着性の貝類や水田のメルクマールとなる貝類は今回も確認されなかった。

(8)脊椎動物遣存体：哨乳綱、硬骨魚綱が検出された。骨は砕片が多く、保存状態は良好ではない。

捕乳綱ではイノシシ科が出土した。リュウキュウイノシシである可能性が高い。硬骨魚網はブダイ科

が大半を占める。ブダイ科の計測の結果、中・大型のものも一定量捕獲されていることが明らかに

なった。リーフ内の中・大型魚については、手掴みで捕獲する漁法、小型魚については、貝錘を用い

た追い込み漁が考えられる。

樋泉岳二氏の分析では、魚骨、獣骨の重量比は魚骨の方が多い。魚類はブダイ科、ニシン科が多く、

すべてサンゴ礁域の浅海に棲息する種である。魚骨組成はサンプルによって違いが見られ、その差か

ら、①サンゴ礁やイノーでの選択性の低い漁法、②大型ブダイの選択的漁法、③沿岸浅瀬における回

遊‘性小型魚の漁という３パターンの漁法が想定できる。ほかに、捕乳類ではネズミ科、イノシシ科が、

肥虫類ではリクガメ類とヘビ類がわずかながら検出された。当山昌直（沖縄文化振興会当時）氏と

平山廉氏（帝京平成大学、当時）によって、これまでの調査で出土したカメ類はアオウミガメ科と

リュウキュウヤマガメ科と鑑定された。現在リュウキュウヤマガメは伊江島に分布していないが、少

なくとも貝塚の形成段階まで棲息していたことを示唆している。本種の生態的特徴から、かつて島内

の内陸部に森林域が存在していた可能性がある。

（９）プラント・オパール：宇田津徹朗・藤原宏志氏（宮崎大学）の分析では、土壌・土器胎土いず

れからもプラント・オパールは研究室されなかった。しかし、土壌・土器胎土中にタケ・ススキ、キ

ビ族のプラント・オパールが認められ、ススキとタケが混在する環境が推定された。また、土器胎土

中のプラント・オパールについては、サンプルによってその含有密度に違いがみられた。土器製作時

の材料の差を示す可能性がある。

(１０）鉄製品：高宮広土氏のサンプリング地点、北２束１グリッドＩ区南東ユニットの土壌サンプル

(Ⅳ層）から鉄製品破片1点が回収され、九州歴史資料館に分析を依頼した。
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第１部

５．第４次洲盃（2001年）の維過と成果の概典

5.1．洲在の経過

第４次調査は、2001年７ﾉjl6I二lから７月2711まで実施した。

北２西ｌグリッド、北３１ﾉⅧグリッド、北２束１グリッドの三つのグリッドにおいてⅣ屑の完掘を

II指した。またⅣ岬.|､､部の東側の範|州|を雌認するために鋪２束トレンチを設定した（図20)。Ⅳ層が

当初の予想よりも厚く堆砿していたため、各グリッドともⅣ届を完掘するにはいたらなかった。植物

遺体、脊椎動物遺体、貝類遺体については、商宮広土氏、樋泉岳二氏、黒住耐二氏の指導をうけてそ

れぞれ土壌サンプリングを実施した（例21)｡

７月25F|に現地説明会を

行い、６０余名の参加者を得

た。本調査における発掘調

査面積は79.05㎡である。

5.2．成果の概要

フィールドマスターの木

村龍生氏の総括をもとに、

以下に成果の概要をまとめ

る。

（１）包含層の範囲：Ⅳ層

は、南北に20～30ｍ，東西

に30～35ｍの範囲に堆積し、

この範囲が遺跡の主体部だ

と推測しうる。Ⅳ層は、東

側に向かってレベルが高く

なり、ゆるやかに西に傾斜・

した地形に形成されたと考

えられる。

（２）廃棄単位と廃棄行動：

遺物の出土状況の分析から、

人工遺物と動物遺体の分布

域が異なる傾向を指摘でき

た。またシャコガイでは、

相互に７ｍ離れた左右の

貝殻が合弁している。この

ことから、廃棄行動が遺構

内で一様ではないこと、少

なくとも同時期に直径７ｍ

の範囲内で廃棄行動されて

いたことが推測できた。

（３）遺跡の時期：本遺跡

Ⅳ屑からは、アカジャン

、
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ガー式土器、広田上層タイプの貝符、広田型、繁根木型貝釧に対応するゴホウラ未製品が出土してい

る。また、土器の文様などの特徴を統合すると、本遺跡Ⅳ層は貝塚時代後期後半に位置づけられる。

（４）遺物：土器、石器、貝製品、鉄器が出土している。土器は多くの喪に若干の壷、片口土器の伴

う構成である。石器は敵石類、石皿、クガニイシ形石器によってセット関係が構成される。貝製品は

有孔貝製品が多い。九州､種子島との関係を示唆する貝釧未製品が出土している。鉄器は現存長3.7ｃｍ、

幅1.4ｃｍ，厚さ0.8ｃｍを測り、重量は9.4ｇである。全体的にヤリガンナに似て、側面もわずかに湾曲

する。鍛造品である。

（５）漁労・狩猟・採集活動：出土した魚類は、ブダイ科、ニザダイ科などのサンゴ礁域で捕獲され

るものが多い。このほかヨコシマクロダイなど、リーフ外に棲息するものもみられる。貝類かシヤコ

ガイ科とニシキウズ科が主体である。シャコガイの合弁率は11.4％であった。黒住耐二氏は、ミドリ

アオリガイがダシとして使用されていた可能性を指摘している。ロ甫乳綱ではイノシシ科が最小個体数

13個体と最も多い。このほか、リクガメ類の骨も検出されている。植物遺体では、土壌フローテー

ションにより、イネ、コムギ、タブノキと堅果類が検出された。今回、ブドウ属の種子が１個体検出

された（イネ、コムギについては、１℃年代測定によって現代のものの落ち込みであることがわかっ

た。第４章第４節参照)。

６．第５次調査（2002年）の経過と成果の概要

6.1．調査の経過

第５次調査は、2002年８月４日から８月１５日まで実施した。

本調査では、既存の北２西ｌグリッド、北３西ｌグリッド、北２東ｌグリッドのⅣ層下部を完掘し、

Ⅳ下層の総括を行うことを目的とした。1998年の調査において北トレンチ西壁Ｖ層中にピットが掘り

込まれていたことから、Ｖ層での遺構検出を目指し、Ⅳ層まで掘り終わっている北１西ｌグリッドを

再度調査区に加えた。さらに遺跡の北側、低位段丘側に湿地が存在する可能性を中村悪氏（北谷町教

育委員会）から指摘され、発掘許可区域内北端の道路際においてトレンチ調査を実施したが、湿地を

示唆する手がかりは得られず、包含層も確認されなかった（図22)。

北２西ｌグリッドおよび北３西ｌグリッドにおいてⅣ層下部を完掘し、Ⅳ層中の遺物を全て取り上

げた。北ｌ西ｌグリッドでは、Ｖ層上面の精査を行った。脊椎動物遺体、軟体動物遺体、植物遺体の

分析のためにコラムサンプリング調査を実施した（図23)。

８月１３日に現地説明会を行い、３３名の参加者を得た。本調査における発掘調査面積は102.8㎡である。

6.2．成果の概要

フィールドマスターの檀佳克氏の総括をもとに、以下に成果の概要をまとめる。

（１）層序と遺跡の範囲：本遺跡では、撹乱層とみなしたⅢ層を除くと、Ⅳ層、Ｖ層、Ⅶ層で遺物の

包含が確認されている。貝層であるⅣ層下部は、N2El杭付近を中心とする、東西約１８ｍ、南北約

25ｍの範囲に堆積する。Ｖ層は調査区の南側にのみ認められ、ＮｌからＮ２杭間を北限として収束する。

Ⅶ層は基盤層への漸移層であり、前期の遺物を包含する。今回発掘区南側において、Ⅳ層とＶ層の間

で両者の砂が混じる漸移層が約１０ｃｍの厚さで認められた。この漸移層には、Ⅳ層下部のような貝の

集積が認められなかったため、Ⅳ下層と区別し暫定的に「Ⅳ／Ｖ層」とした。

（２）Ⅳ／Ｖ層：今年度調査では北ｌ西ｌグリッドでⅣ／Ｖ層より掘り込まれている８基のピットと、

ピット群の中央付近に炭化物を多く含む径約１ｍの黒色土の落ち込みを検出した。Ⅳ／Ｖ層ではⅣ

下層のような貝層は認められない。また、マイマイ類などの陸産貝類が多く、一体分とみられるイノ

－２７－
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シシの四肢骨が存在し、径１ｃｍを超

える炭化物も少なくなかった。Ⅳ／ｖ

層は、Ｖ脚の堆稜が終了し、地表が安

定し始めた時期にこの地に至った人々

が残した文化牌とみられる。

（３）人工遺物：土器は認がその90％

を11.iめ、少:'1tの壷と片口土器を伴う。

これまでⅣ脚下部出土の土器は後期後

半期に位樋づけられるという見解を示

してきた。しかし、今回沖縄諸島北部

を対象に、後期土器の底部形態および

口唇部形態、右文土器の文様構成に藩

目した分析を行った結果、Ⅳ層下部の

土器の細年的位紺づけが従来の見解よ

りやや遡る．１１１能性が強くなった。一方、

Ⅳ／Ｖ照出土の土器は、隣接するナガ

ラ原西貝塚（後期前半）出土資料と文

,|上2束lグリッドＮ２Ｗｌ北2IjIilグリッド 凝り #鰯鮒Ｉ

Ｉ 2ｍ

匠

Ｎ ｌ Ｗ ｌ 北 l I W l グIルド
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ロ植物逝体サンプリング

■脊椎動物辿休サンプリング

岡典数世体サンプリング

様構成に共通点をもつ。

石器は敵石、磨石、石皿を主体としていて、植物質食料の利用がうかがえる。刃器は稀である。石

器石材に藩[Ｉすると、島内の石材を利用するとともに烏外の石材が使用されている。

貝製品には、有孔貝製品、Ⅲ状貝製1W,、典匙・貝符・貝輪とその米製,W,がある。身近な貝殻を加［

し、利川した様子がうかがえる。今年度洲盗でⅣ／Ｖ牌より出土した貝輪の破片は、九州の立岩型只

輪につながる形態的特徴をもつ。

（４）廃棄単位と廃棄行動：貝殻の廃棄単位を把握するために1999年訓益報拷より行ってきたⅣ下隅

のシヤコガイ科貝殻の合弁作業の結果、合弁率は10％を超えた。特にⅣ下麻分布域の中心に近い北２

西１グリッド・北２束ｌグリッドにおいて合弁率が高い。出土位置を検討すると水平距離60ｃｍレベ

ル差５ｃｍ範IﾘIで合弁するものが多い。貝脚|'に、ミドリアオリガイやマガキガイが数箇所でまと

まって認められた状況は、Ⅳ層下部の廃棄単位形成後、現在までに大きな乱れがなかったことを示し

ている。

（５）狩猟・漁拶・採集活動：Ⅳ隅~ド部出土の径２ｃｍ以上の大きさの典殻についてみると、シャコ

ガイ科とニシキウズ科の貝が過半数を11_iめ、その他の貝類もリーフ内に生息する種が主体である。ま

た今年度調査においては大量の獣骨、魚骨が出土した。Ⅳ層下部の下部およびⅣ／Ｖ屑では動物遺体

の出土数が増加する傾向がみられる。脊椎動物ではイノシシ、ブダイ科が多く、巾には火を受けたも

のもみられる。

（６）遺跡の時期：出土した人工遺物の編年的位置および理化学的年代測定の結果を勘案すれば、本

遺跡Ⅳ屑~ド部、Ⅳ／Ｖ層はともに沖縄貝塚時代後期中葉に位置づけられ、５世紀から６世紀に比走す

ることができる。

(】

・ＰＯ
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第１部

７．第６次洲盃（2009年）の経過と成果の概要

7.1．調在の経過

第６次調森は、2009年８月15日から８月29日まで実施した。

第５次調査から７年を隔てて調査を再開させたのは、2002年以降貝塚時代の土器編年研究の進展に

よってナガラ原束貝塚の土器変化の解明の重要性が認識されたこと、ナガラ原東貝塚出土の土器を改

めて分析した結果、Ⅳ厨の撹乱によって形成された層とみていたⅢ層が独自の時期的特徴をもつと了

解されたこと、これらをふまえてナガラ原東貝塚を発掘調査し、調査の総括を行う必要性を痛感した

ことによる。調査秤開にあたっては、以前遺跡の基準点復元のために遺跡北側の道路脇等に打ってい

た杭のほとんどが消失していたため、基準点ＰＯの復元にやや時間がかかったが、杉井健准教授と学

生の尽力でかなり正確にトレンチを復元することができた。南部測斌機（沖細県）に委託して、基準

点と道路脇に新たに設定した杭の国土座標を求めた。

再開後の発掘調査では、もっとも古い遺物包含層（Ⅶ層）まで掘り下げ行い地山との関係を確認す

ること、Ⅳ脚あるいはVlwiiで確認していたピット等の性格を明らかにすること、Ⅲ牌について堆積状

況を確認することを目的とし、Ｖ層においてすでに遺構らしきピットを検出していた北ｌ西ｌグリッ

ドと、この束に隣接する未調査の北１東ｌグリッドを調査区に選んだ（Ⅸ124)。

北１西ｌグリッドでは一部をⅦ層上面までほりさげ、北１束ｌグリッドではⅣ屑下部の上半部まで

下げた。貝類遺体、脊椎動物遺体、植物造存体の抽出のためコラムサンプリングを実施した（図25)。

また砂屑の堆積状況を微視的に理解するために、松田順一郎氏（東大阪市文化振興協会）に調査を依

頼し、北ｌ西１グリッド北トレンチ東側壁の一部を表土からⅦ層までサンプリングし、樹脂塗布によ
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る土層の剥ぎ取りを実施し

た。

８月28日に現地説明会を

行い、４０名余りの参加者を

得た。今回の訓査面積は

42.75㎡である。

7.2．成果の概要

フィールドマスターの弘中

正芳・商松あゆみ氏の総括

をもとに、以下に成果の概

要をまとめる。

（１）層序：基本的には

2002年までのものに準ずる

が、二つの点で変更がある。

これまでⅣ胴は、Ⅳ層下部

が耕作などの上からの撹乱

をうけて巻き上げられ再堆

積して形成された層である

と認識していた。しかし、

土器の分析からⅣ層下部と

は異なる傾向を示すことが



わかった。そのため、今回堆積状況を改めて検討したところ、Ⅲ層にはⅣ層下部の撹乱による箇所も

みられるが、本来の堆積状況を保っている箇所も存在することを確認した。

Ⅳ層下部とＶ層の砂が混在する漸移層については、Ⅳ層下部のような貝殻の集中が認められないた

め、第５次調査では慎重を期してⅣ／Ｖ層として区別した。今回Ｖ層を掘り進める中で両者の関係を

詳細に検討した結果、砂が混じる範囲と混じらない範囲の遺物出土状況に有意な差は見られなかった。

堆積状況の観察の結果、両者の砂が混じるのは、Ｖ層の堆積が終了した後の人間の活動に伴って人為

または自然による擾乱が起こったためと考え、両者を同一層と認識した。前回Ⅳ／Ｖ層出土とした

シャコガイと、今回Ｖ層の中位から出土したシャコガイの合弁が２組確認されたこともこの認識を支

持する。

（２）2003年報告のピット：Ｖ層上面で８基のピット状を呈する黒色土の堆積を確認し、第５次調

査でそれらの内１基を掘り下げていた。今回Ｖ層上面を精査しさらに１基検出した。検出面からの深

さは８基とも１０ｃｍ以下であった。また、内部の黒色土をすべて取り除いた後の壁面に、大型貝類が

突き刺さるように入り込んだものも確認された。加えて、その配置に規則性は認められず、遺構とし

ての積極的な意味づけはできなかった。

（３）シャコガイの合弁：前回までの調査と同様に、シャコガイの合弁状況を調べた。Ⅲ層では143個

体のシャコガイのうち３組の合弁が確認された。また、Ⅲ層出土のシャコガイとⅣ層下部出土シャコ

ガイの合弁は確認されなかった。これまでのところシャコガイは、同一層内でのみ合弁しており、こ

のことからもⅢ層が独立した包含層であると判断できる。Ⅳ層下部出土のシャコガイについては、過

去の調査で出土したものも含めて検討を行った。その結果、1766個体中442個（221組）が合弁した

(合弁率13.8％)。今回出土したものでは、２組の合弁が確認された。１組は過去に北３西ｌグリッド

から出土したものと合弁しており、その水平距離は13.6ｍであった。Ｖ層では、第５次調査でⅣ／Ｖ

層として取り上げたものも含めた109個体中、５組の合弁が確認された。Ｖ層中位で出土したシヤコ

ガイ３組はいずれも水平距離50ｃｍレベル差５ｃｍ内で合弁している。加えて、Ｖ層内で接合した土

器はいずれも水平距離５～６ｃｍ至近距離で接合している。また、ほぼ完形のイノシシの肩甲骨が水

平位で出土した。以上からＶ層の遺物は、埋没当時の位置関係が大きく変更されることなく現在まで

残っている可能性が高いとみられる。

（４）土器：Ⅲ層から蕊、片口土

器、ミニチュア土器、壷が出土し

た。底部はくぴれ平底が主体であ

り、わずかに尖底を含む。蕊の口

唇部形態は平坦で、内外面に粘土

のはみ出しをもつものが多い。ま

た、刻目突帯をもつ胴部もみられ

る。以上から、Ⅲ層の土器はアカ

ジャンガー式土器に相当すると判

断される。Ⅳ層下部から出土した

土器は少ない。蕊は、口唇部を平

坦に成形するものが多く、刻目突

帯をもつ土器がみられるという前

回までの傾向と同様である。Ｖ層

北１束ｌグリッドＮｌＥｌＮｌＷ１北ｌ西ｌグリッドＮｌ
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第１部

の土器の特徴は以下の３点である。①底部全体の約60％が乳房状尖底を含む尖底である、②口唇部が

舌状を呈するものが多く（約70％)、口縁内面に文様を施すものもみられる、③口唇部が平坦で外面

のみ沈線文をもつものも存在する（30％未満)。①、②は大当原式土器の特徴であり、③はアカジャ

ンガー式土器の特徴である。これらのことから、ｖ層は大当原式土器からアカジャンガー式土器への

変化が始まった段階に位置づけられる可能性が高い。ｖ層で注目されるのは、複数種の搬入土器の存

在である。これらは、口唇部の仕上げ方や調整法などから、東原式や辻堂原式を含む南九州の弥生時

代終末期から古墳時代前期の成川式土器と判断できる。沖縄地域においては、これまで弥生時代終末

期から古墳時代初頭の土器として免田式土器が知られていた。今回の成川式土器の存在は、南九州の

土器が搬入された時期を弥生時代終末期から古墳時代前期に延長し、奄美地域（マツノト遺跡、安良

川遺跡）にまで届いていた成川式土器の分布域を南に拡大したことになる。その器種に高杯が加わっ

たことも重要である。

（５）石器：打製石雛、石斧、磨石、厳石、台石、クガニイシ形石器、黒曜石片などが出土した。同

定された石斧の石材である緑色岩または緑色片岩は、沖縄諸島外から運び込まれたものと考えられる。

同様に、北ｌ西ｌグリッドＶ層で出土した黒曜石片３点は、九州島からの搬入と考えられた。

（６）貝製品：有孔貝製品、匙状貝製品、ゴホウラ加工品、貝符２点を得た。貝符の１点は発掘区か

ら北に50ｃｍ以内の位置で表面採集された広田上層タイプである。中央に稜が入る点が特徴的で、伊

江島出土の他の貝符に共通している（具志原貝塚例、ナガラ原西貝塚例)。他の１点はｖ層で検出し

た無文のもので、ｌ孔をもつ。

（７）貝類遺体：シャコガイ科、ニシキウズ科などイノー内外の貝類が多くみられる。製品の素材と

してゴホウラやアツソデガイ、ウミギク科、シレナシジミ、スイジガイなどの死貝を一部持ち込んで

いることも確認された。過去に出土したものも含めて、各層のシラナミとヒメジャコのサイズを計測

した。その結果、捕獲された貝がｖ層からⅣ層下部にかけて小型化していることが判明した。Ⅱ層と

Ⅲ層ではミドリアオリが最も多く、下位の層と共通する。

（８）脊椎動物遺体：哨乳綱、硬骨魚網、肥虫綱が出土した。|'甫乳綱ではイノシシ科の他に、初めて

イルカ類が出土した。このほか硬骨魚網ではブダイ科、肥虫綱ではリクガメ類とウミガメ類がみられ

た。Ⅲ層では、ブダイ科とニシン科を主体として、それ以外の種を少量ずつ捕獲する傾向が明らかに

なり、これはⅣ層下部と共通している。

（９）植物遺存体：Ｖ層の分析によって、オヒシバの種子が認められた。オヒシバは路傍や畑の周辺

などに生育する一年草である。

(１０）Ｖ層の時期：Ｖ層は大当原式土器からアカジャンガー式土器への変化が始まった時期に相当し、

沖縄貝塚時代後期の前半から後半への過渡期に位置づけられる。これに南九州の成川式土器が伴って

いる。中村直子氏の教示によると、この土器は成川式土器の中でも中頃から後半期（古墳時代前期か

ら中期）に相当する東原式と辻堂原式に該当する可能性が高いという。第５次調査で測定したＶ層上

半（旧Ⅳ／Ｖ層）出土炭化物の１℃補正年代値は、1630±40yBP（calAD350to530）と1620±40yBP

(calAD370to540）で４～６世紀に対応する（ともに68％の確率値)。ただ想定される搬入土器の年代

からみると５～６世紀を含むこの数値はやや遅い。Ｖ層で検出した黒曜石片と成川式土器の存在は、

この時期における伊江島と九州島との関係を示唆している。
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８．第７次調査（2010年）の経過と成果の概要

8.1．調査の経過

第７次調査は、2010年８月27日から９月７日まで実施した。

第６次調査に引き続き、東西二つのグリッドを設定した。北ｌ東ｌグリッドではⅣ層下部における

廃棄遺構の検出を終了してＶ層を調査することを目指した。グリッド内を４区分し（Ｉ～Ⅳ区)、西

側と中央に断面観察用ベルトを残し、Ｖ層上面を検出した。北１西ｌグリッドではＶ層における生活

面の検出を終了してⅦ層を掘り下げた。グリッド内を４区分し（Ｉ～Ⅳ区)、中央に断面観察用ベル

トを残して掘り下げた。この中で、Ⅶ層からＶ層への漸移層にあたるＶ／Ⅶ層の存在を新たに確認し

たため、昨年Ⅶ層に達していたⅢ区上面を改めて精査し、これもＶ／Ⅶ層上面であることを確認した。

Ｖ／Ⅶ層上面でピットを５基検出した。貝類・脊椎動物・植物遺体の分析のため、３種類のコラムサ

ンプリングを実施した（図26)。期間中に二度の台風に見舞われ苦労の多い調査であった。

９月６日に現地説明会を実施し、３０余名の参加者を得た。調査面積は4275㎡である。

8.2．成果の概要

フィールドマスターの松崎友里氏の総括をもとに、以下に調査の成果の概要をまとめる。

（１）層序：北ｌ西１グリッドでＶからⅦ層にかけて両者の土が混在している厚さ約１０ｃｍ堆積層を

確認した。より多くの情報をふまえて判断すべきと考えて、今回はＶ／Ⅶ層と呼称した。

（２）ピット：北ｌ西ｌグリッドＶ／Ⅶ層上面でピット５基を検出した。ピット内では、黒色土とと

もにリュウキュウヒバリガイやミドリアオリなど小型の貝類遺体、土器片、炭化物細片などを検出し

た。ピットはいずれも黒色土の堆積が浅く、掘り込みは不明瞭であった。また、相互の配列にも規則

‘性は認められなかったため、これらを建物の柱穴であると判断するに至らなかった。

（３）シャコガイの合弁：廃棄遺構形成過程の解明を目的として、これまでと同様にシャコガイの左

殻と右殻の合弁状況を調べた。Ⅳ層下部では、今回北１東ｌグリッドⅢ区で出土したシャコガイと、

前回同グリッドの東側断面観察用ベルトⅣ層下部で出土したものが新たに１組合弁した。二つの水平

距離は約140ｃｍ、レベル差は3.7ｃｍであった。今回出土したシャコガイを含め、Ⅳ層下部では合計

3019個（2797個体）出土している。そのうち、444個（222組）のシヤコガイが合弁しており、合弁率

は14.7％である。これに対して、Ｖ層ではシャコガイが合計１１６個出土している。このうち10個（５

組）のシャコガイが合弁したが、合弁率は8.6％と低い。なお、今回Ｖ層で新たに出土したシヤコガ

イのうち合弁したものはなかった。

（４）土器：土器片が826点出土しＮｌＷｌ北ｌ西ｌグリッドＮｌ北１束ｌグリッドＮｌＥｌ

●

Ｅｌ

た。ほとんどが翌であり、他に片

口土器が２点、ミニチュア土器が

２点出土した。なお、壷と判断で

きるものはなかった。今回、これ

までの調査で出土した土器片をす

べて見直し、口縁部と底部に関し

て再度検討を行なった。口縁部に

ついては、口唇部の断面形態と口

唇部の刻目に注目してそれぞれ分
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岬 、国貝類遺体・脊椎動物遺体サンプリング唇部の刻目に注目してそれぞれ分

口植物遺体サンプリング 類を行なった。さらに口縁部外面

図２６第７次調査コラムサンプリング位置図に貼付された突帯にも注意してそ
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第１部

れぞれの相関関係を検討し、これらについて時期的な変化を抽出した。その結果、そのすべてにおい

てＶ層とⅣ層の間に明瞭な変化を認めることができた。底部については、土器外面の形態差によって

尖底土器群と平底土器群に大別し、さらに製作技法に注目して細別を行なった。これをもとに尖底と

平底の割合や尖底における形態の変化などについて層ごとに比較した。その結果以下の5点が明らか

になった。①Ｖ層では尖底土器群が平底土器群より多いが、Ⅳ層ではその割合が逆転する。②尖底土

器については、Ｖ層で乳房状尖底が最も多いのに対し、Ⅳ層では丸底・尖底が乳房状尖底より多くな

り、相互の占有率が逆転する。③尖底土器について、Ｖ層．Ⅳ層にみられる粗雑なつくりの乳房状尖

底が、Ⅲ層ではみられなくなる。④平底土器については一貫してくびれ平底が大半を占めるが、Ⅳ層

でくびれのない平底が登場し、Ⅲ届に継続する。⑤平底土器について、Ｖ層で３類構成であった平底

土器群が、Ⅳ層で７類榊成となり、Ⅲ層で４類構成になる。①から⑤によって、Ⅳ層が底部形態の変

化の変換点になっていることが理解される。このほかに注目される点が二つある。一つ目は、底部の

厚さである。尖底土器群も平底土器群も、ともにＶ層からⅣ層にかけてその底部の厚さを減少させて

いる点である。二つ目は底部のつくり方である。くびれ平底の成形には、円盤状粘土を底においてそ

の上に粘土紐を積む技法が一般的であるが、このほかに尖底の底部に粘土紐を巻きつけて<びれ平底

とする技法も認められる点である。以上二つの特徴は、尖底土器群と平底土器群が軌を一にして変化

していることや、前者と後者が連続する関係であることを示している。尖底土器群と平底土器群の関

係についてはさらに注意深く検討していく必要があるだろう。

以上、口縁部と底部における変化の分析から、Ⅳ層を土器形状の変化の画期とみることができる。

2009年度の報告で、Ｖ層は大当原式土器からアカジャンガー式土器への変化が始まった時期で、沖縄

貝塚時代後期の前半から後半への過渡期であることが指摘された。今回の成果を踏まえると、Ⅳ層は

アカジャンガー式土器が新たな型式として成立した時期に対応し、沖縄貝塚時代後半の初めの時期と

みることができるだろう。土器の変化からみて、その変化はきわめて連続的な進行であったと推定で

きる。

（５）石器と石材：打製石雛１点と磨石６点、石材32点が出土した。島内産のチャートと砂岩は石雛

や小型の利器、敵石、磨石に、島外産の緑色岩や緑色片岩は石斧に、黒曜石は石錐に利用されており、

石材の利用には一定の傾向が認められる。このことから当時の人々が石材の特徴を理解して石材を選

択し、石器を製作していたことが窺える。

（６）鉄器：北ｌ東ｌグリッドⅣ層下部で鉄製刀子が１点出土した。Ⅳ層での鉄器の出土は２例目で

ある。同様の刀子は古墳時代の九州に普遍的にみられること、またⅣ層下部では３次調査で広田上層

タイプの貝符が出土していることから、この刀子も九州島など北方から持ち込まれた可能'性が高い。

奄美・沖縄諸島における鉄器出土遺跡を集成した結果、奄美諸島と沖縄諸島における鉄器の受容時期

に明らかな相違を認めることができた。すなわち奄美諸島では沖縄貝塚時代後期後半に併行する出土

例が多いのに対し、沖縄諸島では沖縄貝塚時代後期前半のものが多い。つまり、九州島からより遠方

の地域により早く鉄器が出現しているのである。これは両者における鉄器登場の背景の差を示してい

ると考えられる。刀子がどのような背景で奄美・沖縄地域にもたらされたのかを検討するために、九

州島におけるＶ～Ⅲ層の時期と考えられる５～７世紀の古墳から出土した刀子を集成した。また刀子

とともにゴホウラやイモガイ製の貝製品を伴う例があるため、これらを琉球列島関連遺物として集成

を行なった。二つの集成から、刀子を副葬する古墳は九州西岸地域と束岸地域に大きく分かれる傾向

があり、琉球列島関連遺物もほぼ同じ傾向を示すことがわかった。さらに刀子とともに琉球列島関連

遺物を伴う古墳の割合を九州島束岸地域と西岸地域とで比較すると、東岸地域に偏っていることがわ
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かつた。こうした状況は、古墳時代中・後期における南海産大型巻貝をめぐる交易の実態の一側面を

示していると考えられる。

（７）貝製品：有孔貝製品２点、貝製玉１点、皿状貝製品６点とともに、オオツタノハ製腕輪が１点

出土した。１次調査でオオツタノハ製品がⅢ層から出土しているので、製品としては２例目である。

オオッタノハの生息域は沖縄諸島以北の大隅諸島からトカラ列島であるため、これらは北からもたら

された可能性が高い。

（８）貝類遺体：Ⅳ層下部とＶ層における貝類遺体の出土傾向は類似している。貝類遺体を生息域別

にみると、リーフで採取されたものが97％を占める。マングローブ林に生息するシレナシジミが出土

したが、これは島外から持ち込まれたと考えられる。廃棄遺構を構成する主要な貝であるシヤコガイ

について、これまでに出土したものを含め、殻長を計測した。数量の多いシラナミとヒメジヤコで殻

長のピークをは、時期が下るにつれてサイズが小さくなっていくことがわかった。黒住耐二氏による

コラムサンプリング分析では、撹乱を受けた層においても、食用貝類・陸産微小貝ともに本来の組成

を保っていることがわかり、層序認識における貝類遺体分析の有効性が示された。

（９）脊椎動物遺体：ピックアップ法により哨乳網44点、硬骨魚網52点、肥虫網２点が出土した。哨

乳綱では本遺跡で２例目となるイヌ科が検出された。また、哨乳網でのみ焼けた痕跡の認められる骨

が出土した。コラムサンプリングにおいても、獣骨、リクガメのほぼ半数で焼けた痕跡が認められた

が、魚骨ではまれで、ピックアップ資料と同様の傾向であった。これらにみられる焼けた痕跡の色調

差から当時の調理方法を推測できる。

(１０）植物週体：イネとタブノキ子葉、堅果皮が検出された。Ｖ層で検出されたイネは現代のものが

木の根などを通過して到達する「根成孔隙」によるものと考えられる。

(１１）絶対年代：これまでの調査で、径３ｍｍ下の物体であれば、根成孔隙等の作用で砂層内を頻繁

に動くことが確認されていた。そのため、今回は北l東lグリッドのコラムサンプリング地点のⅣ層下

部、Ｖ層、Ⅶ層で得られたシラナミを年代測定の試料として用いた。同じ地点のⅢ層ではシラナミが

得られなかったため、同じグリッドⅢ層で出土したシラナミを用いた。Ｖ層のシラナミの内側には炭

化物が付着していたため、これも同様に年代測定の試料とした。また、この炭化物との年代を比較す

るためにＶ層のシラナミに隣接して得られた炭化物も測定試料に含めた。なお、シラナミの較正年代

は海洋リザーバー効果を較正した年代になっている。測定は加速器分析研究所に依頼した。

’℃測定値によれば、シラナミではⅦ層からⅢ層にかけて順次年代が新しくなっており、遺跡の層

位と矛盾しない。Ⅶ層はこれらとやや離れて古い値を出している。これは１次調査において沖縄貝塚

時代前期土器を含んでいたⅦ層とは別の層とみられ、今回Ｖ／Ⅶ層と認識した層に対応する可能性が

ある。このことは貝類遺体の報告でも指表４第７次調査によるシヤコカイと木炭の１℃年代測定
摘されており、次回の発掘調査において

層序を再検討する必要がある。

今回の測定で、Ｖ層からⅢ層の年代が

５世紀から７世紀の間に対応する可能性

が高まったといえる。
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９．第８次調査（2011年）の経過と成果の概要

9.1．調査の経過

第８次調査は、2011年９月１日から１４日まで実施した。

調査区は北ｌ東ｌ・北ｌ西ｌグリッドである。前回の調査で暫定的に設定したＶ／Ⅶ層は、精査の

結果、独立した遺物包含層であると理解した。

北１束１グリッドでは、Ⅳ層下部を完掘し、Ｖ層上面の遺構を検出した。１．Ⅱ区に貝の集積がみ

られたため、南側の土層確認用ベルトを除去して集積状況を確認した。調査終了直前にⅣ区Ｖ層上面

で表面が赤く焼けた径80ｃｍの炉祉が検出された。北ｌ西ｌグリッドではⅦ層の完掘を目指したが、

Ｖ／Ⅶ層の堆積が厚く、結局Ｉ区でのみⅦ層を完掘した。Ⅷ層では、人工遺物は検出されなかった。

土層内の動物遺体の検討を行なうため、コラムサンプリングを行なった。北ｌ東１グリッドⅢ区では

Ⅳ下～Ⅶ層の土壌を、北ｌ西ｌグリッド北トレンチ壁面ではＩ～Ⅷ層の土壌を採取した（図27)。

９月12日に現地説明会を行ない、３０名の参加者を得た。調査面積は42.75㎡である。

9.2．成果の概要

フィールドマスターの柴田亮氏の総括をもとに、以下に成果の概要をまとめる。

（１）層位と堆積：Ｖ／Ⅶ層は、Ⅶ層とＶ層の間にある両者の砂が混じる厚さ30～50ｃｍの粘質砂層で、

その内容の把握が今回にもちこされていた。Ｖ／Ⅶ層では堆積層全体から土器片・石器・石材・自然

遺物を検出したが、遺構や生活面は確認できなかった。注目されるのはこれらの土器に貝塚時代前期

に近い特徴をもつものと、貝塚時代後期に近い特徴をもつものがみられることで、前者は層の下半部

に多く、後者は全体にみられた。このことからＶ／Ⅶ層を貝塚時代前期から後期にかけて堆積した層

と考えた。

（２）Ｖ層上面の遺構とⅣ下層の貝殻集禎：前回の調査において、立位で出土するシャコガイが注意

された。北ｌ西ｌグリッドの南壁壁面東端部に位置する立位シャコガイの埋積状況は以下の通りであ

る。砂とシャコガイ貝殻の接触部分には砂粒が連続していないが、シャコガイのある高さ以下の堆積

に関しては砂の葉理がつながっており、そのレベルで貝殻が砂層に刺しこまれたものである可能性が

高い（松田順一郎氏教示)。この立位シヤコガイを取り上げると、その背面にもう１点の立位シャコ

ガイが存在していた。この二つのシャコガイの周囲の砂はＶ層の明褐色ではなく、Ⅳ層の色調に近い

やや黒色がかった色の砂で、貝殻の立つ方向に沿ってラインをひくことができたため、立位シャコガ

イがⅣ層下部から掘り込まれた

ＮｌＷｌ北ｌ西ｌグリッドＮｌ北１束ｌ グリッドＮｌＥｌ ピット内に存在する可能性は高し、ピット内に存在する可能性は高い

と考えた。立位のシャコガイが

ピット内に人為的に置かれたこと

を念頭にシヤコガイの出土状況に

注意して面的に掘り下げたが、貝

殻周囲の砂の色からピットの存在

を確認するのは容易ではなかった。

そこで立位シャコガイを含む断面

で砂層を半裁すると、貝殻の最下

レベルに、自然の状況で混入する

とは考え難い小形海産貝類が現れ

た。これらは旧生活面からピット

●

Ｗｌ

第１部

（

－３６－

Ｉ

図２７第８次調査コラムサンプリング位霞図

●
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内に落ち込んだものとみられ、このことを根拠にそこに貝殻を内蔵したピットが存在していたと判断

した。立位シャコガイは殻長１１～26ｃｍの大きさをなし、シラナミが多く、ヒメジヤコ・ヒレジヤコ・

シャゴウも少数含まれる。ピット内で２個対になったものも多かったが、サラサバテイなど厚みのあ

る貝殻は１点もみられなかった。以上から、立位シャコガイを建物の柱を固定する際の模として差し

込まれたものと考えた。

立位シャコガイは全部で21点検出された。確認されたものの多くは水磨を受け、柱を固定する際の

模に使用するために意図的に持ち込まれたものとみられる。水磨をうけたシャコガイをその出土状況

に注意することなく一様に皿状貝製品と考えていたので、これについては情報を見逃したことになる。

第６次調査のＶ層上面で検出された９基のピット状遺構の内Ｐ２．６．８に立位シャコガイが確認でき、

これらも柱穴の可能性が高くなった。今回、Ｖ層最上面で80×70ｃｍ厚さ１０ｃｍの砂が変色し硬質化

した地床炉を検出した。この炉祉といくつかのピット状遺構は同時期に機能していた可能性が高いが、

ピットの掘り込み面が不明なので同時期の関係を具体的に絞り込めなかった。

過去の調査の事例を含めると、ナガラ原東貝塚の遺構はＶ層最上面からⅣ層最上面の問で確認され

ている。これらについても掘り込まれた層やレベルは不明であるが、少なくともＶ層形成後Ⅳ層が堆

積し終わるまでの時期に、ここで生活した人々によってピットがくりかえし掘られていた、つまり建

物があったと指摘することができる。

（３）出土遺物の分析：それぞれの遺物について、これまで出土したものを含めて分析を行なった。

土器は、Ｖ層の資料数が乏しかったため、資料数を増やし再検討をする必要があったが、今回の調査

ではＶ層から分析可能な土器が出土しなかったため、形態変化にかかわる層位別分析結果は前回と同

じである。石器は、石器の石材と素材石の石材に分類し、分析を行なった。その結果、人々は島外か

ら石材を搬入して伊江島で石器を製作しており、石材を選択的に使用していたことが判明した。クガ

ニイシ形石器を集成して出土傾向を整理した結果、貝塚時代中期以前には奄美諸島に多く同後期以降

は沖縄諸島に多いこと、白木原和美氏分類のＡ類が古くＢ類が新しいこと、Ａ類はＢ類より大きい

傾向のあることを指摘できた。貝製品について、有孔貝製品では貝塚時代時期にウミギクガイ科貝類

の使用率が高まっていること、漁網錘が主に貝塚時代後期に使われた道具であったことを指摘した。

（４）Ⅲ層の絶対年代：北１束ｌグリッドの北壁上でＮｌＥｌ杭から146ｃｍ、地表下47ｃｍのⅢ層から年

代測定用の炭化物を抽出して測定を行なった。年代測定に使用した炭化物は、上下をミドリアオリの

密な堆積層に挟まれており、その堆積状況は安定していた。地球科学研究所による'℃測定値の結果

は、以下のとおりである。

２ぴ（95％の確率）：CalAD570-650

１ぴ（68％の確率）：CalAD600-650

Ⅲ層の１℃年代については、これまでCalAD460-633が得られていたが、今回の試料で７世紀寄りの

可能性がやや高まったということができる。

表５年次調査と鯛査区

鋪１次調査

鋪２次劇査

輔３次調壷

輔４次調壷

鋪５次調壷

第６次調壷

第７次調壷

第８次調在

北ｌ西ｌグリッド北２西ｌグリッド北３西ｌグリッド北２束ｌグリッド北１束ｌグリッド北トレンチ南トレンチ西トレンチ東トレンチ第２東トレンチ

ｌ～Ⅲ届

Ⅳ層ほりあげ

Ｖ届上面輔査

Ｖ届上半部

Ｖ層．Ｖ／Ⅶ層

Ｖ／Ⅶ層．Ⅶ届

Ⅳ層半ば

Ⅳ層下半部

Ⅳ層下半部

Ⅳ層ほりあげ

Ⅳ層半ば

Ⅳ肘下半部

Ⅳ咽下半部

ＭＷ１ほりあげ

Ｉ～Ⅳ層半ば

Ⅳ閣下半部

Ⅳ脳下半部

Ⅳ層上半部

Ⅳ層下半部

Ｖ届上半部

－３７－

Ｉ～Ⅷ１，リＩ～Ⅷ脳Ｉ～Ⅷ層Ｉ～Ⅷ層

Ｉ～Ⅶ咽

I～Ⅷ層



第４章調査成果

第１節層序

１．考古学的記述

ナガラ原東貝塚の土層は、北の段丘から南の海岸に向かって緩やかに傾斜する基盤のマージ層（第

四系琉球石灰岩表層の風化粘土層）上に、貝塚時代前期から貝塚時代後期に到る五つの文化層が、間

層を挟まずに重層的に堆積している。調査において、表土から基盤層までを八つの層にわけた。すな

わち第１次調査で認識した表土のＩ層から基盤層のⅧ層までの８層である。遺跡は畑地として毎年耕

作され、その全面にわたって地表面からあるいは深〈（50~60ｃｍ）あるいは浅く（20ｃｍ）撹乱を受

けている。

発掘調査では、図28に示す27箇所において断面図を作成した。これらに番号を付して①～⑳とし、

南北方向と東西方向に分けてそれぞれ図２９．図30と図３１．図32にまとめた。一連の発掘調査において、

分層の基準としたのは北ｌ西１グリッド東側の壁面（⑥）である。図29⑥－１は第１次調査時に作成

し、⑥－２は第８次調査時に作成したものである。複数回にわたる調査と確認作業のため⑥－２は⑥－

１に比べて東方向に少し削られた面になっている。二つの断面図は、Ｖ／Ⅶ層の有無で異なっている。

これは第７次・第８次調査においてⅦ層を面的に掘り下げる過程で、Ｖ層とⅦ層の間に独立したＶ／

ＷｌＥ

（

ＷｌＥ

Ｆ号司土層断面図作成面
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一一

図２８土層断面図作成箇所（①～⑳）
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ゴ ⑰

Ｉ層：表土層。暗褐色混砂土層。厚さ20ｃｍ。現在の耕作土。束トレンチの西よりと西トレンチの西

よりでは部分的に撹乱が深く及んでいる。地表面に貝殻片、土器片、石器が多くみられる。

Ⅱ層：撹乱層。厚さ20～40ｃｍ・褐色混土砂層Hue75YR4/４．下のⅢﾙＩ（遺物包含層）の砂が耕作に

よって巻き上げられて堆積した層。耕転機で深く耕す場合、地表下50～60ｃｍまでの土が反転される

ため(1)、下のⅢ層の砂と表土の土とが不規則に混じることになる。Ｉ牌に比して堅くしまっている。

Ⅲ層：遺物包含層。厚さ20～30ｃｍ。褐色砂層HuelOYR4/4．乾いた感じの牌でさらさらしている。

層上部は上位からの撹乱が広く及んでいる。耕転の痕跡が不規則な胴をなして残存している(2)。東

トレンチの西寄り、西トレンチの西寄り、第２東トレンチの中央束寄りの地点では上からの撹乱及び

層全体が撹乱されている。しかし層内の堆積が安定している箇所も多く、北l1JWlグリッド西側断面

⑬と北側断面⑳、南側断面⑱では、Ⅲ層からⅣ屑に掘りこまれたピットが確認された。アカジャン

ガー式土器期に比定される。

1V層：遺物包含牌。厚さ20～45ｃｍ・暗褐色混土砂層HuelOYR3/４．砂の粒子が細かく、土を含んで

さらさらした感じである。貝粉・炭片を含み、植物の根が土中に及んでいる。第２次調査以降、貝殻

のまばらなⅣ層上部と貝殻の集中するⅣ層下部に便宜的に分けたが、Ⅳ聯-.1二部の存在が部分的であっ

たため、本書ではⅣ層として一括する。Ⅳ層では食糧残津の貝殻が密集して而的にひろがり、これに

土器、石器、鉄器、貝製品が伴い、その下位で柱穴の痕跡等が検出された。なお、北２西１グリッド

西北部では、Ⅳ層上部にまで緋転機の爪痕が部分的に確認されたが、撹乱はこの下の貝殻廃棄層（Ⅳ
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⑳

層下部）にまでは及んでいなかった。アカジャンガー式土器期の初期に比定される。

Ｖ層：遺物包含層。厚さ10～40ｃｍ・明褐色混土砂胴Hue75YR5/6．貝粉・炭片を含み、白い貝粉が

目立つ。下位になるに従って土のしまりが強くなり、粘質になる。食料残津のほか土器、石器、貝製

品を含むが貝殻の密集而はみられない。層上部で炉;M二と柱穴が確認され、遺物も層上部で多く検出さ

れた。現在の耕作による撹乱の痕跡は認められない。大当原式の末期に比定される。

Ｖ／Ⅶ層：遺物包含層。厚さ10～40ｃｍ・明褐色粘土髄砂＃WHue5YR5/８．Ｖ層より粘土質だがⅦ脚ほ

どではなく、色洲もＶ屑とⅦ層の中間をなす。届全体に土器片をまばらに含み、上部で浅いピットを

検出した。第１次調査で南トレンチの一部に認識されたⅥﾙﾘがこれに対応する可能性がある。貝塚時

代前期から貝塚時代後期の土器が混在する。

Ⅶ層：遺物包含解。厚さ１０～20ｃｍ･赤褐色砂質粘土〃iHue5YR4/8．層内にマンガン粒や貝粉を多く

含む。第１次調査で貝塚時代前期土器が出土している。貝塚時代前期（荻堂式期）に比定される。

Ⅷ層：無遺物解。赤褐色粘質土層Hue5YR4/6．基盤脚（島尻マージ)。直径３～４ｍｍの球形をな

－４２－



第４章

す黒色の鉱物を含む。確認のために北ｌ東ｌグリッド北トレンチの一部を30ｃｍ掘り下げたが、堆積

状況に変化はみられなかった。（木下尚子）

２．堆積学的記述（図33,34）

Ｉ層と11層は、すでに述べられたようにそれぞれ現代の畑地作土とその心土である。ここではそれ

らの記載は省略する。

Ⅲ層上部・中部：lOYR4/2.5～３細かめの粗粒砂をふくみが卓越する、わずかに泥質の砂層。中粒

砂．（サンゴ骨格、有孔虫殻、貝殻に由来する炭酸塩砂。以下同様)。砂は粒子支持だが、本層以下Ｖ

層下部までの砂丘砂粒子は薄く粘土に被覆されている。これらは砂丘砂堆積中からＩ．Ⅱ層造成前ま

での土壌生成にともなう粘土集積・下方移動によるものと考えられる。ところどころに低角度～水平

の薄い平行葉理がみとめられるが、擾乱された部分が多い。縦方向に幅５ｍｍ以下の根の痕跡が断面

全体に高密度にみとめられ、粘土の多い部分では管状の孔隙を残す。Ⅲ．Ⅳ層の層界は漸移的である。

また、この層準は暗色を呈する。

Ⅳ層：l0YR4/2.5粗粒砂・中粒砂を主とする砂。部分的に低角度の葉理がみとめられるが、巨視的

にはほとんどの部分が人為と自然生物による擾乱を受けていると考えられる。乾燥した砂は粉粒体と

して、大気下では人手や風で容易に粒子集合の形を崩し、自然の堆積構造をなして二次堆積するので、

これらの葉理はかならずしも砂丘砂堆積時の初生の構造とは限らない。下位のＶ層上部の黄褐色砂が

混じる。本層の最下部では炭片・灰状物質が分布し、暗色をなす部分が点在する。Ｖ層との層界は人

為的な擾乱による数ｃｍスケールの不規則な凹凸や、根成孔隙を充填した本層堆積物の下方への移動

がみとめられる。

Ⅳ層中部・下部：ｌＯＹＲ３５/2.5中粒砂を主とする泥質砂。中部にはひじように泥がちな部分があり、

全体として堆積物が不均質な分布パターンをなす。極粗粒砂サイズの薄い貝殻片がまじる。下位層か

ら堀上げられた黄褐色の砂が幅数ｃｍ以下で斑状やレンズ状に分布する。

Ｖ層最上部：ｌＯＹＲ５/４Ⅳ．Ｖ層の層界以下数ｃｍの垂直範囲。中粒砂を主とする砂に上位堆積物

がまじる。下位層からの黄ないし赤みがかった粘土質砂が幅数ｃｍ以下の斑状に散布あるいは密集す

るか混合しており、Ⅳ層最下部での人為的擾乱がおよんでいると考えられる。斑状の粘土質砂は下方

に漸減する。パッキングのゆるい砂で充填された管状の根成孔隙が多く分布し，Ⅳ層に上位層準から

発達した根系とは少し異なる印象を受ける。本層準から下方１０数ｃｍ，Ｖ層中部までの垂直範囲には，

シヤコガイを主とする貝殻が多数含まれる。

Ｖ層上部：ｌＯＹＲ５/６上位層の堆積物で充填された根を含めるとやや暗色を呈する。中粒砂を主と

するわずかに泥質の砂。細喋サイズ以細の薄い貝殻片が比較的多い。人為的にも動植物によっても擾

乱されており、初生および二次的自然堆積を示す構造はみとめられない。

Ｖ層中部：ｌＯＹＲ４５/５わずかに泥質の砂。細かめの粗粒砂～中粒砂を主とし、細粒砂・細喋サイズ

以細の薄い貝殻片もまじる。相対的に淘汰がよい。泥分が相対的に多い部分がある。初生の葉理はほ

とんどみとめられず、根系や棲管による擾乱がいちじるしく、見かけは雑多な砂粒子の配列を示す。

Ｖ層下部：l0YR45/５わずかに泥質の砂。細かめの粗粒砂～中粒砂を主とし、細粒砂・細喋サイズ

以細の薄い貝殻片もまじる。初生の葉理はほとんどみとめられず、生物擾乱がいちじるしい。カタツ

ムリ殻や中喋サイズの貝殻破片を含む。

Ｖ層最下部：ｌＯＹＲ４/６下位のⅦ層に対して黄色みがかるが、やや暗色を呈する泥質砂。本層準か

らＶ層中部までは、細粒砂～シルト分が少なく、砂の淘汰がよい。極粗粒砂サイズの貝殻片の量が

－４３－
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第１部

増える。部分的には低角度のごく薄い平行葉理状の構造がみとめられたが、あまり連続しない◎根の

痕とも思える。本層と下位のⅦ層との層界は数ｃｍの垂直範囲で層相が漸移する。

Ⅶ層上部(4)：7.5ＹＲ４/4.5砂がちの砂質泥。砂と泥の比はおよそ同じで、ほとんどマトリクス支持。

下方へと泥が増える。本層準以下には削ると容易に砕ける風化した貝殻片が多くまじり、下位のⅧ層

へと漸減する。上位の砂に充填された幅１ｃｍ以下の根の痕や棲管が多く分布し、孔隙が多い。長径

７～８ｍｍ以下で不規則に配列する泥の塊が集まる部分がある。土壌層位のＢ層(3)下部に相当する

とみなせる。Ｂ層上部以上の土壌層位はＶ層の堆積以前に侵食されたと考えられる。堆積層の内部

構造は識別できない。本層以下Ⅷ層までの垂直範囲には、長径５ｍｍ以下の不整球形で黒色～暗褐色

の酸化鉄ノジュールが散見される。

Ⅶ層中部：５～7.5ＹＲ４/4.5砂がちの砂質泥。砂は粗粒砂・中粒砂を主とし、極粗粒砂はほとんどな

く、細粒・極細粒砂は少ない。本層上部より泥が多い。構造は上部と同じ。

Ⅶ層下部：５～7.5ＹＲ４/4.5砂質泥。砂と泥の比はおよそｌ：２．粗粒砂～中粒砂を主とし、細粒・

極細粒砂もわずかに含む。砂をほとんど含まない長径２ｃｍ以下の部分が、斑状に点在する。根系や

棲管の痕も多い。細粒の中喋サイズの軽石破片が試料中に含まれていた。

Ⅷ層：５ＹＲ４/4.5わずかに砂質の粘土。最上部７～８ｃｍの垂直範囲に粗粒砂～細粒砂粒子が比較

的多くまじり、下方に漸減する。これらは上位層準から根成孔隙を充填したか、土壌動物の移動に引

きずられて混入したものでマトリクス支持である。酸化鉄ノジュールが散在する。根の跡は幅数ｍｍ

以下で、高密度。現世の根成孔隙を含むと思われる。長径数ｍｍの不規則な角塊状の未発達の団粒

構造がみとめられる。土壌層位ではⅦ層と連続したＣ層上部に相当するとみなせる。

３．堆積学的所見

（１）Ⅷ層の層相からは低位段丘のマージの緩斜面下方への流出・堆積に、海浜からのさほど多くな

い飛砂がまじって再堆積した状況が推測される。ただしＶ層からⅦ層に見られる生物擾乱を積極的

に評価すると、Ⅶ層以下ではほとんど砂は堆積していなかったとも考えられる。

（２）調査地に分布しなかったⅥ層を考慮しなければならないが、Ⅶ層の上位にあるべき土壌層位Ｂ

層上部とＡ層が失われていることや、Ｖ層に風化した貝殻片が多いことから、Ⅶ層上面は侵食面で、

Ｖ層の間には大きな時間間隙が想定される。Ｖ層の層相からは、その下部から飛砂の堆積が卓越し、

低い砂丘の発達とともに、マージの流出が砂丘域に及ばなくなったと考えられる。

（３）Ｖ層の上部からⅢ層下部までには断続的な人為的擾乱がみとめられるが、この間にも短い堆積

休止期間を挟み、飛砂が供給されたようである。Ｖ層の人為的な擾乱は下方に漸減し，１０数ｃｍでほ

ぼ消失するように見える。この深さに対してシャコガイを主とする遺物の埋没深度はより深く、その

垂直領域でデフレーションが生じる堆積状況であったかもしれない。

（４）Ⅳ層は全体に暗色を呈し、すでに存在した土壌の上部の層位が擾乱されて生じたと推測される。

同層は下位層準堆積物をブロック状・斑状に多く含み、さかんに掘り返したような印象があり、Ｖ層

上部での擾乱パターンと異なる。

（５）Ⅲ層中・上部でも遺物が散布し、人間活動の継続を示唆するが、その痕跡を埋没させた砂の初

生の葉理の保存状態から、やや細粒の砂丘砂が急速に堆積したと推測される。

現地で行われている分層は、上述したように堆積物・土壌の記載とくい違うところはとくにない。

しかし、Ⅳ層やⅢ層中の層相が平面的にはパッチ状、断面ではレンズ状に隣り合って変化する状況を

把握するには、より広範囲な観察 と 解 釈 が 必 要 と 思 わ れ る 。 （ 松 田 順 一 郎 ）
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第４章

４．層序の形成

考古学的記述と堆積学的記述にもとづき、ナガラ原東貝塚の層序の形成について以下に整理する。

貝塚時代前期、マージ層（Ⅷ層）の上に、北側の低位段丘のマージが緩斜面下方に流出・堆積し、

これに海浜からのさほど多くない飛砂がまじって再堆積し、Ⅶ層が形成された。貝塚時代前期土器の

存在から、この時期に人間が遺跡を訪れていたことがわかる。

貝塚時代前期から後期前半、海側からの飛砂の堆積が卓越し、低い砂丘の発達とともに、マージの

流出が砂丘域に及ばなくなり、粘土質の砂層が堆積したと考えられる。人々は断続的にこの地を訪れ

て土器や貝類を消費し廃棄したが、その滞在は一時的なものであったとみられる。この間、砂の堆積

と風による削平がくり返され、遺物は層内に散在する状況で残された。Ｖ／Ⅶ層に対応する。

貝塚時代後期中頃（大当原式土器期後半期)、人々が貝殻を採取しつつ、砂丘上に掘立柱建物をた

て、火処をもつ生活が展開した。サンゴ礁の食糧資源の積極的な消費が始まり、人々の生活行為によ

り地表面は頻繁に撹乱される。Ｖ層上半部に対応する。

貝塚時代後期後半（アカジャンガー式土器期初期)、引き続き人々の生活が認められる。捕獲した

食糧残倖が以前の住居跡に広く廃棄され、土層は全体に黒みを帯びる。Ⅳ層に対応する。

貝塚時代後期後半（アカジャンガー式土器期)、飛砂の堆積が活発化する中でも、人々の生活が継

続した。Ⅲ層に対応する。

５．文化層の広がり

土層断面図と第１次調査時に併行して実施されたレーダー探査・電気探査(5)の結果を総合すると、

Ⅲ層、Ⅳ層、Ｖ層の広がりはそれぞれ、図33,図34,図35のように推定される。いずれも、砂丘のゆ

るやかな尾根部を中心に展開していることがわかる。

注

（１）実際に使用している2種類の耕転用機械の刃の使用痕跡にもとづく。

（２）第１次ではこうした状況を理解せず層を細かく分けた。この分類は継承していない。

（３）土壌学上の土層名称。土層を上からＡ・Ｂ・Ｃ．Ｄという記号で表現する。Ａ層は新鮮な落葉の堆積層、Ｂ層は

風化作用により、その場で粘土化の進んだ層位、Ｃ層は土壌母材層。久馬一剛・永塚鎮男編１９８７「土壌学と考古学」

Ｐ,９博友社（編者注）

（４）この記述をおこなった2009年にはまだＶ／Ⅶ層が認識されておらず、Ｖ層に含まれていた。Ｖ／Ⅶ層はＶ層にく

らべて粘質が増すことに注目すれば、Ⅶ層最上部がＶ／Ⅶ層に対応するとみられる。（編者注）

（５）MarkHunsonほか「特論4．ナガラ原東貝塚のレーダー探査と電気探査」「考古学研究室報告」第34集、ＰP､54～

５８、熊本大学文学部考古学研究室

－４７－



第１部

剛 推定されるⅢ層の範囲
砂浜

０２０ｍ
Ⅷ

＊撹乱が文化層に及ぶ箇所

図３５推定されるⅢ層の広がり

－４８－
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７０ｍ７０ｍ７０ｍ７０ｍ

6.0ｍ6.0ｍ6.0ｍ

5.0ｍ

砂浜

推定されるⅣ層の範囲 ０ ２０ｍ

＊抗乱が文化厨に及ぶ箇所

図３６推定されるⅣ層の広がり

－４９－



鱗Ｉ部

図３７推定されるＶ厨の広がり

－５０－
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第２節 遺構

１．遺構の概要

ナガラ原東貝塚の遺椛は、北ｌ西ｌグリッドと北１束１グリッドの２グリッドでj検出した以下のも

のである（'１．

Ⅳ層下部：立位シャコガイ１１箇所、炭化物を含む黒色砂の広がり１箇所

Ｖ層上面：炉吐１基、炭化物を含む黒色砂の広がり１箇所、ピット９基、立位シャコガイ21箇所

Ｖ／Ⅶ層：ピット５基

２．炉祉

北l東1グリッドＶ同上而において検川した。東西86ｃｍ，南北73ｃｍの範囲に径３～８ｃｍの朱色の

硬い砂が斑状に見られ、焼土而であることが明瞭である。東端部が土層確認用ベルトに入っているが、

全体は楕円形をなすとみられる。朱色の斑文は中心部で１０ｃｍほどの厚さをもち、周辺にかけて厚さ

を減じている。’'１央に幅７ｃｍの溝を切って焼土の状況を確認した（図38)。

３．炭化物を含む照色砂の広がり

落ち込み北１束ｌグリッドⅣ脚下部で、炭化物と被熱した貝類の破片が混じる黒色砂の浅い落ち込

みを検出した（図39①、図版59)。黒色土の広がりは径26ｃｍで、検出面から６ｃｍの深さをもつ。半

裁して断面を観察したが、ｌﾘj碓なMIlり込みはなく、被熱による土の変色も認められなかった。

一時的な火の使用北１束ｌグリッドのＶﾙｻｰ'二而において東西90ｃｍ、南北120ｃｍの範I州に厚さ５ｃｍ

ほどの不正形の黒色土の堆稚を検出した。掘り込みはなく、炭化物が多く含まれ、周辺に焼けた獣

骨・貝殻・小石が認められた。黒色砂の広がりは、一時的に火を使用した痕跡とみていいだろう。

ﾛ
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図３８炉祉

①南から撮影（全体）
・で囲んだ部分が焼土の認められた範囲

Ａは立位シャコガイを取りあげた地点

②西から撮影（中央部分）

－
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■

①
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第１部

北ｌ西１グリッド 北１束ｌグリッド
①Ⅳ層下部出土 Ｎ１Ｗ１ Ｎｌ Ｎ１Ｉ罰

Ｅ１

図３９Ⅳ層．Ｖ層．Ｖ／Ⅶ層の遺構（炉杜・ピットなど）
（立位シャコガイの番号は表７に対応）

－

~黒色砂（炭化物含む）

●立位シャコガイ（生殻）

、立位シャコガイ（死殻）

升大型のサンゴ石

北
ト
レ
ン
チ

一

Ｐ(】

■

Ｗ１ Ｅ］

●

2ｍ０

②Ｖ層上面・上部出十Ｎ１ｗ１ Ｎ１Ｅ１Ｎ１

Ｐ(】

■

Ｗ１

○ビット

○炉創：

、黒色砂(炭化物含む）

●立位シャコガイ（生殻）

■立位シャコガイ（死殻）

北
ト
レ
ン
チ

－５２－

Ｗ１
Ｅｉ

←
早

③Ｖ/Ⅶ届出土

－

○ビット

|EKO

Ｎ］ＮＩＷ１ Ｎ１Ｅ１

CＯ

○

○ ○

未澗煮

（
北
ト
レ
ン
チ

＠1９

⑨２１Z０

ｏ２２

〔、,２

Ｑ●1４

○

、,３ ０

（P12）

●
F余

、１７

砂

○

Ｃ

１５
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卿､レンチ
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，２

●８

８６
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○
鐸
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服色砂ｅ

●１０

１１

Ｃ

ｉ村砿トレンチ
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表６北１西１グリッド検出ピットー覧

獣骨に焼けた痕跡あり

ピット

ｎｏ．＊１

ピット内包含物検出

岬

大きさ（c、）

1３

２４

土器片シャコガイその他の海産貝瓶什類その他 備考 ､!〔径深さ

未調査

２＊

○
○

Ｖﾙﾘ

ﾋ而

１
，
型
、
．
４
Ｆ
。
戸
○
房
Ｉ
。
。
ｑ
》

最下層でシャコガイ検Ⅲ

８
２
２
２
×
×

２
２
５
２
４
２
４
８
８

３
３
１
２
２
２
１
２
２

４
３
３
８
０
０

８
４
３
９
３
１
７
９
９

有
有
有
有

サラサバテイ獣骨炭化物、軽石

サラサバテイ

Ｃ
Ｃ
Ｃ

シヤコガイ多数

周囲にシヤコガイが集中

周囲にシャコガイが集中

イトマキポラ

イトマキポラ

マイマイ

有

Ｑ;！Ｑ，

有Ｖ／

Ⅶ層
０
１
２

１
１
１

鰍骨

リュウキュウヒバリ獣骨・魚骨

リユウキュウヒバ

リ、ミドリアオリ

ミドリアオリ

２９

３０

１６×１２

第４章

’'5断而
一口

Ｉ（下図）

有

３
４
１
１

|甑

3.6

IRq噸

－５３－

瀞ｌ：ピット番号は図40に対･応 *２：○：立位シャコガイ

◎：立位ではないシャコガイ

４．ビット

Ｖ層上面(2)とＶ／Ⅶ層において、合計１４基のピットを検出した（表６)。以下、層別に説明する。

Ｖ層のピットＶ層上面で検出したピットは９基のうち、もっともはっきりしているのはピット５

( P 5 、以下同様に表記）である。Ｐ５ＮｌｗｌＮ，

PＯ

２ｍ

Iま直径24ｃｍの円形をなし、深さ

30cm《瓢で脚部に土器片､緋ラサ｛
バテイを含んでいた。Ｐ５は第５次

調査報告書で以下のように記述され

ている。掘りこみ而は「Ⅳ層とⅣ／

Ｖ層（Ｖ層上面、筆者注）の境界に

あたり、平面でも掘り込みラインに

跨るようにしてⅣ下屑（現Ⅳ隅下部、

筆者注）に含まれるシャコガイが

救っていたことから、Ⅳ／Ｖ牌から

Ｖ層に掘り込まれたものと考えられ

る」(4)（図38右下図)。

その他の８基のピットは、「いず

れも検出面からの深さは１０ｃｍと浅

く、明確な掘り込みは確認できな

かった」（う)。ピットの検出では、平6.800肺

、、‐／ＪＪ●l垂．｡、ＪﾉIユ【ノ采一ニッノロ１‐、ＩＤＩ窪川い～ＬＦ。Ｃ八 Ｐ５
Ｐ１Ｐ２Ｐ３Ｐ４Ｐ８Ｐ６

，"､卿一～～雲一へﾉーへ竺言へノーニ;約＝二::::：かつた」(5)。ピットの検出では、平6.800,-

面的に認められた色調の特徴が掘削‘仰0刷一へ一へ一～~～‐‐ﾐﾆ悪こ二一州｡0”Ｐ1０Ｐ1１Ｐ1２Ｐ１３

とともに暖昧になり、断面において

も砂の色調で区別することが必ずし図４０遺構図（北１西１グリッドＶ層．Ｖ／Ⅶ層）

③” 卜30．
○

Ｐ,１．

○ Ｖ / Ⅶ 届 で 検 出 し た ピ ッ ト ○ Ｖ 届 上 面 で 検 出 し た ピ ッ ト

『０

ＷＩ

黒色±

(Ｖ震卜而）○
‐
○

鰯
北
ト
レ
ン
チ急 ･○．

Ｐ1,1Ｐ１Ｃ



第１部

も容易でなかった。そこでピット内に存在す

る、自然の堆積では砂内に混入することの困

難な小型海産貝類の存在に注目し、これらの

密に存在する最下面をもってピット底面とみ

なした。また検出時、これらが人為によるも

のであるかどうか判断に迷ったが、そのいく

つかの内部にシャコガイが立位で存在してい

たことから最終的にピットと認定した。

ピットが掘られた時期については、二つの

可能性がある。一つはこれらのピットが本来

Ⅳ層から掘り込まれ、その底部のみＶ層内に

のこったとするもの、いま一つはｖ層上面か

ら掘り込まれたとみるものである。Ⅳ層とｖ

層の境界の堆積は、第５次調査でⅣ／Ｖ層と

して判断を保留したように、上下の層が混じ

り合った状況であり、激しい人的撹乱の痕跡

を残すという堆積学的所見がある(6)。Ｖ層

上面の撹乱によって掘り込み面は消えている

が、Ⅳ層と混じり合った堆積の厚さ10ｃｍほ

どを足した深さがピット本来の最小値の深

さ(7)であったとみるのが後者である。

Ⅳ層から掘り込まれたとすれば、Ⅳ層に何

らかの痕跡がのこるはずである。第５次．第

６次調査では貝殻集中層の下に遺構が存在す

る可能性を意識してかなり注意深く調査をし

たがこれを確認することはできず、ｖ層上面

ではじめて掘り込みラインを確認した経緯が

ある。また、グリッド壁面において確認した

ピットの多くはⅣ層とｖ層の境界から掘り込

表７立位シャコガイー覧

Pl内検出、斜位

P2内検出

２個出土

P8内検出

P6内検出

壁面で２個検出

壁面で２個検出

層位グﾘｯド図39番号詩冒蕊の備考

Ｖ層北ｌ西１１２

１３

１４

１５

１６

１７

１８

死殻２個出土

死殻

Ⅳ層北１束１１

２

３

４

５

６

７

８

９

１０

１１

Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ａ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ

死殻

破片

２個出土

死殻

破片

－５４－

Ｂ
Ｂ
Ａ
Ａ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ａ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ

破片

Ｂ
Ｂ
Ａ
Ｂ
Ａ
Ａ
Ｂ

四
加
皿
翠
羽
型
妬
妬
訂
錫
羽
釦
釦
犯

１束１じ１

＊：シャコガイＡ：シャゴウ

Ｂ：シラナミ、オオシラナミ、ヒレジヤコ

死殻

まれており、Ⅳ層下部からの掘り込み例を明確にすることはできなかった。以上から、Ｖ層上面の

ピットはＶ層に所属する可能性が高いとみておきたい。

壁面に示されたピットでＶ層上面からの掘り込みが認められたものは、北ｌ西ｌグリッドの東壁

(図29⑥-2のｐ,F、ｐＧ）と南壁（図32⑱のｐＫ）(8)のピットである。北ｌ西ｌグリッドＶ層のピット

群は、さらに東と南に広がると推測できる。

北ｌ東ｌグリッドではピットの掘り込みラインを確認できていないが、これは調査期間の関係でＶ

層上面の掘り下げを行わなかったことに因る◎北ｌ西ｌグリッドではＶ層上面を１０ｃｍほど掘り下げ

る中でピットラインが確認されたため、北ｌ東ｌグリッドでも北１東ｌグリッド同様にピットの掘り

込み面が存在する確率は高いとみられる。

以上から、Ｖ層のピット群はＶ層上面で掘り込まれた可能性が高く、その分布は北l西lグリッドの

東側と南側に延びるとみられる。
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第１部

Ｖ／Ⅶ層のピットＶ層上面を20ｃｍほど掘り下げたところで５基のピットを検出した。いずれも深

さ５～10ｃｍである。ピット内の砂はＶ／Ⅶ層の砂と色調を若干異にし、内部に小型の海産貝類、獣

骨、魚骨を含む。このピットの掘り込み面についても、Ｖ層と同様に二つの可能性があるが、Ｖ層上

面でピットの掘り込みラインを検出できなかったことから、Ｖ層上面の堆積以前に掘り込まれた遺構

と考えておきたい。二つの層のピットを比較すると、Ｖ層では内部にシャコガイが頻繁にみられるの

に対し、Ｖ／Ⅶ層ではみられず、また前者では内部・周辺にサラサバテイやイトマキポラなど大型の

巻貝が目立ったのに対し、後者ではリュウキュウヒバリやミドリアオリなど小型二枚貝と獣骨・魚骨

がみられた。二つの層のピットでは、掘られた背景が若干異なっていた可能性がある。

５．立位シャコガイ

今回、３２基の立位シャコガイを検出した（表７)。このうち、ピット内で明らかに立位の状態で出

土したものは３基（図38の'３．１５．１６）で、他にグリッド壁面で確認できたものが２点（図38の,７．

１８）ある。

第６次調査でピットを検出する際、「内部に堆積した黒色土をすべて取り除いた後の壁面に、やや

大型のシャコガイが突き刺さるように入り込んだ状態で出土した｡」（9)ことが注意された。その後北

ｌ東ｌグリッドのⅣ層下部を掘り下げる過程で、殻径のラインを地面と垂直あるいはそれに近い角度

を保ったまま出土するシャコガイが多数認められた。これらは、出土する大多数のシャコガイがその

表裏を水平方向に保って出土する中で特異であったため、遺構の可能性を意識して、立位シャコガイ

の周辺にピットのラインを想定しながら調査をおこなったが、掘り込みの痕跡を肉眼で確認するには

到らなかった。しかし壁面において確認された立位シヤコガイにはｖ字状の掘り込みラインが認め

られ（図41①)、さらに北ｌ西，グリッドの壁面に残存するシヤコガイの精査により、これがピット

内に立位で存在したものであることを確認した（図42）（'０)。以上から、立位シャコガイは、本来ピッ

ト内に存在した可能性が高いと考えられる。

注目されるのは、立位シャコガイ２殻が向かい合っている例の多さである（図４１．４２の立位シャコ

ガイｎｏ､７，１４，１７，１８)。これがピット内での本来の位置を反映するとみてよければ、これらは砂

地に柱を立てる際、柱の動揺を減少させるために地表から柱の両側に差し込まれた模の機能を果たし

ていたとみられる。ナガラ原東貝塚に隣接するナガラ原西貝塚では方形プランの住居土止が検出されて

おり、その中の数基のピットにシャコガイがｌ～２個伴うと報告されている(１１)。同様の例は奄美大

島龍郷町の手広遺跡でもみられ(12)、いずれも報告者は柱を立てる際の模であろうとしている。この

ような解釈にたてば、立位シャコガイの存在は、ピットの存在を示唆するといえる。

６．水磨シャコガイ

海浜砂により貝殻表面が一様に磨耗し、外面のヒレや突起が鋭さを失って全体になめらかになった

シャコガイを、水磨シャコガイと表記する。立位シャコガイには、食料残津後利用された貝殻もある

が、そのほかに水磨シャコガイが頻繁に使用されている。これらは、Ⅳ層の貝殻密集層の下のレベル

で多く出土する傾向がある。調査時はその意味を把握できず、疑問をもちながらも「貝皿」として報

告していたが('３１、最終年の調査でこれらが柱穴の模として遺跡に持ち込まれたと認識し、水磨シャ

コガイの意味付けを改めた。本報告書を作成するにあたって、これまで出土したシヤコガイを点検し、

改めて水磨シャコガイを分けた。その結果、従来貝皿としたものも含め４グリッドで200余点の水磨

シャコガイが抽出された。水磨シャコガイのほとんどはシラナミ類（シラナミ・オオシラナミ）で、

－５６－
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図４２立位シャコガイ７．２２．２６～3０

⑥立位シャコガイ26～３０

（北側斜め上から撮影）

⑤立位シヤコガイ26～３０
（Ｖ層で検出、南側上から撮影）

ワ鹿

ロ■亨
呂

’霧。．，_〃

閏

紅、Ｚ'甲 や

園

ｐ
■■

【金

酉Ｐ

匙月旦
･２１篭 、

①立位シヤコガイ１７
（北から撮影）

②立位シャコガイ７の位置
（北１東１グリッドⅣ区矢印）

‘瀞．．

ｑ

,』１
Ｌ

ご

出一・■

ｈ』
■

ー

ｰ

Ｌ■

認
電

n 令睡滝一．

識Ｉ懲篭騨哨、
i・必

．。&』環

③立位シヤコガイ７と断面
（Ⅳ層で検出、西側から撮影）

Ｎ１Ｗ１ Ｎ１ Ｎ１Ｅ１

第４章

日

｛

④立位シャコガイ７（北側から撮影）

Ｅ１、 １１ P Ｌ

北 １西１グリッド北１東１グリッド

に

｡

鈎鍍f輪 周
峯
》

司画

魁Ｉ竃ロ

■ロ
ロ

■

吃

蕊雨

一 二

函
』

甲ﾗニ
リ

．。,、謬顎鴬
，っへ蕊ご少。‘

８７

２６~３０

'｡1７



織優(c､）？,柳

第１部

小型のものはヒメ

ジャコ、大型のもの

はシャゴウが対･応す

る。表８はそれらを

大きさに分けて整理

したもので、図43は

そのグラフである。

表８と図43による

と、水磨シャコガイ

の大半は殻長(M）

121ｃｍから18.0ｃｍ

のもので占められて

いる。食糧残津のシ

ラナミ類の大半が殻

長7.1～12.0ｃｍであ

ること（第４章図

115）をふまえると、

水磨シャコガイは大

型のものに著しく

偏っているといえるｃ

人々は日常で海浜に

出る際、目に付いた

大型のシャコガイ殻

を選んで拾い、柱穴

の模を含むいくつか

の用途のために遺跡

に持ち込んでいたの

であろう。

図44は、これら水

磨シャコガイの位悩

を遺構の分布に重ね

てみたものである。

Ⅳ層についてみると、

水磨シャコガイの分

布は立‘位シャコガイ

の分布域におおよそ

(個）

０
０
０
０
０
０
０
０

７
６
５
４
３
２
１

～6.0０（）（）００0

6. 1～9.0０ １ １ ３ 2 7

9,1～12.0７１１６６737

12.1～１５．０８２４２０７８６７

１５､l～１８．０９２０９１１１５０

１８．１～21.0１０１３７３１３４

２１． １～24.0３３１０07

24.1～０１０００１

００００００

＊：未調査

(殻徒）

②北２噸ｌグリッド

門⑤北２束１グリッド

旬③北３西ｌグリッド■①北ｌ西ｌグリッド

の北１束ｌグリッド

図４３水磨をうけたシャコガイの大きさとグリッド別出土頻度（n:203）

－５８－

表８水磨をうけたシャコガイ出土一覧（大きさ別）

重なっている。Ｖ層でも同様にピット・立‘位シャコガイの分布域に重なり、ピットの分布域に密集し

ている。立位シャコガイを柱穴の存在と表裏とみる前述の指摘を踏まえれば、模としてしばしば使用

される水磨シャコガイの出土地点も、柱穴の位置を間接的に示している可能性がある。ただ、ほとん

どの水磨シャコガイは立位ではないため、柱の倒壊等にともなって本来の位置を動いている可能性が

小計３７７３“３０１９２０３

③北3両ｌ

グリッド

④北1束ｌ
グリッド

⑤北2束１小計
グリッド

小計３ ７７３４４３０１９２０３

②北2西１

グリッド

Ⅲ 層２００ ６０８

Ⅳ層４７３４４１６１９１５６

Ｖ層３０＊＊ ８ ＊ ３ ８

Ｖ／Ⅶ層１＊ ＊ ＊ ＊ １

北1西１グ北2西ｌグ北3西１グ北1東１グ北2束ｌグ小計出土層
リッドリッドリッドリッドリッド

表９水磨をうけたシャコガイ一覧（層別）
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Ｅ１

●北鞭I､レンチ
向

●
●

●

＠

器
⑨

●
●

”
ｅ“

〃

●
一
色

、
。

●

●

、

○

⑨
●
●
＠ー

●南鵬I､レンチ

●
●
●

●

●

噂。

●

●

勘

、。

●

輪●

●
●

Ｏ
● ○

Ｃ●

●
●

‘興昌，
●

●●
●

､酔

ト
レ
ン
チ

ＣＯ

○

○ ○

⑤

．t届砿認用ベルト

｡

●ー

'｛

●
●

●

●８
ト
レ
ン
チ

未訓在



第１部

Ｎ３Ｗ１

Ｎ２Ｗ １

Ｎ１Ｗ１

Ｗ１●

、
●●

■●●
● ● ● ●

● ●

●●●●
●甲●●

●●｡

●●●●
●●●

●●●

８・
●

甲 ●●
●毎Ｊ●●

●
●● ● ●

Ｇ●ｑ
●●●

●●●

●●｡
●●

●●

●●●
●●｡
●●

ｅ●●●●●
●●●●●｡●●●

●Ｃ●
B●●◆‐
●●、・ず
●●

●■●●
●●

●●｡

●●

Ｎ３

４

Ｎ２

Ｎｌ

０ ２m
－

Ｎ２Ｅ１

Ｎ１Ｅ１

Ｐ Ｏ・・Ｅ １

図４５水磨シャコガイの分布（､7層）

高く、その位置情報はあいまいである。

図45は、Ⅳ層で出土した水磨シャコガイの分

布である。分布は、北２西１グリッド・北３西

ｌグリッドに密で、ここに何らかの建物遺構の

存在したことが想定される。

７．小結

今回、ピットと立位シャコガイが表裏の関係

をもつこと、立位シャコガイに水磨シャコガイ

がしばしば使用されていること、水磨シャコガ

イの分布がピットの分布に重なることを踏まえ

て、水磨シャコガイから柱穴の分布域の推定を

行った。また、Ｖ層上面の堆積学的所見とこれ

までの調査所見を整理して、第８次調査で保留

されていたピットの時期区分を試みた。層ごと

のピットの分布は水磨シャコガイの存在と整合

的であり、わずかながら特徴もみられた。これ

らを表１０にまとめた('5)。

Ⅳ層ではピットの痕跡が確認されず、立位

シャコガイ・水磨シャコガイの位置も散漫であ

水磨シャコガイの密に分布する北２東ｌグリッドるが、北ｌ西ｌグリッド・北ｌ東ｌグリッドから、水磨シャコガイの密に分布する北２東ｌグリッド

や北３西ｌグリッドにかけて、Ⅳ層下部に何らかの建物遺構や炉祉が存在した可能性があるとみてい

いだろう。Ｖ層では北ｌ東ｌグリッドに建物の存在が想定され、木炭包含層も建物と一連の遺構と推

定される。北１東ｌグリッドの炉吐はこれらとは別棟のようである。

Ⅳ層のように柱穴ラインがきわめて見付けにくい事象については、柱の抜き取りによる柱穴の痕跡

の抹消が想定される。砂地で柱を抜き取った場合、柱穴に周囲の砂が入り込んでその痕跡が残りにく

くなる一方で、柱穴に差し込まれた模は本来の姿勢を保ったまま柱穴の中心に押された状況で残ると

考えられる。２個向かい合ったシャコガイはこのように残されたと推定される。いつぽう、柱穴の痕

跡をのこすＶ層ではこうした解体が徹底されず、柱は自然に倒壊していたのかもしれない。

表１１は貝塚時代後期（以下後期）の掘立柱建物跡の類例をナガラ原東貝塚Ｖ層の例と比較した表で

ある('6)。上が時期的に古く下が新しくなるように配列している。表でみる限り、後期前半には方形

プランをなすものが多く、中頃以後プランが不明瞭になっている。また前半には柱穴に模をもつもの

が少ないのに対し、後半には増える傾向がある。ナガラ原東貝塚の３層にわたる住居杜は、こうした

変化の中に位置づけることが可能であろう。

表１０層別にみた遺構ならびに遺構関係遺物

出土層

Ⅳ層（下部）

Ｖ層（上面）

Ｖ／Ⅶ層（上部）

北ｌ西１グリッド

○

木炭包含砂・●。○

●○

北１東ｌグリッド

木炭包含砂・◎○

炉祉。（●）。○

(未調査）

●：ピット ◎：立位シヤコガイ○：水磨シヤコガイ

(●）：存在が予想されるビット

－６０－



数

？
。
？
、

１
１
２
３
４
多

表１１貝塚時代後期の掘立柱建物跡

４
５
３
７

５
５
７
２

柱穴数繍つ畷｣とみられるもの検出層鶴時代）ブﾗﾝ(､）遺跡

・
数

６
２
３

１
１
１
７
ｕ
多

後期前半

後期前半

後期前半

形
形
形
形
明
明

方
方
方
方
不
不

ｌ平敷屋トウバル

２平敷屋トウバ ル

３ナガラ原西貝塚

Ｖ層下面

Ｖ層上面

Ｖ層

第４章

ナガラ原束貝塚

平敷屋トウバル

×３．１

×３．１

×２．４

×１．４

４
５

シャコガイ・サンゴ石

シャコガイ・サンゴ石

シャコガイ

拳大の石灰岩喋

Ｖ層上面後期中頃

Ⅲ届後期後半

注

（１）Ⅳ層を掘りあげてＶ層上面を掘り下げたのはこの二つのグリッドのみである。北ｌ東ｌグリッドではＶ層を

１０ｃｍ掘り下げた。

（２）Ⅳ／Ｖ層は、Ⅳ層の貝殻密集層の下、典型的なＶ層の上に認められた層で、Ｖ層とⅣ層の砂の混じった漸移層で

ある。第５次調査ではⅣ／Ｖ層としたが、第６次調査でＶ層とした。Ｖ層が地表であったときに人為によって擾

乱された層であるという堆積学的所見と、この層で出土したシヤコガイとより深いレベルのＶ層で出土したシヤ

コガイが合弁したことを根拠にしている。厚さ約１０ｃｍ。

（３）図39では深さ30ｃｍに満たないが、確認の過程でⅣ／Ｖ層を若干掘り下げているため、図ではやや浅い表現に

なっている。

（４）檀佳克編2003「Ｉナガラ原東貝塚5」「考古学研究室報告」第38集ｐ,４熊本大学文学部考古学研究室

（５）高松あゆみ・弘中正芳編2010「ナガラ原東貝塚６」「考古学研究室報告』第45集ｐ､６熊本大学考古学研究室

（６）Ｖ層最上部は、細かめの粗粒砂をふくむ中粒砂・細粒砂に上位堆積物がまじる。下位層からの黄褐色砂（ところ

によって赤みがかった粘土質砂のブロック）が幅数ｃｍ以下の斑状に散布あるいは密集するか混合しており、い

ちじるしい人為的撹乱を示す。ブロック状の粘土質砂は下方に漸減する。

（７）地表の砂のデフレーションを想定した。

（８）第８次調査報告書では、立位シャコガイ18を含むピット（ｐＫ）の掘り込み面がⅣ下層（Ⅳ層下部）である可能

性も示して幅をもたせた解釈をしているが、ここではＶ層上面の観察結果を重視し、立位シャコガイ18に伴う

ピットの掘り込み面をＶ層上面とした。柴田亮編2012「ナガラ原東貝塚8」「考古学研究室報告」第47集

ｐｐ､８～９熊本大学考古学研究室

（９）注（５）文献、ｐ､８。

(10）松田順一郎氏は、シャコガイ周辺の堆積を観察して、デフレーションの痕跡があると指摘された。貝殻の沈み込

みを考慮する必要がある。

(１１）名嘉真武夫・安里嗣淳編１９７９「ナガラ原西貝塚緊急調査報告書概報編・自然遺物編」伊江村文化財調査報告

書第８集ｐｌ３伊江村教育委員会

(１２）白木原和美・中山清美ほか編1974『大島郡竜郷町手広遺跡発掘調査概報」竜郷町教育委員会・奄美考古学会

(１３）例えば第５次調査の記述。注（４）文献pp22～24。

(14）シャコガイの殻の最大幅のこと。

(１５）Ⅲ層でも水磨シヤコガイが検出されているもののその数は出土数全体の４％にすぎない。また本層は耕作よる撹

乱が及んでいる可能性が高いため、遺構については検討の対象から外した。

(１６）島袋洋ほか編１９９６「平敷屋トウバル遺跡一ホワイトビーチ地区内倉庫建設工事に伴う緊急発掘調査報告書一」

沖縄県文化財調査報告書第125集沖縄県教育委員会

･壁面で確認した２例を加えた数

－６１－
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第３節遺物の出土状況

包含層内の人工遺物（土器、石器、貝製品、その他）と自然遺物（貝類、獣骨・魚骨）を対象に、

それぞれの出土位置を記録した。記録はⅣ層.Ｖ層．Ｖ／Ⅶ層．Ⅶ層について悉皆的に行ったが、Ⅲ

層については、原位置を留めている可能性が低いことから、出土レベルの確認のために北ｌ東ｌグ

リッドの一部について実施するに留めた。第１次調査から第５次調査についてはグリッド内に設定し

た折目により手作業で行い、第６次調査以降は光波測距儀によって行った。図39～図61は、その結果

を層・遺物に分けて示したものである。Ⅳ層については、図の左右に出土レベルを示した。頁左側の

ものは北１西ｌ・北２西ｌ・北３西１グリッドに対応し、頁右側のものは北ｌ東ｌ・北２東ｌグリッ

ドに対応している。それぞれについて標高7.00ｍから20ｃｍ刻みで6.40ｍまでの高さを示した。Ｖ層

については、北ｌ西ｌグリッドのレベルを頁東側に示した。遺跡自体は傾斜のきわめてゆるやかな尾

根部に位置しているため、堆積した遺物が傾斜に沿って地滑りをおこす可能性はきわめて低く、遺物

はほぼ原位置を留めているとみられる。

3.1.Ⅳ層における出土状況

土器の出土分布（図46）：土器は調査した５グリッド全体に土器が分布している。Ⅳ層では12693片の

土器片を検出したが、位置の記録は径３ｃｍ以上の大きさの破片、底部・口縁部に限った。土器は水

平距離20ｃｍから430ｃｍ、垂直距離２ｃｍから20ｃｍの距離内で接合している。北ｌ東ｌグリッドのレ

ベル分布では、6.80ｍから7.00ｍまでの間に三つのレベルがわかれる状況を読み取ることができそう

であるが、そのほかのグリッドでは不明瞭である。前者は光波測距儀による記録であり、後者は手作

業によるものである。レベルの分布結果に、記録方法の差が反映されているのかもしれない。北ｌ西

ｌグリッドと北１束ｌグリッドの分布密度が北側の３グリッドにくらべて高くなっているのも、同じ

事‘情によっており、遺物本来の分布密度を反映するものではない。北１西ｌグリッドに示したⅣ層の

広がり（トーン部分）は第２次調査において確認したものである。グリッド西南部分ではⅣ層が消え、

同じレベルにＶ層が堆積していた。第２次調査では、グリッドのl/4にあたる西北部分のⅣ層を植物

遺体分析用に採取しており、土器の位置情報はグリッド東半分に限られている。

石器・貝製品・鉄製品の出士分布（図47）：北１西ｌグリッドを除く４グリッドに分布がみられる。

分布のレベルは土器とほぼ同じである。北２東lグリッド東南隅で出土した鉄製品（尖頭状製品）は、

植物遺体検出のために採取した土からみつかり、原位置が不明なため、採取した土の範囲で示した。

このほか北ｌ東ｌグリッドで鉄刀子が１点、北３西ｌグリッドで貝符が１点出土した。

シャコガイの出土分布（図48、図49）：本貝塚の特徴の一つはシャコガイの出土数の多さである（Ⅳ

層の出土数は3125)。シャコガイはその形状的特徴により左右の殻の合弁関係を確認できるので、す

べてのシャコガイを持ち帰り、これらについて合弁関係を調べた。その結果を図49に示している。

貝殻の分布は北２西ｌグリッドにもっとも密で、北ｌ西ｌグリッドでは疎らである。分布域の処々

に径50～１００ｃｍの貝殻分布の密な部分がみられる。これをシャコガイの合弁関係図と比較すると、

貝殻分布の密な部分は合弁関係の密なところとほぼ重なる。また、分布の密な部分から疎な部分に合

弁関係がのびる例や、合弁関係が、異なる二つの密な部分に及ぶ例もある◎これは二つの地点が、貝

殻の廃棄行為によって時間的に関連することを示している。

図50は、シャコガイの分布の密な部分を抽出して太線で囲み、ここに含まれる合弁関係に注目して
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の貝殻もやや深

いところから検出されているので、この地点はそれ以外の地点より早い時期から貝殻の廃棄がなされ

ていた可能性がある。Ｃは一定の時間幅で廃棄行為が連続したことを示している。Ｄは調査区内で

もっとも離れた距離で合弁した例であるが、Ｃの形成より早い時期に廃棄されたとみられる。シヤコ

ガイでみる限り、本貝塚の貝層は連続した廃棄行為のまとまりによって形成されたことが窺える。

マガキガイの出土分布（図51）：マガキガイはシャコガイと並んで出土の目立つ貝殻である（Ⅳ層の

出土数は1775)。分布をみると粗密が明確で、密な部分は廃棄行為を反映するとみられるが、その傾

向がシャコガイとやや異なっている点は注意されていいだろう。

ニシキウズガイ科貝類の出土分布（図52）：ニシキウズガイ科の貝類にはサラサバテイ、ギンタカハ

マ、ベニシリダカなどが含まれるが、もっとも大型で多数を占めるのがサラサバテイである。ニシキ

ウズガイ科の貝類の出土数は1351である。分布には他の貝殻と同様の粗密が明確であり、その状況は

他の貝殻と共通する部分もあるが、異なる面もある。
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3.2.Ｖ層における出土状況

ｖ層の調査は、北ｌ西ｌグリッドでは終了したが、北ｌ東１グリッドではその上面の検出に留まっ

ている。遺物の出土分布が前者に密で後者に疎であるのは、こうした要因にもよる。

士器の出土分布（図55）：黒色砂の広がりや柱穴９基の認められた北l西lグリッドの全面に分布して

いる。Ⅳ層とは明らかに異なる分布傾向である。

石器・貝製品・黒曜石の出土分布（図56）：土器の分布傾向と共通している。黒曜石片が２箇所でみ

つかった。

シャコガイの出土分布（図57）：土器とはやや異なる分布傾向をみせる。Ⅳ層に比べると分布密度は

低く、粗密の差はあいまいである。ｌ～２ｍの間の合弁例が複数存在している。

マガキガイの出土分布（図58）：シャコガイの分布傾向と共通している。分布にはゆるやかな粗密の

差がみられる。

ニシキウズガイ科貝類の出土分布（図59）：シャコガイの分布傾向と共通している。分布の粗密はほ

かのものに比べてやや明確である。

レイシ類・オニノツノガイ・チョウセンサザエ等の出土分布（図60）：土器の分布傾向と共通してい

Ｎ１Ｅ１

レイシ類・オニノツノガイ・チョウセンサザエ等の出土分布（図53）：シャコガイ・マガキガイ・ニ

シキウズガイ科貝類以外の貝類についての出土位置の記録である。これらの分布がシャコガイの分布

と似た傾向であることは興味深い。

獣骨・魚骨の出土分布（図54）：獣骨・魚骨は調査のほとんどで検出された。ここではピックアップ

資料１点ごとの位置を記録した北１東１グリッドの結果を示す。獣骨のほとんどはリュウキュウイノ

シシのものである。このほかにイヌ科、リュウキュウヤマガメ、イルカの骨を検出した。魚骨はブダ

イ科、モンガラカワハギ科などの骨が目立った。分布に若干の粗密がみられるものの、獣骨・魚骨と

もに１体分の関連を思わせるような出土状況は認められなかった。獣骨に被熱の痕跡をのこすものが

多いのに対し、魚骨にはこれが稀であることが注意された。
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図５４獣骨・魚骨の出土分布（Ⅳ層）
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図５５土器の出土分布（Ｖ層）
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3.3.Ｖ／Ⅶ層における出土状況

図62はＶ／Ⅶ層の人工遺物と自然遺物の出土分布図である。この層に含まれる土器はすべて無文の

小片であり、胎土の観察では貝塚前期的なものと後期的なものが混在している。この層の堆積は長い

時間の堆積と削平の結果とみられるため、その平面分布の意味するところは、遺構に伴うＶ層以降の

る。

獣骨・魚骨の出土分布（図61）：分布の傾向は他の遺物同様、北1束lグリッドが北l西1グリッドに比

べて密である。出土状況、被熱痕跡について、Ⅳ層の分布状況と異なるところはない。
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図５６石器・貝製品・黒曜石の出土分布（Ｖ層）
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図５７シヤコガイの出土分布（Ｖ層）
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3.5.小結

Ⅳ層では、立位シャコガイが検出された北ｌ東ｌグリッドに何らかの遺構が存在したとみられるが

日

N１Ｗ１

3.4.Ⅶ層における出土状況

図63はⅦ層の遺物の出土分布図である。Ⅶ層では隣接するトレンチで貝塚前期土器が出土している

が、北ｌ西ｌグリッドでは人工遺物の出土はなかった。
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(第４章第２節図39参照)、遺物の分布からは、遺構の存在と相関するような分布傾向を見いだすこと

は困難である。北ｌ西ｌグリッド・北ｌ東ｌグリッドで検出された遺構と遺物の出土レベルの関係を

踏まえると、建物が廃棄された後、近くの別の地点を拠点とする人々が、過去の構築物とは無関係に、

この地点に土器や食糧残津を廃棄したと推測することができる。土器については、北１東１グリッド

のレベル分布を参考にすると、三つの時期的まとまりに沿って堆積した可能性がある。

土器の分布傾向と貝殻等自然遺物の分布傾向は、北ｌ西ｌグリッド・北ｌ東ｌグリッドでみる限り、

同じではない。またⅣ層での分布傾向とＶ層の分布傾向もそれぞれに異なっている。廃棄する対象や、

空間利用にみられるこのような違いは、人々の廃棄行為の違いを個別に反映するとみていいだろう。
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シャコガイでは、合弁資料をもと

に径50～lOOcmの分布に対応す

る廃棄行為を最小単位として、一

連の廃棄行為を推定することがで

きた。これらは先後関係をなして

貝層を形成しているとみられる。

貝殻の廃棄傾向を、貝殻として

目にとまりやすいシヤコガイ、マ

ガキガイ、ニシキウズガイ科貝類

について見ると、それぞれは共通

の傾向をもちながらも、一方で独

自の分布傾向をも示していること

に気づく。レイシ類、オニノツノ

ガイ、チョウセンサザエなどの分

布はシャコガイの分布とよく重な

る。シャコガイ、マガキガイ、ニ

シキウズガイ科貝類は、種ごとに

廃棄されることがあり、レイシ類、

オニノツノガイ、チョウセンサザ

エなどはシャコガイとともに廃棄

されることがあったのかもしれな
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土器はⅢ～Ⅶ層から

出土した。表12はその

概要である。

出土数はⅣ層におい

て最も多く、次いでⅢ

層、Ｖ層であり、Ⅶ層

第 １部第４章第４節

第４節出土遺物

出土遺物について、以下人工遺物と自然遺物にわけて報告する。

１．人工遺物

1.1．土器

1.1.1．土器の概要表１２出土土器統計（破片数）

４

９
４
８
１

壷 底部

尖底・丸底平底その他

斐

口縁部胴部

片口

第４章

2940

11632

998

241

３

４

２
１
１

35

113

６

239

1092

71

３

１

では稀である。土器の

多くは長径が１０ｃｍに満たない大きさで、器形を復元できるものは少ない。口縁部形態での判断によ

る限り、そのほとんどは蕊で、これに壷と片口が組み合うが、その割合はｌ～３％である。底部は、

口縁部数の約１５％の出土数であった。

以下、調査年度ごとに、報告書に掲載された土器と対応する観察表を再録する（図63～図70,表１３

～表20)。再録にあたり土器の番号の前に調査次数を付した（例：第１次調査出土土器で報告書の通

番号ｌの土器は1-1，第２次調査であれば2-1)。また図番号は本報告書に共通する数値に改めた。

（木下）

1.1.2.北１西１グリッドⅣ層出土未報告資料等

第２次調査において、北ｌ西ｌグリッド西北部分のⅣ層を植物遺体調査用サンプルとして採取した

際、サンプルに少なからぬ土器が包含されていた。これらと採集資料１点について、以下に報告する。

検出した土器片数は51で、このうち特徴の明らかなものは、蕊１２点、壷１点、底部２点である。第

２次調査で採集された木葉痕をもつ底部についても取りあげる（図6５（２）、表1４（２）)。

喪（2-58～2-69）2-58～2-60は有文の口縁部で、口唇部断面形は方角状である。2-58の口唇部・

口縁部にはそれぞれ刻目が施される。刻目の工具原体はすべて草茎状で、口唇部と口唇部下の刻目は

同一工具によるものと見られる。内外面にはユビナデが施され、内面には粘土継ぎ目が残る。2-59の

口唇部は丁寧なユビナデにより平坦面が整形された後に茎状工具による刻目が施され、内外面にはユ

ビナデが施される。2-60の口唇部は丁寧なユビナデにより平坦面が整形された後Iこへラ状工具による

刻目が施される。内外面にはユビナデの後にヘラナデが施されており、器面調整は比較的丁寧である。

2-61～2-69は無文の口縁部である。2-61の口唇部断面形は舌状で、口縁部はやや外反する。外面は

ユビナデが施される。内面には粘土継目が残り、口唇部近くの継目にユビオサエが、口縁部下の継目

にユビナデが施される。また、口縁部下の孔は焼成後穿孔されていることから、補修孔と考えられる。

2-62の口唇部断面形は舌状である。外面はユビオサエの後ユビナデ、内面はユビナデが施される。２－

６３の口唇部断面形は方角状で、口唇部上面は丁寧なユビナデにより平坦に整形され、内外面に粘土が

押し出されている。外面はユビナデ、内面はユビオサエがそれぞれ施される。2-64の口唇部断面形は

方角状で、口唇部上面は丁寧なユビナデにより平坦に整形される。外面はユビオサエ後にヘラナデが

３

４
２
４

３

－７７－
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施される。内面はユビナデが施され、口唇部下にユビオサエが施される。2-65の口唇部断面形は方角

状である。口縁部は外反し、外側に向かって断面が三角形状に肥厚する。外面はユビナデ、内面はユ

ビオサエが施される。2-66の口唇部断面形は方角状で、口縁部は外傾する。内外面はユビオサエ後に

ユビナデが施される。2-67の口唇部断面形は方角状で、ツマミナデにより口唇部上面にゆるやかな面

が整形され、口縁部は外側に強調されている。内外面にはユビオサエ後にユビナデが施される。２－６８

の口唇部断面形は方角状と舌状の中間形態をなし、口縁部がやや内傾する。内外面にはユビナデが施

される。2-69の口唇部断面形は方角状で、口唇部上面はツマミナデにより平坦面が整形されている。

口縁部はやや外傾し、胴部がやや張る。外面には口唇部上面を形成したツマミナデによって、稜が形

成されている。内面はユビオサエの後にユビナデが施される。

壷（2-70）2-70は壷の胴部と推定される。小破片ではあるが、頚部と考えられる屈曲があり、肩部

はナデ肩になると考えられる。外面にはユビナデ、内面にはユビオサエが施される。胎土が綴密でき

め細かく、蕊の胎土と異なる。

底部（2-71.2-72）2-71は〈ぴれ平底である。ゆるやかな平底底部下に薄い円盤を接合することで

くびれを成形していることが断面から観察される。平底に円盤を接合する際、外面を指で強く底部に

押しつけていることがわかる。復原底径は7.0ｃｍである。１５は尖底である。内外面にユビナデが施さ

れる。

底部（2-73）2-73はくびれ平底である。底面には木葉痕が確認され、土器成形時に植物の葉が敷か

れていたことがわかる。内外面にはユビオサエ後にユビナデが施される。底径は6.8ｃｍである。なお

この一点は2002年調査時に表面採集されたものである。（典嶺友紀也）
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1.1.3.外来要素をもつ土器

Ｖ層において、胎土に角閃石を多く含む土器が検出された（図69,6-53～54)。島外の胎土による

搬入品とみられる。小片であるが壷と高杯の破片で、形状的特徴から南九州の成川式土器のうち東原

式から辻堂原式の段階に相当する可能性の高いことが、中村直子氏（鹿児島大学埋蔵文化財調査セン

ター）によって指摘されている。このほか廃土内からも類似する胎土の口縁部破片が採集された。

Ｖ層ではさらに奄美地域に多いスセン富式の特徴をもつ土器片が検出された（図71,8-25)。直立

する口縁部形態や細線による貼付文など、明らかな特徴をもつ。胎土は在地土器と共通しており、搬

(へ

身 １１

１－６４
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図６４第１次調査出土土器実測図（３）
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122cｍ（復元口径）

表１３第１次調査出土土器観察表

15.0口、（復元口径）

出土地点（層位）侭考画整色飼番号 雷f、胎土

口唇部に刻目あり

内外器面に施文

口唇部に刻目あり

口唇部に刻目あり

口唇部に刻目あり

口唇部に刻目あり

蹄赤褐色／にぷい赤褐色

桓色／明褐色

現赤褐色／にぶい赤褐色

暗赤褐色／に蕊い極色

赤褐色／褐色

にぷい橿色／極色

暗赤褐色／暗赤褐色

にぷい赤褐色／明赤褐色

赤禍色／明赤褐色

赤褐色／赤褐色

灰賀褐色／樋色

明赤褐色／赤灰色

明褐色／赤色

灰赤色／明赤褐色

にぶい黄柾色／にぶい黄柾色

にぷい黄色／浅黄色

赤褐色／にぶい赤褐色

暗榔色／暗赤褐色

明黄褐色／明黄褐色

珊赤褐色/明褐色

明赤褐色／赤褐色

朗赤褐色／明褐色

にぷい極色／明赤褐色

晴赤褐色／にぶい赤褐色

褐色／賀極色

赤褐色/明褐色

瓜褐色／橿色

明赤褐色／明赤褐色

にぶい黄桓色／にぶい賀樋色

北ｌ西lＧｒ（、届）

北Ｔｒ（Ⅳ層）

耐Ｔｒ（、届）

北ｌ西ｌＧｒ（、用）

廃土中

西ＴＩＦ（Ⅳ層）

西Ｔｒ（Ⅳ届）

表面採典

西Ｔｒ（Ⅳ厨）

北Ｔｒ（Ⅳ層）

廃土中

東Ｔｒ（Ⅳ屑）

北１西ｌＧｒ（Ⅲ層）

北Ｔｒ（Ⅲ届）

東Ｔｒ（Ⅳ咽）

東Ｔｒ（Ⅳ届）

北ｌ西ｌＧｒ（Ⅲ胴）

深堀（Ⅳ咽）

深堀（Ⅶ層）

表面採集

東Ｔｒ（Ⅱ層）

北ｌ西lＧｒ（Ⅲ厨）

東Ｔｒ（Ⅳ眉）

北ｌ西ｌＧｒ（Ⅲ層）

北１西lＧｒ（ｍ屑）

北Ｔｒ（Ⅳ届）

北Ｔｒ（、届）

東Ｔｒ（Ⅳ層）

廃土中

扱密（多量の斜長石、褐鉄鉱）

低密（斜長石、普通卸石、普通仰閃石〉

侭密（多量の斜長石）

樋密（斜長石）

繊密（斜長石）

級密（斜長石）

級密（斜長石、褐鉄鉱）

級密（斜長石、普通輝石、替通伽閃石）

級密（斜長石、褐鉄鉱）

徴密（斜長石、輝石）

綴窃（斜長石、普通刈閃石、輝石）

級密（斜長石、普通輝石、輝石、長石）

級密（斜長石、禍鉄鉱）

綴密（斜長石）

級密（斜長石、輝石）

繊密（斜長石、普通輝石、岩石片）

級密（多丑の斜長石、普通伽閃石）

級密（斜長石、褐鉄鉱〉

砂質（斜長石、普通輝石）

砂質（多量の普通輝石、斜長石）

繊密（斜長石）

侭密（斜長石）

紙密（斜長石、普通卸石、普通阿閃石）

綴密（斜長石）

繊密（多量の斜長石、普通角閃石）

樋密（斜長石、普通輝石、普通灼閃石）

樋密（斜長石）

級密（斜長石）

紙密（瞥通輝石、普通町閃石）
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22.6cｍ（復元口径）

24.6cｍ（復元口径）

24.4cｍ（復元口径〉

沖縄前期土器

弥生系土器

口唇師に刻目あり

口唇部に刻目あり

口唇部に刻目あり

口唇部に刻目あり

口唇部に刻目あり

図“（２）
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口唇郁に刻目あり
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級密（多赴の斜長石、輝石、褐鉄鉱）

繊密（斜長石、多湿の普通角閃石）

繊密（斜長石〉

綴密（多丘の普通輝石、普通卿閃石）

級時（斜長石、普通蝉石、許通測閃石）

級密（斜長石、普通輝石、普通灼閃石）

級密（斜長石、替通輝石、普通伽閃石）

級密（斜畏石、普通輝石、普通角閃石）

級密（斜長石、普通仰閃石）

繊密（斜長石、普通埠石、柵鉄鉱〉

綴密（斜長石、瞥通輝石）

扱密（斜長石、普通輝石）

繊密（多量の斜長石、替通坤石、貝粉）

綴密（斜長石、普通輝石、普通角閃石）

扱密（斜長石、普通鈎閃石、褐鉄鉱）

敏密（斜長石、普通輝石、普通角閃石）

扱密（斜長石、普通輝石、普通阿閃石）

綴密（斜長石、普通輝石）

綴席（斜長石、普通輝石、褐鉄鉱）

級密（斜長石、普通輝石）

繊密（斜長石、普通輝石）

級密（斜長石、普通輝石、普通飾閃石）

繊密（斜長石、普通輝石）

級密（斜長石〉

繊密（斜長石、普通輝石）

級密（斜長石）

綴密（斜長石、普通輝石）

級密（多凪の瞥通卸石、普通伽閃石〉

級密（符通輝石、多量の替通伽閃石〉

級密（斜長石、普通輝石、普通角閃石）

級密（斜長石、普通輝石）

級密（斜長石、替通輝石、普通角閃石）

級密（多吐の斜長石、普通卿閃石）

徴密（斜長石、替通輝石）

扱密（斜長石、普通狗閃石）

侭密（斜長石、普通卸石）
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4.1cｍ（底部復元径）
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(1)胎土：（）内は混和材の内容を示す。

（２）色飼：外器面／内晋面

（３）飼塾：外器面／内器面、Ａ～Ｃは阿整方法Ａ：指押きえＢ：条痕国益Ｃ：ナテ頓整

（４）出土地点のＴｒはトレンチを、Ｇｒはグリッドを示す。
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Ⅳ肘

表１４第２次調査出土土器観察表（１）

Ⅳ脳

Ⅳ層

番号 分顛胎土＊１ 色凋＊２ 調整＊３ グリッド出土崎＊４備考

Ⅲ．Ⅳ層

Ⅳ肘

Ⅳ脳

Ⅳ１Ｗ

Ⅳ肘
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徴密

繊密（白色斜長石粋通角閃石）

樋色／灰褐色

にぶい褐色／にぶい褐色

灰褐色／にぶい赤褐色

にぶい赤褐色／赤褐色

樋色／明赤褐色

明褐色／明褐色

にぶい赤褐色／橿色

明赤褐色／褐灰色

赤褐色／暗赤褐色

昭赤褐色／赤黒色

黙褐色／橿色

赤褐色／赤褐色

明赤褐色／明赤褐色

明赤褐色／橿色

樋色／明赤褐色

灰褐色／明赤褐色

明褐色／明褐色

明赤褐色／明赤褐色

明禍色／暗褐色

褐色／明褐色

橿色／授色

明赤褐色／黒褐色

にぶい赤褐色／暗褐色

暗赤褐色／にぶい茜色

灰黄禍／灰黄褐

橿色／にぶい桜色

橿色／授色

暗赤褐色／にぶい赤褐色

にぶい授色／にぶい赤褐色

明褐色／明褐色

にぶい赤褐色／にぶい赤掲色

にぶい褐色／にぶい褐色

肌褐色／黒褐色

にぶい赤褐色／明赤褐色

蝋色／赤褐色

にぶい褐色／にぶい黄褐色

灰褐色／にぶい橿色

にぶい黄褐色／にぶい黄樋色

明赤褐色／明赤褐色

暗赤褐色／にぶい赤褐色

にぶい橿色／にぶい褐色
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Ｃ／Ｃ

Ｃ／ＡＣ

ＢＣ／Ｃ

Ｃ／Ｃ

ＡＣ／ＡＣ

Ｃ／ＡＣ

Ｃ／Ｃ

Ｃ／Ｃ

ＡＣ／Ｃ

ＡＢＣ／ＡＢＣ

ＡＣ／Ｃ

Ｃ／Ｃ

Ａ／ＡＢ

Ｃ／Ｃ

ＡＣ／Ｃ

Ｃ／Ｃ

ＡＣ／Ｃ

１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
ｌ

西
西
西
西
西
西
西
西
西
西
西
西
西
西
西
西
西
西
西
西
西
西
西
西
西
西
西
西
西
西
西
西
西
西
西
西
西
西
西
西
西
西
西
西
西
西
西
西
西
西
西
西
西
西
西
西
西

１
２
１
１
１
３
１
１
１
３
１
２
３
２
２
３
３
２
１
２
２
３
２
１
１
２
３
２
１
３
２
２
２
１
２
２
１
３
２
２
２
１
２
２
３
２
１
２
２
２
１
３
２
２
２
２
１

と
ヒ
ヒ
じ
じ
ヒ
ヒ
と
じ
ヒ
ヒ
ヒ
ヒ
ヒ
ヒ
ヒ
ヒ
ヒ
ヒ
ヒ
ヒ
ヒ
ヒ
上
と
と
と
と
と
ヒ
ヒ
ヒ
ヒ
ヒ
ヒ
ヒ
ヒ
ヒ
ヒ
ヒ
ヒ
ヒ
ヒ
ヒ
ヒ
ヒ
ヒ
ヒ
ヒ
ヒ
ヒ
ヒ
ヒ
ヒ
ヒ
じ
じ

１
１
４
１
４
４
１
１
４
１
４
１
１
１
１
斗
１
１
１
１
４
４
１
１
１
１
４
１
１
４
４
斗
斗
訓
斗
斗
１
４
１
斗
４
４
１
４
１
１
４
１
１
１
４
１
４
４
４
斗
４

照
肘
肘
届

Ⅳ
Ⅳ
Ⅳ
Ⅳ

繊密

繊密（赤鉄鉱）

繊密（斜長石赤鉄鉱）

綴密

級密

綴密（斜奨石）

綴密（斜長石）

繊密（斜長石）

鐘密

繊密（普通角閃石）

綴密

繊密（白色斜長石）

綴密

綴密（カオリナイト）

級密（普通角閃石）

繊密（白色斜長石）

徴密（斜投石）

繊密

綴密

繊密

綴密（カオリナイト）

綴密（斜長石）

綴密

綴密（斜長石）

綴密（斜長石）

繊密（斜長石普通角閃石）

繊密（斜長石普通角閃石）

繊密（斜長石）

樋密（斜長石赤鉄鉱）

繊密（斜長石）

繊密（斜長石）

繊密（斜長石赤鉄鉱）

綴密（斜長石）

綴密

綴密

繊密（白雲母）

繊密

繊密

繊密（斜長石普通角閃石）

綴密

繊密〈普通角閃石）

徴密（斜焚石）

綴密（カオリナイト）

徴密（斜長石赤鉄鉱）

綴密（斜長石）

繊密

綴密

繊密（斜是石）

綴密（斜長石普通角閃石）

綴密（赤鉄鉱）

繊密

繊密（斜長石）

繊密（普通角閃石）

綴密（斜長石）

徴密

復元口径23ｍ

有孔土器

刷
層
層
咽
珊
脳
肘

Ⅳ
Ⅳ
Ⅳ
Ⅳ
Ⅳ
Ⅳ
Ⅳ

Ⅳ届

Ⅳ層

第１部

刷
肘
脳
肘
肘
層
刷

Ⅳ
Ⅳ
Ⅳ
Ⅳ
Ⅳ
Ⅳ
Ⅳ

Ⅳ厨

復元口径24ｃｍ

復元口径40cｍ

復元径7.3ｃｍ

復元径5.8ｃｍ

径63ｃｍ

復元径７ｃｍ

復元径5.5ｃｍ

復元径7.1ｃｍ

径59ｃｍ

径5.7ｃｍ

径7.8ｃｍ

復元径9.9cｍ

復元口径2住、

Ⅳ届

増
刷

Ⅳ
Ⅳ 復元口径1盆、

有孔土器

有孔土器

Ⅳ肘

Ⅳlibf

Ⅳ肘

Ⅳ肘

Ⅳ脳

Ⅳ届

Ⅳ脳

Ｃ：ナデ調盤Ｄ：ケズリ）

＊ｌ（）内は胎土中の鉱物の種類を示す。

＊２外器面／内器而

＊３外器面／内器而、Ａ～Ｄは調整方法（Ａ：指押さえＢ：条痕調整

＊４空欄は表面採染資料、Ｉ～Ⅲ層、廃土中の資料を示す。

－８４－
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北ｌ西ｌグリッド西北部において採取した植物遮体用サンプル内出十十器

外器而／内器而の色調は小山田正忠・竹原秀雄繕著1986「新版標準土色帳」日本色研耶業株式会社によった。
外器面／内器而、Ａ～Ｃは調整方法（Ａ：ユビオサエＢ：ナデ調整Ｃ：条痕調整）を示す。
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表１４第２次調査出土土器観察表（２）※１

ｉ州べ１

第４章

2-70

Ⅳ
Ⅳ
Ⅳ
Ⅳ
Ⅳ
Ⅳ
Ⅳ
Ⅳ
Ⅳ
Ⅳ
Ⅳ
Ⅳ
Ⅳ
Ⅳ
Ⅳ

、<Jグi”lOCm

胎土

－ －

色調※２

ザ句

図６５第２次調査出土土器実測図（３）

ユピナデによる口辱部平坦面の整形

ユビナデによる口辱部平坦面の整形

口縁部が三角形状に肥厚

ツマミナデによる口唇部上面の整形

口唇部断面形が方角状と舌状の中間形態

ツマミナデによる口辱部平坦面の整形

胎土がきめ細かい

<びれ平底

尖底

<びれ平底木葉痕あり

番号 分類

１

１
質質

泥
１
１
１
１

１
ｊ
ｊ

ｊ

間
質
質
ｊ
ｊ
質
〕
砂
砂
ｊ
ｊ
質
１
質
質
質

泥
泥
泥
質
質
泥
質
く
く
質
質
泥
質
泥
泥
泥

砂
砂
砂
泥
泥
砂
泥
密
密
泥
泥
砂
泥
砂
砂
砂

く
く
く
く
く
く
く
徴
綴
く
く
く
く
く
く
く

密
密
密
密
密
密
密
や
や
密
密
密
密
密
密
密

繊
綴
綴
綾
織
綴
綴
や
や
徹
綴
綴
綴
繊
綴
綴

調 整 ※ ３ グ リ ッ ド 層 位 備 考

北ｌ西ｌ

北ｌ西ｌ

北ｌ西１

北ｌ西ｌ

北ｌ西ｌ

北ｌ西ｌ

北ｌ西ｌ

北ｌ西ｌ

北ｌ西ｌ

北ｌ西ｌ

北ｌ西ｌ

北ｌ西ｌ

北ｌ西ｌ

北ｌ西ｌ

北ｌ西ｌ

採集

１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１

文
文
文
文
文
文
文
文
文
文
文
文

有
有
有
無
無
無
無
無
無
無
無
無

く
く
く
く
く
く
く
く
く
く
く
く

部
部
部
部
部
部
部
部
部
部
部
部
部

縁
縁
縁
縁
縁
縁
縁
縁
縁
縁
緑
縁
胴

口
口
口
口
口
口
口
口
口
口
口
口
？
部
部
部

兜
翌
尭
尭
尭
翌
聾
亮
尭
尭
狸
翌
蝿
底
底
底

記
弱
帥
切
舵
“
刷
聞
髄
師
鎚
釣
、
烈
沌
乃

一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
－

２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２

１３く“図

Ｂ
Ｂ
Ａ
Ａ
Ａ
Ｂ
Ｂ
Ａ

Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ

お
佃
佃
狐
彫
狐
匪
狐
シ
シ
佃
鍋
鍋
匪
佃
シ

Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ａ
Ｂ
Ａ
Ｂ
Ａ
Ａ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ａ
Ｂ
Ａ

褐
灰

橿
赤
褐
褐
禍

い
灰
い
褐
赤
赤
褐
／
褐
褐
褐

ぷ
褐
ぷ
赤
明
明
赤
褐
赤
赤
赤
黄

に
明
褐
に
黒
明
黒
／
／
明
赤
明
明
灰
灰

／
／
灰
／
／
／
／
褐
掛
／
い
／
樋
／
／
／

褐
灰
／
褐
褐
褐
褐
赤
赤
禍
ぷ
縄
／
禍
褐
褐

照
禍
橿
灰
黒
黙
黒
明
暗
灰
に
赤
樋
灰
灰
灰

口唇部・口唇部下に刻目あり

口唇部に刻目あり

口唇部に刻目あり

補修孔あり
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３－１狸

３－２兜

３－３兜

３－４兜

３－５兜

３－６翌

３－７兜

３－８受

３－９兜

３－１０兜

３－１１艶

３－１２兜

３－１３聖

３－１４喪

３－１５翌

３－１６受

３－１７翌

３－１８翌

３－１９蔓

３－２０翌

３－２１受

３－２２翌

３－２３翌

３－２４受

３－２５受

３－２６翌

３－２７変

３－２８受

３－２９兜

３－３０翌

３－３１翌

３－３２兜

３－３３翌

３－３４翌

３－３５受

３－３６翌

３－３７壷

３－３８ミ

３－３９片

第１部

表１５第３次調査出土土器観察表

Ｓ

密

Ｔ

層
層
咽
雁
層
層
層
層
層
層
層
屑
届
層
届
屑
厨
届
層
層
層
層
届
厨
層

Ⅳ
Ⅳ
Ⅳ
Ⅳ
Ⅳ
Ⅳ
Ⅳ
Ⅳ
Ⅳ
Ⅳ
Ⅳ
Ⅳ
Ⅳ
Ⅳ
Ⅳ
Ⅳ
Ⅳ
Ⅳ
Ⅳ
Ⅳ
Ⅳ
Ⅳ
Ⅳ
Ⅳ
Ⅳ

胎土（鉱物）※１番号 分顛 色調※２ 副整※３グリッド※４出土層備考※５

ＫＳ

有孔士器

級 密 （ 石 英 ） 明赤褐色／明赤禍色ＡＣ／ＡＣ北２束１

級密（カオリナイト． 斜 長 石 ） 明 赤 褐 色 ／ 明 赤 褐 色 Ａ Ｃ ／ Ａ Ｃ 北 ２ 束 １

級帝灰褐色／ 灰 黄 褐 色 Ａ Ｃ ／ Ａ Ｃ 北 ２ 束 １

繊密（斜長石） 黒 色 ／ 鼎 褐 色 Ａ Ｃ ／ Ａ Ｃ 北 ２ 西 １

級密にぶい柾色／にぶい黄柾色ＡＣ／ＡＣ北２束１

級密（褐鉄鉱）明赤褐色／略赤禍色ＡＣ／ＡＣ北３西１

級密（カオリナイト）明赤褐色／明赤棚色ＡＣ／ＡＣ北２束１

級桁（石英．普通卿閃石）明赤褐色／略褐色Ｃ／ＣＤ北２西ｌ

繊密（石英．磁鉄鉱）柾色／明赤褐色Ｃ／Ｃ北３西１

級帝（斜畏石）にぶい赤褐色／柾色Ｃ／Ｃ北２束ｌ

綴帝（糾盤雌）明茂褐色／にぶい批禍色Ｃ／Ｃ北２束ｌ

綴密（石英）赤褐色／明赤褐色ＡＣ／ＡＣ北３西１

級 密 （ 石 英 ， 斜長石）暗赤灰色／褐色Ｄ／Ｃ北２束ｌ

織 密 （ 斜 艇 石 ，褐鉄鉱）赤褐色／褐色Ｃ／Ｃ北２束１

級密（石英,カオリナイト）褐色／にぶい禍色ＢＤ／ＣＤ北３西１

級密（石英，カオリナ イ ト ） に ぶ い 赤 禍 色 ／ 時 赤 禍 色 Ｄ ／ Ｃ 北 ２ 束 １

級密黒褐色／暗赤褐色ＡＣ／ＡＣ北２束１

級密（斜畏石 ） 褐 色 ／ 明 赤 褐 色 Ｃ ／ Ｃ 北 ２ 束 １

級 密 明 黄 褐色／黒色ＡＣ／ＡＣ北３西１

級密（石英．カオリナ イ ト ） 褐 色 ／ に ぶ い 黄 褐 色 Ａ Ｃ ／ Ａ Ｃ 北 ３ 西 １

級密（石英．斜長石）赤褐色／明赤褐色ＡＣ／ＡＣ北２束１

級密（石英．斜長石）褐色／赤褐色ＢＣ／ＣＤ北３西１

級密（カオリナイ ト ． 石 英 ） 蹄 褐 色 ／ 赤 褐 色 Ｂ Ｃ ／ Ａ Ｃ 北 ２ 西 １

級密（石英‘カオリナイト，褐鉄鉱）にぶい赤褐色／明赤禍色ＡＣ／ＡＣ北３西１

級密（カオリナイト）明赤禍色／黒褐色ＡＢＣ／ＡＣ北２西ｌ

綴密（カオリナイト）明赤細色／黒褐色Ｃ／Ｃ

織密（カオリナイ ト ） 赤 褐 色 ／ 赤 禍 色 Ａ Ｃ ／ Ａ Ｃ 北 ２ 束 １

織密（カオリナイ ト ） 明 褐 色 ／ 明 褐 色 Ａ Ｃ ／ Ａ Ｃ 北 ３ 西 ｌ

綴密GMf通卿閃石）にぶい黄褐色／にぶい黄柾色Ｃ／Ｃ北３西１

級密（斜災石．普 通 鮒 閃 石 ） 灰 白 色 ／ 灰 白 色 Ｃ ／ Ｃ 北 ２ 西 １

級密（カオリナイト）極晴赤褐色／黒褐色ＡＣ／ＡＣ北２束１

級密（カオリナイト． 符 通 測 閃 石 ） 灰 褐 色 ／ 灰 褐 色 Ａ Ｃ ／ Ａ Ｃ 北 ２ 西 １

級密（カオリナイト）褐色／暗褐色Ｃ／Ｃ北２束１

掻密（カオリナイト）晴褐色／黄褐色ＡＣ／ＡＣ北２西１

掻密（石英・カオリ ナ イ ト ） 極 色 ／ 明 褐 色 Ａ Ｃ ／ Ａ Ｂ Ｃ 北 ３ 西 １

掻密（斜長石）褐色／橿色ＢＣ／Ｂ北２束１

級密（カオリナイ ト ） に ぶ い 黄 柾 色 ／ 柾 色 Ｃ ／ Ｃ 北 ２ 西 １

級 密 （ 斜 長 石）明赤褐色／明赤禍色Ｃ／Ｃ

繊密（細鉄鉱 ） 黄 極 色 ／ 浅 黄 極 色 Ｃ ／ Ｃ 北 ３ 西 ｌ

樋密（カオリナイト．斜長石）にぶい黄褐色／にぶい賀褐色ＡＣ／ＡＣ北２西ｌ

織密柾色／明赤禍色ＡＣ／ＡＣ北３西１

級密（斜艇石）樋色／黒柵色Ｃ／Ｃ北３西１

級密（カオリナイト． 普 通 角 閃 石 ） 柾 色 ／ 黄 柾 色 Ａ Ｃ ／ Ａ Ｃ 北 ２ 西 １

級密黄褐色／褐色Ｃ／Ｃ北３西１

級密赤褐色／灰褐色ＡＢＣ／ＡＢＣ北２束ｌ

繊密（石英）灰褐色／灰褐色ＡＣ／ＡＣ北２束ｌ

徴密（カオリナイ ト ． 斜 畏 石 ） 樋 色 ／ 赤 褐 色 Ａ Ｃ ／ Ａ Ｃ 北 ２ 束 １

級密（カオリナイト）黄柾色／褐色ＡＣ／ＡＣ北２束１

級密（カオリナイト ・ 粁 通 刈 閃 石 ， 褐 鉄 鉱 ） 極 色 ／ 橿 色 Ｃ ／ Ｃ 北 ２ 束 １

級密（石英）褐色／明赤褐色ＡＣ／ＡＢＣ北２西１

図6５（１）
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Ⅳ
Ⅳ
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Ⅳ
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Ⅳ
Ⅳ
Ⅳ
Ⅳ
Ⅳ

３－３８ミニチュア土器

３－３９片口土器

３－４０片口土器

３－４１片口土器

３－４２底部

３－４３底部

３－４４底部

３－４５底郁

３－４６底部

３－４７底部

３－４８底郁

３－４９底部

３－５０底部

図6５（２）

層
層
厨
府
届
層
層
届
層
届
届

Ⅳ
Ⅳ
Ⅳ
Ⅳ
Ⅳ
Ⅳ
Ⅳ
Ⅳ
Ⅳ
Ⅳ
Ⅳ

１
２
３
４
５

※
※
※
※
※

－８８－

尖底

尖底

<びれ平底

くぴれ平底

くぴれ平底

くぴれ平底

くぴれ平底

<ぴれ平底

浅い上げ底

（）内は、胎土中の鉱物の棚馴を示す

外器面／内器面

外器面／内器而。Ａ～Ｄは鋼整方法を示す。（Ａ：揃押さえＢ：条痕鯛整Ｃ：ナデ副並Ｄ：ケズリ）

空欄は我而採集資料、Ｉ～Ⅲ刑、廃土中の資料を示す。

ＴＳは脊椎動物遺存体サンプリング地点、ＫＳは貝頻遮存体サンプリング地点出土を示す。
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北２束ｌグリッドⅣ肘

北２束ｌグリッドⅣ咽

北２両ｌグリッドⅣ層

北２西ｌグリッドⅣ脳

北2西ｌ・北2jiuグリッドⅣ脳

表１６第４次溺査出土土器観察表

Ⅳ脳

Ⅳ肘

Ⅳ脳

詞整縦３出土地点蕪４出土届備考色EEI蕊２分類胎土燕１番号

Ⅳ層

層
咽
脳
層
脳

Ⅳ
Ⅳ
Ⅳ
Ⅳ
Ⅳ

綴 密 （ 石 英 ・ 輝 石 ） に ぶ い赤褐色／橿色ＡＣ／ＡＣ北３西ｌグリッド

級密（石英）にぶい黄柾色／にぶい橿色ＡＣ／ＡＢ北2蘭ｌ・北2刺グリッド

繊密（石英・圧、明赤細色／明赤褐色Ｃ／ＡＣ北３西ｌグリッド

繊密（石英・長石・粒状栂鉄鉱）橿色／柾色Ｃ／Ｃ第２東トレンチ

繊密（没石・卿閃石）黒褐色／灰黄褐色Ｃ／Ｃ北２西ｌグリッド

繊密（長石・伽閃石）暗赤榔色／にぶい褐色Ｃ／Ｃ

繊密（石英）褐灰色／にぶい赤褐色Ｃ／ＡＣ北２束ｌグリッド

繊滞（石英・腿石）赤極色 ／赤橿色ＡＣ／ＡＣ北２束ｌグリッド

繊密（災石）樋色／にぶい 橿 色 Ａ Ｃ ／ Ａ Ｃ 北 ２ 両 ｌ グ リ ッ ド

級密（災石・角閃石）褐色／樋色ＡＣ／ＡＣ北２西ｌグリッド

綴密（石英・長石・卸石）暗赤褐色／褐色Ｃ／ＡＣ北2西１．北2jiUグリッ

綴 密 （ 石 英 ・ 畏 石 ） に ぶ い赤褐色／黒褐色ＡＣ／Ａ北２西ｌグリッド

綴密（石英・長石・伽閃石）にぶい黄褐色／梗色ＡＣ／ＡＢＣ北３西ｌグリッド

徴密（石英・長石）灰黄褐色 ／にぶい黄褐色Ｃ／ＡＣ北２西ｌグリッド

脆い（石英・艇石）にぶい黄褐色／橿色Ｃ／Ｃ第２東トレンチ

樋密（石英・長石・輝石）赤褐色／極暗褐色ＡＢ／ＡＢＣＤ北２粟ｌグリッド

織密（長石）明赤褐色／明赤褐色Ｃ／ＡＣ鋪２束トレンチ

綴密（長石）明暗褐色／灰褐色ＡＣ／ＢＣ北３西ｌグリッド

綴 密 （ 畏 石 ・ 角 閃 石 ・ 輝 石）橿色／樋色ＢＣ／ＡＣ

綴密（長石・角閃石）明赤褐色 ／ 明 赤 褐 色 Ａ Ｃ ／ Ａ Ｃ 北 ２ 束 ｌ グ リ ッ ド

織密（石英・卸石）にぶい黄褐色 ／ に ぶ い 黄 梗 色 Ａ Ｃ ／ Ａ Ｃ 北 ３ 西 ｌ グ リ ッ ド

繊密（角閃石）暗赤褐色／赤褐色ＡＣ／ＡＣ北２束ｌグリッド

級密（長石・角閃石）柾色／橿色ＡＣ／ＡＣ北３西１グリッド

級密（長石）暗赤褐色／ 蹄 褐 色 Ａ Ｃ ／ Ａ Ｃ 北 ３ 西 ｌ グ リ ッ ド

綴密（石英・長石）にぶい黄褐色／にぶい黄褐色ＡＣ／ＡＣ北２西ｌグリッド

綴密（畏石）暗赤褐色／にぶ い 赤 褐 色 Ａ Ｃ ／ Ａ Ｃ 北 ３ 西 ｌ グ リ ッ ド

綴密（畏石）褐色／にぶい 褐 色 Ｂ Ｃ ／ Ａ Ｃ 北 ２ 西 ｌ グ リ ッ ド

繊密（石英・輝石）洩黄色／灰オリーブＡＣ／ＡＣ

綴密（石英）暗赤褐色／赤褐色Ｃ／Ｃ北３西ｌグリッド

繊密（褐鉄鉱）明赤褐色 ／ 赤 褐 色 Ｃ ／ Ａ Ｃ 姉 ２ 束 ト レ ン チ

掻密（長石・角閃石）黒褐 色 ／ 照 Ｂ ／ Ａ Ｃ 北 ２ 束 ｌ グ リ ッ ド

綴密（アルカリ長石）灰褐色／にぶい赤褐色ＡＣ／ＡＣ北２束ｌグリッド

徴密（ｱﾙｶﾘ師･制蹄･砿･師）浅黄橿色／浅黄橿色Ｃ／Ｃ北２西ｌグリッド

やや脆い（長石）褐灰色 ／ 褐 灰 色 Ｃ ／ Ａ Ｃ 北 ２ 束 ｌ グ リ ッ ド

やや脆い（長石）黒褐色 ／ 黒 褐 色 不 明 ／ Ｃ 北 ２ 束 ｌ グ リ ッ ド

綴密（石英）明赤褐色／橿色ＡＣ／Ａ北２西ｌグリッド

敏密（長石・阿閃石）赤柾 色／根色ＡＣ／ＡＣ北２束１グリッド

級密（石英・長石）暗赤褐色／暗赤褐色Ｃ／ＡＣ北２東ｌグリッド

綴密（石英・珪灰石）明赤褐 色 ／ に ぶ い 黄 橿 色 Ｃ ／ Ｃ 北 ２ 束 ｌ グ リ ッ ド

徴密（艇石・角閃石）赤褐色／馴赤褐色ＡＣ／ＡＣ

敏 密 （ 石 英 ） 明 褐 色 ／明褐色ＡＣ／ＡＣ鋪２束トレンチ

樋密（畏石）褐色／極暗赤褐色Ｃ／不明城２束トレンチ

級密（及石）灰色／にぶい樋色Ａ／Ｂ北２束グリッド

図6６（１）４－１亮

４－２亮

４－３翌

４－４受

４－５受

４－６翌

４－７喪

４－８喪

４－９翌

４－１０翌

４－１１聖

４－１２喪

４－１３喪

４－１４亮

４－１５受

４－１６発

４－１７尭

４－１８喪

４－１９受

４－２０尭

図6６（２）４－２１受

４－２２聖

４－２３翌

４－２４翌

４－２５受

４－２６発

４－２７喪

４－２８有孔土器

４－２９片口

４－３０片口

４－３１片口

４－３２壷

４－３３形状不明

４－３４底部

４－３５底部

４－３６底郎

４－３７底部

４－３８底部

４－３９底郎

４－４０底部

４－４１底部

４－４２底部

４－４３底部

第４章

丸底

丸底

くぴれ平底

<びれ平底完形

<ぴれ平底完形

くびれ平底

くぴれ平底

<びれ平底

上げ底

平底

Ⅳ届

Ⅳ層

Ⅳ脳

Ⅳ層

Ⅳ脳復元口径40.4ｃｍ

Ⅳ勝

Ⅳ層

Ⅳ層

Ⅳ脳

Ⅳ肘復元口径29.4ｃｍ

Ⅳ脳

層
層
咽
咽
層
層
刷
刷
脳

Ⅳ
Ⅳ
Ⅳ
Ⅳ
Ⅳ
Ⅳ
Ⅳ
Ⅳ
Ⅳ

１
２
３
４

※
※
※
※

Ⅳ脳

Ⅳ層

（）内は胎土中の砿物の棚額を示す。鉱物の鑑定は元熊本大学理学部松本幡郎先生にお願いした。

外器面／内器面の色鋼は小山正忠、竹原秀雄幅著「新版標地土色蝿日本色研巾乗株式会社1986によった。

外器面／内器面、Ａ～Ｄは胸整方法（Ａ：揃押さえＢ：条痕岡藍Ｃ：ナデ調整Ｄ：ケズリ)。

空欄は表面採集資料、Ｉ～Ⅲ層、廃土中の資料を示す。

－９１－
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表１８第６次調査出土土器観察表

復元口径204cｍ

鯛整※３グリッド脳位備考胎土（鉱物）※１色削※２番号 分顛

復元口径31.6ｃｍ

穿孔有

明褐色／極色

褐灰／にぶい赤禍

明褐灰／授

にぷい赤褐／にぶい赤禍

北1束１

北1束ｌ

北１束ｌ

北１束ｌ

北１束ｌ

北１束ｌ

北１束ｌ

北１束１
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部
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郁
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緑
緑
緑
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縁
緑
緑
緑
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郁
郁
部
部
緑
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縁
緑
緑
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土
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縁
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緑
緑
緑
緑
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部
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緑
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ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
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胴
胴
胴
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ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
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部
部
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口
口
口
口
口
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郁
郁
口
口
口
口
口
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胴
胴
口
口
口
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郁
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部
部
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琵
尭
尭
尭
尭
尭
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兜
兜
尭
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琵
亮
亮
尭
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底
底
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艶
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尭
尭
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底
底
尭
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尭
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琵
兜
琵
亮
艶
艶
片
底
底
底
底
底
短
尭
高
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密
密
密
密
密
密
密
密
密
密
密
密
密
密
密
密
密
密
密
密
密
密
密
密
密
密
密
帝
瀞
帝
密
密
密
密
密
密
密
密
密
密
密
密
密
密
密
帝
帝
密
密
密
密
密
密
密
密
密

繊
綴
綴
級
綴
綴
敏
繊
徴
級
級
級
級
綴
綴
綴
級
級
扱
綴
繊
繊
級
徴
級
綾
織
綴
繊
級
鍾
級
綴
綴
綴
糧
綴
扱
綴
繊
綴
綬
綴
級
綴
繊
繊
級
扱
級
綴
綴
綴
綴
綴
綴

Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ

Ｃ
Ｃ

Ｂ
Ｃ
Ｂ

唖
恥
秘
恥
恥
碑
掴
恥
卿
恥
恥
恥
叫
岬
岬
砕
永
岬
》
恥
叫
畑
恥
岬
恥
岬
恥
畑
恥
恥
恥
恥
班
岬
畑
恥
掴
恥
恥
恥
掴
恥
恥
皿
恥
掴
畑
畑
畑
畑
畑
岬
恥
四
四
躯

Ａ
Ａ
Ｂ
Ａ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ａ
Ａ
Ｂ
Ａ
Ａ
Ｂ
Ｂ
Ａ
Ａ
Ａ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
帆
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乳房状尖底

乳扉状尖底

尖底

尖底

くぴれ平底

搬入品

搬入品

搬入品、穿孔有

復元口径lZ7cm

穿孔有

(卿閃石）

復元口径3.9ｍ

尖底

<ぴれ平底

くぴれ平底

<ぴれ平底

平底

くぴれ平底

くびれ平底

復元口径１Ｍcｍ

(石英）

１
２
３

※
※
※

(刈閃石・石英）

(刈閃石・石英）

（）内は胎土中の鉱物を示す。

外器面／内器而の色鯛は小山正忠・竹原秀雄絹著「新版槻準土色卿日本色研叩業株式会社１９８６年によった。
外器面／内器而、Ａ～Ｃは調整方法（Ａ：ユピオサエＢ：ナデ鯛整Ｃ：条痕鯛整）を示す。
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表１９第７次鯛査出土土器観察表

Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｃ

恥
恥
掴
恥
細
細
恥
掴
恥
岬
挫
岬
恥
搾
恥
挫
岬
岬
恥
畑
畑
恥
如
叩
畑
畑
叫
畑
恥
畑
岬

Ｂ
Ｂ
Ａ
Ｂ
Ａ
Ａ
Ｃ
Ａ
Ｂ
Ａ
Ａ
Ａ
Ｂ
Ａ
Ｂ
Ａ
Ａ 中

層
脳
間
層
届
層
層
層
層
層
層
層
層
層
層
層
層
層
層
冊
層
層
刷
刷
層
脳
層
届
層
層
土

Ⅳ
Ⅳ
Ⅳ
Ⅳ
Ⅳ
Ⅳ
Ｖ
Ⅳ
Ⅳ
Ⅳ
Ⅳ
Ⅳ
Ⅳ
Ⅳ
Ⅳ
Ⅳ
Ⅳ
Ⅳ
Ⅳ
Ⅳ
Ⅳ
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Ⅳ
Ｖ
Ｖ
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Ｖ
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〃
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把手付き
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１
１
ｊ
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ｊ
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１
１
１
１
１
１
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ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
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ｊ
ｊ
ｊ

質
質
質
質
質
質
質
質
質
質
質
質
質
質
質
質
質
質
質
質
質
質
質
質
質
質
質
質
質
質
質

砂
砂
砂
砂
砂
砂
砂
砂
砂
砂
砂
砂
砂
砂
砂
砂
砂
砂
砂
砂
砂
砂
砂
砂
砂
砂
砂
砂
砂
泥
砂

く
く
く
く
く
く
く
く
く
く
く
く
く
く
く
く
く
く
く
く
く
く
く
く
く
く
く
く
く
Ｉ
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密
密
密
密
密
密
密
密
密
密
密
密
密
密
密
密
密
密
密
密
密
密
密
密
密
密
密
密
密
密
密

級
繊
綴
級
綴
綴
級
綴
綴
綴
綴
綴
綴
繊
縫
綴
級
綴
綴
級
綴
綴
級
級
級
繊
級
綾
織
級
級

褐
褐
褐

褐
褐
橿
赤
褐
橿
赤
赤
褐

黄
褐
灰
褐
／
明
褐
い
黄
褐
明
褐
褐
明
批
褐

い
赤
樋
／
赤
樋
ノ
赤
ぷ
い
褐
禍
褐
灰
灰
／
黒
柾
赤
ノ
明
赤

ぷ
ノ
ノ
褐
暗
批
樋
樋
／
に
ぶ
褐
赤
肌
赤
褐
ノ
赤
禍
／
繭
明
褐
柾
ノ
明

に
褐
禍
い
／
禍
い
い
／
褐
／
黒
に
黒
明
／
明
柾
明
褐
明
赤
禍
／
柾
／
い
黄
禍
極
ノ

ノ
赤
赤
ぷ
褐
／
ぷ
ぶ
褐
赤
禍
ノ
ノ
ノ
ノ
灰
ノ
ノ
ノ
赤
／
暗
黄
橿
／
黒
ぶ
／
黄
／
灰

褐
暗
暗
に
赤
栂
に
に
明
明
暗
黒
橿
柾
橿
褐
柾
橿
橿
明
栂
極
明
黄
橿
赤
に
授
明
橿
褐

※ｌ外器面／内器面の色調は小山正忠・竹原秀雄糧著１９８６「新版標準土色帳』日本色研事業株式会社によった。
※２外器面／内器面、Ａ～Ｃは調塾方法（Ａ：ユピオサエＢ：ナデ餌整Ｃ：条痕調整）を示す。また、調整が明瞭でないものをＤとした。
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１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
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東
東
東
東
東
東
西
東
東
東
束
東
東
東
東
東
東
東
東
東
東
束
東
西
西
東
西
西
西
西
東

１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
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と
ヒ
ヒ
ヒ
ヒ
ヒ
ヒ
ヒ
ヒ
上
と
と
じ
ヒ
ヒ
ヒ
ヒ
ヒ
ヒ
ヒ
ヒ
ヒ
ヒ
ヒ
ヒ
ヒ
ヒ
と
じ
ヒ
ヒ

則
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
４
１
１
１
１
Ｊ
１
１
斗
１
１
４
ｊ
ｌ
１
斗
４
１
４
４
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図6９（１）７－１

７－２

７－３

７－４

７－５

７－６

７－７

７－８

７－９

７－１０

７－１１

７－１２

７－１３

７－１４

７－１５

７－１６

７－１７

７－１８

７－１９

７－２０

７－２１

７－２２

７－２３

図6９（２）７－２４
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口
底
ｊ
ｊ
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ｊ

ｊ
１
１
１
１
１
１
ｊ
ｊ
１
１
１
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文
文
文
文
文
文
文
文
文
文
文
文
文
１
１
く
器
器
文
文
文
文
ｊ
ｊ
ｊ
ｊ

有
有
有
有
有
有
有
有
有
無
無
無
無
文
文
部
土
土
有
無
無
無
文
文
文
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く
く
く
く
く
く
く
く
く
く
く
く
く
有
有
胴
ア
ァ
く
く
く
Ｉ
有
有
無
無

部
部
部
部
部
部
部
部
部
部
部
部
部
く
く
器
１
１
部
部
部
部
く
く
く
く

緑
縁
縁
縁
縁
縁
縁
縁
縁
縁
緑
縁
縁
部
部
土
チ
チ
緑
縁
縁
緑
部
部
部
部

ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
口
口
口
口
口
胴
胴
口
部
部
部
部
部
ニ
ニ
ロ
ロ
ロ
ロ
胴
胴
胴
胴

喪
尭
琵
尭
兜
尭
尭
兜
尭
尭
翌
尭
尭
尭
尭
片
底
底
底
底
底
ミ
ミ
翌
尭
尭
尭
尭
兜
尭
亮
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表２０第８次調査出土土器観察表
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北１束ｌ

北１束ｌ

北１束ｌ

北１束ｌ

北１束ｌ

北１束ｌ

北１束ｌ

北１束ｌ

北１束ｌ

北１束ｌ

北１束ｌ

北１束ｌ

北１束ｌ

北１束ｌ
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北１束ｌ
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北１束ｌ

北１束ｌ

北１束ｌ

北１束ｌ

北１束ｌ

北ｌ西１

くぴれ平底

平底

5ジ

－１０１－

届
集
集

Ⅶ
内
内
採
採

層
層
層
層
層
層
層
届
層
層
層
層
層
層
層
層
層
層
層
届
届
層
届
層
層
層
層
／
土
土
面
面

Ⅲ
Ⅳ
Ⅳ
Ⅳ
Ⅳ
Ⅳ
Ⅳ
Ⅳ
Ⅳ
Ⅳ
Ⅳ
Ⅳ
Ⅳ
Ⅳ
Ⅳ
Ⅳ
Ⅳ
Ⅳ
Ⅳ
Ⅳ
Ⅳ
Ⅳ
Ⅳ
Ⅳ
Ｖ
Ｖ
Ｖ
Ｖ
廃
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表
表

図番号 分類

１
１
１
１
ｊ
ｊ
１
１
１
１
ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
１
１
１
１
１
１
１
１
ｊ
ｊ
１
１
１
１
１
１
ｊ
ｊ

質
質
質
質
質
質
質
質
質
質
質
質
質
質
質
質
質
質
質
質
質
質
質
質
質
質
質
質
質
質
質
質

泥
砂
砂
砂
砂
砂
砂
砂
砂
砂
砂
砂
砂
砂
砂
砂
砂
砂
砂
砂
砂
砂
砂
砂
砂
砂
砂
砂
砂
砂
砂
砂

く
く
く
く
く
く
く
く
く
く
く
く
く
く
く
く
く
く
く
く
く
く
く
く
く
く
く
く
く
Ｉ
く
く

密
密
密
密
密
密
密
密
密
密
密
密
密
密
密
密
密
密
密
密
密
密
密
密
密
密
密
密
密
密
密
携

綴
綴
綴
綴
綾
織
糧
綴
綴
綴
綴
徴
綴
繊
綴
綴
級
綴
級
綴
綾
織
綴
綴
綴
綴
級
徴
綴
綴
綴
綴

０ １０cｍ

褐
黄
褐

授
赤
い
赤

褐
灰
褐
黄
褐
い
ぶ
極
榎
い

褐
色
赤
橿
褐
褐
赤
い
橿
赤
ぶ
黄
に
黄
黄
ぶ

褐
黄
禍
い
／
黒
／
暗
ぶ
黄
明
に
い
／
／
褐
い
に
授

褐
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図7０（１）８－１壷口縁部（無文）

８－２琵口縁部（有文）

８－３尭口縁部（有文）

８－４尭口縁部（有文）

８－５亮口縁部（有文）

８－６尭口縁部（有文）

８－７尭口縁部（有文）

８－８尭口縁部（有文）

８－９翌口縁部（有文）

８－１０聖口縁部（有文）

８－１１発口縁部（有文）

８－１２喪口縁部（無文）

８－１３尭口縁部（無文）

８－１４尭口縁部（無文）

８－１５翌口縁部（無文）

８－１６翌口縁部（無文）

８－１７底部

８－１８底部

８－１９底部

８－２０底部

８－２１底部

図7０（２）８－２２壷口縁部（有文）

８－２３壷口緑部（無文）

８－２４壷口緑部（無文）

８－２５スセン常式土器

８－２６聖口縁部（無文）

８－２７尭口緑部（無文）

８－２８底部

８－２９壷胴部（有文）

８－３０翌口縁部（無文）

８－３１底部

８－３２底部

備考訓整※２グリッド層位色調※１

※ｌ外器面／内器面の色調は小山正忠・竹原秀雄糧著1986「新版標準土色帆』日本色研耶業株式会社によった。
※２外器面／内器面、Ａ～Ｃは調益方法（Ａ：ユビオサエＢ：ナデ調整Ｃ：条痩調整）を示す。
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入品ではなさそうである。図66の3-34の胴部破片も、スセン常式類似土器であることが新里貴之氏に

よって指摘された（本書第Ⅱ部新里論文参照)。Ⅳ層出土で、胎土は在地土器に共通している。

1.1.4.貝塚後期土器の検討

Ⅲ．Ⅳ．Ｖ・Ｖ／Ⅶ層出土の土器を対象に、第６次調査から第８次調査報告書において分類と分析

を行った。以下は整理・分類を担当した金子真夕氏、安田未来氏、中谷美由紀氏とフィールドマス

ターの松崎友里氏、柴田亮氏らの成果をもとにしている。

ナガラ原東貝塚では全体器形を復元できる大きさの資料が得られなかったため、形の特徴を土器の

口縁部と底部から把握した。具体的には、口唇部の刻目と口縁端部の形状、底部の形状に注目して、

図72に示す分類を行った。口縁部刻目は、アカジヤンガー式土器の顕著な特徴であるが、その前段階

(大当原式土器期）から認められているため、その変化を捉えようとしたものである。口縁部断面形

状は、口縁端部を指先でなでつけて帯状の平面を作り出す土器が目立つ一方で、大当原式土器と同様

の舌状のものも見られるため、分類して層ごとの変化を抽出しようとしたものである。底部について

は、喪が本遺跡は、尖底の大当原式から<ぴれ平底のアカジャンガー式土器に変化する時期に対応し

ているため、これがどのように生起したのかを明らかにすることを目指して、３段階の分類を試みた

ものである。これらは喪を主体とするが、壷を底部形状から区別できないので、壷をも含んだ分類と

なっている。以下に個別の分析結果を示す（図73のｌ～１０)。

グラフｌは、口縁部断面形状において、舌状口縁と方角状口縁の割合の変化をみたものである。Ｖ

層でほぼ半々であった両者の割合が、Ⅳ層以後方角状口縁が明らかに多くなっている。

グラフ２は、口唇部上の刻目を施す頻度の変化をみたものである。Ｖ層からⅣ層にかけて若干増え

ているものの、その変化は１割から２割に増加したに留まる。

グラフ３と４はこの変化を口縁部形態ごとにみたものである。グラフから、この変化が舌状口縁に

おいて顕著であること、口唇部刻目が本来方角状口縁に対応した装飾であることがわかる。つまり方

角状口縁の影響をうけて、古い大当原式に共通する舌状口縁にも刻目がつき始めた動きが読み取れる。

グラフ５は口唇部刻目の内容の変化をみたものである。Ｖ層では点状と線状の２種類であったもの

が、Ⅳ層以後弧状のものやその他のものが加わり多様になっていることがわかる。

グラフ６は口縁部下に水平方向や縦方向、Ｕ字形の細い突帯がつき、これにしばしば刻目を伴うも

ののあること（図65,2-28,2-41～42など）に注目して調べたものである。こうした傾向はＶ層にみ

られず、Ⅳ層で登場することがわかる。

グラフ７は、蕊の復元口縁の統計結果である。Ｖ層では小型のものの割合が多く、時期が新しくな

るにつれて大型のものの割合が増えている。ただこの傾向は分母数が少ないため、一例として挙げる

に留めておこう。

グラフ８は底部について、尖底群と平底群の割合をみたものである。Ｖ層では尖底土器群が過半を

占めるが、Ⅳ層ではこの割合が逆転して平底土器群が過半を占め、この傾向がⅢ層に継続する。

グラフ９と１０は尖底土器群と平底土器群の変化をそれぞれに追ったものである。尖底土器群では、

Ｖ層からⅣ層の間で底部の肥厚する特徴的な形状が急激に減り、丁寧なつくりの尖底が増加する変化

を読み取ることができる。平底土器群では、Ⅳ層で底部外面が上げ底状になるDii類や、底部内側が

凸面になる変則的なＥ類がⅣ層で増え、Ⅲ層でくぴれ平底以外の平底（Ｆ類）が一定量を占めるよう

に変化していることがわかる。

以上、いくつかの土器の特徴についてⅢ層、Ⅳ層、Ｖ層を通した変化の傾向を示した。Ｖ層は土器

－１０２－



叩
I類

口唇部刻目の分類１
類例

…迩璽回

購一風
口唇部刻目ａ類

き憂j三宝1錘
平底Ｄ類ｉ

舌状

口唇部刻目・口縁部断面形状・底部形状の分類

a類 ①①① 点状
‐ ＝ ＝ Ｒ唖９

Ⅱ類 平底Ｅ類ｉ

G類

了一面一丁

叩 叩

b類 ）））

~ｱーｱー7Ｚ

弧状

底部形状の分類

2-3

線状一ﾌﾌｸﾌｱc類

ツ“ＷノZ，
尖底Ａ類尖底Ｂ類

ロ縁部断面形状の分類２

第４章

ソ
ソ

､鯉ｉｆ夕
１．５６

G類上げ底

１０３

F類底部が外に張り出さない

B類屈曲して突出する尖底

（乳房状尖底）

ｉ先端部の造りが入念

ｉｉ先端部の造りが粗雑

ｖ
ｖ
ツ
ツ
ツ

方角状

F類

A類丸底または尖底尖底土器群Ａ類

C類内底面が平坦

Ｕ
ｖ
ｖ
幽
山
ソ
Ⅷ
ツ
リ
Ⅲ
》

内底面が凸面をなす

角度をもって立ち上がる

ｉ外底面が平坦

ｉｉ外底面が窪む

B類

E類

平底土器群ｃ類

D類内定面が平坦または凹面をなす

ｉ外底面が平坦

ｉｉ外底面が窪む

D類

E類



第１部

※

Ⅲ)Ｗ(134）

ＭＷ(876）

Ｖ隅(61）

Ⅲ洞(134）

Ⅳ屑(876）
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図７３貝塚後期土器の分析
※出上数
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２
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数がⅢ層．Ⅳ層に比べて少なく、数値を他の２層と同様に扱えない面があり、それぞれ単独の要素に

ついての変化傾向を敷桁することは踊踏される。しかし全体を通して共通した変化の傾向を指摘する

ことは可能であろう。

．Ｖ層での傾向が、Ⅳ層で顕著に変化し、Ⅲ層でこの変化が継続する。

．Ｖ層からⅢ層への変化する過程で、Ⅳ層において新たな要素が多様化しこれが収束してⅢ層に継

続していく。

．Ｖ層からⅢ層への土器の変化は、連続的である。

Ｖ層からⅢ層への土器の変化は、きわめて連続的でありながら、Ⅳ層で顕著に変化し、Ⅲ層に継承

されると理解することができる。つまり尖底の卓越するＶ層が大当原式期であるとすれば、Ⅳ層とⅢ

層は平底の卓越するアカジャンガー式期に対応し、Ⅳ層はアカジャンガー式土器の成立期とみること

が可能であろう。

1.2．土製品

室鯛鵜議競霞躯
中央の孔は棒状のものを回転させながら斜めに突き通すことで匹室勉

琴な極鐙，､焼成前の穿孔である｡類例をみない製品で､用１－１１厘､，
途を推定し難い。

図７４第１次鯛査出土有孔土製品実測図

1.3．石器

1.3.1.石器の概要

本遺跡からは総計144点の石器と、300点の石材および剥片を検出した。表21に石器の概要を示した。

以下、第１次調査から第８次報告書に記載した石器実測図とその計測一覧表を再録する（表21,図

鱈

表２１出土石器一覧

１

石
シ
磨
イー一

種
錐
錐
石
斧
器
石
皿
ガ

機
石
石
台
石
刃
敵
石
ク

採集
一

１

Ⅲ層 Ⅳ層
－

１

桐
－
２

Ｖ／Ⅶ層

２

Ⅶ層

１

１

樹
－
７
ｌ
１
４
７
４
ｌ
ｍ
４
９
ｌ
銘
一
盤

狩猟・漁労具＊

工具

３
２
１
｜
幻
ｌ
２
ｌ
６
ｌ
訂

第４章

２

不明

調理具 ７

１

１
’
２
－
３

’
’
６
’
昭

１

小計 ４ ３

＊石錐が漁労具として使用される可能性を加えた

75～図82)。個々の説明については年次ごとの報告書を参照されたい。

本遺跡で特徴的なのは、チャート製の石雛が各層から出土していることである。石雛は貝塚中期に

しばしば見られるが、これが貝塚後期に継続していることがわかる。また貝塚中期に多いクガニイシ

形石器《'）も同様に貝塚後期に存続している。

－１０５－
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図83は表21をもとに、届ごとの石器の描成

をまとめたものである(2)。Ｖ／Ⅶ層とⅦ届

の類例が少ないので、四つの屑を同様に比較

できない而を考慮しても、狩猟●漁労具の割

合が減少し、植物加工其の割合が増加する傾

向を読みとることができる。

爵

I～1111Ｗ（56）

Ⅳ胴（31）

Ｖ岬（12）

Ⅶ。Ｖ八MＭ（７）

１ １１

Ｉ

O鮎２０(姑４０％６０冊809Ｍ100 兜

ロ狩凧凡ロエ具口洲理典蕊出土数

1.3.2.石器石材
図８３石器の構成比の変化（n:106）

第６次洲査以降、共川研究背である岸本

｜ ’’
義彦氏の指摘をうけて、遺跡内の石材に注

目するようになった。岸本氏と地質学者の沖細論勘産（278)蕊

iii巾谷厚昭氏の協力を仰いで、それまで出土

した石器と石材、破片をすべて見直し、フド「伊江励産（161）

材と石器の対.応、島内の石材と島ﾀﾄの石材九州産(5)
の区別について整理した。その検討の詳細

は、第Ⅱ部の岸本氏とjiillI谷氏の論考に詳し

！
Ｉ

は、第Ⅱ部の岸本氏とjiillI谷氏の論考に詳し０’００２００300(個）

い。岸本氏によると、伊江島産の石材で、 口製品ロ石材口剥片※出土数

石器に使用されているのは、チャート、石図８４石材産地別にみた製品・石材・剥片の構成（n:444）
灰岩、サンゴ石にほぼ限られ、そのほかの石材はすべて島外からのものである可能性が高いという。

図84は、岸本氏らの成果をもとに遺跡で出土した合計444点の石器・府材・剥片について、その産

地を伊江I|;ili内、伊･江島外の沖縄諸島内、九州にわけて整理したものである。石器の素材に島内のもの

より島外のものが多く消斑されていること、九州産もの（黒曜石）がわずかに存在すること(3)、遺

跡に存在する石器石材の数が、石器数の半分近くであることがわかる。人為的に割られた破片を剥片

としてまとめたが、激しい打喋を伴う作業によって生じたものとみられる。九州産の黒曜石の剥片は、

製品あるいは素材として持ち込まれたものに由来するだろう。

1.3.3.クガニイシ形禰器

クガニイシ形石器について、以下第８次調査報告書から、柴田亮氏と原田孝典氏による作業成果を

引用する。クガニイシ形石器は、白木原和美氏によってその概念が提唱され、琉球列島の特徴的な遺

物として認知されている(･I)。白木原氏は桁状平坦而の特徴によってこれらを2型に分類した。すなわ

ち帯状平坦而の両側を狭っているものがＡ類、挟らないものがＢ類である。氏はＡ類が奄美諸島以

北に多く、Ｂ類が沖縄諦島に多いことを指摘した。

クガニイシ形石器は、現在トカラ列島から沖縄諸島の43遺跡で出土している（図85、表22)。これ

らを時期別．地域別にまとめて図86に示した。これによると、貝塚中期以前には奄美諸島．沖縄諸島

ともにＡ類がその大部分を占め、貝塚後期になるとＢ類がＡ類に代わり出土の中心となっているこ

とがわかる。Ａ類とＢ類の大きさと重さをそれぞれの平均価によって比較すると(5)、Ａ類はＢ類に

比べ、一Ｉ,,|り大きいことがわかった（表23)。

以上のことから、クガニイシ形石器について以下を指摘できる。

、クガニイシ形石器は貝塚中期以前には奄美諸島を中心として使われ、貝塚後期では沖縄諸島を中

心として使われた。

－１０６－
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（1.6）

（1.3）

(４８）

８．８

（１１）

（１７）

１．７

２．５

１．９

４．５

(6.3）

６０

（5.3）

９５

８．０

５．２

７．８

１３．０

１

５
１
５
１
１
１
１
１
１
１
‐
１

噸
仙
肥
理
爾
沈
溺
塑
緬
硫
狸
姻
低
私
顕
鎚
銅
⑲
鍋
弘
顕
凱
哩
緬
邸
嫡
邸
側
顕
狸
幅
、
哩
師
瓢
錨
印
”
“
狐
狸
”
凱
即
印
加
叩
如
哩
加
郎
皿
幽
幽
調
“
噸
“
暇
叩
“
“
恥
、
“
“
噸
“
鴫
幽
調
泌
加
仙
加
顕
”

第１部

鋪2束トレンチ、区

北l西ｌ

北l西ｌ

北3西ｌ

北l西ｌ

北3西ｌ

北2束ｌ

北１束１

北1束ｌ

北１束ｌ

北1束１

北1束ｌ

北1束ｌ

北1束ｌ

北l西ｌ

北l西ｌ

北l西ｌ

北l西ｌ

北l西ｌ

北1束ｌ

北1束ｌ

北l西ｌ

北1束１

北l西ｌ

北l西ｌ

北１束ｌ

北l西ｌ

北l西１

東トレンチ

東トレンチ

(21.6）

(4.8）

11.9

(98）

3.9

228

121

9.1

103

(75）

１０．７

(4.6）

(1.6）

２６

(3.3）

(42）

(4.8）

(11.7）

(1.6）

(36）

2.2

(1.9）

１．７

６４

１０．５

９８

(８１）

7５

１４３

８．１

１０．２

(17.1）

北2西ｌ

北2西ｌ

北2西ｌ

北2束ｌ

北3西ｌ

北2束ｌ

北2束１

北2西１

北2束’

北3西ｌ

北2束ｌ

北3西ｌ

北2束ｌ

北2西ｌ

第２東トレンチＩ区

北2束’

）は現存する郁分の餓大脳

北l西ｌ

北１束’

北１束ｌ

北１束’

－１２０－
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Ｂ類

第１部

・クガニイシ形石器はＡ類が古
風城ｌｌｌ川以前奄蕊郷ｉ

<、Ｂ#質が新しい。

・クガニイシ形石器はＡ類がＢ沖剥諸鳥

類より大きい傾向がある。
１１噸後川奄美ii細

クガニイシツ|珍石器の多くは貝塚
沖細諸胤

時代中期（縄文時代晩期）以降の

時期に属する。注目されるのは貝

塚時代前期に脇する沖細りIⅧ原遺

跡Ｘ層出土のｌ例と、貝塚時代前図８６

期～中期に属する沖縄本島の高嶺遺跡例である。ク

ガニイシ形石器の少ない沖縄本島に古い例のあるこ

とは重要であろう。一方、純文晩期に属する喜界島

ハンタ遺跡ではＡ類とＢ類が同時に使川され、奄

美大島サモト遺跡でも同じ縄文晩期にＢ類がみら

れる。これらはＢ類が奄美諸島で生まれた可能性を

示している。大きさについては、大きなＡ類から小さ

１１１

(13)卿

（４）

（５）

(22）

０５１０１５２０２５

ロクガニイシ形,(i器Ａ額ロクガニイシ形万冊Ｂ緬※出土散

クガニイシ形石器の出土｛頃向（ｎ：４４）

表２３クガニイシ形石器の大きさ比較（平均値）

1.4ｋｇ

7.1cm

llcm

l46cm

Ａ類

１１１

重放

厚さ

横幅

縦幅

3ｋｇ

9.8ｃｍ

１４．１ｃｍ

18.7cｍ

－１２２－

示している。大きさについては、大きなＡ類から小さなＢ類に向かう変化が予想される。グスク時代

～近世の脚で出土した縦・横の長さがいずれも10ｃｍ以下の古宇利原Ａ辿跡出土の２例は、クガニイ

シ形石器の並後の姿なのかもしれない。

注

（１）クガニイシ形石器とは上辺に帯状平坦1iiiを持つことを時徴とし、ここを押さえてシーソーのように前後運動を行

うことで木の実等の植物を没して利用されていたとみられる粉砕用石器である。トカラ列島の中ノ島から沖縄諸島

にかけて分布する南島特有の石器として1978年白木原和美氏によって命名された。沖縄諸島では貝塚時代を通して

利用されていた。

（２）Ⅲ層の数仙はＩ。Ⅱ１Ｗ出土肋と表面採典IHIを加えたものである。

（３）黒曜石の破片は、Ｖ届で２点、Ｖ／Ⅶ府で１点、Ⅶ屑で１点検出した。このほか採集品が１点ある。

（４）白木原和美１９８７「クガニイシ」『法文論推ｊＮｎ４１熊本大学法文学会。

（５）大きさについてはクガニイシ形石器の破捌していない箇所の縦幅‘枇幅・厚さを計測し、その平均値をだした。



53009

(13409）

33629

(13709）

43009

13609

23209

表２４クガニイシ形石器出土遺跡一覧

３

出土数分類曜細横幅厚さⅢ、計測参考文献時期所在地出土位価週跨名

5住

表面採集

表面採築

縄文晩期 Ａ ２ ２ Ｌ ４ ｃ ｍ ｌ ６ ０ ｃ ｍ ９ ３ c ｍｌタチバナ週跡大島節十島村

１８塔原遺跡

１９カメコ遺跡

（63cm）８０ｍ（73cm）

(lO3m1）lOOEm7.7ｃｍ

(l33c回）（１３３cm）８８ｃｍ

(１５．０に､）（13.0℃､）（10.4cm）

25.0ｍ183ｃｍ12.1ｃｍ

型Ehfml29rm10.0cｍ

27.1ｃｍ （175cm）（１２．１cm）

15.7cｍ９５cｍ８ｋｍ

(14.代､）（14.4cm）８２ｃｍ

（7.5cm）8.5cｍ５３ｃｍ

15,2cｍ２０.OCmlO2皿

(190cm）11.7cｍ７３ｃｍ

(10.6cm）13.4cｍ6.9cm

l5fhcmll9cIn4.5ｃｍ

16.9ｃｍ１１．４cｍ６７cｍ

２LOcm９・7cm5.9cm

la8Cm１０．３ｃｍ7.6cｍ

２１．１ｃｍ （118cm）８６ｃｍ

113ｍ７７cｍ5.0,

23.0ｃｍ19.5ｃｍ11.0ｃｍ

（6.0℃、）１０．５cｍ（5.5ｃｍ）

実測図がないため測定不能

実測図がないため測定不能

実測図がないため測定不能

饗測図がないため測定不能

（160ｍ）9.4ｃｍ 不明

25.6ｃｍ148ｃｍ１０．４cｍ

25.0ｍ１１７５cｍ7.6ｃｍ

180ｍ（138cm）１３２ｍ

（9.9ｃｍ）（１１３ｃｍ）〈70ｃｍ）

”班ｍｌｌ９ｃｍ７８ｃｍ

（１１．５ｃｍ）（118ｃｍ）（7.7ｃｍ）

19.6ｃｍ16.1ｃｍ１０．５ｃｍ

160cｍ9.5cｍ5.4ｃｍ

15.3ｃｍ12.0cｍ９２ｃｍ

17.3ｃｍ１３５cｍ5.9ｃｍ

爽測図がないため測定不能

（16.0cm）13.6ｃｍ13.6ｃｍ

（8.4cm）13.6ｃｍ （6.6cm）

実測図がないため測定不能

15.4cｍ9.6cｍ8.7ｃｍ

ｌ９５ｃｍｌ４５ｄｎｌ２１ｃｍ

ｌ８３ｃｍ13.9ｃｍ１００ｃｍ

典測図がないため測定不能

175ｃｍ11.8cｍｌＯ５ｃＴｎ

☆
☆
☆
☆
☆
☆
☆

２縄 文晩期５土
土
土
土
土

用
層

租
圃
頂
圃
頂
か
か
Ⅵ
３

内
内
内
内
内
集
集

”
率
”
”
”
採
採
区
中
収

号
号
号
号
吟
面
面
２
土
一

７
７
７
７
３
喪
喪
Ｂ
廃
Ａ

２ハンタ遺跡大島邸高界町

明
？
？
？
？
明
明
明
明
明
明
明
明
明
明
明

Ａ
Ａ
Ｂ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ａ
Ｂ
不
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ａ
不
不
不
不
不
Ａ
Ｂ
Ａ
Ａ
不
不
不
Ａ
Ａ
Ａ
Ｂ
不
Ａ
Ａ
不
Ａ
Ａ
Ａ
不
Ａ

ｇ
ｇ
ｇ

麺
知
知

２
２
３
４
５
６
７

縄文後期

縄文晩期か

７世紀

不明

７世紀

不明

８世紀

大島郡喜界町

大島扉官界町

奄美市笠利町

３アギ小森田遺跡

４上墓鉄逓跨

５用見崎遺跡

１
３ 16009

(l940g）

(3609）

☆
☆

６宇宿小学校遺跡奄美市笠利町

７ 安良川遺跡奄美市笠利町

８長浜金久Ｉ遺跡奄美市笠利町

☆
☆

Ｃ－ｌｌ包含

Ｄ－４包上

Ｄ－ｌ５（19）

Ｇ－８（19）

Ｇ-50（19）

Ｇ-50（19）

(Ａ）－３１

第１文化層

Ｄ－３ｄ区

Ｅ－ｌ区

輔6層１号石組

第１３層

輔13厨

表面採集

7号遺桝内Ⅷ土

Ｃ－３１咽下部

２
４ ８９世紀

ｊ

ｇ
ｇ
ｇ
ｇ
詑

卿
皿
趣
皿
画 ☆

☆
☆
☆
☆
☆
☆
☆
☆
☆

奄英市笠利町

奄美術笠利町

奄美市笠利町

不明

7～１０世紀

９

１０

１１

９下山田Ⅱ遺跡

１０マッノト遺跡

１１ウフタ遺跡

１
１
２

縄文晩期

縄文晩期

縄文晩期

表採品

不明

１２手広遺跡大島稲lIil郷町 ４

名和市知名瀬

大島郡住用村

大島邸瀬戸内町

大島扉惚之島町

大、邸惚之島町

跡
跡

遺
遺
跡
跡

瀬
卜
通
徴
遺

名
モ
徳
之
畠

知
サ
嘉
神
域

３
４
５
６
７

１
１
１
１
１

不明

不明

第４章

１３世紀後半か

貝坂時代後期

大島郡天城町

大島邸伊仙町

縄文晩期

縄文時代

釦
別

１６

１７

３

２
３
２

２０佐弁遺跡大局郡 伊仙町

２１ 犬 田 布 貝 塀 大 刷 郡伊仙町

２２面縄鋪３貝塚大島邪 伊 仙 町

２３和泊大島脇和泊 町

２４小積原遺跡大島邪和泊町

２５住吉遺跡付近大島郡知名町

２６ 屋 小 母 遺 跡 大 島 郡和泊町

２７ノーシク大島郡 与 鎗 町

不明

表採品

1３

(43009）

(l470g）
８
３
３
３
３
３
３

１
１
１
１
１
１
１

☆
☆

災ihi採集

炎ihi採典

不明

不明

不明

不明

不明

不明

１

表面採集

１

妬
旧
旧
旧
”
旧
錫
劉
釦

☆
☆

２８古宇利原Ａ遺跡国馴扉今帰仁村Ｊ－３７１

Ｅ－１４．１５Ⅱ層

２ ９今侶仁城跡国剛部今帰仁村第１周

３０ナガラ原東貝坂国頭邪伊江村北2西1-Ⅳ咽

貝塩前期２

明

Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ａ
Ａ
Ａ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
不
Ａ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ａ

7.4cｍ９３cｍ４９E、

9.5cｍ６３画6.6ｃｍ

142ｍ９８ｍ5.0cｍ

８８ｍ7.0cｍ４５ｃｍ

145cｍ７８cｍ7.0E、

１７.lｍｌ３０Ｅｍ8.9ｃｍ

'82,10.6ｍ6.7ｃｍ

127cｍ８８cｍ４２ｃｍ

15‘3cmlfMもE、11.6ｃｍ

11.1ｃｍ14.9cｍ6.4ｃｍ

１５段、（86cm）（19.8ｍ）

ｌ８７ｃｍｌ６７ｍｌ３３Ｅｍ

17.4cｍ9.9cｍ6.4ｃｍ

22.4ｃｍ11.6cｍ９２ｍ

英測図がないため測定不能

19.4ｃｍ15.5ｃｍ１３．１ｃｍ

153ｃｍ１１．４cｍ７．６cm

lg2fm10.7cｍ63,

15.6ｃＩｎｌ1.6cｍ6.4ｃｍ

11.8ｃｍ17.5cｍ８１cｍ

ｊ

鋤
皿
凹
叫
跡
密

1９

４２北原貝坂島尻郡具志川村

４３清水貝堀島尻郡典志川村

22209

(18009）

21909

蕊☆は実測図より計測したものである蟻菰丑欄の「－」は文献に配賦がないものである

北1束'一Ｖ／Ⅶ届未定

３１部瀬名貝塚名痩市喜瀬貝坂後期中頃か２

３２前原遺跡図剛 祁菰野座村オー１０Ⅷ層貝坂 中 期 後 半 ３

カ-９勝土

力・キーｌ２Ｘ届

３３久良波貝壕国馴 群‘恩納村テストピツトＮＯ２Ⅳ厨砂顕咽不明１

３４野国貝壕中頭闘弼手納町表面採集不明１

３ ５ 字楚辺不明不明1

36赤犬子週跡中剛郡既谷村不明１

３７高樹遺跡うるま市与那城村１２号堅穴住居、田貝壕時代前期～中期１

３８アカジヤン ガー遺跡うるま市典志川一表採品１

３９平敷囲トウバル 遺 跡 う る ま 市 脇 連 町 ２ 地 区 Ⅳ 屑貝壕後期１

４０平安山原地区中皿郡北谷町試掘ＮＣＩ、届貝壕後期か１

４１喜友名貝壕宜野澗市喜友名Ｉ地区Ｅ－ｌＯｌ 届 不 明 １

理
郵☆

☆

4500g

l380g

(40009）

別
蛮

不明

貝壕後期前半

51809

3２

１

１２

－１２３－

B-11IXl層

クー５０：Ⅱ０－．１０

ケ-46：Ⅱ

サー５０：Ⅱ3ト４０

カ-５２：Ⅲ０－１０

キー５２：Ⅳ０－１０

クー４８：Ⅳひ１０

ケ-51：Ⅳlひ２０

キー５０：Ⅳ2‘３０

キー５０：Ⅳ2か３０

シ-48：Ｖ１，２０

コ-48：Ⅵ

不明

l610g

l985g

l910g

７７０９

９４０９

７１０g

2060g

2O85g

2000g

2320g

(12559）

13009

2190圧

軸
恥
獅
岬
函
伽
唾
麺
函
恥
鋤
鈎
心

１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
く
１
ｌ

Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ

伽
跡
地
如
獅
恥
迦
麺
馳
跡
地
麺
睡

７
９
６
５
５
５
８
６
６
７
６
６
９

跡
血
函
蜘
如
鋤
坤
迦
挙
迦
御
岬
幽

皿
哩
哩
９
９
８
１
１
１
１
１
１
１

3１



第１部

表24文献

１．熊本大学文学部考古学研究室１９７９「タチバナ遺跡研究室活動報告４」熊本大学文学部考古学研究室

２．喜界町教育委員会１９８７「ハンタ遺跡喜界町文化財調査報告ｊ喜界町教育委員会

３．熊本大学文学部考古学研究室１９９５「用見崎遺跡研究室活動報告３１」熊本大学文学部考古学研究室

４．熊本大学文学部考古学研究室１９９６「用見崎遺跡研究室活動報告３２」熊本大学文学部考古学研究室

５．熊本大学文学部考古学研究室１９９７「用見崎遺跡研究室活動報告３３」熊本大学文学部考古学研究室

６．熊本大学文学部考古学研究室１９９２「字宿小学校遺跡研究室活動報告２８」熊本大学文学部考古学研究室

７．高宮広士ほか2005「安良川遺跡」笠利町文化財報告書第27集鹿児胤県大島郡笠利町教育委員会

８．弥栄久志編１９８５「長浜金久世跡新奄美空港建設に伴う埋蔵文化財報告智」鹿児島県埋蔵文化財発掘調査報告書

（32）鹿児島県教育委員会

９．長野真一・山畑泰子編１９８８「下山田Ⅱ遺跡和野トフル墓竜郷一新奄美空港線の改良工事に伴う埋蔵文化財発

掘調査報告書」鹿児島県埋蔵文化財発掘調査報告書（45）鹿児島県教育委員会

１０．中山清美ほか2006「マツノト遺跡」笠利町文化財報告書第28集笠利町教育委員会

11．熊本大学文学部考古学研究室１９８２「ウフタ遺跡研究室活動報告１２」熊本大学文学部考古学研究室

12．熊本大学文学部考古学研究室１９８６「手広遺跡（概報）研究室活動報告20」熊本大学文学部考古学研究室

13．白木原和美１９７８「クガニイシ」熊本大学法文論業第41号より転載

14．熊本大学文学部考古学研究室１９８５「サモト遺跡（２）研究室活動報告１８」熊本大学文学部考古学研究室

15．熊本大学文学部考古学研究室１９９０「城畠遺跡研究室活動報告24」熊本大学文学部考古学研究室

１６．天城町教育委員会１９９９「天城町埋蔵文化財発掘調査報告書（２）塔原遺跡(2)」天城町教育委員会

17．池畑耕一・大久保浩二編１９９３「伊仙町埋蔵文化財発掘調査報告智（８）カメコ遺跡」鹿児島県大島郡伊仙町

教育委員会

18.大島郡伊仙町教育委員会１９８４「伊仙町埋蔵文化財発掘調査報告智（２）犬田布貝塚」鹿児島県大島郡伊仙町

教育委員会

19．宮城弘樹・玉城靖2005「古宇利原Ａ遺跡一古宇利大橋橋梁整備事業に伴う緊急発掘調査報告-」今帰仁村教育委員

会第19集今帰仁教育委員会

20．今帰仁孫教育委員会１９９２「今帰仁村文化財調査報告書第13集今帰仁城跡発掘調査報告書Ⅱ」今帰仁孫教育委

員会

21．熊本大学文学部考古学研究室２００１「考古学研究室報告第36集」熊本大学文学部考古学研究室

22．柴田亮編２０１２「ナガラ原東貝塚８」「考古学研究室報告」第47集熊本大学考古学研究室

23．名護市教育委員会社会教育課文化財係２００１「名護市文化財調査報告１４部瀬名貝塚一国道58号・部瀬名線

道路形改良事業に伴う緊急発掘調査報告番」名護市教育委員秋

24．知名定順ほか１９９０『前原遺跡」宜野座村乃文化財第14集宜野座村教育委員会

25．沖縄県宜野座村教育委員会１９９９『前原遺跡一県道漢那松田線道路整備工事に伴う発掘調査報告書』沖縄県

宜野座村教育委員会

26．沖縄県教育庁文化課１９９２「沖縄県文化財調査報告書第108集恩納村久良波貝塚一導水管理設工事に係る緊

急発掘調査報告書」沖縄県教育委員会

27．金武正紀・金城亀信他１９８９「沖縄県文化財調査報告普第92集宮城烏遺跡分布調査報告」沖縄県教育委員会

28．島袋洋・金城岨信・上原静・島袋春美・金子浩昌編１９９６「平敷屋トウバル遺跡ホワイトビーチ地区内倉庫建設

に伴う緊急発掘調査報告』沖縄県文化財調査報告書第125集沖縄県教育庁文化課

29．松原哲志・山城安生・島袋春美・上地千賀子・呉屋広江２０１１「平安山原地区試掘調査」北谷町教育委員会

－１２４－
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30．島袋洋ほか'999『喜友名貝塚・喜友名グスクー宜野湾北中城線道路改築事業に伴う緊急発掘調査報告書（１）Ｊ沖

細県文化財調査報告書第134集沖細県教育委1-1会

31．盛本勲ｌ９９５ｉ沖純県文化財訓在報告書第123集北原貝塚発掘調査報告書』沖純県教育委貝会

32．盛本勲ほか'989『清水貝塚発掘調査報告書』具志川村文化財調査報告響第１集具志川村教育委員会

1.4．貝製ｉｈＩｉ

1.4.1.貝製品の概要

合計193点の貝製品を検出した。表25はこれらを、その推定される機能によって整理したものであ

る。生産具に分類した有孔貝製品は、漁網錘としての機能を推定したものである。加工具ではヤコウ

ガイ蓋に付刃した製品が1点得られた。容器には匙や皿状製品が、装飾品には腕輪、玉類、貝符があ

る。これらのほかに、加工痕を残すが機能を推定し難い貝製品が数点ある。

表２５出土貝製品の概要

３

I～ⅢﾙｨⅣ層Ｖ層Ｖ／Ⅶ層Ⅶ肺＃小計機能別分類 遺物鵜

８
１
１

有孔貝製品生産具 1476３鵬 1１

１

加工具 ヤコウガイ蓋製品 １ １

円形貝製品

ヤコウガイ加工ＩＨ

タカラガイ製品

容器 ヤコウガイ匙

匙状製品

皿状製品

９ ４
２
２

１

２

２

１
１

装飾品 ゴホウラ腕輪

貝製玉

貝符

貝符未成品

ゴホウラ腕輪未成品

ゴホウラ加工,W,蕪

アッソデガイ川l:品潔

オオツタノハ製品

８

１
４
５
１
１
１
１
２

節４京

４

１

１

１

８

8 ２ ９ ２

Ｉ

１９３

２

１１１１

１

その他

１

１ １

２

１

《 一 ｕ ノ ー こ １ J､、フー刀フ腸《米只.甥ｗﾉ只瑳1ｍ(/ﾉ特０％２０％４０％６０％８０％１００％

徴といっていいだろう。
口生活川具口装飾ｉＩ１※出土数

以下に第１次調査から第８次訓査におい
図８７貝製品の構成比の変化（n:187）

て出土した貝製品を、報告書に沿って順次

小計

は稀なゴホウラ腕輪やその未成品であるこＩ～Ⅲ肘（79）

とは注意されていい。これらは種子島や九

州で製品が使用されている装身具であるたⅣ側（93）

め、貝製装飾品の多さは、これらを通した
Ｖ照（１５）

物流あるいは交易の存在を示唆している。

このことは、ナガラ原東貝塚の貝製品の特

図87は、生産具・加工具・容器を生活用品としてまとめ、これらと装飾品との構成比を層ごとに示

したものである。どのﾙﾘにおいても、装身具が一定の割合で存在していることがわかる。ただその実

態が、伊江烏や沖縄諸島で使用されること

1６

※厳密には装飾品とする根拠が不|･分であるが、この時期のゴホウラとアツソデガイ製品が腕輪にほぼ限られている

こと。背而腕輪を意識した加工痕跡をのこすことから、装飾,Ii11に含めた。

－１２５－

－１



図9０（２）

第１部

表２６出土貝製品一覧（有孔貝製品を除く）

ＭＷ

ＩＶ脚

Ⅳ肘

Ⅳ屑

図番号 遺物名 紫材 屑位 {土区 備考

Ⅳ層下部

Ｖ脚

図8７（３） 只輪未成品

縦打器

不明製品

匙状品

加工痕跡をのこす典殻

加工痕跡をのこす貝殻

加工痕跡をのこす災般

加工痕跡をのこす災般

加工痕跡をのこす典殻

加工痕跡をのこす典般

加工痕跡をのこす只般

加工疲跡をのこす貝般

小玉

小玉

皿状品

皿状品

水磨シャコガイ

水磨シャコガイ

加工痕跡をのこす災殻

加工痕跡をのこす只般

加工痕跡をのこす典殻

匙状紬

匙状品

匙状品

匙状品

水膳シャコガイ

加工痕跡をのこす貝般

匙状品

腕輪

加l:痕跡をのこす典仙

小玉

匙状品

加工痕跡をのこす貝般

小玉

貝犠

円形加工品

貝符

貝符

貝符

只符

貝符来成品か

貝符か

ゴホウラ

ヤコウガイ

オオツタノハ

ヤコウガイ

ヤコウガイ

ゴホウラ

キイロダカラ

ヤコウガイ

ゴホゥラ

ゴホウラ

ゴホゥラ

ゴホウラ

小型のイモガイ

小型のイモガイ

ゴホゥラ

ヤコウガイ

シャゴゥ

シラナミ

ゴホゥラ

ゴホゥラ

ゴホウラ

ヤコウガイ

ヤコウガイ

クモガイ？

クモガイ

シラナミ

ゴホウラ

ヤコウガイ

ゴホウラ

ゴホゥラ

小皿のイモガイ

ヤコウガイ

ゴホウラ

小剛のイモガイ

オオッタノハ

シラナミ

イモガイ類

イモガイ類

イモガイ狐

イモガイ類

イモガイ類

イモガイ類

Ⅳ仰１ 束トレンチ

炎而採集

東トレンチ

北１西１

北トレンチ

北トレンチ

北ｌ西ｌ

北トレンチ

束トレンチ

ル〔トレンチ

北トレンチ

表而採集

北ｌ西ｌ

北ｌ西ｌ

北２西ｌ

北３西ｌ

北２西ｌ

北２西ｌ

表而採集

節２束トレンチ

雛２束トレンチ

北２Ｗｊｌ

北２西ｌ

表面採集

北２西ｌ

北lixil

表面採果

北２束ｌ

北111リｌ

投而採集

北３imil

北１束ｌ

北１束ｌ

北１束ｌ

北１西ｌ

北１西ｌ

北３西１

北３西ｌ

北liIliI

表面採媒

表、採築
表而採災

死殻か

貝誰
８
９
０
１
２
３
４
５
６
７
８
９
１
２
３
１
７
８
９
０
１
２
３
４
５
８
９
０
１
２
４
８
９
０
３

３
３
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
２
２
２
２
１
１
１
２
２
２
２
２
２
１
１
２
２
２
２
１
１
３
４
６
３
２
１
２
４
５

－
一
一
一
一
一
一
一
幸
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
－

１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
２
２
２
３
４
４
４
４
４
４
４
４
４
５
５
５
５
５
５
６
６
７
７
８
３
５
６
６
８
８

Ⅲ胴

Ｉ届

Ⅶ層

Ⅳ胴

不明

Ⅲ脳

Ｖ隅

Ｖ照

Ⅳ脳

匙柄部破片

死殻か

上而が研膳される

死殻か

死殻か図8７（４）

死殻か

死般か

海岸で採取されたもの

海岸で採取されたもの
海岸で採取されたもの

Ⅳ麻

Ⅳ層

Ⅳ層

Ⅳﾙ#下部

Ⅳ屑下部

Ⅳ府下部

図8８

図８９

図9０（１） 海岸で採取されたもの

海岸で採取されたもの

死殻か

死般か

死般か

匙柄部破片

匙柄部破片

海岸で採取されたもの

示す。それぞれの計測値と出土情報を表26と表27に示し、主要な遺物について説明をおこなう。個々

の遺物の説明は年次ごとの報告課に委ねたい。

－１２６－

海岸で採取されたもの

死殻か

匙柄部破片

腹而典輪

秤而破ﾊ・

海岸で採取されたもの

凶9１（１） Ｖ胴

Ｉ

Ⅳ聯下部

Ⅱ届

Ⅳ層下部

Ⅳ廟下部

Ｖ届

Ｖ／Ⅶ師ｉ

Ⅳ屑

Ⅳ屑下部

Ｖ牌

図９３

図9４

死殻か

海岸で採取されたもの

図9５

北１束ｌ北確から北へ50cmの地点

Ｉ

図９６有孔貝製品の大きさの分布（n:143）
大きさ：長辺と短辺の良さの平均航

■■

210

1.4閏2.打孔貝製品

二枚貝の一部が穿孔された製品で、孔の割れ

面を含め、貝殻の表面全体が馴れていることが

共通した特徴である。孔は内側から打撃され穿

孔されていることを観察できるものが多い。

図96は川土した右孔貝製品のうち大きさの計

測可能なもの143個について統計をとり、分布

傾向をみたものである。一辺が３ｃｍから７cｍ

13.1～15.0ｃｍ

11.1～13.0cｍ

9.1～11.0cｍ

７．１～9.0cｍ

5.1～7.0cｍ

3.1～5.0ｃｍ

ｌ～３０cｍ

4００

ﾆニコ

6Ｃ



ＭＷ<84）

I桶（１２）

の大きさのものが大半であるが、１１ｃｍを

超えるものもわずかに存在する。７ｃｍ以

下のものの多くはウミギクガイ製であり、

１０ｃｍを超えるものはシャコガイ類とヤコ

ウガイ製である。

図97は、同様に丞さの分布をみたもので

ある。これには残存状況から全体の重鐙を

復元したものも含まれている。ｌｏｇから

209のものに分布が集中する一方で509か

ら3009の範囲でバラツキのあることがわ

かる。５０９未満のものにはウミギクガイ製

やリュウキュウサルポウ製が多く、５０９以

上のものにはシャコガイ類、ヤコウガイ、

クロチョウガイ製のものが多い。

以上から、有孔貝製品には一辺７ｃｍ以

下で509未満のウミギクガイ類を主体とす

るものと、一辺10ｃｍ以上の大きさの509

を超える重さのシャコガイ類を主体とする

ものの二つの．傾向のあることがわかる。

使用する貝殻の大きさや重さ、素材に一

0％ ２０％４０％６０％８０％１００％

ロウミギク科ロシャコガイ科ロフネガイ科ロザルガイ科
ロソメワケグリロシレナシジミ■光沢貝※出土数

第４流

回
－
１
コ
Ⅲ

150.19～
140.1～150.09
130.1～140.09
120.1～130.09
110.1～120.0g
loo‘ｌ～llo､0９
９０．１～１００．０９
８０．１～90.09
７０．１～80.09
６０．１～7009
５０．１～61.09
４０．１～50.09
３０，１～40.09
２０．１～30.09
10.1～20.09
３１～10.0良

１
コ
コ
ー
コ
室

０１０２０３０４０５０６０７０

図９７有孔貝製品の重さの分布（n:148）

定の傾向があり、すべてが粗く穿孔され、全而が均一に馴れているという共通性をもち、一定数がま

とまって出土する事実から、これが漁網錘であったとする解釈を導くことは妥当だろう（１）。本書第

Ⅱ部で黒住耐二氏は、人々が適切な貝殻を貝錘として使用するために以下の行動をとったと述べてい

る（本書第Ⅱ部黒住論文参照)。

・シャコガイ類：食用後の個体を海岸に投棄して殻表の鱗片状突起を摩滅させる

・シャコガイ類・メンガイ類：海岸に打ち上げられた水勝個体を集める

・リュウキュサルポウ・ソメワケグリ・ウチワガイ・リュウキュウザルガイ・カワラガイ：意図的

に集める

遺物に共通する形状的特徴（全面にわたる摩滅）が、使用による結果ではなく肢初から意図された

ものである可能性を説く重要な指摘である。

側98は脚ごとに出土傾向をみたものである。凡例の「光沢貝」とはクロチョウガイやヤコウガイの

ように貝殻表面に真珠光沢をもつものを指している。Ｖ層の例数が少ないので以下の解釈には一定の

猶予が必要であるが、漁網の素材について特徴的な変化が読み取れる。すなわち、Ｖ層．Ⅳ層からＩ

～Ⅲ層にかけてウミギクガイ類の使用が増加する反面シャコガイの使用が減少し、Ｖ脚からⅣ．Ｉ～

Ⅲ層にかけて小型の貝殻（フネガイ科・ザルガイ科・ソメワケグリ）や、光沢貝の使用が増加してい

る。つまり、重く大きな錘の使用が減り、軽く小さな錘の使用が増えている。Ｖ屑からＩ～Ⅲ層に向

かうこの変化が、Ⅳ肘を仲介してきわめて漸移的であることも注意される。

罰
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一
一
掌
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一

図９８有孔貝製品の素材構成比の変化（n:127）

1.4.3.ヤコウガイ製品

ヤコウガイ製品伊江島においてヤコウガイは主として北海岸に生息する。烏の南海岸に面したナガ
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第４章

1.4.4.ゴホウラ製品・アツソデガイ製品

ゴホウラ腹而腕輪１点、ゴホウラ背面腕輪未成品１点、ゴホウラ加工品１８点、アッソデガイ加工品

１点の合計21点を得た。ゴホウラ腕輪はゴホウラ腹面を使用したもので、入念な研磨がみられる。本

ラ原東貝塚におけるヤコウガイの少なさは、第一にその環境に起因しているが、人々がヤコウガイを

とくに欲していなかったことにもよるであろう。琉球列島の辿跡で普迦的に川土するヤコウガイ蓋製

品は本遺跡で１点の出土に留まる。匙状IW1は４点みられ、これに対応する加工疲跡のあるヤコウガイ

も出土している。匙状IliiiIの形状は、隣接するナガラ原西貝塚にみられるものと異なり(2)、柄部が長

方形に長くのびた形状をなしている（図92,5-20)。これは奄美地域の兼久式土器に伴う匙状品の形

状に近い(3)。

図９１第４次調査出土貝製品実測図（２）
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電璽

もぎぎ瀞
５－２１

5-22

０ 2ｃｍ

来完全な形状であったとみられるが、水管溝側の破片が残る。これに対応する貝輪は、九州以北の古

墳文化内に今の所得られていないが、少し前の時期には近い形状のものがある。これについては川口

陽子氏が本書第Ⅱ部で検討されている。

ゴホウラ腕輪未成品ならびにゴホウラ加工品は、背而が共通して打ち割られており、１－３８（図

88-3）のような背而貝輪の製作を意識したものとみられる。同様の例は近くの具志原貝塚で知られる

(4)。この未成品に対応する同時期の腕輪は種子島広田遺跡で出土している(5)。これについては中村

友昭氏が本書第Ⅱ部で論究されている。

ゴホウラと同様に背面を加工されたアツソデガイが１点出土している（第３次調査)。この時期沖

縄諸島の貝塚人も九州の古墳文化の人々も、
表２８ゴホウラ・アツソデガイ加工品出土一覧

アッソデガイの腕輪を使用しておらず、広田

遺跡にのみ使用例がある（６）。アツソデガイは遺物名’～Ⅲ州＃Ⅳ層ｖ届
ゴ ホ ウ ラ 腕 輪 ｌ

種子島との関係を意識して採取され加工されゴホウラ腕輪未成品，
た可能性 があるといえよう。ゴホウラ加工品８８２

アツソデガイ加工品１

小計 ９ ９ ８

－１３９－
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図９９オオツタノハ腕輪出土遺跡分布図

１００kｍ

1.4.5.貝符

ｖ、Ⅳ．Ｉ～Ⅲ（表面採集を含む）の各層で貝符ならびにその未成品を得た。彫刻文様のある貝符

は、いずれも広田過跡の貝符に類例が求められる。Ⅳ層出土の貝符は、広田上層タイプの古いもの(7)

に対応し、Ｉ～Ⅲ層出土のものはこれより新しい広田上層タイプに対応する。ｖ層出土貝符は無文の

貝符である。無文であるため上層貝符同士ほどの類似性を主張できないが、広田遺跡Ａ８号人骨に

伴う貝符に類例があり、腕輪の組合せから下層期の新段階に位置づけられそうである(8)。以上により、

貝符の示す時間幅は、広田遺跡下層期の新段階から上層期に対応する可能性が高いといえよう。貝符

の個別説明および、時期的検討は本書第Ⅱ部山野論文に詳しい。

ここで注目されるのは、貝符とともにその素材とみられるイモガイ加工品(9)が出土していること、

－１４２－
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表２９オオツタノハ腕輪出土遺跡一覧（琉球列島）

用見崎遺跡

安良川遺跡
マッノト遺跡

宇宿小学校櫛内遺跡
宇宿高又遺跡

下山田Ⅱ遺跡

城遺跡

長浜金久第Ⅱ適跡

サウチ遺跡

荒木農道（荒木小学校）
喜念原始墓

喜念クバンシヤ岩陰墓

面縄第一貝塚

面縄第二貝塚
犬田布貝塚

神野貝塚
住吉貝塚

住居貝塚

出土点数占有率（％）．‘辿跡の時期 文献番号所在地図番号 遺跡名

９
Ⅲ
皿
廻
圃
叫
賜
胴
Ⅳ
肥
四
加
創
犯
泌
別
弱
妬

弥生蟻３
弥生

弥生後期

弥生～古墳
縄文晩期～弥生中期

古墳

縄文晩期

細文前期

西之表市伊関沖ケ浜田
西之表市
西之表市住吉

熊毛郡中種子町増田中之町

熊毛郡中弧子町
熊毛郡南種子町

熊毛郡南種子町中之下一陣

鹿児島郡十島村

伊関沖ケ浜田遺跡

海士泊遺跡

上熊野貝塚

偽ノ峯遺跡

阿巌洞窟

広田遺跡

一陣長崎鼻遺跡
大池遺跡

１
２
２
３
４
５
６
７

閃
㈹
０
ｍ
７
６
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１
１
８
１
４
４
１

１
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５
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島尻郡伊平屋村田名東原

島尻郡伊平屋村字前泊
島尻郡伊是名村
島尻郡伊是名村

島尻郡伊是名村
島尻郡伊是名村字伊是名
国頭郡国頭村辺戸

国頭郡本部町瀬底
国頭郡伊江村字東江前

国頭郡伊江村字川平

国頭郡伊江村字川平
国頭郡伊江村字西江前

国頭郡恩納村与久田

仲頭郡読谷村長浜
仲頭郡嘉手納町兼久
中頭郡北谷町字桑江

中頭郡北谷町字桑江

中頭郡北谷町字桑江

中頭郡北谷町砂辺村内原

宜野湾市熟数
浦添市字城間嘉門原

浦添市字城間嘉門原

浦添市城問
うるま市石川伊波後原
うるま市具志川
うるま市勝連平屋敷
うるま市勝連津堅
沖縄市字仲宗根室川

沖細市字仲宗根

南城市知念村字志喜屋
那覇市天久

糸満市摩文仁
島尻郡座間味村字座間味
島尻郡渡名喜村字渡名喜東
島尻郡久米鳥町胤鳥

島尻郡久米島町北原

古墳～平安

古墳～平安
古墳～平安
縄文前期
純文

細文中期～平安
綱文～古墳

縄文後期

弥生

縄文前期

縄文後晩期

不明

縄文後期

細文後期
縄文後晩期

純文前～後期

縄文後晩期

不明

奄美市笠利町字用見崎

奄美市笠利町用字安良川
奄美市笠利町土盛マツノト

奄美市笠利町宇宿
奄美市笠利町宇宿

奄美市笠利町万屋字下山田
奄美市笠利町万屋字城

奄美市笠利町和野長浜金久

奄美市笠利町サウチ

大島郡喜界町荒木
大鳥郡伊仙町字喜念

大島郡伊仙町字喜念
大島郡伊仙町面純

大島郡伊仙町而細
大島郡伊仙町犬田布
大島郡知名町大津勘字神野

大鳥郡知名町住吉字兼久
大島郡与鎗町

第４章

稲
訂
銘
銘
銘
⑩
細
妃
“
妬
偲
別
別
艶
師
認
弱
印
刷
陀
侭
例
妬
鯛
的
而
羽
別
汚
祁
両
氾
乃
別
別
躯

釦
１
９

２
１
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１
８
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２
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３
１
２
１
１

釦
Ⅳ
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Ⅷ
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１
１

７
６
２

１
１
１
１
１
１
４
１
１
４
１
７
３
１
１
１
２
１
２
１
７
３
９
１
６
１
２
１
１
３
３
１
１
１
１
３

遺跡

3９

貝塚後期念．

貝塚前期

貝塚前期

貝塚前期

貝塚前期

貝塚前期

貝塚後期

貝塚後期
貝塚前期

貝塚後期
貝塚後期

貝塚後期

貝塚前～後期

貝塚後期

貝塚前期

貝塚前期

貝塚後期

貝塚後期
貝塚前～後期

貝塚前期
貝塚後期

貝塚後期

貝塚前～後期

貝塚前期
貝塚後期

貝塚前～後期

貝塚後期

貝塚前期

貝塚前期

貝塚前期

貝塚前期

貝塚前期
貝塚前中期

貝塚前期
貝塚後期

貝塚前～後期

4６

2７東原貝塚

2８久里原貝塚

2９具志川島遺跡群岩立地区

3０具志川島遺跡群
3１親畑貝塚

3２伊是名貝塚

3３宇佐浜Ｂ遺跡
3４アンチの上貝塚

3５阿良第二貝塚
3６具志原貝塚

3７ナガラ原東貝塚

3８ナガラ原西貝塚

3９伊武部貝塚

4０大当原貝塚

4１嘉手納貝塚
4２伊礼原Ｂ遺跡

4３伊礼原Ｄ遺跡

4４伊礼原Ｅ遺跡

4５クマヤー洞穴

4６嘉数テラガマ洞穴遺跡

4７嘉門貝塚Ａ

4８嘉門貝塚Ｂ
4９城間古墓群

5０伊波貝塚

5１具志川グスク崖下埋葬城

5２平敬屋トウバル遺跡
5３津堅貝塚

5４室川貝塚

5５仲宗根貝塚

5６熱田原貝塚

5７崎樋川貝塚

5８摩文仁ハンタ原遺跡

5９古座間味貝塚
6０渡名喜東貝塚
6１消水貝塚

6２北原貝塚

5１

釦
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Ｍ
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銘
犯
加
Ｆ
銘
距
７
釦
、
羽
哩

※１各遺跡から出土した貝製腕輪の中でオオツタノハ製腕絵が占める割合（小数第１位を四捨五入)。

※２参考文献は表30の後にまとめて示した。

※３鹿児島県に関しては本州と同じ時期区分を用いる。

※４沖細貝塚時代後期を貝塚後期と略す。その他についても同じ・

表29は以下の文献を参考に作成した。

山野ケン陽次郎2010「先史琉球列島における貝製腕輪の研究」「東南アジアの生活と文化Ⅲ：飾る・祈る．標すー南海の装身具一」東南アジア考古学
研究報告第８号

7１

７３
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第１部

ならびに広田上層タイプの貝符２点に研磨による屋根状の稜線がみられることである。屋根型の形状

は隣接するナガラ原西貝塚の無文の貝符においても認められ、伊江島の貝符の形態的特徴とみていい。

広田遺跡の同様の貝符にこうした特徴は認められないため、この特徴をもつ貝符は伊江島で独自に製

作された可能性を示している。

一方、伊江島で製作されたとはいえない貝符もある。3-30の貝符は精綴な彫刻をもち、ｌ辺に２孔

が穿たれている。一般に孔をもつ広田タイプの貝符は、孔の位置を意識した文様配置になっているが、

本例の孔と文様にこうした関係は認められない。本例の場合、孔は、溝内に納まるように、文様への

影響を避けて小さく穿たれている。本例の２孔は使用にあたって二次的に穿たれたものとみてよいで

あろう。貝符の製作と使用の間にある不整合を重視すれば、本例は島外からの搬入品である可能性が

高いと考えられる。

1.4.6.オオツタノハ製品

Ⅲ層とＶ層から１点ずつ出土している。いずれも破片で入念に加工されている。前者は詳細が不明

であり、後者は腕輪の破片である。オオツタノハの主要な棲息地は大隅諸島からトカラ列島とされ('0)、

伊江島周辺では採取できない。ナガラ原東貝塚人はより北方との交流によってこの製品を入手してい

たと推測される。図99と表29は、山野ケン陽次郎氏と平木琢氏による琉球列島におけるオオツタノハ

腕輪出土遺跡の集成である。彼らはｌ遺跡あたりの平均出土数がトカラ列島以北・奄美諸島・沖縄諸

島においてそれぞれ32個・’4個・４個であること、同じ遺跡の貝製腕輪に占めるオオツタノハ腕輪の

割合がそれぞれ84％・５９％・３９％であることから、利用頻度がオオツタノハの生息域に対応している

ことを示した。

1.4.7.小玉

小型イモガイの螺塔部がⅣ層で４点検出された。海岸で普通に打ち上がるものを集めて遺跡に運ん

だとみられる。このうち１点に殻頂部を平坦に研磨したものがみられた。イモガイの玉類を装身具に

用いる習俗は、この時期の沖縄諸島にも九州の古墳文化にもみられない。イモガイ玉類を多く消費す

る種子島広田人との対応が考えやすいＯ伊江島の人々はこうした玉類を海岸で採集して、種子島へ提

供していた可能性があるだろう。

注

（１）有孔貝製品を漁網錘とすることについて、以下の基礎的研究がある。

盛本勲1982「奄美・沖縄地方における貝製漁網錘の研究（そのｌ）」「物質文化」No.34、pp29～45、物質文化研

究会。盛本勲１９８２「奄美・沖縄地方における貝製漁網錘の研究（その２)」「物質文化」No.35、pp55～61、物質

文化研究会。盛本勲1988「琉球列島の貝製漁網錘」「季刊考古学」第25号、ｐｐ､71～78,雄山閣。島袋春美2003「奄

美・沖縄諸島における漁網錘の形態的研究（そのｌ）一民俗事例の漁網錘の形態的検討一」『地域文化論叢」第５号、

pp25～54。島袋春美2003「奄美・沖縄諸島における漁網錘の形態的研究（その２）一研究史一」『南島考古」No.22、

pp41～52、沖縄考古学会。島袋春美2004「奄美・沖縄諸島における漁網錘の形態的研究（その３）－考古資料の検

討一」「南島考古」No.23、ｐｐｌ～13、沖縄考古学会。

（２）名嘉真武男・安里嗣淳１９７９「伊江島ナガラ原西貝塚緊急発掘調査報告書概報篇・自然遺物篇｣、伊江村文化

財調査報告書第８集、伊江村村教育委員会

（３）マツノト遺跡やフワガネク遺跡に類例がある。中山清美編2006「マツノト遺跡｣、笠利町教育委員会、笠利町文

－１４４－
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化財調査報告書第28集。高梨修編2007「奄美大島奄美市小湊フワガネク遺跡群Ⅱ｣、奄美市文化財調査報告啓ｌ、奄

美市教育委員会。

（４）盛本勲編1985「伊江島具志原貝塚の概要」沖縄県文化財調査報告書第61集、沖抑県教育委員会。

（５）桑原久男編2003「種子島広田遺跡」広田遺跡学術調査研究会・鹿児島県立歴史資料センター梨明館。

（６）Ｎ１号人骨にアツソデガイの背面腕輪が３個ともなっている。

（７）3-30の貝符について、第３次調査報告笹では「広田遺跡の中層・上層貝符と共通点があり、上層貝符により近い

と考える」立場をとっている。本瞥第Ⅱ部でこれらを論考した山野氏はこれを中層貝符（木下の下層タイプii類）

に近いとみている。これはこの貝符が両方の要素をもっているためである。

（８）木下尚子2003「貝製装身具からみた広田遺跡」『種子島広田遺跡｣、ｐｐ､329～366、広田遺跡学術調査研究会・

鹿児島県立歴史資料センター梨明館。

（９）螺層に明瞭な研磨の痕跡をのこしている。

(lO）黒住耐二1994「オオツタノハの供給地」「南島考古」No.１４、pp57～64、沖縄考古学会。

1.5．骨製品

第１次調査で３点得られた（図lOO)。図１００の1-1は骨端部側4.7ｃｍをのこし先端部側が折損してい

る。骨端部には径３ｍｍの孔が両面から穿たれている。孔の周縁はなめらかで、ことに骨端部側の摩

滅が進んでいる。表面は一様に馴れて使いこまれた形跡を留める。縫針であろう。北ｌ西ｌグリッド

Ⅲ層で出土した。図１００の1-2も１－１－と同様の作りでやや小型の針である。骨端部に径1.5ｍｍの孔が

両面から穿たれる。孔の周縁はなめらかで、骨端部側の摩滅が進んでいる。折損部分附近の表面は艶

をもつ。北ｌ西ｌグリッドⅣ層上部で出土した。1-3は針の先端部を含む破片である。先端部はなめ

らかに尖り、艶をもつ。北ｌ西ｌグリッドⅢ層で出土しているので、1-1と同一個体の可能性がある

が、２点は直接接合しない。これら骨針の素材は、イノシシの緋骨とみられる。

1.6．鉄製品

1.6.1.出土鉄製品

Ⅳ層において２点出土した。１点は第４次調査北２東１グリッドⅣ層上部で出土し、他の１点は第

７次調査北ｌ東ｌグリッドⅣ層下部において出土した（図lOl)。木村龍生氏と甲斐郁氏の報告をも

とに、以下をまとめる。

図lO1の4-1の鉄製品は、Ⅳ層上部でサンプリングをおこなった土壌内で検出された。土壌の堆積に

層位的な撹乱は認められなかった。鉄製品は、現存長3.7ｃｍ、幅1.4ｃｍ，厚さ0.8ｃｍ、重量9.49を測る。

尖頭状をなし、先端と基部が破損している。横断面は長方形をなす。本来は一方が尖り、全体にゆる

やかに轡曲した形状をなしていたものと推定できるが、器種を決めがたい。両側面は鉄が層状に剥離

していることから、鍛造品であることがわかる。

図101の6-1の鉄製品は、Ⅳ層下部において地表面と水平の状態で出土した。周囲の堆積に撹乱した

状況は認められなかった。鉄製品は、現存長8.1ｃｍ、幅1.5ｃｍ、厚さ0.4ｃｍ、重量1389を測る。関の

ある形状と一方への付刃から刀子とみられる。刃部と棟の両側にナデ関をもち、関から茎尻にむかっ

て幅を狭める。刃部断面は扇平な三角形をなし、茎の断面は長方形である。表面は棟関附近の銃膨れ

がみられるものの、全体の残存状況は良好である。九州国立博物館の協力を得てＸ線ＣＴによる撮

影を行った結果、刃部は腐蝕により地金がほぼのこっていないことがわかった。

－１４５－
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1.6.2.琉球列島における鉄製品の出土傾向

表30は、奄美・沖縄諸島における鉄製品および製鉄関連遺物の出土週跡である(1)。表によると、

奄美諸島では兼久式期以降に鉄製品およびフイゴの羽口や鉄津が登場している。鉄製品には鉄錐、刀

子、鉄釘、釣り針、棒状鉄製品、ヘラ状鉄器、扇平状鉄器等で、棒状鉄製品など不定形の形状をなす

ものが多い。沖縄諸島では貝塚時代後期前半以降、鉄製品と鉄津、フイゴ羽口がみられる。鉄製品に

は鉄斧、鉄錐、鉄釘、刀子等がある。

琉球列島における鉄器の初現は、沖縄諸島の貝塚後期前半であり、以後12世紀まで奄美諸島と沖縄

諸島に継続的に出土が認められる。遺跡数は奄美諸島11、沖縄諸島15で、二つの地域に大きな差はな

い。しかし、沖縄諸島では貝塚後期前半（弥生時代併行期から古墳時代併行期）の出土例が多いのに

対し、奄美諸島では兼久式土器期（古墳時代後期から古代前半に併行する）の例が多く、鉄製品の分

布状況において、二つの地域は対照的である。九州から遠い地域により早く鉄器が登場し、近い地域

に遅く登場していることには注意すべきだろう。これは弥生時代から古墳時代かけて九州島との間に

継続した貝殻の交易において、交易地であった沖縄諸島と、通過地点であった奄美諸島の違いを反映

するものとみられる。つまり、沖縄諸島には交易品としての鉄製品がもたらされたが、奄美諸島には

ほとんどもたらされなかったのである。一方、貝塚後期後半以降の時期においては、奄美諸島ではフ

イゴ羽口の出土数が415点であるのに対し、沖縄諸島ではわずかに１点である。貝塚後期後半以降の

奄美諸島では沖縄諸島より鉄の小鍛治生産がさかんであったことがわかる。

表３０奄美諸島・沖縄諸島における鉄製品および製鉄関連遺物出土一覧（12世紀以前）

器種・形態不明(3)、

釣針(2)、刀子(2)、

その他(15）

出土鉄製品（個数）製鉄関巡遺物(個数）時期土器その他遺物・備考文献番号出土地点所在地番号遺跡名

古代兼久式土器２１

古城時代兼久式土器広田上層タイプ貝２２

～古代符、土師器、須恵
器

古墳時代土師器翌片須恵器、石鍋２３
～中世

古代兼久式土器須恵器、土師器２４
～中世

古代土師器喪須恵器２５．２６

1８鉄器破片(1)フイゴ羽口(1)古墳時代兼久式土器フイゴ羽口は焼け
て、鉄津が付着

ｌサウチ遺跡奄美市笠利 町 節ｌ地点南地区Ｃ一Ⅵ

区７層ピット、第１地

点Ｃ－Ｉ区３層

第２トレンチ５層

鋪ｌ文化層

古墳時代兼久式土器

古墳時代兼久式土器

棒状鉄製品(3)

鉄錐(1)、刀子(4)、

釣針(2)、釘(2)、

総状鉄製品(20点以上）

ヘラ状鉄器(1)、釣針

(1)、扇平状鉄器(1)、

Ｌ字状鉄器(1)、棒状

鉄器(1)、その他(5)

釣針(1)

あやまる第二貝塚奄美市笠利町

マツノト遺跡奄美市笠利町

1９

１１

２
３ 銅製品、土師器、

広田上届タイプ貝

符

フイゴ羽口(7)、
鉄津

古墳時代兼久式土器
末～古代

４長浜金久第１遺跡奄美市笠利町Ｆ-20、C-l5、Ｂ－１３，Ｋ

－２３１９畷、Ｇ－９１３層

1６

古填時代兼久式土器無文貝符、オオツ

後期タノハ貝製品

古壇時代兼久式土器貝札、ヤコウガイ

後期 製 品

５ 安良川遺跡奄美市笠利町 Ｄ － ３ 区

第４章

宇佐浜貝塚Ｂ地点

仲尾次貝塚

具志原貝塚

６小湊フワガ ネ ク 遺 奄 美 市

跡群Ｉ

潤壷区ll

C-l，Ｃ-3,Ａ-6,Ｃ-5,

Ｃ・Ｄ－３

測在区３．９Ｅ－２，，－３

第２層（鋪ｌ文化層）

Ⅲ間（鋪２文化層）

Ⅳ、Ｖ層

国頭郡国頭村

国頭郡今帰仁村

国頭郡伊江村西区Ⅵ１１Ｗ

手広遮跡

屋鈍遺跡

大島郡髄郷町

大島郡宇検村

鉄片

火打金(1)、不明(2)

７
８

９巻畑 Ｂ遮跡大島郡喜界町

１０ 山田半田遺跡大島郡喜界町

llllI田中西遺跡大島郡喜界町

フイゴ羽口(3)、

鉄津

刀子(2)、鉄釘(5)、フイゴ羽口(133)、

その他(１）鉄津

刀子(1)フイゴ羽口(271)、

鉄津

ｌトレンチⅡ層

５トレンチⅡ層

Ⅱ層、Ⅱａ層、

Ⅱｂ層、Ⅲ層

Ⅱ脳、Ⅱｂ層、Ⅲ層

弥生十器

弥生十器

弥牛十器

後期前半

後期煎半か

後期削半

~後朋中頃

後期中頃

~後朋後半

後期後半
～グスク

後期後半
～グスク

85.86

４３

４５

鉄津

鉄津

赤鉄鉱

貝塚後期土器間元通宝、石鍋、５３

カムイヤキ石製勾玉

－１４７－

１５ナガラ原東貝塚国頭郡伊江村北２照ｌグリッドＩ区1V上層尖頭状扇平鉄器（１）

北ｌ東ｌグリッド、区Ⅳ下層刀子(1)

1 ６久志貝塚名護 市 Ⅱ 脳 刀 子 片 ( 1)

ｌ７熱田貝塚国頭郡恩納村ハ地区Ｖ増、ホ地区刀子(5)

ヤリガンナ(1)

アカジャン広田上届タイプ貝

ガー式土器符

4９

５２



フイゴ羽口(1)

第１部

箭号遮跡名 所在地 出土地点 出土鉄製品（個数）製鉄関迎遡物(個数）時期土器その他遺物・備考文献番号

２４川田原貝塚糸満市

2５柵水貝塚島尻郡久米烏町サー５２：２層
サー４９：２層

２６ウルル貝塚島尻郡久米島町

袋状鉄斧(１）1８中 川 原 貝 塚 中 頭 群読谷村 後期前半弥生土器ガラス製ビーズ、青銅
器、五鋒扱､箱式石柏

後期後半

後期前半弥生ｆ器砥石、使用痕あり

後期前半

後期後半
～グスク

後期後半
～グスク

5５

渡口洞穴遺物散布地

字堅貝塚

アカジャンガー貝塚

浜貝塚

中頭群北中城村

うるま市

うるま市

うるま市

鉄鉱石鉄樺９
０
１
２

１
２
２
２

駈
妬
蛎
師

板状鉄斧(1)

鉄製品破片(1)

刀子(１）

Ｂ地区第Ⅲ届最下部

Ⅱ届

浜中学校校庭

２３平敷屋トウバル遺うるま市

跡

刀子(1)

鉄雛(1)

8３

不明、

l地区Ｇ－ｌ３ⅡlW

4地区0-20Ⅳ層上面

7１

●
●
。
●
●
”
■
■
●

〈
卯
叩
叩
〉
一
面
■
■
▲
（
皿
〃
死
】
一
（
で
ぺ
串
》
４
加
斗
凸
戸
‘
【
．
》
〉
《
』
、
）
［
》
〃
″
。
〈
〕
（
、
）

（
叩
く
、
）
〈
や
く
、
》
《
ロ
ペ
型
）
〈
覗
く
己
》
》
（
叩
ご
画
聖
〉
《
叩
電
画
一
》
（
叩
“
元
一
》
、
垂
画
雫
）
《
叩
ご
国
軍
》

鉄沸 後期前半

後期前半弥生十器

85.86

８１片刃形錐状鉄器(1)
蛇行棒状鉄器(1)

鉄釘(1)

広田下層タイプ貝符、

広田上層タイプ貝符

五銑銭後期か

29.

－１４８－

奄美諸島に関しては本州と同じ時期区分を、沖細詣島に関しては沖縄貝塚時代の時期区分を用いる。

参考文献（表29,表30に対応）

河口貞徳１９７３「鍬形石の祖形」「古代学研究」７０古代学研究会

河口貞徳１９７３「上能野貝塚発掘概報」「鹿児島考古」鹿児島考古学会

橋口達也・盛岡尚孝・中橋孝博編1996『種子島鳥ノ峰遺跡」中種子町教育委員会

国分直一・盛園尚孝2001「阿撤洞窟遺跡の調査」「環東中国海沿岸の先史文化第４編」熊本大学文学部考古学研究室

石堂和博・徳田有希乃・山野ケン陽次郎編2007「広田遺跡」南種子町埋蔵文化財発掘調査報告書（１５）南種子町教育委員会

盛園尚孝１９８７「第１章先史時代」「南種子町郷土誌」南種子町郷土誌編纂委員会

宝島大池遺跡発掘調査班１９９５「吐喝剛列島宝島大池遺跡」「国立歴史民俗博物館研究報告』第60集国立歴史民俗博物館

笠利町教育委員会編１９９５「用見崎遺跡」笠利町文化財報告第20集

山田康弘・原田範昭編１９９５「研究室活動報告」３l熊本大学文学部考古学研究室

笠利町教育委員会編2005「安良川遺跡」笠利町文化財調査報告第27集

笠利町教育委員会編2006「マツノト遺跡」笠利町文化財調査報告第28集

奄美考古学研究会編2003「奄美考古」第５号特集：宇宿小学校構内遺跡発掘調査報告

白木原和美編1978「研究室活動報告」３熊本大学文学部考古学研究室

鹿児島県教育委員会編１９８８「下山田遺跡和野トフル墓」鹿児島県埋蔵文化財発掘調査報告書（45）

笠利町教育委員会編１９８６『城遺跡下山田遺跡ケジⅢ遺跡」

弥栄久志編1985「長浜金久貝塚」鹿児島県埋蔵文化財発掘調査報告書（33）鹿児島県教育委員会

井上秀文編1988「長浜金久第Ⅱ遺跡」鹿児島県埋蔵文化財発掘調査報告普（46）鹿児島県教育委員会

河口貞徳・出口浩・本田道輝１９７８「サウチ遺跡」「鹿児島考古」第１２号鹿児島県考古学会

笠利町教育委員会編1984「あやまる第２貝塚」笠利町文化財報告Nq7鹿児島県大島郡笠利町教育委員会

高梨修編2005「小湊フワガネク遺跡群Ｉ」名瀬市教育委員会

中山清美編１９８４『手広遺跡」竜郷町教育委員会・奄美考古学会

西園勝彦編2009「屋鈍辿跡」鹿児島県立埋蔵文化財センター発掘調査報告書（143）鹿児島県立埋蔵文化財センター

池畑耕一・堂込秀人編1993「巻畑Ｂ遺跡」「オン畑遺跡・巻畑Ｂ遺跡・巻畑Ｃ辿跡・池ノ底散布地」喜界町埋蔵文化財発掘調

査報告書（５）鹿児島県大島郡喜界町教育委員会

澄田直敏ほか編2009「城久遺跡群山田半田遺跡」喜界町埋蔵文化財発掘調査報告書（１０）喜界町教育委員会

澄田直敏・野崎拓司編2006「城久遺跡群山田中西遺跡Ｉ」喜界町埋蔵文化財発掘調査報告書（８）喜界町教育委員会

澄田直敏・野崎拓司編2008「城久遺跡群山田中西遺跡Ⅱ」喜界町埋蔵文化財発掘調査報告書（９）喜界町教育委員会

九学会連合奄美大島共同調査委員会編１９５９「奄美諸島の先史遺跡」「奄美大島の先史時代』

三宅宗悦１９４３「大隅国徳之島喜念原始墓出土貝製品及び出土人骨の抜歯に就て」「沖縄県資料考古関係資料Ｉ」沖縄県立図

書館史料編集室

立神次郎・長野真一編1988「喜念原始墓喜念クバンシヤ遺跡喜念クバンシヤ岩陰墓」伊仙町埋蔵文化財発掘調査報告書

（７）大島郡伊仙町教育委員会

大島郡伊仙町教育委員会編1983「面縄第１．第２貝塚」伊仙町埋蔵文化財発掘調査報告書（１）

九学会連合奄美大島共同調査委員会編１９５９「奄美諸島圏と周辺地区」「奄美大島の先史時代』
大島郡伊仙町教育委員会編１９８４『犬田布貝塚」伊仙町埋蔵文化財発掘調査報告書（２）

高宮麿衛・玉城安明・照屋孝・仲村ゆかり・山内盛尚編1985「沖国大考古」第８号沖縄国際大学文学部考古学研究室

高宮麿衛・仲宗根求・宮里信勇編１９８１「沖国考古」第９号沖縄国際大学文学部考古学研究室

森田太樹・堂込秀人編2006「住吉貝塚」知名町埋蔵文化財発掘調査報告書（１０）鹿児島県知名町教育委員会

金城亀信編1986「東原貝塚ほか発掘調査報告」伊平屋村文化財調査報告書第２集伊平屋村教育委員会

岸本義彦ほか編１９８１「久里原貝塚』伊平屋村文化財調査報告書第１集伊平屋村教育委員会

岸本義彦・豊見山禎編１９９３「具志川烏遺跡群」伊是名村教育委員会
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39．安里嗣淳編１９７７『具志川島遺跡群」伊是名村文化財調査報告書第１集

40．沖縄県伊是名村伊是名貝塚学術調査団編2001「伊是名貝塚一沖縄県伊是名貝塚の調査と研究一」勉誠出版

41．岸本義彦・大城秀子編１９８９「宇佐浜遺跡」沖縄県文化財調査報告書第93集沖縄県教育委員会

42．盛本勲編2005「瀬底島・アンチの上貝塚発掘調査報告書」本部町文化財調査報告密３本部町教育委員会

43．今帰仁村教育委員会編１９８４「今帰仁村の遺跡」今帰仁村文化財調査報告書第１０号

44．松川章ほか編1985「阿良第二貝塚一農道６号線改良工事に係る緊急発掘調査報告啓」

45．沖縄県教育庁文化課編１９８５「伊江島具志原貝塚の概要」沖縄県文化財調査報告書第61集沖縄県教育委員会

46．沖縄県教育庁文化課編１９９７「伊江島具志原貝塚発掘調査報告」沖縄県文化財調査報告替第130集沖縄県教育委員会

47．大津正巳1985「沖純・牧港貝塚・渡口洞穴辿跡採集砂鉄・鉄津及び具志原貝塚出土赤鉄鉱の金属学的調査」『牧港貝塚・真久

原遺跡」沖縄県教育委員会

48．藤江望編1998「Ｉナガラ原東貝塚」「考古学研究室報告』第34集熊本大学文学部考古学研究室

49．木村龍生編2002「Ｉナガラ原東貝塚４」『考古学研究室報告」第37集熊本大学考古学研究室報告

松崎友理編2011「ナガラ原東貝塚７」「考古学研究室報告」第46集熊本大学考古学研究室

50．伊江村教育委員会編１９７７「ナガラ原西貝塚の試掘調査」伊江村文化財調査報告書第３集

51．伊江村教育委員会編１９７９「伊江島ナガラ原西貝塚緊急発掘調査報告書」伊江村文化財調査報告書第８集

52．名護市教育委員会編1980「久志貝塚：緊急発掘調査概報」

53．沖縄県教育委員会編１９７８「恩納村熱田貝塚発掘調査ニュース」沖縄県教育委員会

54．沖縄県教育庁文化課編１９８３「伊武部貝塚発掘調査報告書」沖縄県文化財調査報告沓51集

55．仲宗根求1992「沖縄県読谷村字渡慶次中川原貝塚」「日本考古学年報」４３日本考古学協会

56．高宮匿衛・上原静2003「読谷村大当原貝塚出土の貝製品」「読谷村立歴史民俗資料館紀要」第27号読谷村立歴史民俗資料館

57．新田重清・嵩元正秀1960「嘉手納貝塚発掘報告書」「沖縄文化財調査報告」那覇出版社

58．北谷町教育委員会編1989「伊礼原Ｂ遺跡」北谷町文化財調査報告書第８集

59．北谷町教育委員会編2008「伊礼原Ｄ遺跡」北谷町文化財調査報告瞥第28集

60．北谷町教育委員会編2008「伊礼原Ｂ遺跡伊礼原Ｅ遺跡ｊ北谷町文化財調査報告書第27集

61．北谷町史編集委員会編１９９４「北谷町史」第三巻資料編２民俗下北谷町役場

62．宜野湾市教育委員会編2005「嘉数テラガマ洞穴遺跡」宜野湾市文化財調査報告書第35集

63．松川章ほか編１９９１「嘉門貝塚Ａ」浦添市文化財調査報告書第18集浦添市教育委員会

64．浦添市教育委員会編1993「嘉門貝塚Ｂ」浦添市文化財調査報告瞥第21集

65．松川章ほか編1990「城間古墓群」浦添市文化財調査報告書浦添市教育委員会

66．金武正紀編1980『字堅貝塚群・アカジヤンガー貝塚』発掘調査報告沖縄県具志川市教育委員会

67．勝連町教育委員会編1993『勝連町の逝跡一詳細分布調査報告一」

68．大山柏１９２１「琉球伊波貝塚研究の基礎」「沖縄県史料考古関係資料Ｉ」沖縄県立図瞥館史料編集室

69．土肥直美編2008「具志川グスク崖下地区の発掘調査一沖縄先史時代からグスク時代への移行期解明を目指して－」

70．照屋孝ほか編2008「平敷屋トウバル遺跡」在沖米軍艦隊活動司令施設部

71．沖縄県教育委員会編１９９６『平敷屋トウバル遺跡」沖縄県文化財調査報告書第125集

72．嵩元正秀１９６１「津堅貝塚発掘概報」「沖縄文化財調査報告』那覇出版社

73．宮城伸一・東富美和編2005「津堅貝塚』勝連町の文化財第23集勝連町教育委員会

74．高宮庚衛・山内勝美・下地安広編１９８１「沖国大考古」第５号沖縄国際大学文学部考古学研究室

75．沖縄県教育委員会編１９８０「仲宗根貝塚第一・第二次発掘調査概報」沖縄県文化財調査報告瞥第33集

76．知念村教育委員会編2002「熱田原貝塚」知念村文化財調査報告書第１０集

77．島田貞彦1932「琉球崎樋川貝塚」「沖縄県史料考古関係資料Ｉ」沖純県立図書館史料編集室

78．松下孝幸2009「沖縄県糸満市摩文仁ハンタ原遺跡発掘調査報告(1)」「土井ヶ浜遺跡・人類学ミュージアム研究紀要第４号」

土井ケ浜遺跡・人類学ミュージアム

79．沖縄県教育庁文化課編１９８２「古座間味貝塚」沖縄県文化財調査報告書第43集沖縄県教育委員会

80．渡名喜村教育委員会編１９７９「渡名喜島の遺跡Ｉ」

81．盛本勲編１９８９『清水貝塚」具志川村文化財調査報告書第１集具志川村教育委員会

82．盛本勲編１９９５『北原貝塚」沖縄県文化財調査報告書第123集沖縄県教育委員会

83．金城亀信・久手竪稔１９９２「久米島ウルル貝塚採集の鉄釘と五銑銭」「文化課紀要」８号

84．沖縄タイムス2000年８月16日朝刊

85．多和田真淳1971「琉球古代の鉄の輸入（その二)」「月刊考古学ジャーナル」５９号ニュー・サイエンス社

86．当真嗣一１９７１「沖縄における鉄津遺跡と鉄器の諸問題について」「琉大史学」第２号琉球大学法文学部史学科
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第１部

1.6.3.刀子を通してみた貝塚後期の琉球

列脇と古城時代の九州

鉄製刀子は、九州の地下式横穴墓や古墳

の副葬品として普遍的な利器であり、Ⅳ届

で出土した刀子は大きさ、形状においてこ

れらと共通した特徴をもっている。図lO2

は九州島内で刀子を副葬する５世紀以降

の古墳を集成し、県別に比較したものであ

る。使用例は群集職の多い福岡県や地下式

横穴墓の多い宮崎県に集中している。これ

らの古墳はしばしばゴホウラやオオツタ

ノハの腕輪、イモガイ装馬具を伴っている。

そこでこれらの古墳と琉球列島との関係

をみるために、刀子をもつ古墳の中からさ

らに琉球列島産の大型巻貝による製品を

伴う古墳を抽出した（表31)。間１０３はこれ

を県別に比較したものである。刀子と同様

に福岡県と宮111奇県が突出しているが宮崎

県への集11ｺが|j立ち、大分県の類例も多い。

南海産貝類製IhI1の使川について刀子の分

布傾向とは一致しない状況が予想された

ので、刀子を伴う古墳が南海産貝類製品を

もつ確率をみた（図104）２．確率の高い

のは宮崎、大分、鹿児島で寸低い福岡、熊

本、佐賀とは対照的である。このことは、

この時期、九州島との貝交易を介した関係

が、九州烏の西海岸地域より束海岸地域と

より密接であったことを示している。

I王

（１）集成にあたり、以下を参考にした。大城

葱2007｢沖縄貝塚時代後期出土の鉄器について」

輪,I;』考古jNQ26、pp81～96,沖純考古学会

（２）長崎県は分母数が小さく割合値が非常に大

きくなるので除外した。長崎県の２例は壱岐島

の盗料である。

割OIO

400

９

3０

卯

1０

Ｕ

132燕
９６

ｎ ｎ

692

1０

粥偵

1２９

■
帥

一

佐弼ﾘ1%熊本県福岡県長崎県大分県宮崎県鹿児島県

図102九州島における刀子出土古墳数

（５～７世紀、:1428）※出土数

2８

1９

lＣ

2'.．２ リ

｢ 弓 ｜ 画 ■■

，

■■

佐哲ﾘﾑ熊本蝶福岡県長崎県大分県宮崎県鹿児島県

図103九州島における刀子・南海産類製品出土古墳数

（５～７世紀、:65）※出土数

９－０９Ａ

6.0％

3.0％

0.0％
■
MifY熊本稲岡大分宵'11ル鹿児島

図104刀子を伴う古墳が南海産貝製品をもつ確率
（n:1428）
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表３１九州島における刀子ならびに南海産貝類製品出土古墳一覧

０２－

旧
創
塑
鰯
銅
製
型
弱
溺
訂
泌
羽
鋤
訓
銘
調
誕
調
弱
弱
拓
拓
拠
諏

琉球列島関連、物（個数）・’文献番号｡。時期番号遺 跡 名 墓制県

宮崎県

宮崎県

宮崎県

宮崎県

宮崎県

宮崎県

宮崎県

宮崎県

宮崎県

宮崎県

宮崎県

宮崎県

宮崎県

宮崎県

宮崎県

宮崎県

宮崎県

宮崎県

宮崎県

宮崎県

宮崎県

宮崎県

宮崎県

宮崎県

宮崎県

宮崎県

鹿児島県

鹿児島県

５世紀後半

６世紀後半～７世紀後半

６世紀後半

６世紀後半

６世紀後半

６世紀

６世紀後半

６世紀中頃～７世紀前半

６世紀

６世紀

６世紀後半

６世紀後半

６世紀前半

７世紀前半

６世紀後半

７世紀前半

６世紀

６世紀後半

６世紀後半

６世紀前半

７世紀前半

６世紀後半～７世紀後半

６世紀中頃～７世紀後半

６世紀後半

不明

６世紀後半

６世紀後半～７世紀前半

６世紀後半

６世紀後半

６世紀後半

６世紀

７世紀

６世紀後半～７世紀前半

７世紀前半

６世紀後半～７世紀後半

不明

５世紀中頃

イモガイ腕稔（１）

イモガイ装馬具（３）

イモガイ装馬具（２）

イモガイ装馬具（２）

イモガイ装馬具（４）

イモガイ装馬具（２）

イモガイ装馬具（５）

イモガイ装馬具（３）

イモガイ装馬具（２）

イモガイ腕輪（ｌ＋α）

イモガイ腕輪（１）

イモガイ腕輪（ｌ＋α）

ゴホウラ腕輪（１）

イモガイ腕輸（１）

イモガイ腕輪（４）

イモガイ腕給（ｌ＋ｃＩ）

イモガイ腕輪（１＋α）

イモガイ腕輪（１）・２

イモガイ装馬具（４）

イモガイ腕給（２）

イモガイ装馬具（１）

イモガイ装馬具（５）

イモガイ装馬具（１）

イモガイ腕翰（１）

イモガイ腕絵（１）

イモガイ腕輪（１）

イモガイ腕輪（１）

イモガイ腕輪（２）

イモガイ腕轄（２）

イモガイ腕轄（１）

イモガイ腕輪（ｌ＋α）

イモガイ腕輪（１）

イモガイ装馬具（２）

イモガイ腕輪（１）

イモガイ腕輪（２）

イモガイ腕輪（１）

イモガイ腕給（５）

オオツタノハ腕偽（７以上）

イモガイ腕輪（３）

ゴホウラ腕輸（１）

イモガイ腕輪（２）

イモガイ腕輪（１０～12）

イモガイ腕給（２）

イモガイ腕輪（１）

イモガイ腕給（１）

イモガイ腕輪（６）

イモガイ腕轄（５）

オオツタノハ腕輪（２）

イモガイ腕輪（１）

イモガイ腕輪（８）

イモガイ腕輪（４）

イモガイ腕輪（２）

オオツタノハ腕輪（１）

イモガイ腕絵（４）

オオツタノハ製腕輪（16）

イモガイ腕桧（１）

ゴホウラ腕輪（１）

イモガイ腕輪（４）

イモガイ腕輸（２）

イモガイ腕輪（３）

イモガイ腕輪（２）

イモガイ装馬具（３以上）

イモガイ装馬具（１）

オオツタノハ腕蛤（３）

イモガイ腕轄（２）

イモガイ腕輪（１）

円墳

円墳

円墳

円墳

円項

円墳

円境

不明

円城

横穴墓

横穴墓

横穴墓

横穴墓

横穴墓

横穴墓

横穴墓

横穴墓

不明

不明

円墳

円墳

円墳

前方後円墳

横穴墓

横穴墓

横穴墓

横穴墓

横穴墓

横穴墓

横穴墓

横穴墓

横穴墓

地下式横穴墓

横穴墓

横穴墓

横穴墓

地下式横穴墓

小正西古墳

浦江古墳群ｌ号墳

大塚１号墳

柿原Ｈ・３号墳

川島１１号墳

新廷大塚古壇

三苫京塚１号斌

望谷古墳

隈遺跡Ｉ号墳

小倉谷横穴墓群１１号

下到津八丁目横穴墓

轟尾横穴墓群Ｂ－２

櫨山横穴墓

花立山４号横穴墓

花立山６号柵穴墓

竹並横穴墓群Gl3-l

竹並横穴墓群Ｈｌｌ

大谷古墳群１号戦

内畑古墳

上野古墳

深底３号墳

笹塚古墳

双六古墳

佐寺横穴墓群４号

小迫墳墓群３区６号

高来山横穴墓群第１号墓

廊巣横穴墓群３号

上ノ原横穴墓群１２号

上ノ原横穴墓群２２号

上ノ原横穴墓群２４号

上ノ原横穴墓群６２号

上ノ原横穴墓群６９号

鷹巣横穴墓群４号Ｊ－ｌ

つつじヶ丘横穴墓群

湯の口横穴墓群ｌ７－Ｂ

大貫横穴墓群川過横穴墓

旭台地下式横穴墓群９号

福岡県

福岡県

福岡県

福岡県

福岡県

福岡県

禍岡県

禍岡県

禍岡県

禍岡県

福岡県

福岡県

福岡県

福岡県

福岡県

福岡県

福岡県

福岡県

福岡県

佐賀県

佐賀県

長崎県

長崎県

大分県

大分県

大分県

大分県

大分県

大分県

大分県

大分県

大分県

大分県

熊本県

熊本県

宮崎県

宮崎県

８
９
ｍ
皿
吃
廻
叫
賜
肥
Ⅳ
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５
６
７

４
４
４

38

39～4３

４４

市の瀬地下式横穴墓群５号

大坪地下式古墳

大萩地下式横穴墓群１号

大萩地下式横穴墓群１４号

大萩地下式横穴墓群２４号

大萩地下式横穴墓群２７号

大萩地下式横穴墓群３４号

立切地下式横穴墓群３５号

立切地下式樹穴墓群６０号

立切地下式横穴墓群６４号

原村上４号

原村上６号

東二原地下式横穴墓群８号

日守地下式枇穴墓群１号

日守地下式横穴墓群５号

日守地下式横穴蕊群８号

日守地下式横穴蕊群９号

島内２３号

島内８９号

島内９１号

島内115号

島内118号

島内120号

押方南平横穴墓群南平55-1

比良横穴墓群ｌ号

牧ノ原遺跡群ｌ号箱式石棺墓

上ノ原地下式横穴群９号

岡崎18-2号

５世紀前半

５世紀後半

５世紀

５世紀

５世紀前半～６世紀後半

５世紀前半～６世紀後半

５世紀前半～６世紀後半

６世紀前半

６世紀後半～７世紀前半

５世紀

不明

５世紀前半

地下式横穴墓

地下式横穴墓

地下式横穴墓

地下式横穴墓

地下式横穴墓

地下式横穴墓

地下式横穴墓

地下式横穴墓

地下式横穴墓

地下式横穴墓

地下式横穴墓

地下式横穴墓

地下式横穴墓

地下式横穴墓

地下式横穴墓

地下式横穴墓

地下式横穴墓

地下式横穴墓

地下式横穴墓

地下式横穴墓

地下式横穴墓

地下式横穴墓

地下式横穴墓

横穴墓

樹穴墓

不明

地下式横穴墓

地下式横穴墓

５世紀後半

５世紀後半

６世紀前半

５世紀中頃～６世紀中頃

５世紀中頃～６世紀中頃

５世紀後半？

５世紀中頃～６世紀中頃

５世紀中頃

５世紀中頃

５世紀後半

５世紀後半～６世紀前半

５世紀後半～６世紀前半

５世紀後半

５世紀

５世紀

銘
釣
如
仙
⑫
娼
糾
妬
拓
獅
侶
⑲
釦
副
銘
銘
別
弱
弱
訂
認
弱
印
剛
健
“
“
侭

別●

娼
侶
⑲
⑲
釦
別
別
別
記
調
弱
弱
師
訂
銘
銘
弱
調
弱

１
２

※
※

5９

６０

６１

６２

６３．６４

６

個数の判明しないものについてはｌ＋αとした。※２スイジガイ製腕輪との報告であったが、実測図からイモガイ製と判断した。
参考文献は27頁参照。
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第１部

表３１参考文献

１．第２回九州前方後円墳研究会１９９９「九州における横穴式石室の導入と展開（Ⅱ)」九州前方後円墳研究会
２．第４回九州前方後円墳研究会大会2001「九州の横穴墓と地下式横穴墓第１分冊」九州前方後円墳研究会
３．第４回九州前方後円墳研究会大会2001「九州の横穴墓と地下式横穴墓第Ⅱ分冊」九州前方後円墳研究会
４．第４回九州前方後円墳研究会大会2001「九州の横穴墓と地下式横穴墓第Ⅲ分冊」九州前方後円墳研究会

５．中村友昭2010「古墳時代後期のイモガイ装蛎具に関する基礎的研究一築池2003-3号地下式横穴墓出土例をもとに－」「甲元興之先生退任記
念先史学・考古学論究Ｖ下巻」脆田考古会

６．中村友昭2008「第６章岡崎18号墳２号地下式横穴墓出土の貝釧」「大隅串良岡崎古墳群の研究」鹿児島大学総合研究博物館研究報告
ＮＱ３鹿児島大学総合研究博物館

７．宮崎県西都原考古博物館編2006「貝の来た道～東の貝の道は存在したか～」
８．毛利哲久編2000「小正西古墳」棚波町文化財調査報告書第12集穂波町教育委貝会

９蔵窟士寛2005「浦江古墳群1号埴」福岡市埋蔵文化財調査報告書第862集福岡市教育委貝会
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11．新原正典編1984「九州横断自動車道関係埋蔵文化財調査報告４」甘木市所在柿原古墳群の調査Ｉ福岡県教育委員会
１２．嶋田光一編１９９１「川島古墳」飯塚市文化財調森報告書第14集飯塚市教育委員会

13．渡辺正気ほか編１９８５「新延大坂古墳」鞍手町文化財調査報告書第３集鞍手町教育委員会
１４．瀧本正志編1991「三苫京塚古墳」福岡市埋蔵文化財調査報告書第243集福岡市教育委貝会

15．馬田弘稔編1973「望谷古墳」禍間県大牟田市甘木所在後期古墳調査報告普大牟田市教育委貝会
16．川述昭人編1981「隈遺跡」篠栗町文化財綱在報告書第１集篠栗町教育委貝会
17．佐々木隆編1999「小倉谷横穴墓群」立花町教育委員会

18．横山多樹男1955「小倉市井堀に於ける横穴古墳調査」「まがたま」6

19．小田富士雄1976「北九州市到津八丁目横穴とその遺物」「古文化研究会会報」No.1

20．小田富士雄編1985「総論先史・古代」「北九州史」

21．上野智裕縞1989「轟尾横穴墓群」田川市文化財調査報告書第５集田川市教育委員会
22．嶋田光一1997「福岡県植山古墳の再検討」「古文化論叢」児島隆人先生喜寿記念事業会

23．宮田浩之2000「花立山古噴群Ｉ」小郡市文化財調査報告書第147集小郡市教育委員会

24．竹並遺跡調査会絹1979「竹並遺跡検穴慕」寧楽社

25．神保公久・園井生隆縞2000「大谷古墳群一第１．２次調査一」久留米市文化財調査報告書第166集久制米市教育委員会

26．萩原裕房編1987「内畑古城」久留米市文化財調査報告書第52集久留米市教育委員会

27．鑑山猛編1954「基山町上野古墳」「佐賀県文化財調査報告書」第３集佐賀県教育委員会

28．藤瀬禎博編1984「新農業櫛造改善整備事業関係埋蔵文化財調査報告番Ⅱ」鳥栖市文化財調査報告併第19集鳥栖市教育委員会

29．田中聡一編2005「笹塚古墳」壱岐市文化財澗森報告書第５集長崎県壱岐市教育委員会

30．田中聡一編2006「双六古墳」壱岐市文化財調査報告書第７集長崎県壱岐市教育委員会
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34．村上久和編1993「鰯巣横穴墓群」玖珠町教育委貝会

35．大分県教育庁管理部文化課編1989「上ノ原横穴墓群Ｉ」大分県教育委員会

36．大分県教育庁管理部文化課糊1991「上ノ原横穴墓群Ⅱ」大分県教育委貝会
37．美濃ロ雅明編2002「つつじケ丘横穴蕊群一発掘調査報告書一」熊本市教育委員会

38．中村幸史郎ほか編1988「湯の口横穴群（Ⅱ)」菊池川中流域古墳・横穴群総合調査報告番（３）山鹿市教育委員会
39．河井田正吉刊行年不詳「東臼杵郡史餓鯛在報告」第７輯

40．鳥居龍蔵1935「上代の日向延岡」

41.石川恒太郎1963「宮崎県の考古学」

42．曽我部長良1975「日向の横穴」

43．曽我部長良1986「日向の横穴続細」

44.石川恒太郎ほか絹１９７７「旭台地下式古墳群」「宮崎県文化財調査報告瞥」第19集宮崎県教育委貝会
45．菅村和樹ほか編１９８６「市の瀬地下式横穴墓群」「国富町文化財調査資料」第４集

46.石川恒太郎1970「国富町大坪地下式古墳調査報告」「宮崎県文化財調査報告書」第15集宮崎県教育委貝会

47．鈴木重治1960「野尻町大萩地下式横穴」「宮崎県文化財調査報告瞥」第５集

48．宮崎県教育庁文化課編1984「宮崎県文化財調査報告書第27集」宮崎県教育委員会
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50．宮崎県西諸県郡高原町教育委貝会編1991「立切地下式横穴墓群」宮崎県西諸県郡高原町教育委貝会
51．岩永哲夫1976「高崎町原村上地下式横穴澗在報告」「宮崎県文化財調在報告啓」第18集
52．菅村和樹編１９８７『原村上地下式横穴墓群商崎町出土の古墳時代人骨」高崎町文化財調査報告啓第１災宮崎県北諸県郡高崎町教育委貝会
53．小林市教育委員会編１９９０「東二原地下式枇穴墓群」小林市文化財調査報告轡第２集
54．小林市教育委員会編1993「東二原地下式横穴蕊群下の平地下式横穴墓群」小林市文化財調炎報告11|:鋪６集
55.石川恒太郎1970「高崎町仮躍尾地下式古墳調査報告」「宮崎県文化財調査報告醤」第15集
56．宮崎県教育庁文化課編1980「Ⅳ日守地下式横穴（古墳）５４－１～４号発掘調査」「宮崎県文化財調森報告伽第22集宮崎県教育委員会
57．宮崎県教育庁文化課編1981「Ⅳ日守地下式古墳群５５－１～4号発掘調査」「宮崎県文化財調査報告番」第23集宮崎県教育委員会
58．中野和浩編2001「島内地下式横穴墓群」えびの市埋蔵文化財調査報告番第29集宮崎県えびの市教育委貝会
59．中野和浩ほか編2009「島内地下式横穴蕊群Ⅲ岡元遺跡」えびの市埋蔵文化調査報告香第50集宮崎県えびの市教育委員会
60．宮崎県教育庁文化課縞1981「南平横穴墓群発掘調査」「宮崎県文化財調査報告書」第23集宮崎県教育委員会
61．樋渡将太郎2009「第Ⅵ章比良横穴墓群の調査」「隅ケ迫横穴墓群・南原ベニカラエ房跡・祇園原地下式横穴５号・比良横穴墓群」新寓町

教育委員会

62．近沢恒典編2005「牧ノ原遺跡群」高城町文化財調査報告書第20集高城町教育委貝会
63．寺師見国編1957「鹿児島県の地下式土蛎」鹿児島県文化財調査報告智第４集
64．中村耕治編1997「先史・原始時代」「高山郷土誌」
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２．自然遺物

2.1．植物遺体（1998～2002年度、2009年度）

調査期間８年のうち６年にわたって各層から土壌をサンプリングし、ウオーターフローテーション

による植物遺体の検出を試みた。土壌サンプル総量は３ｔに達し、ここから浮遊物l847gを得た。検

出した植物遺体は、同定されたものではイネにかかわるものがもっとも多く、最下のⅦ層に及んでい

る。その次に多かったのがタブノキ・ブナ科植物の子葉であった。他にオトギリソウ属、ブドウ属、

オヒシバが得られた。

以下、年次ごとに成果を記述する。

表３２ウォーターフローテーションにより検出した植物遺体一覧

計
㈱
｜
皿

ｲﾈ関係ｺﾑ羊蜂ｷ'蝋リブドウ属ｵｼﾋバ不閥需
土壌サンプ

ル量（１）

53

2414.5

547.5

17

3032

癖
一
噸
娠
幅
噸 難些1Ｊ

21

126

５

１

１
１
１

⑲
甥
妬
８

１２２ ２ １

１

２ １ ３４０７１

(単位は粒／片）

第１次調査（1998年）

東トレンチ南壁コラム（25ｃｍx25ｃｍ）No.３Ⅲ～Ｖ・Ⅶ層から計24リットル、北ｌ西ｌグリッドⅢ

層から計48リットル、合計72リットルの土壌をサンプリングし、フローテーション処理を実施した。

その結果、４８（粒／片）の炭化種子が検出された。それらは、イネ（OryzasativaL.）穎果４片、イ

ネ穎果？２片、モミ17片、不明炭化種子１片および同定不可能炭化種子24片であった（表33)。

表３３ウォーターフローテーションによる植物遺体（1998年）

１

第４章

サンプル地

占
j● ■ロ

ー

束トレンチ

乃
鯛
幅
訂
旧
泌
鑓
ね

。
●
●
●
色
ザ
。
旬

２
４
２
４
２
３
２
５

雁
6.08

3.1

3.12

1.69

５
５

５
５
８
５

1０

１ １

４

２
４

１

北ｌ西ｌグ

リッド

Ⅲ層

２

２
３
４
６
７
８
９
１

５
５
５
５
５
７
５
７
６
７

１

２
８

１

３

３

１１

１

２

１
４
１
，
｜
瓢

２

第２次調査（1999年）

北ｌ西ｌグリッドⅣ区Ⅳ層から集中的に土壌をサンプリングした。同グリッドからは、Ｉ区および

Ⅲ区からも少量の土壌をサンプリングした。サンプル量はそれぞれ計353リットル、計29.5リットル

および計31リットルの合計413.5リットルを北１西ｌグリッドから回収した。さらに北２西lグリッド

６ ３
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１
２
３
４
６
７
８
９

１
２
３
４
６
７
８
９
１
１
１
１
１
１
１
１

から計50リットルおよび北３西ｌグリッドから計366.5リットル（Ⅲ区から計56.5リットル計Ⅳ区よ

り310リットル）の土壌もサンプリングした。合計830リットルの土壌サンプルとなった。フローテー

ション処理により得られた炭化種子は以下のものであった（表34)◎

イネ（O71yzasatjuaL.,穎果１粒、モミ40片)、タブノキ（〃上zcﾉZ地stﾉZu凡6e昭jjSieboldetZucc,子

葉６片)、ブナ科（ＦＡＧＡＣＥＡＥ子葉１片)、タブノキｏｒブナ科子葉（12片)、オトギリソウ属

(Hyperjcz4mL，１粒）および同定不可能（143片)。オトギリソウ属に関しては、2000年度の報告で

はキク科？としたが、オトギリソウ属であることがその後判明した。同様に那崎原遺跡出土のキク

科？もオトギリソウ属であることをここに報告したい。

表３４ウォーターフローテーションによる植物週体（1999年）Ⅳ層

５
－
③
５
５
５
５
５

灯
肥
犯
幅
哩
灯
躯
羽
加
妬
鍋
訓
妬
皿
晦
加

サンプル地点 計

北ｌ西１

グリッド

Ⅳ区 11.07

7.77

11.83

19.79

9.78

1108

20.4

22‘63

8.85

10.9

13.17

17.78

5.91

11.39

10.86

19.11

第１部

２ 1０ ２１
４
２

４

１１

３

１

1０

４

３１
５
１
１
７
４
１

１

１
７
４

１

3９ ７ 妬
－
４北２西ｌ

グリッド

北３西ｌ

グリッド

合計

鰐 呂謡＝■■■■■
悪罵：Ｉ ■ ■

第３次調査（2000年）

2000年度は北２東ｌグリッド1Ｖ層から主に土壌をサンプリングした。同グリッドをＩ～1Ｖ区の

サブグリッドに分割し、それぞれのサブグリッドをさらに南東、南西、北西および北東の小サンプリ

ングユニットに細分し、土壌のサンプリングを行った。サンプリングユニットを細分した目的の一つ

はグリッド内における植物遺体の分布を確認するためであった。Ｉ区から計１１０．５リットル、Ⅱ区か

ら計129.5リットル、Ⅲ区から計235リットル、およびⅣ区から合計113.5リットルの土壌をサンプリン

グした。また、北３西ｌグリッドⅣ層50×50cｍ（11.5リットル）のコラムサンプルもうローテーショ

ンの対象となった。北２東ｌグリッドおよび北３西ｌグリッドあわせて計600リットルの土壌をサン

プリングした（表４)。

2000年度に回収された植物遺体は、イネ（Ｏ７ｙｚａｓａｔｊｕａＬ穎果７粒・片、モミ７片、小穂軸4片)、

イネ？（穎果？１片)、コムギ（穎果乃施cumaestju皿ｍＬ,１粒)、タブノキ（ＭｔｚｃﾉZjJustﾉZu"be唾j

SieboldetZucc,子葉１片）および同定不可能140片であった。
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１

表３５ウオーターフローテーシヨンによる植物遺体（2000年）
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第４次調査（2001年）

北ｌ西ｌグリッドおよび北２束ｌグリッドの1Ｖ層下部から主に土壌をサンプリングした。両グ

リッドともにＩ～Ⅳ区に細分し、土壌をサンプリングした。前者Ｉ区73.5リットル、Ⅱ区95.5リットル、

Ⅲ区115リットル、およびⅣ区１１４リットル、後者Ｉ区69リットル、Ⅱ区53.5リットル、Ⅲ区76リット

ル、およびⅣ区58リットルの合計654.5リットルの土壌を２グリッドからサンプリングした。さらに

第２東トレンチに50ｃｍ×50ｃｍのコラムを２カ所設定し、それぞれＡ地点およびＢ地点とし、前者

から38.5リットル、後者から28リットルの合計66.5リットルの土壌をサンプリングした。また「その

他」の地点として、北２西ｌグリッド、北２東ｌグリッド、および北２束ｌグリッドからもそれぞれ

５リットル、５リットルおよび３リットルの土壌をサンプリングした。サンプリングした土壌の量は

全体で734リットルであった。その結果、１２７（粒／片）の炭化種子を回収した。その内訳はイネ

(Ｏ７ｙｚａｓａｔｊｕａＬ.、穎果１０（粒／片)、モミ６片および小穂軸36片)、イネ？（穎果７片)、ブドウ属

MtjsL．ｌ粒）および同定不可能67片であった（表36)。

表３６ウオーターフローテーシヨンによる植物遺体（2001年）Ⅳ層

２

１

土壊サンプ

ル、（１）
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＊は区名不明サンプル

第５次調査（2002年）

2003年度は北ｌ西ｌグリッドのみから土壌のサンプリングを実施した。主な対象となった層はⅣ層

下およびＶ層である。前年度と同様にＩ～Ⅳ区に細分し、各区ごとに土壌を回収した。Ｉ区から計８３

リットル、Ⅱ区から計53.5リットル、Ⅲ区から計209.5リットルおよびⅣ区から計249.5リットル、合

計622リットルの土壌をサンプルとしてフローテーション処理した。

Ⅳ層下およびＶ層からのサンプリングではあったがイネ（OZyzasatjuaL・モミ１片、小穂軸１０片）

およびタブノキ（ＭａｃﾉZ血ｓｔﾉZ皿be昭jjSieboldetZucc・子葉２片）が回収された。不明炭化種子が

２片検出されている。計28片の植物遺体を同定不可能とした（表37)。この年ナガラバル東貝塚出土

のイネを直接炭素１４年代測定により年代を測定した結果、「現代」という結果が得られた。また、考

察でも述べるように前年度に検出されたコムギも先史時代には属さないことが判明した。

－１５７－
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表３７ウオーターフローテーションによる植物週体（2002年）北１西1グリッド

１

２
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１
一

３

第６次調査（2009年）

北ｌ西ｌグリッドⅡ区およびⅣ区のＶ

層より土壌をサンプリングした。前者よ

り75リットル、後者より109.5リットルの

計184.5リットルの土壌をフローテーショ

ン処理した。回収された植物遺体はオヒ

シバ（EJeush航emdjcaGAERTN）１粒

および同定不可能２片のみであった（表

38)。

表３８ウオーターフローテーションによる植物遺体

（2009年）北１西１グリッドＶ層

－１５９－
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本報告の一部は文部科学省科学研究費新学術領域

(課題番号21101005）の一部を利用した。

（高宮広土）

１
ー

２

噸乳綱

１

２２．脊椎動物遺体

2.2.1.脊椎動物

１．資料と分析方法

1.1．層序と年代

骨類を産出した主な層準は下位か

らＶ層～Ⅲ層である。いずれも多量

の貝殻や土器などの遺物が含まれて

おり、ある程度継続的な居住に伴っ

て形成された遺物包含層と考えられ

る。Ｖ層は砂混じりの褐色土層、Ⅳ

層とⅢ層は砂丘を構成する砂層で、

前者では貝塚時代後期前半の大当原

式土器、後者では同後期後半のアカ

ジヤンガー式土器が主体的に出土す

る。以上の他に、Ⅶ層（褐色粘質土

層）とⅡ層（耕作土層＝撹乱層）か

らも骨類が得られているが、いずれ

もごく少量である。

1.2．分析資料

分析資料にはピックアップ資料と

水洗選別資料がある。

ピックアップ資料：発掘現場で目

表３９採集された脊椎動物週体の種名一覧

第４章

Murinae

Ctmis/ｂｍ"jarjs
SusscrQ/tz
Cetacea（small）
Ｄ拠即即耳血厘o〃

ニシン科

ウツボ科

ダツ科

サヨリ科

トウゴロウイワシ科
ハタ科（マハタ型）
ハタ科（スジアラ型）
ギンガメアジ属

ヒメジ科
フエダイ科
ヨコシマクロダイ

フエフキダイ属（ハマフエフキ型）
チョウチョウウオ科

スズメダイ科
ベラ科（タキベラ型）
ベラ科Ａ

ベラ科Ｂ

ベラ科（その他）

ブダイ属

イロブダイ属

アオブダイ属

ニザダイ科

アイゴ属
スマ？

モンガラカワハギ科

ハリセンボン属

Clupeidae
Muraenidae

Belonidae

Hemiranphidae
Atherinidae

SerranidaecfEPjFDePhe血s
SerranidaecfPIectmPomz4s
Cmmzx

Mullidae

Lutjanidae
MbF1otaxis９ｍ〃docuIjs
Lethrj皿ｓｃｆＬ.〃ebuIosus

Chaetodontidae

Pomacentridae

Labridaecf''Bodja兇usperdjtjO'’
LabridaeA

LabridaeB

Labridae（others）
CnJotomus

BoI6omejopo凡
Scajws

Acanthuridae

Sjgm3us
E皿ﾉiy"usαが凡js？
Balistidae

Djodo凡

ネズミ亜科
イヌ

イノシシ

イルカ類
ジュゴン

肥虫綱 ReDtilia

Ｍａｍｍ２１ｉ２

ヘビ類

リュウキュウヤマガメ

バタグールガメ科の一種
ウミガメ類

Ophidia

Geoemydajapo"ica
Bataguridae
Cheloniidae
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種顛 部位 猫存位価
1998

Ⅱ－Ⅶ

200(）

Ⅳ

2001

Ⅳ

2002

Ⅳ－Ｖ

19982002

合計。

2009

Ⅱ Ⅲ Ⅲ／Ⅳ Ⅳ Ⅳ／Ｖ Ｖ Ｖ下 Ⅶ上面 不明

2010

Ⅳ Ｖ 不明

2011

Ⅲ Ⅳ Ｖ 不明

2009-2011

合計
総計 MNI

ウツボ科

ウツボ科

ウツボ科

ウツボ科

前鋤骨板

骨
骨

歯
町

舌顎骨

／１

１

／２ ０／３ ／１

ｌ／

Ｏ／１

１／０

０／４

１／０

４

ダツ科

ダツ科？

角骨

服推

２／ ２／０ ２／０

１

２

ハタ科（マハタ型） 歯骨 ／１ ｌ／ ｌ／１ ｌ／1

ハタ科（スジアラ鋤 歯骨 ｌ／ １／０ １／０ １

ハタ科

ハタ科

ハタ科

ハタ型

主上顎骨

方骨

擬鎖骨

腹惟

ｌ／ １／０ ／Ｉ

ｌ／

／Ｉ

／Ｉ ｌ／１

０／１

０／１

ｌ／１

０／１

１／１

ギンガメアジ属

ギンガメアジ属

ギンガメアジlfI

骨
骨

瓢
骨
蓋

上
角
鯉

主
主

ｌ／１

／１

ｌ／１

０／１

１／ １／０

１／１

０／１

１／０

１

フエダイ科

フエダイ科

主上顎骨

前上顎骨

ｌ／１ ｌ／１

ｌ／ １／０

１／１

１／０

．
。
コ
コ

ヨ
ヨ
ヨ
ヨ

,マクロダイ

,マクロダイ

,マクロダイ

,マクロダイ

主上顎骨

前上顎骨

歯骨

前上顎／歯骨 fｒ

／1

ｌ／１

１／１

<2＞

／１

０／１

１／１

１／２

<2＞

０／１

１／１

１／２

<2＞

２

7工7キダイ脚ハマフエフキ側

フエフキダイ樹

フエフキダイ属

前上顎骨

前上顎骨

口蓋骨 ｌ／

／２

ｌ／

０／２

１／０

２／０

／ 1

ｌ／

０／１

１／０

３
０
０

／
ノ
ノ

０
２
２

３

フエフキダイ科

フエフキダイ科

フエフキダイ科

フエフキダイ科

フエフキダイ科

主上顎骨

骨
骨
骨
惟

歯
角
方
腹

ｌ／１

１

ｌ／１

／２

ｌ／

１

ｌ／１

１／１

０／２

Ｉ／Ｏ

２

ｌ／ １／０

１／１

２／１

０／２

１／０

３

タイ型

タイ型

腹惟

尾椎 １

１
１

ベラ科（タキベラ型）

ベラ科（タキベラ剛）

上咽頭骨

下咽頭骨

ｌ／ １／０ １／０ １

ベラ科Ｂ 下咽頭骨 １

ベラ卿

ベラ科

シロクラベラ科

前上頴骨

尾惟 １

／１ Ｏ／１ Ｏ／１

１

プダイ風 前上顎骨 ／１ ０／１ Ｏ／１

イロブダイ属

イロプダイ風

イロプダイ閥

イロブダイ属

骨
骨
骨

頭
頭
顎

咽
咽
上

上
下
前

歯骨

１／２

３

１／２

２／

４

／２

３／２

３／２

８

０／２

４／４

／１ ／１

１

０／２ ３／４

９

０／２

４／４

９

アオプダイ属

アオプダイ属

アオブダイ属

アオブダイ風

骨
骨
骨

頭
頭
頴

咽
咽
上

上
下
前

歯骨

７／１１

2０

６／１１

４／２

】／２

４

１／

１／２

２
１
２

ノ
５
ノ
ノ

７／６

2０

８／７

８／６

１５／２１

4９

１５／１９

１３／１２ ｌ／１

／
２
ノ
ノ

ー

１
１

／１

／１

５／３

ｌ／１

１／２

／１

ｌ／ ／１

／Ｉ

ｌ／

１ ２／】

ｌ／

９／６

４

３／３

４／５

２４／２７

5３

１８／２２

１７／１７

5３
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撞頻 部位 残存位、
1998

Ⅱ－Ⅶ

2000

Ⅳ

2001

Ⅳ

2002

Ⅳ－Ｖ

19982002

合計

2009

Ⅱ Ⅲ Ⅲ／Ⅳ Ⅳ Ⅳ／Ｖ Ｖ Ｖ下 Ⅶ上面 不明

2010

Ⅳ Ｖ 不明

2（

、 Ⅳ

１１

Ｖ 不明

2009-2011

合計
総計 ＭＮＩ

アオプダイ属 前上顎／歯骨 ２ ２ ２

ブダイ科

プダイ科

ブダイ科

ブダイ科

プダイ科

プダイ科

プダイ科

前上顎骨

骨
骨
骨

歯
角
方

鋪l椎骨

腹椎

尾椎

２／

／

１

１３

２５

１
１ノ

／
４
２

ノ
ノ
ノ
９
腸

２
１
０
２

ノ
ノ
ノ
ノ
１
駈
蛇

１
０
３
０

３

１
１

ｌ／

３

ｌ／０

２
９

２
１
０
２
０

ノ
ノ
ノ
ノ
ー
詔
別

１
０
４
０
０

ニザダイ科 棚瞬 ２ ２ ４ １ ５

スマ？ 尾推 １ １

モンガラカワハギ科

モンガラカワハギ科

モンガラカワハギ科

モンガラカワハギ科

モンガラカワハギ科

前上顎骨

歯

方骨

腰帯

背鰯韓

ｌ／ １／０

２

＜l＞

／１ Ｏ／１

ｌ／０

＜l＞

０／１

１

２

２

ハリセンポン科

ハリセンポン科

ハリセンポン科

ハリセンポン科

ハリセンポン科

前上顎骨

歯骨

前上顎／歯骨

方骨

韓 ＜2＞ ＜2＞

１

２

ｌ／

＜l＞

２
２

１／０

＜5＞

／１ Ｏ／１

１
２
２

ｌ／１

<5＞

３

闘
個
制
留

保
保
保
保

顛
顛
顛
頚

骨
骨
骨
什

真
真
真
真

方骨

非理蓋骨

椎骨

尾部棒状骨

１

６
２

２
２

２
型
４

１
４
配
８

２ ２

１

１
４
鋤
９

真骨類・同定不可 椎骨 ３ ４ ９ １ 1０

クガメ顕

クガメ熱

クガメ噸

クガメ釦

クガメ類

クガメ類

クガメ飯

クガメ瀬

クガメ頚

クガメ斑

クガメ蹴

クガメ額

クガメ制

クガメ類

クガメ類

クガメ顔

クガメ顔

烏口-肩甲骨

前烏口骨？

骨
骨
骨

腕
腕
腕

上
上
上

脇骨

大腿骨

上腕／大腿骨

板
板
板
板
板
板

骨
骨
骨
骨
腹
股

頂
啓
肋
縁
中
下
剣状腹板

腹甲板

甲板

関節部

＜ｐ－＞

＜ｐ－＞一ｍ

ｍ
臼

＜ｐ一＞一ｍ

、

fｒ

ｈ
ｈ

１／

３

ｌ／

／２

<2＞

１

ン
ン

／
８
１
．
／
ノ
ノ
“
ノ
ワ
】
勺
１
．
１
ク
】
Ｐ
、
ワ
》
Ｐ
Ｏ

く
く

。
Ⅱ

Ｇ
１

○
１

０
１
０
１
１
０
２

ノ
－
／
ノ
ノ
／
３
１
１
２
９
ノ
ノ

２
０
１
０
１
１
０

く4＞

<5＞

ｌ／

ｌ／

＜l＞ ＜l＞

ｌ／

／１

／１

／１

１／０

０／２

１／０

１／１

<2＞

０
１
０
２
１
１
。
０
２
１
ン
ン

ノ
ｌ
ノ
Ｊ
／
，
ノ
－
ノ
／
３
１
１
ク
】
Ｑ
》
ノ
ノ
／
”
《
⑥
戸
り

く
く

３
〈
Ｕ
１
，
》
〈
Ｕ
・
’
２
，
》
１

３

ウ
ウ
ウ
ウ

ガメ甑

ガメ馴

ガメ額

ガメ麺

島ロー阿甲骨

尺骨

指骨

甲板

ｍ
ｈ

／１

ｌ／

く3＞

０／１

１／０

２

<3＞

１

０／１

１／０

３

<3＞

ヌ
ヌ

イ
イ

第３乳臼歯

梶骨 、 ｌ／ １／０

ｌ／ １／０ １／０

１／０

１
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柚類 部位 残存位、
1998

Ⅱ－Ⅶ

2000

Ⅳ

2001

Ⅳ

2002

Ⅳ一Ｖ

19982002

合叶

2009

Ⅱ 、 Ⅲ／Ⅳ Ⅳ Ⅳ／Ｖ Ｖ Ｖ下 Ⅶ上面 不明

2010

Ⅳ Ｖ 不明

2011

Ⅲ Ⅳ Ｖ 不明

2009-2011

合針
総叶 Ⅲ

イノシシ

イノシシ

イノシシ

イノシシ

イノシシ

イノシシ

イノシシ

イノシシ

イノシシ

イノシシ

イノシシ

イノシシ

イノシシ

イノシシ

イノシシ

イノシシ

イノシシ

イノシシ

イノシシ

イノシシ

イノシシ

イノシシ

イノシシ

イノシシ

イノシシ

イノシシ

イノシシ

イノシシ

イノシシ

イノシシ

イノシシ

イノシシ

イノシシ

イノシシ

イノシシ

イノシシ

イノシシ

イノシシ

イノシシ

イノシシ

イノシシ

イノシシ

イノシシ

イノシシ

イノシシ

骨
骨

涙
頬

骨
骨
骨
骨

頂
頭
歯
顎

頭
側
切
上

上顎遊雄歯

下顎骨

下和遊離歯

惟
推
椎
椎
椎
骨
骨

環
軸
胸
腰
腰
椎
椎

骨
骨
骨
骨
骨
骨
骨

甲
甲
腕
腕
腕
腕
腕

府
同
上
上
上
上
上

骨
骨
骨
骨
骨
骨
骨

尺
尺
尺
尺
椀
換
梶

骨
骨
骨
骨
骨

根
手
手
手
手

手
中
中
中
中

３
３
３
４
５

鋪
輔
輔
輔
輔

距骨

寛骨（腸骨）

寛骨（腸骨）

寛骨（坐什）

竃骨（坐骨）

骨
骨
骨
骨
骨

腿
腿
腿
腿
腿

大
大
大
大
大

frR

節
照
照
照
照
照

結
参
参
参
参
参

節
３
３
３
４
４

関
表
表
表
表
表

韓突起ｆｒ

Ｗ

緯突起iｒ

椎体

推頭板

関節部

関節欠

＜ｐ－＞

<p-＞-＜ｄ－＞

、

ｍ-＜ｄ－＞

<ｄ－＞

p瀞耶切痕欠

滑車切痕

箭車切痕-ｍ

ｍ
ｐ

p一ｍ

ｄ
ｐ
p‐(｡-）

ｐ
ｗ
臼
臼
危
臼
脆

大腿骨頭

＜p一＞-＜d-＞

ｍ

＜d-＞

（｡）

１
１
２
５
１
３
１
１
１
２
２
１

ノ
ノ
ノ
４
１
６
１
ノ
ノ
ノ
ノ
／
２
ノ
ノ
ノ
ノ
ノ
ノ
ノ

２
３
１
１
４
２
３
２
１
１
１
１

／1

ｌ／

２

１／

１

１

１

２
１
１
２
１

ノ
１
２
５
１
２
２
１
ノ
ノ
ノ
ノ
ノ
－
ノ
／
２
ノ
ノ
ノ
ノ
ノ
ノ

１

１

１

１
２
１
１
１
１
１

１
１
２
５
０
１
０
１
３
１
４
２
３
０
２
０
０
０
０
０
２
１
１

１

ノ
ー
ノ
ノ
ノ
４
３
Ｍ
１
１
２
２
１
ノ
ノ
ノ
ノ
ノ
ノ
１
ノ
ノ
５
ノ
ノ
ノ
ノ
ノ
ノ
ノ
ノ
ノ
ノ
ノ

０
０
０
２
５
１
０
１
０
２
４
４
３
４
１
０
２
１
１
０
１
０
１
２

１／

↓

厄
／１

司一個体

／１

／１

／２

１

１

１

１

１

１

１

ノ
２
ノ
－
１
ｌ
ノ
ノ
ノ
ノ
ノ
ノ
ー

２
１
１
１

１

１ ｌ／１

ｌ／

ｌ／

／１

ｌ／

２／

／

ｌ／

／

ｌ／

ｌ／

ｌ／１

ｌ／

０
１
０
５
１
１
２
０
１
２
０
１
１
１
１
１
１
０
０
１
０
０
０
０

ノ
０
ノ
／
２
／
２
１
１
１
２
１
ノ
ノ
ノ
ノ
ノ
ノ
ノ
ノ
ノ
ノ
ノ
ノ
ノ
ノ
ノ
ノ
ノ
ノ
ノ
１

１

１

１

３
１
１
０
２
０
２
１
０
０
０
０
０
０
１
１
０
１
１
１
１

０
１
２
１
２
叩
１
２
０
２
１
３
２
０
６
２
４
０
１
２
０
１
１
１
１
０
２
１
１
０
１
０
０
０

ノ
ノ
ー
ノ
ノ
ノ
６
３
肥
２
２
１
２
４
１
１
ノ
ノ
ノ
ノ
ノ
ノ
ノ
ー
ノ
ノ
５
ノ
ノ
ノ
ノ
ノ
ノ
ノ
ノ
ノ
ノ
ノ
ノ
ノ
ノ
ノ
ノ
ノ
ー

１
０
１
０
３
８
２
１
１
０
２
２
４
０
６
４
４
１
０
０
２
１
１
０
０
１
１
２
０
１
２
１
１
１

１０
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種類 部位 残存位世
1998

Ⅱ－Ⅶ

2000

Ⅳ

2001

Ⅳ

2002

Ⅳ一Ｖ

19982002

合計

2009

Ⅱ Ⅲ Ⅲ／Ⅳ Ⅳ Ⅳ／Ｖ Ｖ Ｖ下 Ⅶ上面 不明

2010

Ⅳ Ｖ 不明

2011

Ⅲ Ⅳ Ｖ 不明

2009-2011

合計
総計 ＭＭ

イノシシ

イノシシ

イノシシ

イノシシ

イノシシ

イノシシ

イノシシ

イノシシ

イノシシ

イノシシ

イノシシ

イノシシ

イノシシ

イノシシ

イノシシ

イノシシ

イノシシ

イノシシ

イノシシ

イノシシ

イノシシ

イノシシ

骨
骨
骨
骨
骨
骨
骨
骨
骨
骨
骨
骨
骨

歴
歴
歴
歴
眼
歴
歴
誹
俳
緋
排
距
蹴

中間足根骨

第２中足骨

輔3中足骨

骨
骨
骨

足
足
足

中
中
中

ノ
ノ
ノ

手
手
手

中
中
中

什
骨
骨

節
節
節

基
中
末

ｐ

<ｐ－＞

ｍ

ｍｄ

<d-＞

(d-）

９
ｑ
ｍ

＜ｄ－＞

(d-）

。

ｐ
ｐ

ｈ
ｊ
ｐ
個

ｄ
ｄ

１

２
１

ノ
ノ
－
ノ
ノ
ノ
ノ
ー
１
２
１
４
１

１

１
２
２
１

ｌ／

ｌ／

１／

１／２

１

２

１

１

１

１

１

ノ
ノ
ノ
ノ
ノ
ノ
４
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第１部

視確認され、手で拾い上げられた資料である。2009年～2011年調査の採集資料については筆者が同定

を行った。1998～2002年調査の採集資料については各年次報告（藤江編1999,谷編2000、新里編2001、

木村編2002、檀編2003、高松・弘中編2010、松崎編2011、柴田編2012)）に熊本大学考古学研究室に

よる分析結果が掲載されているが、筆者の同定・記載の方法と異なる部分があるため、今回の報告に

際してはすべての資料を筆者が再同定した。ただし1999年の資料は一部が所在不明となっているため、

今回の報告では除外した。また、1998年と2002年の資料には複数層準の資料が含まれるが、一部に層

位が未確認の資料があるため、集計に際しては全層準を一括して扱った。

水洗選別資料：水洗選別用の試料として、８ケ所のコラムサンプルまたはブロックサンプルを採取

し（図１０９，表44)、これらを原則として４ｍｍ・２ｍｍ・１ｍｍ目のフルイを用いて水洗し、残留物

の中から骨類を選別した（ただしコラムサンプルTT99C・TT99Eは３ｍｍメッシュを使用、

TT99Bでは１ｍｍメッシュ上の骨は未選別である)。

1.3．分析方法

同定の対象とした資料は、魚類では主上顎骨・前上顎骨・歯骨・角骨・方骨・前鯛蓋骨・主鯛蓋

骨・椎骨の全てとその他同定可能な資料、魚類以外の脊椎動物では部位の判定可能な資料である（た

だし哨乳類の四肢骨で両骨端を欠く骨幹資料のうち、骨幹の全周を残さない破片は除外した)。同定

の方法は現生種の骨格標本との比較によった。水洗選別資料の観察は双眼実体顕微鏡下で行った。

２．結果

2.1．同定記載

同定の結果、２６分類群におよぶ多様な魚類（詳細は後述）が同定されたほか、肥虫類ではリクガメ

類、ウミガメ類、ヘビ類、哨乳類ではイノシシ、ネズミ類、イヌ、イルカ類、ジュゴンが確認された

(表39)。両生類、鳥類は確認されなかった。以下、同定結果に関して注釈を要する分類群について簡

単に記載する。

○魚類

すべて硬骨魚類（真骨類）であり、軟骨魚類は確認されなかった。なお表４０．表46で「未同定」と

したものは比較標本中に該当種または近似種を見出せなかった未知の種、「保留」としたものは現生

標本との比較が充分でなく分類群の絞り込みが未了のもの、「同定不可」としたものは破損などの理

由により分類群の特定が困難なものを示す。

ニシン科：標本のほとんどは１ｍｍメッシュ上から採集されており、腹椎の椎体横径1.5～2.0ｍｍ

程度の小型魚である。頭部骨格および第１・第２椎骨はサッパＳａｒｄｍｅ"αｚ皿ashjに近似するが別

種であり、ミズン雄r〃otsjch伽ｓｑｕａｄｒｊｍａｃ邸jα“ｓまたはヤマトミズン属AmbIygastersp.と推定

される。ミズンは体長１０数ｃｍ、春に産卵し、幼魚はしばらく海岸近くを遊泳しているが、８～９月

頃になると回遊を開始する。ヤマトミズンよりも沿岸性が強く、サンゴ礁や内湾・河口域などの浅瀬

に広く見られ、比謝川河口などでは大量に獲れることもある。ヤマトミズンはミズンより大型で体長

20数ｃｍ、秋から春にかけてサンゴ礁の沿岸～やや沖合の表層を回遊する。現在では、中秋の頃から

翌春にかけて、敷網、追込網、小型の旋網などで漁獲される（具志堅1972)。

トウゴロウイワシ科：TTlO-4から検出された主鯉蓋骨はギンイソイワシノ奴poather加ａｔs”z4gae

の現生標本に酷似するが、近似種との比較を行っていないため、ここでは暫定的にトウゴロウイワシ

科に同定した。その他にギンイソイワシに近似する椎骨（1999～2002年の資料では未同定として報

告）が得られているが、これらも同科のものである可能性が高い。

－１６４－



シ下顎骨・遊離歯の詳細

ピックアップ資料のイノシシ上顎骨・遊離歯の詳細

計測値のＬは長さ．Ｂは幅．

表４１

*位置の［］は顎骨の残存範囲を示す

ピックアップ資
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表4２

凡例は表41と同じ
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年度 遺物Ｎｏ． 層蝋 グリッド 部位 左右 位髄 数 傭考・計測（単位は、、）
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グ
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？
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第１部

ハタ科：ピックアップ資料の歯骨にはマハタに近似するものとスジアラに近似するものの２型が認

められたため、前者を「マハタ型｣、後者を「スジアラ型」とした。

フエフキダイ科：主上顎骨・前上顎骨・歯骨でヨコシマクロダイが、また前上顎骨と口蓋骨でフエ

フキダイ属が同定された。フエフキダイ属の前上顎骨はすべて「ハマフエフキ型」（名島・樋泉2008）

である。

ベラ科：咽頭骨によって「タキベラ型｣、ベラ科Ａ、ベラ科Ｂ（金子1996）およびその他のベラ科

が確認された。また椎骨にはシロクラベラChoerodo凡sﾉＺＯＧ凡Jemjjに近似するものが確認された。

ブダイ科：前上顎骨・歯骨・咽頭骨によってブダイ属、イロブダイ属、アオブダイ属が同定された。

水洗選別資料における上咽頭骨の歯列面幅（中川1999第18図-1）は２～５ｍｍ程度の若い個体が大半

を占めており、成魚は少ない。

スマ？：カツオ類の尾椎が確認された。尾柄部のものであるため種の判別は難しいが、スマの可能

‘性が高い。

○肥虫類

リクガメ類：大半はリュウキュウヤマガメと推定されるが、当山・平山（2001．本書に再録）によ

れば、1998年調査の東トレンチからリュウキュウヤマガメ以外のバタグールガメ科が１点確認されて

いる。

○哨乳類

ネズミ科：水洗選別資料の２～１ｍｍメッシュで顎・歯が検出されている。臼歯はすべてネズミ亜

科のもので、比較的小型の個体である。

イノシシ：サイズを臼歯の計測値（ｍ、）でみると、上顎Ｍ２が長さ（L）17.1～18.4,幅（B）１２．６

～13.6、上顎Ｍ３がＬ23.6～24.0,Ｂ14.1～14.7、下顎Ｍ１がＬ13.2～13.9,Ｂ8.8～9.0、下顎Ｍ２がＬ17.4～

17.9,Ｂ11.5～12.0、下顎Ｍ３がＬ24.0～29.6,Ｂ12.3～132であった（表３．表４の備考・計測欄を参照)。

四肢骨も含め、大半の資料はイノシシとしては小型の個体であり、リュウキュウイノシシと考えられ

る。なお、1998年調査の西トレンチⅣ層から出土した下顎Ｍ３は長さが29.6とかなり大きく、松井

(1997）が本土から搬入された「ブタ」と判定した具志原貝塚の資料に類することが指摘されている

(中川1999）が、現生資料との比較では、この標本は国頭産標本（川島・村岡1984）の最大級の個体

に相当する（樋泉2002)。年齢構成については良好な顎骨資料が少ないため詳細は不明だが、下顎骨

の乳臼歯／前日歯列で乳臼歯が残るものと永久歯への交換を完了したものの数は前者が１点、後者が

３点であった。またｍ３（下顎第３乳臼歯)、Ｍ１、Ｍ２、Ｍ３の出土数（上下顎合算）はそれぞれ２点、

５点、９点、４点であった（表４)。このことから、本遺跡のイノシシ遺体には幼獣から成獣までが

広く含まれており、とくに比較的若い成獣が多いことが推定される。下顎犬歯の性比は雄３：雌ｌで

あった。部位組成については、全身の部位が広く出土しており、とくに特定部位に偏る傾向は認めら

れない。

2.2.ピックアップ資料

同定結果を表２～表４に、同定標本数（NISP）と最小個体数（MNI）による組成を表５に示した。

出土数（図105）：Ｖ層～Ⅲ層の資料が大半を占める。NISＰによって出土数の層位的変化をみるⅦ

層では微量だが、Ｖ層で急激に増加し、Ⅳ層でピークとなる。Ⅲ層では減少するが、Ⅲ層は耕作等に

よって上部を削剥されているため、実際の埋蔵量はより多かった可能性がある。

脊椎動物全体の組成（図106）：Ｖ層～Ⅲ層を通じて魚類とイノシシが出土資料の大半を占めており、

その他ではリクガメ類も普通である。全資料の合計値では、ＮISP比で魚類60％、イノシシ34％、リ

－１６６－
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表４３ピックアップ資料の組成

＊NISＰ：同定標本数．MNI：般小個体数．MNIは全猫料の合針値に基づいて産出した（表２参照)．1999年庇涜料は一部洗料が所在不明のため除外した

＊1998.2000～2002年度涜料は藩干の1Ｗ位不明盗料を含む．1998.2002年度資料のjW地は詳細を未確忽のため概数附郷の洗料.を一括した．
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＊1998～2002年調査盗料については熊本大学考古学研究室，2009～2011年調査資料については錐考の同定データを使
用した．

＊Ⅲ届はⅢ／Ⅳ層を含む．
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ＭＮ１(Ｎ＝104）

図魚類目リクガメ類園海獣・ウミガメ国イヌ

図106脊椎動物遺体（ピックアップ資料）の組成

＊全資料を一括して集計．上：NISＰ比，下：MNI比．

■イノシシ

100％60％ 80％20％ 40％0％

自同碇魚類ロウツボ科目ハタ科

白ヨコシマクロダイ圏他のフエフキダイ科園ベラ科

Ｚニザダイ科国モンガラカワハギ科図ハリセンボン科

図108魚類遺体（ピックアップ資料）の組成

＊全資料を一括して集計上：NISＰ比，下：MNI比．

Ⅳ層(2000～2001）

（Ｎ＝65）

Ⅳ層(2009～２０１１）
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Ｖ層(Ｎ＝75）

回魚 類 Ｚ イ ル カ ・ウミガメ目リクガメ図イヌ■イノシシ

図107脊椎動物遺体（ピックアップ資料）の層位別組成（NlSP比）
*2000.2001年調査資料（すべてⅣ層）および2009～2011年調査資料の筆者の同定データを使用した．
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図109魚類遺体（ピックアップ資料）の層位別組成（NlSP比）
＊2000.2001年調査資料（すべてⅣ層）および2009～2011年調査資料の筆者の同定データを使用した．
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表４４採取した水洗選別用堆積物試料

並丑は乾亜丑．＋＜0.19.-は測定仙なし．または米分析．

使用メッ
女公何十Ｅ乱 油mlIjB

栂成要素（爪ftg）
●Ｉ

焼什／非焼骨

試料符号 脳納 シユ

体積

(cc） (9)
●０

爪、 魚什 焼什(fr） 非焼骨(企） 焼骨率(９M）

(ｍ、）
●］

(R）
●０ 砂泥（％）

4ｍｍ 2ｍｍ 1ｍｍ 合計
ﾛﾛﾊﾜｰﾛ

魚骨 献什 魚骨 獣骨 魚骨 散什

TＴ９８－ｌ 、層 2/１ 2500 4150 335 3815（９２） 1３ 10.0 ４ 5８ 6３ 1０ ６０ 853

ＴＴ９８－２ Ⅳ咽 2/１ 2500 4300 980 3370（沼） 0.7 6３ 5８ 4６ １２ ２１ 8２９

ＴＴ９８－３ Ｖ脳 2/１ 2500 4100 330 3770（９２） 0.7 3.8 ６ ・１３ 5１ ４ １０５ 915

ＴＴ９８－４ Ⅵ脳 2/１ 2500 3600 230 3370（９４） 0２ １．１ ０ １６ １５ ０ ０ 1００

TTU８－合計 10000 16150 １８２５ 14325（８９） 21.2 1１ 175 175 2６ 87,1

ＴＴ９９Ａ－ｌ Ⅳ層 4/2/１ 475 －（一） 1.2 0.1 4.6

ＴＴ９９Ａ－２ Ⅳ肘 4/2/１ 935 －（－） 6.1 1.8 0.1 4.4

20800 2６ 3８ 482 4５ 5１ 458

ＴＩ９９Ａ－３ Ⅳ脳 4/2/１ 520 －（－） 1.6 ０．１ 5３ 3３

ＴＴ９９Ａ－４ Ⅳ～Ｖ咽 4/2/１ 385 －（－） 11.0 1.0 0.1 １２１ 3８

TT99A-合計 20800 2315 －（－） 23.9 5５ 298 122 2６ 3８ 482 4５ 5Lｌ 45.8

ＴＴ９９Ｂ－ｌ Ⅳ層上部 ４/２ 1640 一（－〉 ０．９５ 1８５ 2u８ １．１

ＴＴ９９Ｂ－２ Ⅳ咽上郎～下郎 4/２ －（－）

ＴＴ９９Ｂ－３ Ⅳ層上部～下部 4/２ 10600 －（－） ３ ４ 272 3０ １．１ 118

ＴＴ９９Ｂ－４ Ⅳ咽下部 4/２ 4665 －（一） 1３ 2.1 3.4 ０７

ＴＴ９９Ｂ－５ Ⅳ咽下部 4/２ －（一）

TT99B-合計 10500 －（－） ３ ４ 272 3０ １．１ 118

ＴＴ９９Ｃ－１～４ Ⅳ層上邪 ３ －（－） 2９

70000 ２ ３ 417 9５ 0５ 3.1

ＴＴ９９Ｃ－５～1２ Ⅳ層下部 ３ －（－） 28Lｌ 202

ＴＴ９９Ｃ－合計 70000 一（－） 33823.1 ２ ３ 417 9５ 0５ 3.1

ＴＴｐ９Ｄ－ｌ～６ Ⅳ脳上郁 ３ －（一） 4.0 4.9

ＴＴ９９Ｄ－７～1２ Ⅳ細下郁 ３ 一（一） 145 1０７

ＴＴ９９Ｃ－合計 －（－） １８５ 15.6

ＴＴ９９Ｅ Ⅳ層 ３ －（－） ０ ０ 2３ ３ ０ ０

ＴＴＯＯＡ－ｌ Ⅳ層～Ⅶ層 4/2/１ 3125 4660 125 4525（９７） ０ 2２ ０

ＴＴＯＯＡ－２ Ⅶ脳 4/2/１ 3125 4650 １００ 4550（９８） ４ １３ 235

ＴＴＯＯＡ－３ Ⅶ脳 4/2/１ 3125 5080 1粥 4981（９８） 0.4 ２ 1４ 125

ＴＴＯＯＡ－４ Ⅶ咽～Ⅷ 4/2/１ 3125 4320 8３ 4237（９８） 0３ ３ ６ 3３３

TTOOA-合計 12500 18700 ‘1０１ 18296（９８） １８ ９ 5５ 14.1

ＴＴＵ０Ｂ－ｌ Ⅳ脳上部 4/2／ ３ 2５ 5420 313 5107（関） 0３ 0.1 ０ 1５ ２ 6３ ０

ＴＴＯＯＢ－２ Ⅳ脳上部 4/2／ ３ 2５ ４１５０ 379 3771（９１） 3.1 ２ 185 2２ 0５ 8.3

ＴＴＯＯＢ－３ Ⅳ間上部 4/2／ ３ 2５ 3930 313 3617（９２） 3.0 ３ ３ 152 １３ 1９ 1８．８

ＴＴＯＯＢ－４ Ⅳ眉下郎 4/2／ ３ 2５ 3590 634 2956（８２） 3２ 0.5 ４ １ 8７ 1１ 4.4 8.3

ＴＴＯＯＢ－５ Ⅳ層下郎 4/2／ ３ 2５ 4御０ 701 3939（８５） 1８２ 0.7 ３ ０ 245 1４ １２ ０

ＴｍＯＢ－６ Ⅳ咽下郎 .ｌ/2／ ３ 2５ 4740 339 4401（９３） 135 4３ 2６ ４ 395 4６ 6２ ８０

ＴＴＯＯＢ－合計 18750 26170 2679 23791（９０） 412 7.1 3８ 1０ 1079 108 ａ４ 8u５

ＴＴＯ Ａ － ｌ Ⅳ脳 4/2/１ 3600 １５１０ 一（－） ０ 0.3 ＋ ０ ０ ０ ７ ０ ０

ＴＴＯ Ａ－２ Ⅳ層 4/2/１ 3200 1５１０ －（－） ０ ０４ ＋ 1３ ０ ２ 1９ １ ０ 66.7

ＴＴＯ Ａ－３ Ⅳ届 4/2/１ 3200 17‘1０ －（－） 0５ １．０ 十 1.5 0８ ２ 6４ ２ １５ 50.0

ＴＴＯ Ａ－４ Ⅳ職～Ⅶ層 4/2/１ 3200 790 －（－） ０ 0.9 ＋ ０ ３ “ １ ０ 75.0

ＴＴＯ Ａ一合計 13200 5610 一（－） 0５ ＋ 3.0 ２７ ７ 134 ４ 63.6

ＴＴＣ Ｂ－ｌ－ｌ Ⅳ腸上部 4/2／ 1580 220 1360（８６）
１７３０

ＴＴＣ Ｂ－ｌ－２ Ⅳ層上郁 4/2／ 1800 280 1520（別）

ＴＴＯ Ｂ－２ Ⅳ唱上師 4/2／ 400 1230 ･１８８ 742（６０）

ＴＴＯ Ｂ－３ Ⅳ咽上部 4/2／ 670 650 130 520（８０）

ＴＴＯ Ｂ－４ Ⅳ層上郁 4/2／ 280 6６ 214（汚）
400

ＴＴＯ Ｂ－５ Ⅳ脳中部 4/2／ 880 420 460（５２）

－１６９－

c）

肌般 魚骨 歓骨

鍵 0.52 4.00

310 0282５２

2８ 028 1５２

1９ 0.08 ０．４４

1１０ 0.29 2．１２

7１ 1.43 q〃ムクGＪ

7１ 1.43 059

0.48 033

０４８ 033

4３ ０．１４

4５ ０２１

２ 0.13

０ ０．１０

2２ 0．１４

122 0.08 0.08

246 0.99 ０．２６

277 0.96 0.24

２１１ 1.02 0.16

‘１７０ 5８１ ０２１

240 4301３６

261 2.19 038

364 ０，０７ ０

‘153 0．１３ 039

49uｌ 0．４５ 025

242 028020

388 023020

第４章

魚骨／

欧什比
●Ｚ

0． ３

0．

０． ８

０ ８

0． ４

6.57

1.80

1５９

3.17

2.斜

255

5.23

3.54

1.95

1３９

1.46

082

１３６

1.19

488

250

388

4.00

6.40

27.92

3．１６

584

0.32

1.81

138

１．１１

魚什／

貝般比
●Ｚ

0.006

０．００１

0.010

0.004

0.003

Ｕｂ１Ｊと､〃

2０

０．００１

0.001

0００１

0.001

0003

0．００５

0.012

0.018

0．００８

００００

0.000

０００１

0００１

０００１



表4４（つづき）

第１部

＊ｌＴＴ９９：献冊には腿虫類．貝殻にはウニ釧・甲殻類・蔓脚頻がわずかに含まれる．TT99A・TT99Bの献什は４ｍｍ＋２ｍｍメッシュ．貝殻・土器・操・
炭片は４ｍｍメッシュ採取資料のみの価．

ＴＴＯ９：骨・炭片は４ｍｍ＋２ｍｍメッシュ．貝殻・土器・隈は４ｍｍメッシュ採取資料のみの仙・献竹は腿虫類．貝殻はウニ類・フジッポ類等．磯は
サンゴを含む．

ＴＴｌｌ：獣骨は95ｍｍ＋4ｍｍメッシュ採取資料のみの仙・
＊２TT99B：分析済みの２試料（TT99B-l・TT99B-4）のみによる仙・
＊３体額は平面稲×厚さによって陳出（採取後の体禰とは異なる)．TT98-4：体稲補正値（TT-3とI‘１比砿と仮定）＝2195ccTT99C：擬算憧（正確な求稲
は未了)．

ＴＴＯ９－１：上面に凹凸があるため正確な体柵は不明．数使は体稲／敢最比がＴＴＯ９－２と同じと仮定した場合に篭煎量から推定きれる体禰．炉跡：採取
後に計丑した航．

＊４TTlG8の年代測定用シャコガイ．TTlO-9のシャゴウ・アツソデガイは稔並量・筋別後jRm・肌般煎、に含まれない．

－１７０－

試料岳号 層準

使用メ･』′

シュ

(ｍ、）

体俄

(cc）
●１

士分洞r昼

（９）
●０

詑豆11雄

亜量

(9)
●０

栂成要素（煎量ｇ）
●Ｉ

砂泥（％）
魚骨

‘１ｍｍ 2mｍ 1ｍｍ 合計

学ロ■且匹

g己へ『ﾛ

娩骨／非焼骨

焼什(Ir） 非焼骨(fr） 焼骨率(％）

魚什 獣骨 魚什 獣骨 魚骨 獣什

包含密度

〈R/lOOOcc）

貝煙 魚骨 獣骨

魚骨／

欧什比
●Ｚ

魚骨／

貝殻比
●Ｚ

ＴＴＯ

ＴＴＯ

ＴＴＯ

Ｂ－６－ｌ

Ｂ－６－２

Ｂ－７

Ⅳ届中郁

Ⅳ層中郁

Ⅳ層下部

４/2／

４/2／

４/2／

3070

2050

1600

360

905

376

9０

1145

122‘１

270

5６

7７

7５

ＴＴＯ

ＴＴＯ

Ｂ－８

Ｂ－９

Ⅳ層下郎

Ⅳ層下郎

４/2／

‘1/2／

１８７０

1１８０

590

520

9１

660

‘199

5６

8５

ＴＴＯ Ｂ一 ０ Ⅳ層下郎 ４/2／ ‘1Ⅸ） 1270 713 557 4４

ＴＴＯＢ一 Ⅳ脳下郎 4/2／ 530 700 293 407（５８）

ＴＴＯ Ｂ一 ２ Ⅳ層下部 4/2／ 930 780 1３１ 649 ８３）

ＴＴＯ Ｂ一 ３ Ⅳ咽下部 ４/2／ 930 1580 706 874 ５５）

ＴＴＯＢ一 ４ Ⅳ届下部 ４/2／ 1870 2450 453 1997 8２

ＴＴＵＢ一合計 12800 18980 5882 13098 6９

ＴＴＯ２Ａ－ｌ Ⅳ層～Ｖ層 ４/2／ 2800 4120 375 3745 ９１ １．１ １．６ ＋ 2.7 6３ ０ ８ １６ ５ ０ 6１５ 128 0.95 ２２３ ０４２ 0．００７

ＴＴＯ２Ａ－２ Ｖ脳 ‘1/2／ 280(） 3910 320 3590 9２ 0２ 0.6 ０ 0８ 4.3 ０ ６ ３ ６ ０ 50.0 １１１ 0271５４ ０１７ ０００２

ＴＴＯ２Ａ－３ Ｖ脳 ４/2／ 2800 ‘１２９０ 335 3955 9２ 0３ 0３ 十 0.5 1.1 ０
ワ
』 ２ ０ 66.7 １１３ 0.18 038 0.48 0．００２

ＴＴＯ２Ａ－４ Ｖ層 ４/2／ 2800 ‘1250 280 3970 9３ ０ ０．１ ０ 0.1 0.5 (） ０ ０ ０ 9７ 0.02 0．１６ 0．１１ ０．０００

ＴＴＯ２Ａ－５ Ｖ層～Ⅶ層 ４/2／ 2800 3890 310 3580 9２ ０１ ０．１ ０ 0.1 5５ ０ １０ 1００ 9.1 9７ 0.“ 1.95 ００２ ００００

TTO2A-合計 14000 20K160 1620 18840 9２ 1.6 2５ ＋ ‘1.1 175 1７ 2１ 2３ 4５ 425 109 0291２５ 023 ０００３

ＴＴＯ２Ｂ－ｌ Ⅳ眉～Ⅶ厨 4/2／ 2800 4５１０ 550 3990 8８ 0８ 1２ 十 １．９ 1.7 ０ ‘１ 1３ ５ ０ 44.4 191 0.68 0.61 Ll2 ０００４

ＴＴＯ２Ｂ－２ Ⅶ層 ４/２／ 2800 ‘1170 330 3８１０ 9２ １３ 0.6 ０ 1９ 1.4 ３ ９ ６ 25.0 143 9８ 0.68 0.48 １．４１ 0．００７

ＴＴＯ２Ｂ－３ Ⅶ層 ４/2／ 2800 ‘1010 155 3855 9６ 0９ 0２ 十 1.1 1.1 ３ ２ ６ 75.0 25.0 5３ 0.38 0.39 0.95 OCO7

ＴＴＯ２Ｂ－４ Ⅶ肘 4/2／ 2800 3940 9０ 3850 9８ ０ ０．１ ０ ０．１ 0２ ０ ０ ０ １００ 3０ 0.02 0.07 0.25 0.001

ＴＴＯ２Ｂ－５ Ⅶ刑～Ⅷ 4/2／ １６００ 2310 2９ 2281（９９） ０ ０ ０ ０ 0.0 ０ ０ ０ ０ 1６ 0000００ ０．０００

ＴＴＯ２Ｂ－合叶 4/2／ 12800 18970 1154 17816（９４） ２ ０ 4９ 4,4 ６ ８ 2３ １７ 2０．７ 32.0 8３ 0.38 0.34 1．１３ 0.005

ＴＴＯ９－ｌ Ⅲ届上部 4/2／ 5650 7450 760 6690 ９０） 1.0 十 4.8 6０ 0.84 0.42 1９８ 0.014

ＴＴＯ９－２ Ⅲ層中部 ‘1/2／ ‘1500 5920 626 5291 ８９） 2.1 １．２ 十 3.2 7３ ０．７１ 0.0H1 16.00 0.010

ＴＴＯ９－３ Ⅲ層下部 4/2／ 2250 ３１００ 278 2822 ９１） 0８ 1.3 ＋ 2.1 十 6７ ０．９３ ＋ 0.014

ＴＴＯ９－合計 4/2／ 12400 16170 1665 14805 ９０） 3５ ＋ 10.1 Ｚ6０ 6６ 0.81 ０２１ 3.87 0.012

ＴＴｌＯ－４ 1V層上師（＋Ⅱロ?） /4/2/Ｉ 1688 2956 257 2699 ９１） 0２ 0２ ＋ 0.4 0.7 7８ ０２１ ０．４１ ０５０ 0003

ＴＴｌＯ－５ Ⅳ届上部 /4/2/1 1875 一）

ＴＴｌＯ－６ Ⅳ層下部 9.5/‘1/2/１ 3938 ‘1148 1540 2608 6３ 0.6 0３ 0２ 1.0 2.4 297 0250.61 ０４２ ０．００１

ＴＴ１０－７ Ⅳ層母下郎 9.5/.1/2/１ 2063

ＴＴｌＯ－８ Ｖ層 ９５/4/2/1 4500 5750 836 4914 8５ １２ ０１ 1.7 3２
ワ
』 ‘１ １５ ７ 118 364 111 0370.70 052 0008

ＴＴｌＯ－９ Ｖ肘 ９５/4/2/１ 3750

ＴＴ１０－ｌＯ Ｖ／Ⅶ脳 ９５/‘l/2/Ｉ 5063 7018 562 6456 9２

ＴＴｌＯ－合計 22875

ＴＴｌｌ－ Ｖ／Ⅶ鰯 9.5/4/2／ 3(XX） 5212 326 4886（９４） 1．３ 1.6 十 1.7 ０．９７ ０．５５ １．７６

ＴＴｌｌ－ ２ Ｖ／Ⅶ届 9.5/4/2／ 2750 一（－）

TＴｌｌ－ ３ Ｖ／Ⅶ層 9.5/4/2／ 3750 7264 104 7160（９９） 0２ ０．１ ＋ 0.3 0.1 ００７ 0.03 2.50

TＴ１１－ ４ Ⅶ筋 ９５/4/2／ 5(X)０ －（－）

TＴｌｌ－ ５ Ⅵ脳 9.5/4/2／ 425(） 6566 275 6291（９６） ０ ＋ ０ ＋ ０ ＋ ０

ＴＴｌｌ－合計 9.5/‘1/2／ 187副）

炉跡 Ⅳ層、t下郎 9.5/4/2／ 3(則０ 3508 283 3225（９２） 0.4 0.6 ＋ １．０ 1.4 1１ 2０ 3３ １４ 25.0 588 0.32 0.47 0.68
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図110脊椎動物遺体分析試料の採取位置

クガメ類５％、MNI比で魚類84％、イノシシ10％、リクガメ類３％であった。他にイヌと海獣類（イ

ルカ類・ジュゴン）が確認されたが、ごく少数である。Ｖ層～Ⅳ層の層位的な変化をNISＰ比でみる

と（図lO7)、Ｖ層ではイノシシが多いのに対してⅣ層では魚類とリクガメ類の増加がみられ、とくに

2000～2001年調査の資料では魚類の卓越が明瞭である。

魚類遺体の組成：全資料の合計値ではブダイ科が圧倒的に多く、ＮISP比で80％、MNI比で72％を

占める（図lO8)。ブダイ科の内訳をMNIでみると、アオブダイ属が53個体と大半を占め、イロブダ

イ属が９個体でこれに次ぎ、ブダイ属はｌ個体のみである（表43)。ブダイ科以外では、ヨコシマク

ロダイを含むフエフキダイ科、ウツボ科、ハリセンボン科、ハタ科、ベラ科がやや多い。層別の組成

をみても、Ｖ層～Ⅲ層を通じてブダイ科の圧倒的優占は変わらない（図109)。ブダイ科以外について

は、図108ではＶ層でフエフキダイ科、ベラ科、Ⅳ層でハタ科、ヨコシマクロダイ、Ⅲ層で回遊魚類

とハタ科が多いようにみえるが、資料数が少ないため偶然の偏るによるものである可能性も十分に考

えられる。

2.3．水洗選別資料

NISＰによる組成を表46に示した。同定結果の詳細については年次報告（樋泉1999～2003,2010～

2012）に示したので、ここでは省略する。

骨類の包含密度と焼骨率（表45）：骨類の包含密度（堆積物lOOOccあたりに含まれる重量）の層位

的変化をみると、魚骨ではⅦ層で低く、Ⅳ層でピークを示し、Ⅲ層で減少する。これは貝類の包含密

度（表45）やピックアップ資料における魚骨の比率の変化（図107）と同様の傾向だが、Ｖ層の包含

密度がかなり低い点が特徴である。獣骨は、Ⅶ層では魚骨と同様に低いが、Ｖ層で急増し、Ⅳ層～Ⅲ

層では減少傾向を示す。この傾向はピックアップ資料における獣骨の比率の変化（図107）と共通す

る。ただし、以上に述べた傾向は各層のサンプル全体の平均値によるもので、Ｖ層～Ⅲ層ではサンプ

ルの採取地点や詳細な層位によって包含密度にかなりのばらつきが認められることから（表44)、小

型骨の埋蔵状況には空間的にかなりのムラが存在していたものと思われる。

魚骨と獣骨の焼骨率（水洗選別資料における破片数比）を比較すると、魚骨・獣骨ともにⅦ層～Ｖ

－１７１－
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図112単一の柱状サンプル（TTO9～TT11）における魚骨組成の層位変化．（ＮｌＳＰ比）
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表４ 洗

＊1ｍｍメッシュ資料まで分析したサンプルのみ表示．歯・鱗はNISＰ

斜
心
儲

ｌ
］
認
Ｉ

って検出された脊椎動物遺体の組成（NISP）

分類群

ＴＴ９８－ｌ

東Tr-E2

Ⅲ層

ＴＴ９８－２

東Tr-E2

Ⅳ層

ＴＴ９８－３

束Tr-E2

Ｖ層

ＴＴ９８－４

東Tr-E2

Ⅶ層

ＴＴ９９Ａ

ＮｌＷｌ－Ｉ

Ⅳ層

ＴＴＯＯＡ

N3Wl-Ⅲ

Ⅶ層

ＴＴＯＯＢ

Ｎ２Ｅｌ－Ⅲ

Ⅳ層

ＴＴＯｌＡ

Ｎ２Ｅ３

Ⅳ層

ＴＴＯ２Ａ

ＮｌＷｌ－Ⅲ

Ｖ層

ＴＴＯ２Ｂ

N2Wl-Ⅲ

Ⅶ層

ＴＴＯ９－ｌ

ＮｌＥｌ－Ⅲ

Ⅲ層上部

ＴＴＯ９－２

ＮｌＥｌ－Ⅲ

Ⅲ層中部

ＴＴＯ９－３

ＮｌＥｌ－Ⅲ

Ⅲ脳下部

ＴＴｌＯ－４

ＮｌＥｌ－Ⅲ

Ⅳ層上部

ＴＴｌＯ－６

ＮｌＥｌ－Ⅲ

Ⅳ層下部

ＴＴ１０－８

ＮｌＥｌ－Ⅲ

Ｖ層

TTll-ll・'３

ＮｌＥｌ－Ⅲ

Ｖ／Ⅶ層

TTll-l5

ＮｌＥｌ－Ⅲ

Ⅶ層

炉跡

ＮｌＥｌ－Ⅳ

Ⅳ層下部

合計

ニシン科 ３ １ 1６ 5８ ３ ７ ４ 1１ ７ ７ １ 1２ １０ ２ 142

ウツボ科 １ １ １ １ ４

サヨリ科 １ １

ダツ科 １ １

トウゴロウイワシ料（?） ２ ８ ２ １ ３ ２ ６ １１ １ 2３

ハタ科 １ ２ １ ４

アジ科？ １ ＋ １

ヒメジ科 １ １

フエダイ科？ １ Ｉ

フエフキダイ科 １ １ １ ＋ ３

タイ型 １ １

チョウチョウウオ科 ７ ７

スズメダイ科 １ １

ベラ科Ａ １ １

ベラ科（他） １ １ １ ３

ベラ科 ２ ２ １ ５

アオブダイ属 １ １ 1０ 1３ ３ １ ＋ ４ ２ ３ ２ ＋ ３ ２ ３ 4８

ブダイ科 ４ ２ ２ 2２ 3９ ５ １１ ５ ４ ２ ２ ４ ４ ４ ２ １１２

ニザダイ科 ３ １ 1２ ７ ３ ４ ２ １ １ ＋ ２ １ １ 3８

アイゴ属 ４ １ ２ １ ８

モンガラカワハギ科 ２ １ ＋ ＋ ４ ＋ ＋ １ ＋ ＋ １ ＋ １ １０

真骨類（未同定） ２ １ ４ ７ ４ ３ ３ １ 3８

真骨顛（保留） 3３ １ 5０ ６ ６ ３ ５ ６ ３ ４ ２ ９ ３ １ ３ 135

真骨類（同定不可） ３ ５ ４ ２ 1４ １ １１７ 2１ ７ ５ ９ 1２ ３ ４ ７ ３ １ 218

魚類小計 1９ ９ 1０ ２ 116 ２ 321 4２ 3８ 2３ 3９ ４１ 2１ 1７ 3６ ４１ 1７ １ 1１ 806

リクガメ類 ２ ９ ８ ２ ３ ３ １ ７ 3５

ヘビ類 １ ２ １ １ １ １ １ １ １ １ ２ １ １ 1５

ネズミ亜科 １ １ １ １ １ ４

ネズミ科 １ ２ １ ５

イノシシ １ １ ２ １ ５

剛｝乳類（同定不可） １ ５ １ ７

合計 2２ １０ １０ ２ 131 ３ 333 4４ 4４ 2７ 4０ 4３ 2２ 1７ 3８ 5８ 2０ 1 1２ 877
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表４６水洗選別試料における動物遺体の包含密度と焼骨率

層準
包含密度（g/lOOOcc）

＊Ｉ

貝類 魚骨 獣骨

焼骨率（破片数％）
＊２

魚骨 獣骨

Ⅲ層
＊３

7０ 0.75 0.23

Ⅳ層 262 １．０４ 0.60 3.2 32.1

Ｖ層．Ｖ／Ⅶ層 9３ 0.27 0.85 11.3 65.9

Ⅶ層 4３ 0.23 0.23 19.4 62.5

＊ｌ包含密度は堆積物lOOOccあたりの重冠(9)．値は水洗選別試料における各層準の平均値．

＊２焼骨率は骨片総数に占める焼骨片の比（％)．値は水洗選別試料における各層準の合計値に基づいて算出した．

*３Ⅲ層の獣骨の包含密度は特異的に獣骨を多く含むTT98-lを除外した値．焼骨率はデータの得られた試料数

が少ないため表示していない．

層で焼骨率が高くⅣ層で低下する傾向が認められること、全般的に魚骨より獣骨の焼骨率が高く、と

くにＶ層で両者の格差が大きいことが指摘できる。

脊椎動物全体の組成：全サンプルからの同定標本数（NISP）の合計は、魚骨が806点と大半を占め

る。その他ではリクガメ類が35点とやや多く、次いでヘビ類が15点、ネズミ類が９点、イノシシが５

点である。ヘビ類とネズミ類は自然の遺骸である可能性が高い。

魚類の組成（図llO）：全サンプルの合計では、ＮISP比でブダイ科が39％、ニシン科が34％で、両

者が大半を占める。その他では、ニザダイ科、トウゴロウイワシ科が普通であり、モンガラカワハギ

科、ベラ科なども少数ながら多くのサンプルから検出されている（表46)。

Ⅶ層～Ⅲ層の層位的な変化をNISＰ比でみると（図111)、地点や層準によって組成にはかなりの変

異が認められるが、TTlOのＶ層～Ⅳ層でトウゴロウイワシ科が多くみられるのを除けば、ブダイ科

とニシン科を主体としてニザダイ科が混じるパターンは一貫しており、明確な傾向的変化は認められ

ない。この点は、単一の柱状サンプルでＶ／Ⅶ層からⅢ層までの連続試料が得られたTTO9～ＴＴｌｌ

における詳細な層位変化（図112）をみても同様である。一方で、組成は地点・層準によって大きく

変動しており、主体種であるニシン科とブダイ科の比率は前者で１０～50％前後、後者で20～50％前後

の変動幅を示し、トウゴロウイワシ科は多産するサンプルとそうでないものの差が著しい。また、ニ

シン科の部位組成をみると、Ⅲ層中部（TTO9-2）では顎骨が多く椎骨が少ないのに対し、Ⅲ層下部

(TTO9-3）では椎骨のみが得られており、消費・廃棄のパターンに違いがあったのではないかと思わ

れる（樋泉2010)。

他地点のサンプルでも、たとえばTTOOBではⅣ層の下部と上部の間で魚骨組成の変化が確認され

ている（樋泉2001)。すなわち、Ⅳ層下部（TTOOB-5～6）ではニシン科が少なく、ブダイ科をはじめ、

ハタ科・チョウチョウウオ科・フエフキダイ科・ヒメジ科・ベラ科・アイゴ科・ニザダイ科・モンガ

ラカワハギ科など、サンゴ礁やイノーに棲む多様な小型魚が混在している。また、TTOOB-5ではブ

ダイ科の大型成魚の骨がまとまって検出されている（17点のブダイ科遺体のうち６点を成魚が占め

る)。一方、上部（TTOOB-2～4）ではニシン科がかなり集中して産出している。こうした魚種ごと

の層位的な分布パターンの相違は、それぞれの漁法の違いに由来するものである可能性が高い（樋泉

2001)。こうした状況からみて、魚類組成の層位的な変動は、漁労活動の時代変化というよりも、よ

り短期的な漁獲物や廃棄単位の違いを反映している可能性が強い。

文献

金子浩昌１９９６「動物遺体（軟体動物を除く)」「平敷屋トウバル遺跡」沖縄県教育委員会

－１７４－
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川島由次・村岡誠１９８４「野国貝塚群Ｂ地点出土の獣骨について」「野国一野国貝塚群Ｂ地点発掘調査報告」沖縄

県教育委員会

木村龍生編２００２「ナガラ原東貝塚4」「考古学研究室報告第37集」熊本大学文学部考古学研究室

具志堅宗弘１９７２「原色沖縄の魚」琉球水産協会

柴田亮編２０１２「ナガラ原東貝塚8」「考古学研究室報告第47集』熊本大学文学部考古学研究室

新里亮人編２００１「ナガラ原東貝塚3」「考古学研究室報告第36集」熊本大学文学部考古学研究室

高松あゆみ・弘中正芳編２０１０「ナガラ原東貝塚6」「考古学研究室報告第45集」熊本大学文学部考古学研究室

谷直子編２０００「ナガラ原東貝塚2」「考古学研究室報告第35集」熊本大学文学部考古学研究室

損佳克編２００３「ナガラ原東貝塚5」「考古学研究室報告第38集」熊本大学文学部考古学研究室

樋泉岳二１９９９「ナガラ原東貝塚の水洗選別試料より検出された脊椎動物遺体」「考古学研究室報告第34集」熊本大

学文学部考古学研究室

樋泉岳二２０００「ナガラ原東貝塚の水洗選別試料より検出された脊椎動物遺体（第２報)」「考古学研究室報告第35集」

熊本大学文学部考古学研究室

樋泉岳二２００１「ナガラ原東貝塚の水洗選別試料より検出された脊椎動物遺体（第３報)」「考古学研究室報告第36集』

熊本大学文学部考古学研究室

樋泉岳二２００２「ナガラ原東貝塚の水洗選別試料より検出された脊椎動物遺体（第４報)」『考古学研究室報告第37集」

熊本大学文学部考古学研究室

樋泉岳二２００２「脊椎動物遺体からみた奄美・沖縄の環境と生業」「先史琉球の生業と交易一奄美・沖縄の発掘調査か

ら－」熊本大学文学部

樋泉岳二２００３「ナガラ原東貝塚の水洗選別試料より検出された脊椎動物遺体（第５報)」「考古学研究室報告第38集」

熊本大学文学部考古学研究室

樋泉岳二２００６「脊椎動物にみる奄美と沖縄」「先史琉球の生業と交易２－奄美・沖縄の発掘調査から一」熊本大学

文学部

樋泉岳二２０１０「ナガラ原東貝塚の水洗選別試料より検出された脊椎動物遺体（第６報)」「考古学研究室報告第45集」

熊本大学文学部考古学研究室

樋泉岳二２０１１「ナガラ原東貝塚の水洗選別試料より検出された脊椎動物遺体（第７報)」『考古学研究室報告第46集」

熊本大学文学部考古学研究室

樋泉岳二２０１２「ナガラ原東貝塚の水洗選別試料より検出された脊椎動物遺体（第８報)」「考古学研究室報告第47集」

熊本大学文学部考古学研究室

当山昌直・平山廉２００１「ナガラ原東貝塚から出土したカメ類について」「考古学研究室報告第36集」熊本大学文

学部考古学研究室

中川毅人１９９９「脊椎動物遺体」「考古学研究室報告第34集」熊本大学文学部考古学研究室

名島弥生・樋泉岳二２００８「南東考古学におけるフエフキダイ科魚類の属レベルでの同定とその意義」動物考古学２５

号

藤江望編１９９９「ナガラ原東貝塚」『考古学研究室報告第34集」熊本大学文学部考古学研究室

松井章１９９７「具志原貝塚出土の動物遺存体」「伊江島具志原貝塚発掘調査報告」沖縄県教育委員会

松崎友理編２０１１「ナガラ原東貝塚7」「考古学研究室報告第46集」熊本大学文学部考古学研究室

（樋泉岳二）
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2.2.2.カメ類

リュウキュウヤマガメGeoemydajqpo凡jcaは、沖縄諸島のみに生息する固有種で、沖縄島および

その周辺の久米島や渡嘉敷島に分布している（Yasukawaetaj,1992)。ところが、分布範囲に含まれ

ていない伊江島の遺跡や貝塚からは本種の化石や骨が報告されており（長谷川ほか，１９７８；長谷川・

小野，１９７９；当山，1997)、本種がかつて伊江島に生息していたことを示唆するものである。当山

(1997）は現生肥虫類のマダラトカゲモドキＧｏ凡加ｍｓα“r邸ｓル”o』ぬaeorje凡tα"s，ハイＣ上z"jQphjs

jqpo凡jc邸s6oet摩7j，ハブmmeres邸r邸sβαUoUかjdjs(')に注目し、これらの同亜種、同種が沖縄島、

渡嘉敷島、久米島にも分布し、リュウキュウヤマガメの分布と重なることを指摘したうえで、本種が

伊江島に自然分布していたことを考察した。このように、本種が伊江島に生息していたことは、いろ

いろな資料から裏付けられている。一方、リュウキュウヤマガメが過去の伊江島に生息していたとし

たら、それがどのような過程を経て絶滅していったのかは、きわめて興味深い問題であり、そのため

には伊江島の貝塚から出土するカメ類の骨を調査する必要があった。

このような中で、当山（1997）が報告した具志原貝塚より若干新しいナガラ原東貝塚から出土した

カメ類の骨を検討する機会があったので報告する。

本報をまとめるにあたり、調査の機会を与えていただいた熊本大学木下尚子教授、ならびにカメ類

について貴重なご教示をいただいた琉球大学安川雄一郎氏に感謝する。

材料と方法

伊江島のナガラ原東貝塚における1998年と1999年の発掘資料土を４ｍｍ方眼の飾でふるい、ピック

アップ方式によって集めた資料から、あらかじめカメ類と思われるのを選別してもらい、それを調査

した。９８年の資料は熊本大学文学部考古学研究室編（1999）に報告されているが、今回は同一の資料

を可能な限り属や種まで同定することを試みた。カメ類の骨の調査は、平山廉が担当した。

結果

同定の結果を次に記す。なお、背甲や腹甲の骨の名称については、中村ほか（1988）に基づいた

(図113参照)。また、学名は千石ほか編（1996）にしたがった。なお、標本の記号は次の略を意味し

ている。（例）ナヒ98WT257：ナガラ東、９８年発掘、西トレンチ、整理番号

１

標本：ナヒ98ＷT257,ナヒ98ET246，ナヒ98ET246：合計３点／左肩甲骨（三つの部分に分解）

調査結果：アオウミガメＣﾉZejoFzjamydasウミガメ科Cheloniidae

備考：肩甲骨突起と肩峯の長軸が形成する角度は約120度に達する（アカウミガメやヒメウミガメで

はほぼ90度)。オサガメでは角度は更に大きく140度近くに達し、また骨の石灰分はほとんど

失われる。肩甲骨突起は高さ18ｃｍ以上に達する。甲長は１ｍに達したと推定される大型の個

体を示している。肩甲骨突起と肩峯の形成する角度はアオウミガメやタイマイに一致するが、

後者の個体としては大きすぎる。従って、本標本はアオウミガメに同定される。

２

標本：ナヒ98WT205：合計１点／左尺骨

調査結果：ウミガメ科属種未定Cheloniidaegen､etspindet，

備考：甲長は１ｍに達したと推定される大型のウミガメ科を示している。大きさから判断して本標本

はアオウミガメもしくはアカウミガメに同定される。

－１７６－
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３

標本：ナヒ98NT368（３点)、ナヒ991V20141：合計４点／部位不明の甲羅などの骨片

調査結果：ウミガメ科属種未定Cheloniidaegen・etsp・indet・

備考：大きさや骨質からアオウミガメなどのウミガメ科と考えられる。

４

標本：ナヒ98N1WlG706：１点／項骨板の右側部分、ナヒ98ET253：１点／左第８？縁骨板、ナヒ

９８NlWlG763：１点／左胸骨板、ナヒ98ET213：１点／右腹骨板の後半部右側

調査結果：リュウキュウヤマガメGeoemOﾉdajqpo凡jcaバタグールガメ科Bataguridae(2)

備考：背甲表面には不規則な凹凸状（項骨板）もしくは粗い年輪状の彫刻（縁骨板）が発達しており、

リュウキュウヤマガメと一致する。発達の弱い腹甲柱が認められるが、ミナミイシガメ

Ｍｔｚ”emysmu"Ｃａとは明瞭に識別できる。いずれも甲長は15ｃｍ前後と推定。同一個体の可

能性もある。

５

標本：ナヒ98ETl82：１点／右腹骨板の断片

調査結果：バタグールガメ科の属種未定Bataguridaegenetspindet

備考：甲長７，８ｃｍの小形の個体。腹甲柱はリュウキュウヤマガメよりも発達している。その発達

程度はミナミイシガメに類似するが、現時点で属種の特定はできない。バタグールガメ科の

属種未定はミナミイシガメなど、現在は沖縄島周辺から絶滅した種類が分布していたことを

示唆しており、興味深い。

考察

今回の調査によって、アオウミガメとリュウキュウヤマガメが検出された。現在の伊江島に生息し

ていないリュウキュウヤマガメが具志原貝塚（当山，1997）に続いて確認されたことは興味深い。

ナガラ原東貝塚より若干古い具志原貝塚では、獣類（松井，1997）や貝類（黒住，1997）の例にみ

られるように、人為的に島外から移入したと考えられるような動物資料が確認されている。リュウ

キユウヤマガメについても、このような観点からの検討も必要と思われるが、獣類等に比較して主な

食用の範中に含まれていないと思われ、島外からの移動の可能性はきわめて少ないと考えられる。む

ａ

図113-1 リュウキュウヤマガメの背甲の骨板と甲板
中心線より上の太い実線が縫合線

中心線より上の破線と下の細い実線が甲板の境界線

４

ｌ：骨頂板２：縁什板３：尼竹板４：椎骨板５：上尾骨板

６：肋骨板

ａ：項甲板ｂ：縁甲板ｃ：鋪十二甲板ｄ：椎甲板ｅ：肋甲板

－１７７－
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図113-2リュウキュウヤマガメの外側からみた

腹甲の骨板と甲板
実践が縫合線、破線が甲板の境界線

ｌ：前骨板２：内骨板３：胸骨板４：腹骨板５：後骨板

ａ：喉甲板ｂ：屑甲板ｃ：胸甲板。：腹甲板ｅ：股甲板

f：紅甲板ｇ：蔽下甲板
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しろ、当山（1997）が指摘するように、現段階では自然分布していたと考えるのが妥当だと思われる。

今回出土のリュウキュウヤマガメもこのような視点で検討してみたい。

リュウキュウヤマガメについては、今回の出土により、本種がAD600年ごろ（３）（熊本大学文

学部考古学研究室編，１９９９；熊本大学文学部考古学研究室編，2000を参照）まで伊江島に生息してい

た可能‘性が示唆された。また、内陸部の森林域を好む本種の生態的特徴（当山，1995）を考慮すると、

海岸に近い本貝塚から見つかったことは、島内における移動が人為的に行なわれた可能性が高い。つ

まり、本来の生息地から採取されたものが貝塚まで運び込まれ、愛玩または食用に利用されたことが

想像される。当時の伊江島の自然環境がどのようになっていたかは興味深いところではあるが、今後

とも注意して調査を続ける必要がある。

今回の調査で、最も注目されるのはリュウキュウヤマガメ以外のバタグールガメ科のカメが最近

(貝塚時代）まで伊江島に生息していたことを示唆する資料がみつかったことである。このことは、

動物地理学的にも極めて興味深い問題を提供してくれるものと思われる。したがって、伊江島の遺跡

や貝塚から出土するカメ類については、今後このような視点からの詳しい調査が必要であろう。

注

（１）その後の研究により、現在の学名はハイSmomjcr"r"sjqPonjc"s6oettgErj、ハブProto6othrQpsβαuoUjrjdjsに

変更されている。

（２）その後の研究により、バタグールガメ科の名称はイシガメ科（Geoemydidae）に変更されている。

（３）現在の認識では、出土したⅣ層の年代は6世紀代に若干古くなっているという。ただ具志原貝塚例より新しいも

のであることに変わりはない。
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SpeF1gJerj（Gmelin,1789）（Reptilia:Emydidae).Jpn.』.Herpeto1．１４（３）：143-159.

(当山昌直・平山廉）

以上はナガラ原東貝塚第３次調査報告書（2001）において、当山昌直氏（沖縄県文化振興会、現沖縄国際大学南島文

化研究所）・平山廉氏（帝京平成大学、現早稲田大学）に寄稿いただいた報告である。再録にあたり、現在の認識と

異なるものについては注を付した。なお、標本は熊本大学文学部考古学研究室が保管している。

2.3．貝類遺体

包含層Ⅲ層、Ⅳ層、Ｖ層、Ｖ／Ⅶ層のすべてにおいて海産・陸産の貝類が出土した。出土貝類の取

りあげは、調査中に肉眼で認識できたものを抽出するピックアップ法と、土を堆積したまま採取し土

中の貝類を抽出するコラムサンプリング法の２種類によっておこなった。前者では検出した貝類の種

類と出土位置を記録し採取(!)するほか、廃土についても７ｍｍのフルイにかけて貝殻を採取した。

しかし、殻の薄い貝類や陸産の微小貝については見落としが多い。これを補うのがコラムサンプリン

グであり、さらに陸産微小貝の抽出により、環境復元可能になる。貝類遺体については、第Ⅱ部にお

いて黒住耐二氏がピックアップ資料とコラムサンプリング資料をあわせて分析し、総合的な検討をし

ている。ここではピックアップ資料とシャコガイ類を中心に報告する。

2.3.1.出土貝類の概要

表47は、これまでの報告のデータをもとに、層位ごとに出土固体数を示した集計である(2)。貝類

の最大固体数は、9329個で、巻貝は5267個（56％)、二枚貝は4062個（44％）で、巻貝の消費数が二

枚貝よりやや多い。層別にみると、Ⅲ層が334個（４％)、Ⅳ層が8211個（88％)、Ｖ層が673個（７％)、

Ｖ／Ⅶ層が111個（１％）で、Ⅳ層の消費量が前後の時期に比べて圧倒的に多い。

遺跡にのこされた貝殻の多くは食糧残津とみられるが、それ以外の要因で遺跡に残された貝殻も少

なくない。例えば製品の素材として遺跡に持ち込まれた貝殻である。これらの多くは、素材に対応す

る製品が存在する。オオツタノハ、ゴホウラ、アツソデガイは腕輪の素材として、ウミギクガイ科、

タマキガイ科の貝は有孔製品の素材として採取された可能性が高い。コオニコブシガイ科、アッキガ

イ科、リュウテン科、トウカムリ科の貝には、オカヤドカリの宿貝として遺跡に持ち込まれたものが

少なからず混在する。宿貝となった貝殻の殻口内唇部には、オカヤドカリが使用した痕跡が残されて

いる。このことは、本来消費された貝類がヤドカリによって反対に遺跡から持ち出された可能性をも

同様に示していて、数値に撹乱を起こしている。そのほかに、きわめて少ない個体数の貝殻や小型の

ものにも、ただちに食糧残津とは認め難いものがある。その個別の判断は容易でないが、第Ⅱ部の論

考で黒住氏が判別案を示しておられる。

上記を考慮すると、表32の数値は、貝類にかかわる食生活をそのまま反映しているとはいえない面

をもつが、明らかに食用残津(3)で、かつ多量に出土した貝類を抽出することで、食用貝類の傾向を

把握することができる。消費数の多い貝は、サラサバテイなどのニシキウズガイ科（16％)、マガキ

ガイ（20％)、シヤコガイ科（39％）で、これにアッキガイ科（４％)、コオニコブシガイ科（４％)、

タカラガイ科（２％)、チヨウセンサザエ（１％)、オニノツノガイ（１％）などの貝類が続く。また

貝殻が小型で薄いため、ピックアップ法では取りあげがむずかしいミドリアオリとリュウキュウヒバ

リも、本来の数はかなり多いとみていい。総じてシャコガイ科とニシキウズガイ科、マガキガイの多

いことがナガラ原東貝塚の特徴といえる。これらの生息域は、ほとんどがサンゴ礁の浅海（イノー）
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表４７層別出 (ピックアップ資料）
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貝類生息域の分類は黒住（1987）に従った。内容は以下のとおりである。

外洋～内湾の別：Ｉ外洋・サンゴ職域、Ⅱ内湾・娠石地域、Ⅲ河口干潟・マングローブ域

水深の別：０潮間瀞上部、１潮Ⅲl柵''1．下部、２亜潮間帯上隷部（Ｉではイノー)、３千洲（Ｉにのみ適用)、‘l礁斜而およびその下部
底質の別農ａ岩聯・憎盤、ｂ転禰、ｃ岩礁庇・砂泥底・砂底、。マングローブ植物上、ｅ淡水の流入する礁庇

と干瀬（ヒシ）であるが、ニシキウズガイ科貝類は外海に面した礁斜面に生息するので、この貝類の

採取にはかなりの労力を我やしたとみられる。

2.3.2.貝殻の破批恨跡

マガキガイ、アッキガイ科貝類、オニノツノガイ、タカラガイが科貝類は食川のために採取された

貝類であり、それらの貝殻の特定の部分に同じような破損痕跡が認められた。破扱痕跡をみることで、

身の取り出し方法を推測することができる◎図114は第３次調査報告普において菊池義明氏らが調べ

た貝殻の破扱状況である。マガキガイでは外唇部の半数近くが破櫨しており、オニノツノガイでは殻

口部が、タカラガイが科貝類では背面部がそれぞれ8割近く破損している。アッキガイ科貝類では殻

口部と殻頂部に破損がみられるものの、ともに１割前後である。殻口の小さいオニノツノガイとタカ

ラガイ類ではほとんどの貝殻を打ち割って身を取り出していることがわかる。殻lJ部のやや広いマガ

キガイやアッキガイ科貝類ではそのまま取り出すことが多かったようである。おそらく人々は貝類を

茄でた後、細い棒状のもので身を取り出していたのだろう。

背面部がよく割られているタカラガイ類については、殻高４ｃｍ以上のものに破損がみられる。す

なわち殻高３ｃｍ以下のもの（ハナビラダカラ、キイロダカラ、ハナマルユキなど）には破損がほと

／
Ⅷ

面破損81％Ⅱ破拙外牌洲 口部破拙５％

アツキガイ科（66個）オニノツノガイ（37個）タカラガイ科（57個）
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図114食用貝類の貝殻の破損
アミかけ部分が破損部位

部破螺塔
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んどなく、殻高４ｃｍ以上のもの（ホシダカラ、ハチジヨウダカラ、ヤクシマダカラなど）には破損

が多い。タカラガイの細い殻口から身を引き出すのは背面を割らねば不可能であるため、殻高３ｃｍ

以下のタカラガイ類は身の摂取というより出汁用に使用した可能性が高い。

シレナシジミはマングローブ域に生息する貝類なので、こうした環境のない伊江島の貝ではなく、

人によって持ち込まれた貝殻である。対岸の本部半島の羽地内海がその産地であった可能性は高い。

シレナシジミは一定量出土しており、貝層では複数個まとまって出土することが多く、恒常的に持ち

込まれていたとみられる。シレナシジミは貝殻の大きさにくらべて肉量は少なく、味についてもとく

にすぐれたものではなかったとされ(4)、食料として持ち込まれた可能性は高くないだろう。しかし

貝殻を加工した製品も今のところ不明瞭で、シレナシジミの搬入が何を目的としたものであったのか、

にわかに決め難い。

2.3.3.シヤコガイの大きさの変化

本貝塚では、貝層の形成を追究するためにシャコガイの合弁関係を調べたので、出土したシャコガ

イ類のうちシラナミとヒメジヤコ、シヤゴウ、ヒレジャコはすべて熊本大学にもち帰った。担当学生

を中心に調査参加者が左右の殻を分け、大きさのデータを出し、年次報告書に掲載してきた。ただこ

れらのうち、シラナミ類とヒメジヤコには区別の容易ならざるものもあり、統一的な基準で見直す必

要を感じたので、これまでに出土したシヤコガイ類すべてについて再度分類をおこなった(5)。分類

の結果、シラナミ類は1948個、ヒメジャコは１００５個となった１６１．以下、数量が多く、比較検討のし

やすいシラナミ類とヒメジャコについてのくる。

図１１５はシラナミ類の大きさの分布を層別に示したものである。殻長のピークをみると、Ｖ層では

殻長１０．１～11ｃｍにピークがあり、Ⅳ屑では9.1～１１．０ｃｍ，Ⅱ．Ⅲ層では9.1～10.0ｃｍにある。時期が降

るにつれて、ピーク値が小さくなり、シラナミ類がわずかに小型化していることがわかる。図116は

ヒメジャコについてⅣ層とⅡ。Ⅲ層データを整理したものである。Ⅳ層では６～７ｃｍにピークがあ

り、Ⅱ．Ⅲ層では8.1～9.0ｃｍにある。ヒメジャコでは、時期が降るにつれてやや大型化している。同

じシャコガイでも大きさの変化傾向が異なることは興味深い。なお、右殻と左殻の数について、シラ

ナミ類では右殻が多く、ヒメジャコでは左殻が多い傾向にある。

2.3.4.シヤコガイの合弁

調査区内で合弁した貝殻は、以下のとおりである。

シラナミ類：出土総数2290に対して342（171組)、合弁率17)１５％

ヒメジャコ：出土総数1091に対して8６（43組)、合弁率13％

シャゴウ：出土総数198に対して4０（20組)、合弁率17％

１個
５
０
５
０
５
０

く
２
２
１
１
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図117合弁シヤコガイの距離
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シラナミ類の合弁率が予想したほど高く

ないことは、調査時から議論されてきた。

シヤコガイ類は他の二枚貝に比して貝殻が

厚く重たい。またシラナミとヒメジャコは、

有孔貝製品（漁網錘）に加工されることを

除けば、製品の素材として使用されること

はなく、特に価値をもつ貝殻ではない。低

い合弁率の背景に、人々が海岸で採取する

時、貝殻を開いて身を片方の貝殻に寄せそ

の貝殻のみ集落に持ち帰ったという可能性

はないだろうか。また黒住氏が指摘される

ように（本書第Ⅱ部)、貝錘として利用す

るために、鋭い起伏を摩滅させようとして

片方の貝殻を故意に浜辺に放棄したのかも

しれない。

図117は位置を確認できた114例の合弁例

について右殻・左殻間の距離の頻度を示し

たものである。この中の68％が距離40ｃｍ

以内で合弁し、８４％がlOOcm以内で合弁

している。中には6.8ｍ、13.6ｍ離れて合弁

したものもあるが、それ以外はすべて3.8ｍ

内で合弁している。これが合弁状態で持ち

込まれたシャコガイの、廃棄後の標準的あ

り方だとすれば、廃棄されたシャコガイは‐

区内のシャコガイはそうではない。シャコ

かつた可能性は高いのではないだろうか。
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０
０
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０
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鎌::ﾉ灘餓i$･が
－合弁シラナミ（342個）－出土シラナミ（1948個）
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一合弁ヒメジヤコ（86閥）－出土ヒメジヤコ（１００５個）

図118出土シャコガイと合弁シヤコガイの関係

廃棄されたシャコガイは一般に１ｍ以内で頻繁に合弁するはずである。しかし調査

はそうではない。シヤコガイ類が遺跡にもちこまれたとき、すでに合弁状態でな

図118は、合弁したシャコガイの大きさをシラナミ類とヒメジャコについて示したものである◎合

弁例は大きさの傾向にほぼ沿って分布していることから、合弁の貝殻に人為的な選択が働いていたと

みる必要はないだろう。

注

（１）サラサバテイなどのニシキウズ科、マガキガイ、シャコガイ科、オノノツノガイ・チョウセンサザエなどの貝類

にわけて出土位悩の記録をとった（第４章第３節参照)。

（２）シャコガイの固体数は、年次報告書では貝種ごとの左殻・右殻をくらべその多い方の数値から合弁組数を引いた

値としたが、遺跡における合弁率の低さを考慮し、ここでは左殻と右殻を足した数から合弁組数を引いた数値を

シャコガイの個体数とした。

（３）現在も食用にし、かつ貝殻に採取や調理にかかわる痕跡を留めるもの。

（４）久保・黒住1995、pl97等による。

（５）シラナミは最近の研究で、オオシラナミとナガジヤコ（トガリシラナミ）に分けられているが、ここでは区別せ

ずにシラナミとした。また再度の分類は、学部3年の森拓馬、同２年の山元瞭平、木下が行った。ただ表32には、年
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次報告醤に掲赦したものを再録している。

（６）合計数が表１より150個余り少なくなっているのは、混在していた「水磨をうけた貝殻」を除外したことによる。

（７）合弁殻数を出土総数で割った値を合弁率とした。

文献

黒住耐二１９８７「第６節３遺跡出土貝類の生息場所類型化の試み」「石川市古我地原貝塚一沖細自動車道（石川～那覇

間）建設工事に伴う緊急発掘調査報告書(6)－」沖縄県文化財調査報告書第84集、ｐｐ,359～362、沖細県教育委員会。

久保弘文・黒住耐二1995『生態／検索図鑑沖縄の海の貝・陸の貝ｊ沖縄出版。

久保弘文・岩井憲司2007「同種として扱われていたシラナミ類２狐について（シラナミの漁業資源生物学的研究)」

pp205～210,『平成18年度沖純県水産海洋研究センター事業報告瞥」
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第１部

第５章土器および遺跡土壌の分析

１．土器および遺跡土壊のプラント・オパール分析

1.1．材料と方法

11.1．分析試料

①遺跡土壌

遺跡土壌の採取は、2000年８月４日に行った。採取地点は、北３西ｌグリッドおよび北２東１グ

リッドの２地点である。図119,図120に、それぞれの地点での採取位置を示す。土壌の採取は、

5OCC採土円筒を用いて行った。採取した土壌試料は、図１，図２に示すとおり、北３西ｌグリッド

が９試料、北２東ｌグリッドが６試料の合計15試料である。

②土器 表４８分析に用いた土器

土器については、木下尚子教授サンプルｎｏ、層序出土地点遺物番号
に選定して い た だ い た ５ 点 を 用 い ｌⅣ下層北2西lGrナヒ200020083

た（表ｌ）。２Ⅳ下層北3 西lGrナヒ200030135
３Ⅳ下層北2束lＧｒナヒ200050123

４Ｖ層上面北l西lＧｒナヒ9910402

1.1.2．試料の分析 ５Ⅶ層 北 Ｔ ｒ Ｎ ｌ 杭 ～ Ｎ ２ 杭 間 ナ ヒ 9 ８ ４ ３ ６

①遺跡土壌の分析（プラント・

オパール定量分析法）

プラント・オパール定量分析法は、風乾分析土壌ｌｇ当たりに含まれる各種イネ科植物由来のプラ

ント・オパールを定量する方法である。

定量法には、ガラスビーズ法を用いる。ガラスビーズ法では、風乾分析土壌ｌｇ当たりに約30万個

のガラスビーズを混入する。混入するガラスビーズは、直径が分析の対象となるプラント・オパール

と同じ30～40ミクロンであり、組成も同じガラスである。そのため、ガラスビーズは、分析試料の調

整作業にともなう物理的・化学的影響をプラント・オパールと同じように受けると考えることができ

る。したがって、土壌中のガラスビーズとプラント・オパールの数の比は、調整前と調整後で変化し

ないという仮定が成り立つ。

この仮定から、顕微鏡観察によって計数されたプラント・オパールとガラスビーズの出現比から、

風乾土壌１９に含まれる各種イネ科植物由来のプラント・オパールの量を算定することが可能である。

土壌にガラスビーズを混入した後は、水と水ガラスを加え、超音波（250Ｗ，３８KHZ）を20分程度、

照射する。水ガラスを混入するのは粒子を分散させ、超音波処理の効果を高めるためである。また、

超音波を照射することにより、プラント・オパールに付着した粘土粒子を除去することができる。超

音波を照射した後、ストークス沈底法により、１０ミクロン以下の粒子を除去する。その後、試料を乾

燥し、定量分析用試料とする。

プラント・オパールの給源植物の同定（検出されたプラント・オパールがどの植物に由来するもの

かを決定する）は、光学顕微鏡を用い、１００倍～400倍に拡大したプラント・オパールの大きさ、形状、

裏面の模様などを総合して行う。

今回、同定と定量を行ったイネ科植物は、イネ（Ｏ】yzasatjuaL.)、ヨシ（Ph7agmjtes

comm皿ｉｓ)、タケ（Ｂａｍ６皿saceae)、ススキ（ＭＩＳＣα"t”ssj凡e凡sjs)、キビ族（Ptmjceae）である。

－１８６－
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②土器の分析（プラント・オパール土器胎土分析法）

土器は出土遺物の中でも、最も保存・整理が進んでいるものであり、基本的には調査の行われたほ

とんどの遺跡について出土土器が保存されていると考えられる。また、土器には、地域間の年代格差

などの問題があるが、その分布と時代の前後関係が比較的よく整理されており、広範囲なフィールド

を対象とした調査では重要な試料となる。

プラント・オパールはその組成が珪酸であることから、ガラスとほぼ同じ耐熱性を有しており、

800℃以下の温度であれば、溶融することなく原形を保っている。

この特性を利用し、焼成温度が800℃以下の土器からプラント・オパールを抽出し、その給源植物

を同定することが可能である。この方法はプラント・オパール土器胎土分析法と呼ばれる。

イネプラント・オパールはイネの葉身中の細胞に由来するものである。したがって、土器にイネプ

表４９プラント・オパール定量分析結果（北３西１グリッド）
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表５０プラント・オパール定量分析結果（北２東１グリッド）
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ラント・オパールが含まれていた場合、以下の２点がその理由として想定される。

。少なくともその土器が製作される以前にイネが存在していた。

・その土器が製作・使用されていた地域内で稲作が営まれていた。

と考えられる。

土器胎土分析では、図121に示したとおり、各土器の一部を分析に用いる。これは、分析結果に

よっては、再分析による検証を可能とするためである。

分析試料の作成は、まず、後代の土壌による土器の汚染を防ぐため、土器の表面を完全に除去する。

さらに、低圧状態で吸水させ、土器を土壌の状態に戻す。土壌に戻した後は、前述の定量分析と同様

に調整し、分析試料とする。

なお、同定と定量を行ったイネ科植物は、定量分析と同じである。

1.2．分析結果

1.2.1．土壌の定量分析の結果

表49、表50および図123,図124に各グリッドから採取した土壌の定量分析の結果を示す。

表、図に示したとおり、いずれの層からもイネのプラント・オパールは検出されていない。また、

プラント・オパールが検出されるのはⅣ層までであり、それ以下の層では、不明なものを含めてもプ

ラント・オパールをほとんど検出できなかった。

各グリッドの分析結果を比較すると、プラント・オパールの給源植物に限れば、北２束ｌグリッド

は、北３西ｌグリッドに比べ、有機物の堆積が少ないことがわかる。
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表５２土器（サンプル２）から検出されたプラント・オパール密度

検出されたプラント・オパー

ルをみるとススキとタケがほ

とんどであり、その他、キビ族

が認められる程度である（図

４)。また、検出密度も低い。

しかし、当該遺跡の立地を考

慮すると、土壌の浸食・流出の

影響が考えられ、実際には、検

出密度から算定されるよりも

多くの給源植物が存在した可

能'性が高い。

以上、定量分析の結果から見

る限りにおいては、ススキとタ

ケが混在する沿岸部の環境が

推定される。

表５１プラント・オパールを含む土器胎土分析の結果

イネ

(0.sα"Uα）

サンプル番

号

イネ

(0.satjuα）

タケ亜科

(Ｂａｍ６.）

キビ族

(Ｒｍｊ.）

ススキ

(ＭＩＳＣα凪）

ヨシ

(Pﾉbmg.）

ススキ

(ＭＩＳＣα凡.）

１
２
３
４
５

○ ○ ○

０

○：検出、－：未検出

第５章

０ 3,645

タケ亜科

(Ｂａｍ６.）

キビ族

(Ｐｔｍｊ.）

14,094

ヨシ

(Phmg.）

486

1.2.2．土器胎土分析の結果

表51は、各土器のプラント・オパールの検出状況を示したものである。サンプル番号２の土器を除

き、他の土器からは、同定できないものを含めても、プラント・オパール自体ほとんど検出されな

かった。

また、イネのプラント・オパールは、いずれの土器からも検出されていない。

表52は、サンプル番号２の土器から検出されたプラント・オパールの密度を計算したものである。

これをみると、遺跡土壌よりも高い密度でススキが検出されている。しかし、この値では、ススキの

葉身などが混入した可能性は低く、この土器は、ススキやタケなどの有機物が堆積した土壌を材料と

して製作された可能性が高いと判断される。

(単位：個／ｇ）

※仮比重を1.00とし、土器胎土１９に含まれるプラント・オパールの数

－１８９－

1.3．考察

①稲作の可能性について

遺跡土壌、土器、いずれの試料からもイネのプラント・オパールは検出されなかった。したがって、

今回の結果からは、当該遺跡周辺および伊江島での稲作の存在を確認することはできない。

今後さらに、遺跡土壌や土器の分析を行い、検証を進める必要があろう。

②プラント・オパール分析試料として見た遺跡土壌や土器の特徴

遺跡土壌については、伊江島の地質学的な特徴である琉球石灰岩の影響があるためか、風化の進ん

だプラント・オパールが比較的多く認められたが、同定に大きな影響はなかった。しかし、珪酸の蓄

積が薄いプラント・オパールについては、風化による消失の可能性を視野に入れておく必要がある。

土器についてみると、プラント・オパールが相当量検出されるものとほとんど検出されないものが

あり、土器の材料となる土壌が異なっている可能性が考えられた。

特に、今回、プラント・オパールが遺跡土壌以上に検出されたサンプル番号２の土器と他の土器と

の違いが明らかになれば、土器胎土分析を効率的に進める上で、大きな手がかりになる可能性があり、

考古学的な検討をお願いしたい。



一二■負0､貢罰全損母

９５

１０２８（Ⅷ層）■

(北３西１グリッド）

本報告は、文部省科学研究費基盤研究Ｂ（２）「縄文時代における稲作伝播ルートに関する実証的

研究」（2000年～2003年）の成果の一部である。（宇田洋徹朗．藤原宏志）

本報告は第３次報侍･件に掲赦されたものを、術集上必要な箇所について一部変更し、著蒋による一部文言

の修正を経て再録したものである。報告された釈実についての変更はない。 (木下尚子）

－１９０－

と

宮

〈

ず

一

一

刃
一
一
堅

一
垂
零

一
戸
』
｛
》

図120分析土壌の採取位置（北２東１グリッド）

ﾛ

丘、

１

(１１瀞）

｜
■
■

3５

４３

hh、

２（Ⅱ層）■

8０

Ｐ
一
一
画
』

４上
(Ⅳ隅上部）

蕊蕊蕊蕊謹栂
Ｒ

6５再 一 ■ 血

４下(Ⅳ層下部)■

４下
(Ⅳ層下部）

■

鴬

_:蕊
一銭､準

０

7８

■毎

７
種
－
８

■

７（Ⅶ層）
■

１（Ｉ層）■

マー‐Ｐや.｡~評

，.‐ＬＬ●

第１部

７（Ⅶ層）画

'２

6６

図１１９分析土壌の採取位置

咽Ｆ~いり'ロ ■Ｐ■叙.■Ｍ

１瞳』鶴

＝＝

ロ白

３ （Ⅲ層）■

４上(Ⅳ層上部)■

：’３

２（Ⅱ層）■

出■

》
軸

唖
》

3２



F、画，
と'一‘;鶏

分
析
試
料
片

サンプル１

ｰ

く･
ｰ |、

‘北2西lGrlV展下部出土

遺物番号
ﾅﾋ200020083

、

《

割

理州１１;ｒＩＶＦｌＷＭ
タケ（βα"I伽”““）

図121分析を行った土器（右：切断前左：切断後）

分析試料片
サンプル２

'刺岬濫ｻﾝか,i画

』蝿王子痘里為＝至塗.

一

キビ族（/，α"ｊ““）キビ族（/》α"i““）
北3西lGrlV屑下部出土

遺物番号
ﾅﾋ200030135

一一一

回

WFツー

分析試料片

“
一

一
一

一

■■｡

i棚、o推珊1サンブF１

北３側Ｍ８ｒｗ鰯j川ｔ 雄３州１《ＢｒＩＶＩｓ獅川卜

ススキ（A伽“"/ﾙ"Ｗ“ﾉ耐な）ススキ（Ｍぷ“"/ﾙＭＷ)犯"ぶな）

図122検出されたプラント・オパール

北'時Ｎ１腕～肘剖ｊＷｌＩ

Ⅵ糊川l：燕現碓の砺附
ゴ■““ご■」壷Ｊ苗も

.』ⅧIlwi:ｻﾝブﾙ回
にTrN1脳～池!“

Ｗ肘1M11t緊刷征のｍｊｊ ■

分析試料片
サンプル３

北TiFN1杭～Ｎ２杭間
Ⅳ層出土※現在のⅦ屑
遺物番号
ﾅﾋ9８４３６

･剃砿I?先01畠サンプノ！

北2東1ＧｒⅣ厨下部出±

遺物番号
ﾅﾋ200050123

■

ｐ

肱１四１(ｉｒＷＩ(l2WmllII：
ｈｄＭＭｈ６８２ＩｈＰ１

'i:Ⅲ祁先'kサンプル回
北ｌ洲１(;ｒＶ剛(上、川上

タケ（β""6"s““e）

、

雷
印
・
言

●

サンプル５ 分析試料片

α卸Ⅱ洲先０１:サンプル

北I西ｌＧｒＶ層上面出土
遺物番号
ﾅﾋ9910402 、

ノ 霞霞
サンプル４

"聯



第１部

DdpIII(c､）

０－.

'霊
Site

-ESrimationofpjampmducIswithpﾉantopaI”a1ysis‐

SbiMWv9芯 ｌ/１０【１．cｍ

侭 ⑰』ユ0０２４.‘屑Ｉ

wlllllllllllllllllllliillllllll
鐘

↓】Ⅲ

s８ＩＶ－ｕ－ｌ

紐IV-uつ２

戒Ⅳ。ｄ塁

Ⅷ･１

砥Ⅶ２

掴

ｎＱｓ"ｖａ雨Riceg畠Bamb．ⅢMiScan□Qsmiiva園Riceg言B‘m６．ⅢMiScam

nagaIx山amE(OkinawaH嘘）

SampIingbIock ｎ３ｗｌＧｒ Samp血gdklte 2000.08.0･＃ Ana1yzedatMm4Z4KIUhiv．

図123プラント・オパール定量分析結果（北３西１グリッド）

D叩"】(c､）

SfZe

一Estimationofpj”tproducrswithpIamQpaIana1ys灼一

SoiIjj3ye芯 ｌ/10,.cｍ
１ ｺ『､8.2００２４必且1

'''１

llllllllllllllllllllllllllllllllllllllliilil而lilillmlliillillll
1２１

Ⅲ

“ＩＶ－ｕ

Ⅳつ。
#0

Ⅶ

画'０s"Ⅷ園Riceg言ＢａｍｈⅢＭｉＢｃａｎ画'０s"Ⅷ園Riceg言ＢａｍｈⅢMiBca風

”gamhamE(OkmawnPI“）

Sampﾉingbjock n2cjGr Samp伽ｇｄａｒｅ 2000.08.04 A”IyzedatMIY目AZAKIUniv．

図124プラント・オパール定量分析結果（北２東１グリッド）

－１９２－



第５章

２．土器の岩石学的分析

ナガラ原東貝塚の土器について、胎土分析を行うにいたった経緯を述べ、分析結果を報告する。

２．１．土器胎土にかんするいくつかの疑問

①砂質と泥質

ナガラ原東貝塚の土器は、胎土を肉眼で観察すると、胎土内に白色や褐色の粒子を多く含むキメの

粗いものと、これらのほとんどみられないキメの細かいものの二つを区別することができる。仮に前

者を砂質、後者を泥質とよぶと、泥質はさらに、混入する粒子がまったくみられないものと、わずか

にみられるものの２種類がある。これらを以下のように整理した。

砂質：胎土に白粒がめだち、その他赤褐色の粒子も多い。なかにはキラキラと光る微小粒を含む

ものもある。

泥質：Ｉ：砂質と同様の粒子をわずかに含む。

Ⅱ：混和材は認められない。

胎土の砂質と泥質Ⅱは、多くの場合明確に区別できるものの、泥質Ｉはその中間的様相であること

から、分類に迷うことがある。また泥質は壷の口縁部や底部に対応することがある一方で、壷の器形

の胎土には砂質のものも多い。砂質と泥質の違いは、岩石学的にどのように説明されるのだろうか。

②混和材

ナガラ原東貝塚の土器には、光沢ある鉱物を胎土に含むものがときどきみられる。このほかに多く

の黒色鉱物を含むものも１点みられた。土器は胴部の小破片であるためその形状から情報を得ること

が難しい。これらについて胎土の岩石学的分析から何らかの文化的な‘情報を得ることはできないだろ

うか。

③土器の産地

ナガラ原東貝塚で使われている土器が伊江島で焼かれたものであるかどうかは、発掘調査を始めた

ときからの疑問であった。伊江島は隆起サンゴ礁の島で、その土壌は単調であると予想される。共同

研究者の一人である岸本義彦氏から伊江島の複数箇所の土のサンプルを提供いただいたので、土器胎

土と土壌を岩石学的に比較することでこの問題に対する解決の糸口がみつからないだろうか。

④Ｖ／Ⅶの土器

Ｖ／Ⅶ層は、土と砂の混在する厚さ１５～40ｃｍの層で、この地に砂丘が形成され始めた約3500年前

からＶ層の形成直前（1500年前）までの間、約2000年間に形成されたとみられる。発掘調査において、

この層に生活面を確認することはできなかったが、全体にわたって散発的に土器片が出土した。これ

らの土器は胎土や焼成の状況から、貝塚時代前期土器に近いもの（Ａ類）と、貝塚時代後期土器に

近いもの（B）に分けられた。両者の出土レベルはほとんど同じだが、Ａ類はＢ類より低いレベルま

で存在した傾向が認められる（2012年報告書、ｐ22第８図参照)。Ａ類とＢ類の区別の妥当性につい

て土器胎土の岩石学的分析で確かめられないだろうか。

以上の疑問を解決するために、鹿児島国際大学の鐘ケ江賢二氏に土器の岩石学的分析を依頼した。

分析に用いた資料は、Ⅲ層．Ⅳ層．Ｖ層．Ｖ／Ⅶ層から得られた土器片24片である。これらは木下と

学生が肉眼観察で選んだ土器に鐘ケ江氏が出土土器を実見して選んだものからなる（表53)。

（木下尚子）

2.2．分析方法

土器片の分析には鹿児島国際大学の偏光顕微鏡を用いた。分析試料は、土器片の上下断面に沿って

－１９３－



第１部

表５３分析に用いた土器

北ｌ東ｌ

北１東ｌ

北１束ｌ

北ｌ東ｌ

北ｌ東ｌ

北ｌ東１

調査年取り上げ番号土器部位出土グリッド・区出土層Ｎｏ．胎土の特徴

区
区
区
区
区
区

Ⅳ
Ⅱ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅳ
Ⅱ

Ａ類（貝塚時代前期的）

Ａ類

Ａ類

Ａ類

Ｂ類（貝塚時代後期的）

Ｂ類

光る鉱物多くはいる

部
部
部
部
部
部
部

同
同
同
同
同
同
同

Ｉ
１
１
１
１
１
１

北ｌ西ｌ

北ｌ西ｌ

北ｌ西ｌ

北ｌ西ｌ

北ｌ西ｌ

北ｌ西ｌ

北ｌ西１

Ⅳ区

Ⅲ区

Ⅲ区不明

Ⅲ区

Ⅳ区

Ⅳ区

Ⅲ区

'449

89

609

1210

1058

1031

436

１
２
３
４
５
６
７

層Ⅶ／Ｖ 2010

2010

2010

2010

2010

2010

2010

Ⅳ層

泥質Ｉ肌色を呈し異質な感じ胴部

泥 質 Ｉ 胴部

泥 質 Ⅱ 胴部

砂質胴部

砂質砂粒とくに多くはいる胴部

砂 質胴部

砂質光る鉱物あり＊口縁部

砂質光る鉱物あり口縁部

北１西１

北ｌ西ｌ

北ｌ西ｌ

北ｌ西ｌ

北ｌ西ｌ

北ｌ西ｌ

北１西ｌ

北１西１

区
区
区
区
区
区
区
区

Ⅲ
Ｉ
Ⅳ
Ⅳ
Ⅳ
Ⅳ
Ⅲ
Ⅲ

９
０
９
０
０
０
９
９

㈹
皿
帥
皿
皿
皿
㈹
㈹

２
２
２
２
２
２
２
２

'563

1449

1626

712

Ｖ層 ８
９
皿
ｕ
吃
凪
Ｍ
喝

皿
顕
函

１
１
１
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胴部

胴部

胴部

胴部

胴部

胴部

胴部

胴部

胴部

泥質Ｉ

砂質

砂質

泥質Ｉ

砂質光る鉱物あり

砂質

砂質

砂質

砂質

噸
咽
噸
噸
噸
唖

２
２
２
２
２
２

1211

435

1094

1297

1707

167

Ⅲ層

６
７
８
９
０
１

１
１
１
１
２
２

９
９
９

㈹
㈹
㈹

２
２
２

北１束ｌ

北ｌ東ｌ

北ｌ東１

ⅢまたはⅣ区

Ⅲ区

Ⅲ区

1056

253

２
３
４

２
２
２

光る鉱物はいる

切断し、表面を研磨した後、スライドグラスに接着させ研磨し0.03ｍｍの厚さの薄片を作成した後に、

偏光顕微鏡下で観察を行った。接眼レンズに0.1ｍｍ単位のメッシュを設定し、１００倍下で計測可能な

主要な鉱物をポイント・カウンテイング法によって合計200点に達するまで計測し、鉱物組成をグラ

フに示した。なお、褐鉄鉱類は基質に含まれることがあるが、計測が難しい状態のものが多いため本

論では計測から外している。

また、胎土の肉眼観察では「砂質」「泥質」と分類がなされている。この分類は土器に含まれる粒

子の大きさや密度等に起因すると考えられるが、本論では「砂質」「泥質」と分類された土器片の一

部に対し粒子の長径を計測することで、その要因をさぐることにする。

*2012年報告第13図16のⅣ層出土土器の胎土に似る

2.3．分析結果

2.3.1．岩石・鉱物組成

偏光顕微鏡で観察すると、ナガラ原東貝塚出土土器の胎土の鉱物・岩石の組成は一様でなく、個体

間の胎土組成の変異が大きい。したがって、考古学的な状況に対応する胎土のグルーピングを抽出す

ることは困難であるが、およそ表54のように分類されると考える。

分析の対象とした試料の鉱物組成は図125のとおりである。土器胎土中には、石英や長石類（Ａ類）

とともに、輝石をはじめとする有色鉱物が比較的多く確認されるものがあり（ｃ類)、また変成岩に

由来する粒子も多く確認される（Ｄ類)。さらに、石灰岩に由来する生物遺骸破片（A2類）や凝灰岩

と推測される粒子も認められる（Ｂ類)。なお、構造的に凝灰岩と類似するが、斑晶に細かく破砕さ
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れた鉱物片を含み、基質はガラス質ではなく微細な粘土鉱物で術成される破片がある。この破片に関

して、瀬底島のアンチの上貝塚出土土器の分析を行った際にも同様な粒子が認められており、拙稿で

一部触れたことがある（鐘ケ江・新城2005)。拙稲では、緑色岩に山来する可能性を論じたが、凝灰

岩などの岩石片の可能性、あるいはいわゆる「シャモット」とされるような、人為的に鉱物等を粘土

に混和し焼成した混和材の可能性もあると考える。本論ではこの粒子を暫定的に「赤褐色粒子」とし

て提示したが、人為的なものかどうかを断定するには至っておらず、今後さらに追究すべき課題であ

る｡

次に、それぞれの分析試料の顕微鏡下で把握された特徴を以下記したい。No.１～７は北１西ｌグ

リッドⅣ区あるいはⅢ区のもので、層,位としては北ｌ西１グリッドＶ／Ⅶ層出土のものである。

No.ｌ～４は肉眼観察で貝塚時代前期的特徴をもつと判断されている。

No.１は変成岩とみられる岩石片を多く含み、石英や長石類もみられる。有色鉱物は比較的少なく、

輝石類が少迅確認される。ＮＯ２は北ｌ西１グリッドⅢ区から出土したもので、荊英や長石類ととも

に、黒雲母や白雲母も認められ、変成岩とみられる岩石片や輝石類、角閃石も少鼓確認される。

No.３は北１西１グリッド出土のものである。石英や長石類とともに変成岩片が多く、黒雲母や輝石

も少量含まれる。No.４は、北ｌ西１グリッドⅢ区出土土器である。石英や長石が主体で、生物遺骸

片あるいは石灰岩が多く含まれる。これらは意図的な混和と思われる。黒雲母も少最含む。

No.５～６は肉眼観察で貝塚時代後期的な特徴を示すと推測されたものである。No.５は北lilJl

グリッドⅣ区出土で石英や長石類とともに変成岩、凝灰岩とみられる粒子、赤褐色粒子が確認される。

石灰岩もわずかに含まれる。No.６は、北１西１グリッドⅣ区出土である。斜長石が目立ち、火山ガ

【1】
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図125土器の鉱物組成（括弧内番号は表１に対.応）
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表５４土器胎土の岩石学的分類

分類特徴的な粒子説明 対応する試料番号

Ａ石英や長石類

Ｂ凝灰岩

Ｃ輝石

Ｄ変成岩

Ａ１石英や長石類が中心で、変成岩も多く、有色鉱物はそれほど目立1.2.3・

たない

Ａ２有色鉱物がほとんど含まれず生物遺骸片・石灰岩が混和される４

B１凝灰岩が多く含まれる17.20．

Ｂ２凝灰岩とともに赤褐色の破片（凝灰岩あるいはシャモット）を多5.9.12.13.21.24.

<含む

B３火山ガラスを 内 包 し た 凝 灰 岩 が 多 量 に 確 認 さ れ る ６

Ｃｌ輝石類を中心とする有色鉱物が多く含まれる

Ｃ２１と類似するが、生物遺骸片．石灰岩が混和されるもの

C３斜長石、輝石と磁鉄鉱が中心の鉱物組成で、一部かんらん石も確

認される

変成岩粒子が卓越して多く含まれ、黒雲母や白雲母も目立つ

10.18.22.23.

19.16.

14.15.

１１

Ｅ火山ガラス基質に細かな火山ガラスを多量に含む ７

Ｆ斜長石、輝石、

火山ガラス

斜長石や輝石、火山ガラスが中心の鉱物組成で、鹿児島県本土をはじ８

めとする火山噴出物に直接影響を受けた土器胎土に類似すると考えら

れる

ラスを内包した凝灰岩片が多く確認される。輝石類や変成岩も認められる。No.７は、北１西１グ

リッドⅢ区出土で、肉眼観察で光沢をもつ鉱物が目立つものであるが、偏光顕微鏡下では基質に多量

の火山ガラスが確認される。火山ガラスはＹ字状を呈するものがあり、本来はバブル型を呈するガ

ラスが、風化してバブル間の継ぎ目の厚い部分が残存したことを示すと推測される（町田・新井

1992)。その他の有色鉱物として、輝石や黒雲母が確認できる。

No.８～15は、北ｌ西ｌグリッドⅡ区．Ⅲ区．Ⅳ区のＶ層から検出されたものである。No.８は北ｌ

西ｌグリッドⅢ区出土で、肉眼観察で異質胎土と判断されたものである。顕微鏡下では斜長石とバブ

ル型の火山ガラス、輝石類を多く含むことが確認される。他の個体で頻出する変成岩、赤褐色粒子な

どは確認できない。火山噴出物に直接的に由来する胎土と推測され、鹿児島県をはじめとする火山噴

出物が広く堆積する地域の土器胎土に類似することから、奄美以北の地域からの搬入品の可能性があ

る。No.９は、北ｌ西１グリッドＩ区出土で、斜長石が目立ち輝石類が認められ凝灰岩、赤褐色粒子

が多くみられる。No.１０は、北ｌ西ｌグリッドⅣ区出土のものである。斜長石が目立ち、輝石類が確

認されるとともに、角閃石や凝灰岩、赤褐色の粒子を含む。空隙が目立ち、元来植物等が含まれてい

た可能性もある。No.１１は、北１西１グリッドⅣ区出土で、肉眼観察で砂質と判断される。変成岩が

多量に含まれていることが特徴的で、白雲母が多く含まれている。この変成岩は、元来花両岩類に由

来する可能性がある。凝灰岩も認められる。No.12は北ｌ西１グリッドⅣ区出土で斜長石が目立ち、

凝灰岩や赤褐色粒子が多く確認される。輝石類や角閃石、生物遺骸片・石灰岩もみとめられる。

No.１３は、北ｌ西ｌグリッドⅣ区出土で斜長石が比較的多く角閃石や輝石類を少量含む。凝灰岩が多

く確認され、赤褐色粒子も認められる。No.14と15は北ｌ西１グリッドⅢ区出土で、斜長石が目立ち

輝石類が多く含まれ、磁鉄鉱も多く確認される。白雲母や角閃石、かんらん石、変成岩、赤褐色粒子

も少量認められる。表面は肉眼で光沢のある粒子がみられるが、輝石類と推測される。なおNo.15に

は安山岩様の岩石片が認められるが、遺跡周辺の地質から勘案すれば安山岩斑岩かもしれない。この

No.１４とNo.１５は鉱物組成が類似しており同一個体の破片の可能性が高い。

No.16～21は北ｌ東ｌグリッドⅡ。Ⅲ．Ⅳ区出土で、層位としてはⅣ層に相当する。No.16は、北ｌ

東ｌグリッドⅣ区出土で、肉眼観察で泥質と分類される。生物遺骸や石灰岩、斜方輝石の粒子を多く

－１９６－
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含み、角閃石や変成岩、凝灰岩も認められる。ＮＱｌ７は北１束ｌグリッドⅡ区出土で、顕微鏡下では

石英や長石類とともに凝灰岩が多量に含まれる。有色鉱物として輝石類をやや多く含み、角閃石や大

粒の変成岩も認められる。No.１８は、北ｌ東ｌグリッドⅢ区出土である。長石類のうち斜長石が目立

つ。有色鉱物として斜方輝石や単斜輝石を多く含み、角閃石もやや多い。ガラス質の凝灰岩も少量含

む。No.19は、北１束ｌグリッドⅢ区出土で石英や長石類とともに石灰岩や生物遺骸片、輝石類を多

く含む。変成岩や赤褐色粒子も認められる。No.20は、北ｌ東ｌグリッドⅣ区出土のもので、肉眼観

察では砂質と分類される。凝灰岩が多くみられ、変成岩や赤褐色粒子も確認される。なお赤褐色粒子

の中には凝灰岩とみられる破片を含むものがあり、意図的なシャモットと評価できるかもしれない。

内部に炭化物が残存している。No21は、北１束１グリッドⅡ区出土のものである。斜長石がやや多

く輝石類も多い。大粒の変成岩粒子が確認でき赤褐色粒子も多くみられる。角閃石も少量確認される。

No.22～24は北１束ｌグリッドⅢ．Ⅳ区出土で、Ⅲ層から出土したものである。No.22は、肉眼観察

で泥質と判断されるものである。斜長石が目立ち、輝石類を多く含み、黒雲母が少量確認される。肉

眼で光沢のある粒子がみとめられるが、輝石類であろう。凝灰岩や変成岩も認められる。植物組織が

残存しており、混和材として混ぜられた可能性もある◎No.23は、肉眼観察で砂質と判断するもので

ある。石英や長石類とともに輝石類を多く含み、角閃石や凝灰岩も確認される。植物組織が一部残存

しており、植物を意図的に混ぜた可能性もある。No.24は石英や長石類とともに、赤褐色粒子を多く

含む。輝石類や生物遺骸片・石灰岩、凝灰岩も少量確認される。空隙が多く、元来植物などが混ぜら

れていたことを示すかもしれない。

土器片に加え、伊江島のナガラ原東貝塚北側台地から２か所、伊江島西南海岸の渡り地原遺跡北西

側台地からｌか所、および本部町の備瀬貝塚東方低台地２か所の土壌についても分析を行い、鉱物組

成の検討を行った。各地点から採取した土壌には、いずれも石英や長石類とともに、石灰岩や変成岩、

堆積岩とみられる岩石片が含まれる。遺跡が立地する伊江島は、大部分は琉球石灰岩からなり、一部

にチャートや石灰岩、粘板岩からなる伊江層とよばれる基盤岩が露出する地質環境である。伊江島の

土壌から採取された砂の組成は、地質環境と整合的である。一方ナガラ原東貝塚の胎土中で確認され

る角閃石や輝石類などの有色鉱物、凝灰岩類などは、採取した土壌からは確認できなかった。した

がって、これらの地点の周辺から材料が採取され、土器が製作されたとは考えにくい。

2.3.2.粒径頻度分析

土器の粒径の分析に関しては、器種の違いに着目したものや、混和材の識別を意図して多変量解析

と組み合わせたものなどがあり、それぞれ一定の成果を挙げている（河西1994；小林１９９４；谷口1999

ほか)。本論では、先学の成果を参照し、土器薄片をスキャナーで読み取った後、粒子の長径を一薄

片につき150～300点程度計測し、粒子の径に応じたヒストグラムを示した（図126.127)。なおグラ

フのＸ軸は谷口陽子の分析を参照しめ＝一log2d（ｄは粒径）として表しており、0.03ｍｍ以下の微

細な粒子は本論では計測していない。

粒径に関しては、ナガラ原東遺跡出土土器の薄片を観察する過程において凝灰岩や赤褐色粒子に大

粒のものが目立つ感触が得られたため、本論では特に凝灰岩や赤褐色粒子を「赤褐色粒子」とし、そ

れ以外のものは「白色灰色粒子」としてまとめ、凝灰岩や赤褐色粒子とそれ以外の粒子の違いに着目

することにした。

砂質と分類されるものは、No.１１，１２，１７，２０を分析した。No.11は赤褐色粒子とそれ以外の粒子

は類似したピークを示している。No.12は赤褐色粒子が一log2dが２以上３未満でピークがみられ－１

－１９７－
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以上０未満でも一定並含まれることから、ほかの粒子とは若干粒径の分布が異なるようである。

No.１７は一log』ｄが０以上１未満の赤褐色粒子、すなわち0.5ｍｍ～0.8ｍｍ程度の粒子が一定量含まれ

白色・灰色粒子と若干異なる分布を示す。No.20は赤褐色粒子が一log2dが１以上３未満でピークを示

し、ほかの粒子とは粒径の分布が異なるようである。ただし白色・灰色粒子にも大粒の粒子がみられ

る。

泥質と分類されたものは、No.１０と１６を分析した。No.１０は赤褐色粒子が目立たないため分別を行っ

ていないが、－１o＆ｄが２以上３未満でピークが認められる。No.16は石灰斜・生物遺骸も含めて分析

を行ったが、全体的に類似した傾向がみられるものの、赤褐色粒子は一log2dが２以上の細かな粒子

はみられない。禰灰岩・生物遺骸も粒佳がやや大きいピークを示している。ただし、これらの泥質胎

土のものと砂賀と分類されたものとの間には、明瞭な違いはみいだしづらい。

以上のように、「砂質」と「泥闘」については粒径のピークのみでは減然と区分しづらい部分もあ

る。ただし凝灰岩や赤褐色粒子の粒径の分布と、ほかの粒子の粒径の分布には違いもみられるため、

胎土中の大粒の凝灰岩や赤褐色粒子の存在が、砂質と泥質の認識の要因となっている可能性はあろう。

■■

2.3.2．考察

以上のように、ナガラ原束貝塚出土土器の胎土は一様ではなく、複雑な様柑が希取される。ナガラ

原東貝塚出土の土器は、上述したように現時点では'伊江島で採取された材料を附いて製作されたとは

考えにくいことから、ナガラ原東貝塚に伊江島外からの土器あるいは土器材料が持ち込まれた可能性
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図１２６土器の粒径分布
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が高いが、その流入のありかたも複雑で多元的であったことをうかがわせる。

胎土の時期的変化をみると、貝塚時代前期に相当するとみられる土器とそれ以外の胎土との間には、

斜長石や有色鉱物の多寡、凝灰岩の含有量などで若干違いがみられる。これは島外に複数の材料採取

地が存在するとともに、それが時期的に移動した可能性も示唆する。土器あるいは材料の島外からの

移動を追究するためには、材料の採取地を特定する必要があるが、現時点では材料採取の空間範囲を

正確に絞り込むには至っていない。ただし、岩石・鉱物組成と地質状況をもとにその可能性のある範

囲を検討してみたい。

ナガラ原東貝塚出土土器は、個々の変異が大きいが石英や長石類とともに、新鮮な有色鉱物を多く

含み、土器の材料採取地は安山岩や凝灰岩など火成岩が分布する地点であったことが推測される。ま

た変成岩的な特徴をもつ粒子が多く、変成作用も影響を与えうる地質環境下にあった可能性も想起さ

れる。

遺跡周辺では、このような条件にあてはまる可能性のある地質環境として、貫入岩体が挙げられる。

本部半島および沖縄島の中部・北部には石英斑岩やトーナル岩、安山岩斑岩、紫蘇輝石安山岩が分布

している。これらは中新世中期に貫入したものと考えられ、熱変成によりホルンフェルスなどが生成

される地点も報告されている（木崎編1985)。これらの貫入岩体には角閃石や輝石類も含まれ、土器

胎土の鉱物組成と整合的である。

なお、輝石類をはじめとする有色鉱物を含む胎土は、時期は異なるが瀬底島のアンチの上貝塚出土

土器の組成ともある程度共通‘性をもつため（鐘ケ江・新城2005)、共通した材料採取地が存在したの

かもしれない。ただしアンチの上貝塚出土土器の分析の際には、土器胎土との関連‘性において緑色岩

や脈岩（斑岩）の存在に言及したが、ナガラ原東貝塚では凝灰岩粒子が比較的多く認められ、差異も

看取される。

凝灰岩に関しては、山崎真治氏のご教示によると、沖縄島南部に分布する第三系の島尻層群には、

新里層や与那原層に凝灰岩が含まれており（佐藤・鈴木１９７７；神谷ほか1997)、角閃石や輝石などの

有色鉱物、火山ガラスが検出されている。沖縄島南部のグスク時代の土器には、それらの凝灰岩起源

の粒子が含まれるとのことである。ナガラ原東貝塚出土土器も、胎土中の凝灰岩や有色鉱物類が確認

でき、材料採取地と凝灰岩との関連も想起される。遺跡周辺では、本部半島の基部には、新第三系か

ら第四系に属すると推測される呉我牒層が分布するが、呉我喋層には凝灰岩層が含まれており、その

中からは火山豆石も検出されている（加藤1994)◎呉我喋層は島尻層群の新里層に近い層準として対

比されるものの、重鉱物組成としては違いもみられるようであるが、土器胎土に含まれる有色鉱物の

由来を考える上で、本部半島の呉我喋層中の凝灰岩は今後の追究に値するものであろう。

遠隔地からの土器の搬入については、とくに火山噴出物に由来する鉱物組成を示す土器の存在が注

目される。No.８は、斜長石と火山ガラス、輝石類を多く含む。これは鹿児島県本土の土器のうち火

山噴出物に由来する鉱物組成をもつものと共通点をもつ（清水2006；鐘ケ江2011.2012)。広域火山

灰が土壌に強い影響を与えた地域からの搬入品の可能性があるといえよう。火山ガラスは、No.８だ

けでなくNo.６と７にも確認されている。ただし、No.８はバブル型・粒状のガラスであるのに対し

て、No.６は微細なＹ字状・針状のガラス粒子が多量に含まれる特徴を持ち、またNo.７は凝灰岩粒

子中に微細な火山ガラスが内包される｡No.６と７の２点から確認される火山ガラスは､鹿児島県本土

の土器中で確認される火山ガラスとは形状が異なり、また沖縄島南部のグスク土器にみられるものと

も異なるようである(')｡今後沖縄､奄美などに堆積する火山噴出物について詳細に検討する必要がある。

本論では、胎土の組成や搬入品とみられる個体の抽出、離島地域の土器の多様性や、沖縄中部・東
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部の胎土が沖縄島の他地域の組成と異なる(2)ことなど、一定の成果を提示できた。しかし個々の土

器片の組成と材料採取地との対応など、検討課題も残された。また火山ガラスを含む胎土の土器につ

いては、島外からの搬入、あるいは沖縄島内に分布する凝灰岩に由来する可能性も含めて、各地の分

析データの蓄積を待ってあらためて評価する必要があり、今後も研究を重ねたい。

本論の執筆にあたっては、沖縄県立博物館・美術館専門員の山崎真治氏に多くの御教示をいただき、本論

に関連する文献も提供していただいた。末筆ながら厚く御礼申し上げたい。

注

（１）山崎真治氏ご教示。なお、No.７のようなガラス粒子を多量に含む胎土は、鹿児島県徳之島のトマチン遺跡出土

土器中で確認されている（鐘ケ江投稿中)。

（２）沖縄島の他地域および離島地域の胎土分析の成果（上田ほか2009；矢作ほか2011；山崎ほか2011）を参照された

い。
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No.１開放ニコル

石英や長石類、変成岩(ｍｅ)と思われる粒子が確認される

No.１直交ニコル

Ｎ Ｏ２開放ニコルNo . ２ 直 交 ニ コ ル

石英（qz）や長祈類、変成岩(ｍｅ)と恩われ為粒子が確認される

No.３開放ニコル

禰英や憂石類、変成瀞(ｍｅ)と思われる粒子が確認される

No.３直交ニコル

No.４開放ニコルNo.４直交ニコル

イi災や長石類、変成料とともに生物巡骸片(li)が認められゐ

図127-1ナガラ原東貝塚出ナ十器の偏光顕微鏡写真（スケール約1.0ｍｍ）

－２０１－
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雲距

N o.５開放ニコルNo.５直交ニコル

7i災や長石類、凝灰Ｗ･(Lu)と思われる粒ｆが確認される。蝋色粒．ｆは磁鉄鉱か

No.６開放ニコルNo.６直交ニコル

斜長石（pl）とともに大粒の火111ガラスを内包する凝灰岩（tu）が確認される

No.７開放ニコル

細かな火山ガラス粒･Ｉ･(vg)が多く碓認され患

‐6■

啓電垂

No.７直交ニコル

Ｎｏ．８開放ニコルNo.８直交二コル

斜憂石(Pl)、卸Xi(Pyr)、火山ガラス(vg)が確認される

図127-2ナガラ原東貝塚出土土器の偏光顕微鏡写真（スケール約1.0ｍｍ）
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ＮＱ９開放ニコルＮＱ ９ 直 交 ニ コ ル

空隙が多く、輝禰類（opx・ｐｙ１･)、ジルコン（Ｚｒ）も少量認められる

No.１０開放ニコル

空隙が多く輝石類(pyr)が確認され為

No.１１開放ニコル

大粒の変成岩粒･ｊｚ(ｍｅ)や白雲ｲﾘ:(ｍｕ)が確認できる

No.1２開放二コル

大粒の凝灰岩(tu)と思われる粒子や脈石（pyr）が確認される

No.１０直交二コル

No.１１直交ニコル

No.１２直交二コル

図127-3ナガラ原東貝塚出土土器の偏光顕微鏡写真（スケール約1.0ｍｍ）
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－２０４－

No . １ ３ 開 放 二 コ ルNo.１３直交二コル

凝灰岩(tu)や赤褐色粒子（re)、姉石類(pyr)が多く確認される

Ｆ
１

No.１６開放ニコルNo.１６直交ニコル

石灰岩あるいは生物遺骸片（li)、輝石類(pyr)が多く確認される

図127-4ナガラ原東貝塚出土土器の偏光顕微鏡写真（スケール約1.0ｍｍ）

No . １ ４ 開 放 ニ コ ルNo.１４直交二コル

斜長石とともに輝石（pyr）が多く認められる。無色粒は磁鉄鉱か

No.１５開放ニコルNo.１５直交ニコル

斜長石とともに輝石（pyr）が多く認められる。安IiI料様の岩石片（an）も確認される。無色粒は磁鉄鉱か



ＮＱ１７開放二コル

凝灰岩(tu)や単斜卸禰（pyr）が確認され愚

No.１８開放二コル

凝灰端(tu)や輝石類(pyr)が多く碓認される

No.1９開放ニコル

変成岩とみられる粒子(ｍｅ)や輝石(pyr)が確認され為

No.２０開放ニコル

No.1７直交ニコル

No.１８直交ニコル

No.１９直交ニコル

No.２０直交二コル

畠ツト？）か

篭写真（スケール約1.0ｍｍ）

凝灰岩とみられる粒子が確認できる。左下は赤褐色粒子（シヤモット？）

図127-5ナガラ原東貝塚出土士器の偏光顕微鏡写真

－２０５－
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No.２１開放二コル

大粒の変成岩(ｍｅ)と思われる粒子が陥認される

No.２１直交二コル

No. ２ ２ 開 放 ニ コ ルNo.２２直交ニコル

禰災や長石(pl)、卸禰類とともに、凝灰岩(tu)、赤褐色粒i･(re)が認められる

No.２３開放二コル

凝灰岩(tu)や輝石類(pyr)が多く確認される

No.２３直交ニコル

No.２４開放ニコルNo.２４直交二コル

空隙が多く、角〃Ｗｆ(ho)も少溌認められる

図127-6ナガラ原東貝塚出土土器の偏光顕微鏡写真（スケール約1.0ｍｍ）
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3．土器の腿痕分析

3.1．土器についた圧狼の検出

これまで熊本大学が実施した８次にわたる発掘調査で出土した全ての土器を観察し、圧痕の有無を

確認した。圧痕の検索と棚察にあたっては携帯顕微鏡フアーブル（倍率20倍）を用いた。圧痕調査で

確認した圧痕、および圧痕の可能性ある土器片は総数55点である。この中で確認時に種が判明したの

はコクゾウムシ１点のみである。

3.2．圧痕のモデリングと走査電子顕微鏡による写真搬影

圧痕のモデリングと走査電子顕微鏡による観察と写真撮影は福岡市埋蔵文化財センターにおいてセ

ンター職員の協力を得て山崎が行った。以下、代表的なＳＥＭ写真を示す。

図128の４点のＳＥＭ写真は植物と考えられる圧痕である。下段の２枚の写真は同一の圧痕の拡大

である。上段左は長い三角錐をしているが、薄い葉状のものが巻き込んでいるように見えるので、種

子でない可能性が強い。右は球状をなし、一見種子状を呈しているが、種子であるか不明。下段は葉

状のものが重なり合った状態である。葉脈はlMl瞭、先端と考えられる部分がある。それらの要素を加

味するとかなり細長い葉を考えることができる。

図129上段左のＳＥＭ写真はコクゾウムシである。頭部の先端と吻の部分を欠失しているが、これ

はレプリカの欠描によるもので、圧痕は完全な姿を保っている。圧痕の保存状態は極めて良好である。

６本の足の痕跡、点刻列も明瞭に残っている。図１０の残りの３点はすべて巻貝類で、上段右、底而の

写真で膳孔が開いている。平巻の種と思われ、サイズから幼貝である可能性が高い。これらからイ

メージされるのは陸産只類のコハクガイ類？や海産種のハブタエシタダミ等のニシキウズ科の貝種が

考えられる。下段左、側而写真、殻径２ｍｍでかなり巻いていて、殻表に明瞭な螺肋が存在し、海産
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図１２９ナガラ原東貝塚出土土器の圧痕のＳＥＭ写真Ⅱ

貝類なのは確実である。このサイズで成貝となり、写真のような殻形

態をもつ職はないと思われ、確爽に幼典である。イメージされるのは、

タマキビ科やオニノツノガイ科である。下段右、側面写真、殻表は平

滑で、螺層数が少ない点が特徴と考えられる。リソツポ上科の可能性

があり、このサイズで成只の可能性もある。詳細は不明であるが、海

藻上に生息する種と考えている。

図130に、他より極めて大きい巻貝類の側面の顕微鏡写真を示した。

現存長約１ｃｍ・海産のリュウキュウウミニナと考えられる。

3.3．若干のまとめ
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ナガラ原東貝塚出土土器から検出した圧痕は植物遺体３点、昆虫１図130ナガラ原東貝塚出土

点､貝類4点の計８点であ患｡植物世体はすべて不明種である｡ただ圭幸叢りﾕｳｷﾕｳｳﾐ
し、レプリカを作成しなかった圧痕の中には明らかに堅果類（ドング

リ類）の果皮が含まれている。昆虫はコクゾウムシであり、ドングリ類との関係が想定できるが、類

例が少ないので今後の課迩としておく。本遺跡で特徴的なのは、微小典のAl畠痕が比較的多いことであ

る。貝種の同定は千葉県立中央博物館の黒住耐二氏のコメントをそのまま文章化したものである。氏

には同定のほかにも示唆に篇んだコメントをいただいているのでそれも含めて検討することにする。

今回土器圧痕で確認された微小貝は確実に２点が海産であるが、他もその可能性があり、基本的には

海産貝類からなる。また、本貝塚出土土器の胎土に砂粒が少ないことから、胎土に由来したものでな

く、３点は殻サイズ１～２ｍｍで小さく、風によって飛ばされてくる可能性も十分考えられる。貝類

圧痕の１点は残存部徒１ｃｍとやや大きいが、他の３点と異なり、胎土I:|Iに入り込んだものでなく、

－２０８－



第５章

土器の表面についた圧痕である。両者のあり方を考えれば、土器製作場所は比較的海岸部に近い可能

性もある。本貝塚の包含層からは図129に示したような微小海産貝類はほとんど確認できていないの

で、当然ではあるが、貝塚を中心とした場所で土器の製作は行われていないと考えられる。ナガラ原

東貝塚の集落で土器製作が行われたとすれば、土器製作地と集落が離れていた可能性があり、今後の

検討課題となろう。

本小稿を草するにあたり多くの方々、機関に御協力、御教示を頂いた。圧痕の検索においては熊本大学考古学研究

室の学生諸氏、レプリカ作成、走査型砥子顕微鏡の操作、観察においては福岡市埋蔵文化財センター、比佐陽一郎、

田上勇一郎、西潔千絵里氏、貝種の同定等に関しては黒住耐二氏の配胆を頂いた。記して感謝の意を表する。

(山崎純男）

－２０９－



第１部

第６章炭素14年代測定

１．測定試料

ナガラ原東貝塚の調査では、Ⅲ層．Ⅳ層．Ｖ層．Ｖ／Ⅶ層．Ⅶ層の各包含層において検出した木炭、

イネ、および貝殻の合計21点について炭素１４年代値（すべてＡＭＳによるもの）を求めた。このうち

の3点はイネで、測定の結果現代の農作業に伴う混入品であることがわかった（木下2003.2006、

佐々木ほか2006)。ここでは、これらを除く先史時代の18点の試料について、年代測定結果を整理す

る。

表55は測定実施年度の順に整理した炭素14年代測定結果の一覧であり、これを可視化したものが図

131-1～131-3,各試料の較正年代の確率分布を比較できるように整理したものが図132である。以

下それぞれの計測値について説明する。

①～③は第１次調査において採取した木炭による年代測定値である。①は西トレンチＶ層で採取さ

れた試料の測定値である。西トレンチでは地表からの撹乱が広く及び、Ｖ層はⅢ層に接している（第

３章図14のＷ２～ＰＯ間の断面図参照)。本試料の測定値が他のＶ層の試料より新しい値になっている

のは、こうした状況と無関係ではないだろう。②は深掘り区のもので、層の堆積は安定しており、近

くで沖縄前期土器（荻堂式土器）が出土している。本測定値は本遺跡でもっとも古い数値である。③

は、上からの撹乱が頻繁に及ぶⅢ層のものであり、位置情報は不十分である。①と③は、撹乱の及ぶ

範囲についての注意がいまだ十分でない調査時に採取した試料であり、以後の反省材料となった。

④・⑤は、第２次調査において貝殻ほか遺物の密集するⅣ層内で検出した木炭による測定値である。

ここで、Ⅳ層の測定値の示す時期が、較正曲線の水平になる時期（５世紀から６世紀前半。例えば図

1-2⑨。⑩を参照）に相当しているため、測定例を増やしても絶対年代を効果的に絞り込めないこと

が予測された。

⑥・⑦は、第５次調査においてＶ層上部の遺構検出面で出土した木炭による測定値である。

⑧・⑨は、第６次調査においてＶ層内で検出したものである。この年は第５次調査の経験を踏まえ

て層内の３ｍｍ以下の包含物は根成孔隙等によって移動する可能性が高いことに注意し、直径１ｃｍ

以上の大きさをもつ木炭を選んで測定した。また過去の調査で採取された大型の木炭も合わせて測定

した。しかしⅣ層⑪の測定値がＶ層の値より古く出、Ｖ層の⑨とⅣ層の⑩はほとんど同じ測定値で

あった。測定すべき試料は、その大きさではなく、層内に包含されている状況の安定‘性に、より注意

すべきことを痛感した。

第７次調査ではこうしたことを踏まえ、また黒住耐二氏・樋泉岳二氏のアドバイスを受け、層内を

ほぼ移動しないとみられるシャコガイに注目し、北ｌ東ｌグリッド東北隅においてⅣ層、Ｖ層、Ｖ／

Ⅶ層（発掘時点ではⅦ層と認識していたが、その後の検討によりＶ／Ⅶ層に修正した）に包含される

オオシラナミ（シヤコガイの一種、野jdac"αｍ“、α）を選んだ（⑬．⑭．⑮)。その中のＶ層出土

のオオシラナミ（⑭）の内部土壌中に木炭（⑯）が存在していたため、これも測定することにし、こ

のシャコガイの下に接する同じ層内で検出した木炭（⑰）と合わせて測定することにした。また信頼

性のある年代値が得られていないⅢ層についても、過去の調査で出土したオオシラナミを選び、同様

に測定した（⑫)。オオシラナミは、成長端の貝殻腹縁部を割り取って測定を依頼した。その結果、

Ｖ層のオオシラナミ（⑭)、貝殻内木炭（⑯)、貝殻附近の木炭（⑰）の較正年代はほぼ同じ値を示し

－２１０－



①
②
③
④
⑤
⑥
⑦
③

998幽

998同

⑨
⑩
⑪
｜
⑫
⑬
⑭
⑮
⑯
⑰

巴
一

表５５炭素14年代測定値一覧（半減期：5568）

⑰

⑱
r1

L』

．①～⑬は測定年順による配列である。

･Beta値は地球科学研究所により、ＩＡＡＡ値は加速器分析研究所による。

･オオシラナミはシヤコガイ科の海産二枚貝であり、較正値は海洋リザーバ効果をふまえたものである。

･オオシラナミの測定部位は貝殻腹縁部先端である。

･⑯は⑭のオオシラナミ内部に存在した炭化物であり、⑰はその同じレベルの土層内にあった炭化物である。

．⑫以降のデータは、⑰を除き、貝層内で移動した可能性がきわめて低いとみられる試料である。

藩
①
紬

１９９８西トレンチ

ｎｏ．

①
②
③
④
⑤
⑥
⑦
③

⑨
⑩
⑪
｜
⑫
⑬
⑭
⑮
⑯

１９９８北ｌ西ｌグリッド

１９９９北ｌ西ｌグリッド

１９９９北２西ｌグリッド

2002北ｌ西ｌグリッド

2002北ｌ西ｌグリッド

2009北ｌ西ｌグリッド

⑱

出土年出土位髄

１９９８南トレンチ深掘り区

北１束lグリッド東北壁ミ

2009北ｌ西ｌグリッド

2000～2002北２束ｌグリッド

1999～2002北２西ｌグリッド

2009北１束ｌグリッド

2010北１束ｌグリッド

2010北１束ｌグリッド

2010北１束ｌグリッド

2010北１束ｌグリッド

2010北1束lグリッド

2011
ドリアオリ層内

測定番号
整理

番号
試料名 試料の種類 出土層

補正l4C年代

(ｙＢＰ）

2｡（95％）

fromｔｏ

lぴ（68％）

hｆｏｍｔｏ
交点

Betal2252710114

Betal2552810115

Betal2552910116

Betal3526112293

Betal3526212294

Betal7178120978

Betal7178220979

Beta26889735300

Beta26889835301

Beta26889935302

Beta26890135304

NagaraharaEVl69

NagaraharaEⅦ569

NagaraharaEⅢ746

ＮｌＷｌＧ（１）

ＮｌＷｌＧ（４）

NH2002NlO209

NH2002NlO282

NHO9NlWlV（１）

NHO9NlWlV（２）

NHO9N2E1Ⅳ（３）

NHO9N2WlⅣ（５）

炭
炭
炭
炭
炭
炭
炭
炭
炭
炭
炭

木
木
木
木
木
木
木
木
木
木
木

1410土６０

２７６０±４０

１６２０±８０

１５７０±６０

１４９０±６０

１６２０±４０

１６３０±４０

１５３０±４０

１５８０±４０

１５８０±４０

１７００±４０

Ｖ
Ⅶ
Ⅲ
Ⅳ
Ⅳ
Ｖ
Ｖ
Ｖ
Ｖ
Ⅳ
Ⅳ

ＡＤ５５５－７０５

BＣｌＯＯ５－８２５

Ａ，２４５－６２０

Ａ，３８５－６２５

Ａ，４３０－６６０

Ａ，３７０－５４０

Ａ，３５０－５３０

Ａ，４２０－６１０

ＡＤ４００－５７０

Ａ，４００－５７０

Ａ，２４０－４２０

ＡＤ６１５－６７O

ＢＣ９４０－８５５

Ａ，３８０－５５０

Ａ，４２０－５６０

Ａ，５３５－６３５

Ａ，４００－４５０

Ａ，４００－４４０

Ａ，４５０－４５０

Ａ，４６０－４８０

Ａ，５３０－５８０

Ａ，４２０－５４０

Ａ，４２０－５４０

Ａ，２６０－２９０

印
⑩
釦

６
９
４

465４８０５２０

遜
釦
却
却

440４９０５２０

４４０４９０５２０

350

ＩＡＡＡｌＯｌ８２３

１ＡＡＡｌＯｌ８２４

１ＡＡＡｌＯl825

1AAAlOl826

1AAAlOl827

IＡＡＡｌＯ１８２８

Ｂｅｔａ38796312131

NH2009-N1El

NH2010-1064

NH2010-ll30

ＮＨ２０１０－ｌｌ７３

NH2010-ll30-l

NH2010-ll30-2

ナガラ原東貝塚

オオシラナミ

オオシラナミ

オオシラナミ

オオシラナミ

木炭

木炭

木炭

Ⅲ１８５５±２６

Ⅳ１８７４±２５

Ｖ１９０５±２７

Ｖ／Ⅶ層１９０２±２６

Ｖ１６１２±２６

Ｖｌ５９３±２６

Ⅲ１４４０±３０

460－６３３

４４６－６１１

４２２－５８５

４２６－５８６

４００－５３６

414－５３９

ＡＤ５７０－６５０

ＡＤ５１６－６０８

Ａ，４８５－５７８

Ａ，４５６－５４５

Ａ，４６０－５４７

Ａ，４０９－４４０

Ａ，４８５－５３２

Ａ，４２５－４４２

Ａ，４５３－４６１

Ａ，４８４－５３３

ＡＤ６ ００－６５０ 620
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図1３１－３炭素14年代測定結果（⑰～⑱）
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た。また、オオシラナミに限ってみると、Ⅳ胴のオオシラナミ（⑬）はＶいりのオオシラナミ（⑭）よ

り新しい値を示し、Ⅲ胴のオオシラナミ（⑫）はさらに新しい値であり、出土状況と矛盾するところ

はなかった。Ｖ／Ⅶ層のオオシラナミ（⑮）の測定値はＶ屑のオオシラナミ（⑭）とほぼ同じであっ

たが、Ｖ／Ⅶ層はⅦﾙとＶ牌の双方の土器を含む長期間にわたる漸移層であるため、土器の出土状況

と矛盾するものではない。

第８次調査では、北１束ｌグリッド束北隅のⅢ胴において、ミドリアオリなどの小型貝類が水平に

堆積し、堆種状況が比較的安定していると判断される包含岬内から木炭（⑬）を採取した。本試料に

よって、オオシラナミ（⑫）とともに確実にⅢ届に所秘すると考えられる試料による測定値を得た。

今IIil、年代測定に木炭と共に海産二枚貝のオオシラナミを用いるにあたり、海洋リザーバー効果の

影響が懸念されたが、その較正年代は木炭の年代と調和的であった。このことで、貝塚時代後期の砂

丘遺跡において、オオシラナミの生貝が、絶対年代測定試料として有効であること’)、また亜熱帯

、lAAA101828ILDaIe(1593,26）
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①Batal22527IntcaIo9による

②Batal25528IntcaIo9による

③Batal25529Intcalo9による

④Batal352611ntcaIo9による

⑤Batal35262IntcaIo9による

⑥Batal71781IntcaIo9による

⑦Batal71782IntcaIo9による

⑧Bata268897IntcaIo9による

⑨Bata268898Intcalo9による

⑩Bata268899Intcalo9による

⑪Bata268901IntcaIo9による

⑫IAAA101823Marineo9による

⑬IAAA101824Marineo9による

⑭IAAA101825Marineo9による

⑮IAAA101826Marineo9による

⑯IAAA101827IntcaIo9による

⑰IAAA101828IntcaIo9による

⑱Bata387961ntcalo9による

第６章

(Ｖ層）

Ⅶ屑）

(Ⅲ届）

(Ⅳ届）

(Ⅳ周）

(Ｖ層）

(Ｖ層）

(Ｖ層）

(Ｖ層）

(iV厨）

(１V届）

(Ⅲ届）

(Ⅳ届）

(Ｖ周）

(WVIl届）

(Ｖ胴）

(Ｖ厨）

(Ⅲ層）

1５００ 1０００ 500 1calBCﾉ1caIAD 501 1００１

OxCaIv4,1.7BronkRamsey(2010);『:5Atmosphe『icdatafTCmReimeretal(2009)；－:2０

図133ナガラ原東貝塚炭素14年代一覧
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第１部

③Batal25529 (Ⅲ層）

⑪Bata268901（Ⅳ厨）
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図134Ⅲ.Ⅳ．Ｖ・Ｖ／Ⅶ層の炭素14年代

＊安定性がiWiいとみられる出土状況によゐ拭料◎オオシラナミ拭糾
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第６蔀

のサンゴ礁域においても、今lriIIIjいられた一般的な海産生物試料の較正''11線（marineO9）が適用で

きることについて、実例を提示することができた(2)。

２．文化層の絶対･年代比定

図133は18例の測定値を、較正年代の確率分布のピークに注目してその古い順に配列したものであ

る。この中で、出土状況の安定した隔内で採取した2010年・2011年の試料に＊をつけた。このデータ

に依拠しつつ、ナガラ原東貝塚の絶対年代を比定してみたい。

耕作による上からの'.|常的な批乱をうけているとはいえ、Ⅲ．Ⅳ.Ｖ胴．Ｖ／川の較正年代は、

全体としては２ぴ域で３世紀後半から７世紀の範囲にほぼ収まり、四つの肘はこの時間1幅で形成され

た可能性が商いといえる。

Ⅲ層については、⑫と⑬が基準になる。それぞれの較正年代をみると、⑫（オオシラナミ）は、２

び域で５世紀後半～711t紀前半とＶ屑・Ⅳ層との重複が大きいが、確率分布のピークは６世紀後半で

Ｖ層．Ⅳ層の試料より新しい。また⑬（木炭）の年代は、較正曲線の水平になる時期（５世紀から６

世紀前半）を完全に抜けており、２び域で６世紀後半から７世紀前半となっている。さらに第１次調

査の①（木炭）も、Ｖﾙﾘの試料とされているが、較正年代は６世紀後半から７世紀で⑬と大きく重複

することからⅢ層に対応する可能性が強い。以上を総合すると、Ⅲﾙｫは６世紀後半から７世紀前半に

対応する確率が高いといえる。

次にⅣ層とＶ層であるが、Ⅳ隅の④．⑩とＶ層の⑥．⑦．⑨．⑭．⑰をみるとそのほとんどは２ぴ

域で５世紀から６世紀前半の範|州1で重なってしまっている。前述のように、これは較正曲線が水平に

なる部分にあたっているためで、この年代範囲について炭素年代から新Ⅱ|を判断することは困難であ

る。こうした状況に鑑み、以.|､.では較正年代の確率分布のピークの位慨によっていささかの検討を試

みた。

Ⅳ屑について、⑬を基準に他の④⑤⑩を参照すると（図135)、４例の２ぴ域は５世紀半ばから６世

紀後半の範囲を示し、確率分布のピークは④．⑩が５世紀半ばから６世紀前半、⑤．⑬が６世紀中頃

を示した。一方、⑪はこれらと重ならない値を出している。数値からみるとその下のＶ／Ⅶ層に対応

するものであろう。

⑬IAAA101824（Ⅳ阿）＊

④Batal35261（Ⅳ耐）

⑤Batal35262（Ⅳ厩）

⑩Bata268899（Ⅳ耐）

⑪Bata268901（Ⅳ侭）

一一一牽塞
－１Ｉ

-1=Lj。
Ｉ

扉薪Ｌ

_=!=｣=篭;wl燕零|蕊議、

＝蚕 瞳!～

＝ － ヨ

CａｌＡＤ１０１２０１３０１４０１５０１６０１７０１８０１

図135
◎

－:2oOxCalv4､1.7BronkRamsey(2010);r:５

Ⅳ層の炭素14年代
オオシラナミ試料
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第１部

Ｖ層についてみると、⑭⑯⑰の２ｏ域は５世紀から６世紀半ばで重なっている。さらにＶ層遺構面

で採取した⑥⑦の値を参照すると、確率分布のピークは５世紀から６世紀前半の幅で重なる。した

がってＶ層は５世紀から６世紀前半に対応する確率が高いといえる。

Ｖ／Ⅶ層の測定値は⑮のみで、ほぼＶ層の年代域に重なっている。試料のオオシラナミはＶ／Ⅶ層

上部で採取されたものであるが、結果的にはその上に接するＶ層とほとんど変わらない値となった。

Ｖ／Ⅶ層は貝塚時代前期土器と貝塚時代後期土器を双方含む堆積層であるため大きな矛盾はないが、

期待した数値は得られていない。対応する可能性のあるものは⑪であるが、採取時の記録から、これ

についてＶ／Ⅶ層の可能性を指摘するのは残念ながら困難である。Ｖ／Ⅶ層については、Ｖ層の年代

を含みそれより古い時期である可能性が高いとするに留まる。

Ⅶ層の測定値は、第２次調査におけるｌ例である。深掘りトレンチで荻堂式土器と同じ層から出土

した木炭の測定値で、紀元前１０世紀を示している。本層は赤褐色砂質粘土層であり、包含物の層内の

移動は砂層に比べて少ないと予想される。またこの数値は、これまでに示された絶対年代（名島ほか

2008）とも矛盾するところはない。したがってⅦ層は紀元前９紀から１０世紀に対応する確率が高いと

いえる。

３．結語

炭素年代値の検討により、Ⅲ層．Ⅷ層についてはそれぞれの絶対年代をほぼ比定することができた

が、Ⅳ層。Ｖ層についての絞り込みは困難であった。両層準の絶対年代は、５世紀から６世紀中頃で

あり、この範囲においてⅣ層はＶ層より新しめの年代とするのが妥当であろう。あえて比定するなら

ば、確率分布のピークの位置から、Ⅳ層は６世紀中頃を含む時期の確率が高く、Ｖ層は５世紀から６

世紀前半を含む確率が高いといえる。

炭素年代値の確率に基づくと、ナガラ原東貝塚の絶対年代は以下のように比定される可能性が高い。

Ⅲ層：６世紀後半から７世紀前半

Ⅳ層：「５世紀～６世紀中頃」のうち６世紀中頃を含む時期

Ｖ層：「５世紀～６世紀中頃」のうち５世紀から６世紀前半を含む時期

Ｖ／Ⅶ層：Ｖ層の年代を含みそれより古い時期（下限は紀元前９紀～１０世紀）

Ⅶ層：紀元前９紀から１０世紀

ナガラ原東貝塚の文化層は、Ⅶ層堆積後その上に砂丘砂が堆積し始め（Ｖ／Ⅶ層)、その後、少な

くとも肉眼的な観察による限り、明らかな不整合を介することなくⅢ層まで連続的に形成されていた

ことが、堆積状況と土器の変化において示されている。ナガラ原東貝塚の堆積にみる一連の変化は連

続的であり、炭素年代測定値でもこの認識と矛盾しない結果が得られたといえる(3)。

本稿は、共同研究者である黒住耐二・樋泉岳二・中村直子氏との意見交換と協力のもとに木下がま

とめたものである。各氏のご尽力に深く感謝申し上げる。

注

（１）この場合、シャコガイの出土状況が原位置を保っていると判断されること、シャコガイが遺跡の生活面と同時期

であること（死殻ではないこと)、シャコガイの成長端で測定すること、の注意が必要である。
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第６章

（２）Ｖ層におけるオオシラナミ（⑭）と、殻内土壌中の木炭（⑯）および同一層準の木炭（⑰）の補正l4C年代の差

は約300年（⑭と⑯：292年、⑭と⑰：312年で、オオシラナミの方が古い）であった（表55)。この差は本地域の貝

塚後期における海洋リザーバー効果を示しており、従来の貝殻による炭素年代の利用に関して参考になる値といえ

よう。

（３）厳密には、Ｖ／Ⅶ層上部以降について対応している。
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第１部

第７章総括

以下の項目について調査結果を整理し、ナガラ原東貝塚の成果をまとめる。なお、第Ⅱ部で記述さ

れている内容にも調査結果に直接かかわるものもがあるため、これらについては適宜引用した。

１．立地

２．層序と遺跡の形成

３．堆積の特徴

４．遺構

５．貝殻の廃棄

６．土器編年

７．石器と石材、クガニイシ形石器

８．貝製品の特徴

９．鉄製刀子からみた沖縄と九州との関係

１０．土器の胎土分析

１１．生業

１２．植物質食糧の獲得

１３．貝類の採取

１４．遺跡周辺の環境

１５．炭素14年代値

１６．調査成果のまとめ

１．立地

ナガラ原東貝塚は、沖縄県国頭郡伊江村字川平に所在する貝塚である。遺跡は伊江島の南海岸のほ

ぼ中央にあり、サンゴ礁の浅海を臨む標高７ｍから８ｍの砂丘上に形成されている。伊江島の表面

の地質はほとんど琉球石灰岩である。ボーリング調査によればグスク山・マヘクボ原・ゴヘズ山に琉

球石灰岩の基底面の高所があり、､ここから二つの谷筋が南に傾斜して延び、地下水の流路になってい

る。伊江島の沖縄貝塚時代後期の遺跡はこの谷の海への出口に集まっており、ナガラ原東貝塚もそう

した遺跡の一つである。

遺跡は浅い谷を西に控え、海に向かって南西方向に緩く突き出るゆるやかな尾根部に占地している。

発掘調査区における包含層の広がりや、第１次調査時に行われたレーダー探査・電気探査の結果に基

づくと、遺跡の範囲は250㎡～450㎡の比較的小規模のものであったと推定される。

２．層序と遺跡の形成

ナガラ原東貝塚は沖縄貝塚時代前期（以下「貝塚前期」と表記。他も同様｡)、中期、後期にまたが

る遺跡で、貝塚後期の包含層が大半を占めている。基盤層の上に四つの文化層を含む層が堆積してい

る（図29～32）（')。層の概略は以下のとおりである。

Ｉ層．Ⅱ層：厚さ20～40ｃｍ・表土（Ｉ層）と耕作による撹乱層（Ⅱ層)。

Ⅲ層：厚さ20～30ｃｍ・褐色砂層。貝塚後期（アカジャンガー式期）
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Ⅳ層：遺物包含層。厚さ20～45ｃｍ・暗褐色混土砂層。貝塚後期（アカジヤンガー式期）

Ｖ層：厚さ１０～40ｃｍ・明褐色混土砂層。貝塚後期（大堂原式期）

Ｖ／Ⅶ層：厚さ１０～40ｃｍ・明褐色粘土質砂層。貝塚前期から貝塚後期の土器が混在。

Ⅶ層：厚さ１０～20ｃｍ・赤褐色砂質粘土層。貝塚前期（荻堂式）

Ⅷ層：基盤層（Ⅷ層島尻マージ）（２）

ナガラ原東貝塚の形成は、マージ層の上に海からの飛砂と北側低位段丘からの土が堆積し始める頃、

貝塚前期人が海岸付近のこの地を訪れたことで始まった。これがⅦ層で、本層で貝塚前期の荻堂式土

器を得た。その後Ⅶ層表面の浸食と土や砂の供給がくり返されてＶ／Ⅶ層が堆積した。この層の堆積

過程において主要な堆積土が粘土から砂に変化するので、Ｖ／Ⅶ層の堆積期間のどこかで砂丘の形成

が本格化したとみてよいだろう。遺跡の層位を調査した堆積学者の松田順一郎氏は、ここに大きな時

間間隙があることを想定している。これは本層で貝塚後期の土器と、これとは明らかに異なる、焼き

の甘い、貝塚前期的特徴をもつ胎土の土器が混在する事実に対応する。貝塚前期的な胎土の土器はＶ

/Ⅶ層の下方に多く、貝塚後期の土器は上方に多い。後者の一部は層上部のピットと同時期とみられ

る。Ｖ／Ⅶ層堆積後、断続的な人の生活痕跡を挟みながらＶ層．Ⅳ層．Ⅲ層が順次堆積する。松田氏

は、この間、短い堆積休止期間を挟んで飛砂の供給があったことを指摘している。Ｖ層最上部では遺

構面を検出した。Ⅳ層では層の下部に貝類が集中し、人間行動の痕跡が貝殻の廃棄やピットの形成と

して連続する。Ⅲ層内にも遺構面があったと推測されるが、耕作による撹乱が及び、明白には検出で

きなかった。松田氏はⅢ層が砂丘砂の急速な堆積によって埋没した可能性を指摘している。

３．堆積の特徴

ナガラ原東貝塚では遺物包含層が間層をはさまずに連続して堆積している。この堆積状況について

松田氏は、各層に根系や棲管の痕が発達することを指摘した。これに対し、ナガラ原東貝塚と相前後

する時期の遺跡であるナガラ原西貝塚(3)や東の具志原貝塚(4)では、包含層同士の間に白砂層を挟ん

でいる。ナガラ原西貝塚と本遺跡は浅い谷をはさんで隣接しているので、白砂層の有無にみられる二

つの堆積状況の差は、わずかな地形の違いに原因するのであろう。間層をもつ遺跡は人跡が頻繁に飛

砂で覆われるが、ナガラ原東貝塚では砂が留まりにくいため、人の生活が行われない時期には植物が

ただちに繁茂し、これによって当時の表土である包含層の非人為による擾乱が進んだと考えられる。

発掘調査中、ナガラ原東貝塚の土器片の小ささについて長く疑問をもっていたが、本遺跡が他地に比

べて砂に覆われにくく、過去の堆積が常に後代の人為の影響を受ける環境であったことを考慮すれば、

土器は上からの物理的な圧力によって細分化したということになろう(5)。

本遺跡の地層は、基盤層の傾斜に沿ってゆるやかに傾斜し、各層が概ね平行に堆積している。Ⅲ層

には耕作による撹乱がしばしば及んでおり、撹乱の一部はⅣ層に達しているが(6)、Ⅳ層下部以下は

上からの撹乱の影響をほぼ免れている。Ⅳ層下部にみられる食樋残津の広がりは、比較的短い期間の

廃棄面の集積であり（貝殻の合弁関係による)、これが廃棄当時の平面的な関係性(7)を維持して調査

区全面を覆っていることから、この面を越えた遺物の上下移動は基本的になかったとみられる。ただ、

土器片等の人工遺物が堆積当時の人為による撹乱（柱の埋設などの地表面の掘り返しによる移動）を

受けて移動した可能性と、径１ｃｍ以下の遺物が太い根や棲管によって隣接する層に単独で移動する

可能性は考えておかねばならないだろう。各層間の遺物が混在しうるこうした場合を除けば、全体と

してそれぞれの層に含まれる遺物の本来の帰属は、その出土層であるとみてよい。
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４．遺構

北ｌ西ｌグリッドと北ｌ東ｌグリッドの２グリッド（50㎡）で以下の遺構を検出した（図39)。

Ⅳ層下部：炭化物を含む黒色砂の広がり１箇所、立位シャコガイ11箇所

Ｖ層上面：炉祉１基、炭化物を含む黒色砂の広がりｌ所、ピット９基、立位シャコガイ21箇所

Ｖ／Ⅶ層：ピット５基

Ｖ層とＶ／Ⅶ層で検出したピットは、直径１２ｃｍ～32ｃｍ、深さは数ｃｍ～30ｃｍのものである。多

くは上半部分が削平され、いくつかはその底部がかろうじて残るにすぎなかった。ピットの中にはし

ばしば大型のシャコガイ類が縦方向につきささるように入っていた（図４１．４２)。これらの中には２

個が互いに内側を向けた状態で検出されるものもあった。ピット内にシャコガイを伴う例はナガラ原

西貝塚や奄美大島手広遺跡(8)の掘立柱住居の柱穴で認められており、これらは砂丘に立てた柱を固

定する模の役割を果たしていたと推定されている。このような立位シャコガイをⅣ層とＶ層で32箇所

検出した。Ⅳ層ではピットの掘り込み面が貝層に覆われて平面のラインを検出できなかったので、立

位のシャコガイをもってピットの痕跡とみなした。調査面積が限られていたこともあり、建物全体の

プランを明らかにできなかったが、Ⅳ層では同じ面に炭化物を含む黒色砂の広がりがピットに伴い、

Ｖ層上面では炉祉と黒色砂の広がりが伴った。Ｖ／Ⅶ層以降、ここで先史時代人が一定期間継続した

生活を営んだことは確実である。

立位シャコガイには食糧残津の貝殻のほかに、死殻や水磨シャコガイ（海岸で波に洗われ摩滅した

シャコガイ）が頻繁に使われ、人々がこれらを意図的に遺跡に持ち込んでいたことが理解された。水

磨シャコガイは食糧残津のシャコガイ類より明らかに大型の貝殻が選ばれている。水磨シャコガイは

ピット内以外からも多く出土しているが、その分布はピットの分布とゆるやかな相関関係にあるので、

多くは模あるいはこれに類似する役割を担っていたと思われる（図44)。柱が倒壊した後、その周辺

に残されたものであろう。石材の少ない島ならではの貝殻利用ということができる(9)。

５．貝殻の廃棄

Ⅳ層では下部において貝殻や遺物の集積が密で、この集積の下で黒色砂の広がりと柱穴と表裏をな

す立位シヤコガイを検出した。したがってこれらの生活面が形成された後、この地に遺物の投棄層が

堆積したと考えられる。この投棄層は20～40ｃｍの厚さをもつが、北ｌ東ｌグリッドにおける土器や

シャコガイの垂直分布の状況（図４６．４８）は、これが投棄面の累重によって形成されたことを示唆し

ている。単一の投棄面が、ナガラ原東貝塚人が複数の貝殻をまとめて同時に投棄したことによって作

られるとすれば、シャコガイの合弁関係の追跡はこの貝層の形成過程を推測するのに有効である。こ

れを以下の手順で復原した。

シャコガイの出土分布図をみると、分布が集中する径ｌ～1.5ｍのまとまりが複数箇所認められる。

シャコガイは１ｍ以内で頻繁に合弁することがわかっているので（図１１７)、これを１回の投棄行為

に対応する貝殻分布とみる。このまとまりに含まれる貝殻でまとまりの外に合弁関係のかたわれをも

つものを含むものがあれば、同一時期を示す面の延長としてその範囲を囲み、この範囲を１回の投棄

面とする。この作業でこうしたまとまりが複数できる。廃棄面同士はしばしば重なりあうが、貝殻同

士のレベル差が貝殻の大きさの範囲内であることから、相互に時間的に近接するものとみなし、重な

る面を含んだ範囲をさらに線で囲み、廃棄行為が連続する面として一連の時期的まとまりとする。こ

のまとまりは一定の大きさで収束し、出土レベルのまとまりとも対応をみせた（図50)。マガキガイ、

サラサバテイなどシャコガイ以外の貝殻についても、分布の集中箇所がそれぞれに見られ、シヤコガ
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イと同様の廃棄行為がなされたと推測できる。このことから、ある時間幅において専用の廃棄空間が

存在し、これ以外の場所に同時期の建物や炉祉が存在したと推測することができる。すなわち、最初

人々はこの地に建物をたてて暮らしながら別の場所に貝殻や土器を投棄し、その後さらに別の場所に

居住地を移してこの地に貝殻や土器を投棄したと推測されるのである。

６．土器編年

五つの包含層から合計17487片の土器を検出した。出土量はⅢ層18％、Ⅳ層74％、Ｖ層６％、Ｖ／

Ⅶ層とⅦ層で２％である。口縁部形状によると蕊が９割以上を占め、壷、片口がわずかに加わる。Ｖ

層では南九州成川式土器とみられる壷と高坪の破片と、奄美諸島に多いスセン営式土器に類似する土

器が出土した。Ⅳ層でも古式のスセン富式類似土器が出土している。成川式土器は持ち込まれた土器

で、スセン常式土器は沖縄産とみられる。

Ⅲ層．Ⅳ層．Ｖ層の土器には、貝塚後期の前半の型式である大当原式の特徴（尖底）と後半の型式

であるアカジャンガー式の特徴（<ぴれ平底）がそれぞれに存在しており、Ⅲ層にはアカジヤンガー

式が多く、Ｖ層には大当原式が多い。この状況をどのように理解したらよいのかが調査中に検討課題

となった。

翌について口唇部の刻目、口縁部の断面形態について分類・分析し、底部形態についても分類・分

析して、土器形状の変化を追った（図72)。その結果、土器の変化について以下の特徴が抽出された

(図73)。

．Ｖ層で生まれた変化の傾向が、Ⅳ層で顕著になり、Ⅲ層で定着する。

．Ｖ層からⅢ層への変化する過程で、Ⅳ層において変化が多様化しこれが収束してⅢ層に継続する。

．Ｖ層からⅢ層への土器の変化は、連続的である。

以上によって層位と土器型式を対応させると、以下のようになる。

Ｖ層：大当原式土器が収束に向かうと同時に新しい変化がうまれる時期。この状況に南九州から

成川式土器が持ち込まれ、奄美諸島のスセン富式土器の影響が浸透する。

Ⅳ層：アカジャンガー式土器の成立期。スセン営式土器が存在する。

Ⅲ層：アカジャンガー式土器の定着期

Ｖ層からⅢ層における土器の変化は、喪の主要形状が尖底から〈びれ平底に転換する点で大きな意

味をもつが、その変化がきわめて連続的であることは重要である。ナガラ原東貝塚にかんする限り、

大当原式期に<びれ平底土器は一定量存在し、アカジャンガー式期においても尖底土器は一定量存在

する。貝塚後期の土器の型式変化の実態はこうした連続性の強いものだったのではないだろうか。特

徴的かつ一繋がりの型式変化の始まるＶ層において、ナガラ原東貝塚人が、平底土器や高台をもつ南

九州や奄美諸島の土器と接触していたことは注意されてよいだろう。

７．石器と石材、クガニイシ形石器

144点の石器と200点の石材を得た。これらを狩猟．漁労具（石雛）（１０)、工具（石錐、石斧など)、

調理具（磨石・敵石など）に分類し、層ごとに構成比の変化をみたところ、時期が降るにつれて狩

猟・漁労具の割合が減少し、調理具の割合が増える傾向が示された（図83)。チャート製の石錐が貝

塚後期まで継続することは注目される。ｖ～Ⅶ層で出土した黒曜石の破片は、九州から特殊な石材が

古くから継続的にもたらされていたことを示している。石錐の需要と無関係ではないだろう。

共同研究者の岸本義彦氏と祁谷厚昭氏は、石器および石材の材質鑑定結果ならびに石材算出候補地
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をもとに、石器素材の産地を整理した。その結果、ナガラ原東貝塚では沖縄諸島産の島外石材が伊江

島産石材より多く消費されていることが明らかになった（図84)。

岸本氏は、磨製石斧の製作が行われた遺跡である野国貝塚群Ｂ地点とナガラ原東貝塚の石器を比

較して、本遺跡に磨製石斧製作に必要な砥石が出土していないことや、製作時に生じる調整剥片が少

ないことを根拠に、石斧は外地から製品を持ち込んだ可能性の高いことを指摘した（第Ⅱ部岸本・神

谷論文参照)。

クガニイシ形石器は、奄美・沖縄地域に特有の粉砕用石器である。本遺跡ではクガニイシ形石器が

Ⅶ層を除く各層から出土し、採集品を加えて合計９点出土している。クガニイシ形石器は白木原和美

氏によって、上辺の平坦面の両側を挟るＡ類と挟らないＢ類が分けられ、形の差は地域の違いによる

ことが指摘されていた《１１１．今回新たな資料を加えて分析を試み、この差が地域差であるとともに時

期差でもあること、２類間には形状だけでなく大きさ上の差もあること、クガニイシ形石器が小型化

しつつグスク時代まで存続したことを指摘した（図８５．８６)。

８．貝製品の特徴

193点の貝製品を得た。これらを、生活用具（漁網錘などの生産具、利器などの加工具、匙などの

容器）と装飾品（腕輪、貝符など）に分け、層ごとに構成比をみた結果、Ｖ層、Ⅳ層、Ｉ～Ⅲ層の各

層において生活用具が８割前後、装飾品が２割前後を占めることが示された。

生活用具のうちもっとも多いのは二枚貝を使った有孔貝製品で、全体の76％を占める。有孔貝製品

はその形態的特徴と出土状況から漁網錘と考えられている。漁網錘は一辺７ｃｍ以下で509未満のウ

ミギクガイ類を主体とするものと、一辺10ｃｍ以上で509を超える重さでシャコガイ類を主体とする

ものに分かれる傾向がある。これらの使用状況をＶ層、Ⅳ層、Ｉ～Ⅲ層においてみた結果、上の層ほ

ど軽く小さな錘の使用が多く、下の層ほど重く大きな錘の使用の多いことがわかった。またこの変化

がⅣ層を介してきわめて漸移的であることが示された。この変化の傾向は土器のそれと共通する。

装飾品のおもなものはスイショウガイ科腕輪とイモガイ貝符である。前者では、加工痕跡をのこす

ゴホウラ・アツソデガイが19点出土している。これらの多くは死殻とみられ、貝殻は粗質である。い

ずれも背面に欠損痕をもち図88の1-38のような背面貝輪の未成品を目指して加工された製品の失敗作

とみられる。大当原式期からアカジヤンガー式期は九州の古墳時代中期から後期に相当し、南九州で

はゴホウラ背面を用いた繁根木型貝釧が使用され、種子島ではゴホウラとアツソデガイの背面貝輪が

使われている。貝製腕輪自体、当時の沖縄ですでにほとんど消費されていないことをみれば、これら

が九州・種子島向けのものであった可能性は高い。種子島や九州を対象にした製品や加工失敗品が貝

製品の多くを占める事実は、ナガラ原東貝塚の貝製品の大きな特徴といってよい。このほか沖縄的な

加工手法('2)をのこす腹面貝輪がｖ層で１点出ているが、これは島で消費された腕輪の稀な例といえ

よう。

貝輪とともにナガラ原東貝塚と種子島との関係を強く示すものが貝符である。本遺跡ではＶ・Ⅳ．

’～Ⅲ（表面採集を含む）の各層で貝符ならびにその未成品を得た（図95)。彫刻文様のある貝符は、

いずれも広田遺跡の貝符に類例が求められる。広田遺跡下層期の新段階に類例のある無文の貝符は本

遺跡Ｖ層で出土し、上層タイプは本遺跡Ｉ～Ⅲ層で出土し、その中間が本遺跡Ⅳ層で出土しており、

本遺跡の貝符の出土状況は広田遺跡の貝符の動向と整合的である。本遺跡で比定した炭素１４年代は広

田遺跡で推定された貝符の年代とも矛盾しない。興味深いのは、貝符の素材とみられるイモガイの存

在と、上層タイプ貝符の中央に稜を研ぎ出す特徴ある研磨の癖の存在である。少なくとも図95の8-4、
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8-5の貝符は伊江島で製作された可能性が高いといえよう。

このほかにオオツタノハ製品やイモガイ螺塔部による小玉も、当時の種子島で消費された装身具で

ある。装身具をみる限り、伊江島と種子島との間にはかなり密接な関係があったと推測される。

９．鉄製刀子からみた沖縄と九州との関係

本遺跡のⅣ層において鉄製品が２点出土した◎１点は器種を特定しがたい尖頭状製品で、他は刀子

である（現存長8.1ｃｍ、幅1.5ｃｍ、厚さ04ｃｍ、重量13.89)。後者は古墳時代の九州で普遍的にみられ

る刀子と形状、大きさにおいて類似する。

琉球列島における鉄器は貝塚後期前半に登場しており、九州から交易活動にともなってもたらされ

たとみられる。興味深いことに、鉄器の登場は九州から遠い沖縄諸島でより早く登場し、九州に近い

奄美でより遅い。これは南島貝交易の生産地であった島と中継地であった島の役割の差を反映してい

るのであろう。

ナガラ原東貝塚の刀子もこうした貝交易を通して貝殻生産地の伊江島にもたらされたものとみられ

る。５世紀から７世紀にかけて九州にもちこまれた貝殻は、ゴホウラ、イモガイ、オオツタノハであ

る。それぞれは加工されて腕輪（繁根木型貝釧、イモガイ横型釧、オオツタノハ釧）になったが、腕

輪の着装習俗が衰退した６世紀後半以降はイモガイが馬具の留め具用装飾としてもっぱら消費された。

古墳時代の貝交易は近年中村友昭氏らによって精力的に研究されており(13)、その重要性に鑑み、九

州における５～７世紀の刀子をもつ古墳との関係を、南海産貝類の製品を伴う古墳にしぼって検討し

た。その結果九州では宮崎・大分・鹿児島の古墳と南島との関係が、福岡・熊本・佐賀の古墳よりも

深いという傾向が導かれた（図lO2～１０４)。このことは、この時期、九州島との貝交易を介した関係

が、九州島の西海岸地域より東海岸地域とより密接であったことを示している(M)。

１０．土器の胎土分析

鐘ヶ江賢二氏は、Ｖ／Ⅶ層．Ｖ層．Ⅳ層．Ⅲ層出土の土器24点を対象に土器の岩石学的分析を行い、

以下を明らかにした。

・ナガラ原東貝塚出土土器の胎土は、多元的で複雑である。

・ナガラ原東貝塚出土の土器は、伊江島外から製品あるいは材料粘土が持ち込まれた可能性が高い。

・貝塚前期土器に近い特徴をもつ土器とそれ以外の胎土との間には、鉱物の多寡、含有量などで違い

がみられる。

・土器の材料採取地として可能性のあるのは、本部半島および沖縄島の中部・北部である。

・肉眼観察で異質とされたＶ層の土器は、広域火山灰が土壌に強い影響を与えた地域からの搬入品で

ある可能性がある。

・肉眼観察で砂質とした土器と、泥質とした土器に、鉱物組成上の差違はない。

胎土分析によって、ナガラ原東貝塚の土器が伊江島産ではなく、多元的な土壌に由来するものであ

ると指摘された意味は大きい。この指摘は、宇田津徹朗氏がプラント・オパール分析において、プラ

ント・オパールが相当量検出されるものとほとんど検出されないもののある事実から、土器の材料と

なる土壌の違いではないかとした指摘と通じる。

Ｖ／Ⅶ層の貝塚前期土器に類似する土器と貝塚後期土器の違いが胎土でも示されたこと、Ｖ層出土

の土器で、型式的なに所属を決められなかった異質の土器片について、南九州産である可能性が指摘

されたことは、考古学的判断と岩石学的分析結果が整合した例として貴重である。
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土器の材料採取候補地として本部半島があげられているが、石器石材を検討された岸本・祁谷氏は

出土した角閃石安山岩の産地に本部半島の塩川海岸を推定した（第Ⅱ部岸本・祁谷論文参照)。貝類

でも、出土したシレナシジミは近隣の本部半島からもたらされた可能性がある。伊江島との沖縄本島

とのつながりは多元的であっただろうが、ことに伊江島の眼前にある本部半島との関係は密接であっ

たとみてよいだろう。

１１．生業

樋泉岳二氏は脊椎動物遺体を対象に分析し、以下を指摘した（第Ⅱ部樋泉論文引用)。

・脊椎動物遺体組成は、大当原式期～アカジャンガー式期を通じて魚類とイノシシを主力とし、少数

ながらリクガメ類を随伴する点で一貫している。

・脊椎動物資源利用の構成は、漁労（魚類利用）とイノシシ猟を主力とし、リクガメ類もしばしば捕

獲されていた。このパターンは沖縄諸島の貝塚時代遺跡に普遍的なものである。

・大当原式期にはイノシシ猟、アカジャンガー式期には魚類利用が相対的に活発であったと推定され

る。この傾向は他の遺跡ではとくには認められないことから、本遺跡に固有の特徴と考えられる。

・隣接するナガラ原西貝塚、具志原貝塚に比べてブダイ科の比率がとくに高い点で特異的。こうした

違いの原因としては、①ナガラ原東貝塚では漁携形態がブダイ漁に特化する方向に変化した、②ブ

ダイ以外の魚が外部に搬出されていた、③ナガラ原東貝塚が恒常的な居住地ではなく、とくにブダ

イ漁を行う際に高頻度で利用された場であった、などの可能性が考えられる。

・本遺跡の魚類利用の形態には少なくとも以下の３つのカテゴリーが存在していたことが推測できる。

①ヒシーイノーでの多様な小魚を対象とした魚種選択性の低い漁法、②ヒシ周辺における大型のブ

ダイに狙いを定めた漁法、③沿岸浅瀬におけるミズン類・トウゴロウイワシ類などの小型回遊魚の

漁。こうした基本的な活動の構成は、大当原式期～アカジャンガー式期を通じて大きく変化するこ

となく継続していたと推定される。他の貝塚時代遺跡と比較すると、とくに②と③が活発であった

点が特徴である。

１２．植物質食糧の独得

ナガラ原東貝塚では粉砕具（敵石・磨石・石皿・クガニイシ形石器）の割合が、時期が降るにつれ

て高くなっている。またクガニイシ形石器が各層で出土し、その使用が継続している。このことは、

南島独自の粉砕具を多用する縄文時代以来の食生活の伝統が貝塚後期後半にも継続していたことを示

唆する。

山崎純男氏は、ナガラ原東貝塚で出土した土器表面にのこされた圧痕を調べて、コクゾウムシを検

出し、また圧痕内に明らかにドングリ類の果皮による圧痕のあることを報告した。氏はこの二つの事

実に有機的関係のあることを想定しつつ、奄美・沖縄地域では初めての例になるため、類例を待つと

している。

高宮広土氏は、各層から採取された土壌を、ウォーターフローテーションによって選別し植物遺体

を検出した。その結果根成孔隙によって地中に移動した現代イネ以外では、タブノキとブナ科の子葉、

オトギリソウ属、ブドウ属、オヒシバが得られている('5)。

13．貝類の採取

遺跡において海産腹足類33科132種、海産二枚貝類17科35種、陸産腹足類１４科26種、その他の軟体
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動物２種、貝以外の海産無脊椎動物９種の合計204種が確認された（黒住氏による)。この中には、貝

製品の素材として持ち込まれたもの、オカヤドカリ類の宿貝や堆積層の粒子等がふくまれており、こ

れらを除外した食糧残津とみられるものは88種である。その生息域は、ほとんどがサンゴ礁の浅海と

干瀬であるが、ニシキウズガイ科貝類（サラサバテイなど）は外海に面した礁斜面に棲息するので、

この貝類の採取には潜水を含めてかなりの労力を費やしたとみられる。この貝類の多さはナガラ原東

貝塚の特徴で、礁斜面下に棲息するゴホウラの採取とかかわっていた可能性がある。

貝類はピックアップ法とコラムサンプリング法によって採取した。前者ではシャコガイ、ニシキウ

ズガイ科貝類、マガキガイが優勢であるが、後者では小型のイシダタミアマオブネ、リュウキュウヒ

バリ、ミドリアオリが優勢であった。個体数でみるとＶ／Ⅶ層からⅣ届にむかって後者３種が増加す

る傾向にあり、これらが食糧として重要な役割を果たしていたことがわかる。これらを出汁用の貝類

であったとみる黒住氏の指摘は重要である('6)。

ピックアップ資料でもっとも多かったのがシャコガイ類である。左殻と右殻の合計数は、シラナミ

類では1948個、ヒメジャコでは１００５個であった。これらの層ごとの大きさの変化を調べた結果、シラ

ナミ類ではＶ層からⅢ層にむかってやや小型化しているのに対し、ヒメジャコはややⅣ層からⅢ層に

むかってやや大型化している。同じシャコガイ科の貝類であるが、大きさの変化に異なる傾向が認め

られた（図１１５)。

シャコガイの合弁状況をみると、そのほとんどが１ｍ内で合弁している（図117)。これが貝殻投

棄に対応した一般的な残存状況であったとすれば、出土面積を勘案してもほとんどの貝殻が合弁する

はずである。しかし実際の合弁率（合弁殻数を出土総数で割った値）はｌ～２割に留まっていること

から、採取時に一方の貝殻のみに身をつけた状態で遺跡にもちこんだ可能性を考えてよいだろう。

14．遺跡周辺の環境

樋泉岳二氏は、リュウキュウイノシシ、リクガメ類（大半がリュウキュウヤマガメと考えられる）

の普遍的な存在から、「大当原式期～アカジャンガー式期の伊江島は、一貫して現在の山原地域に見

られるような自然度の高い照葉樹林に広く覆われていたと推定され｣、「海域環境についても、少なく

とも魚類組成からみる限り、明確な変化は認められない」としている（第Ⅱ部樋泉論文引用)。

黒住耐二氏は微小陸産貝類から遺跡周辺の環境を以下のように復元した。Ｖ／Ⅶ層までは少し林冠

が閉じていたとみられる林が存在し、Ｖ層で林が開け、その後は海浜部の開けた林になった（第Ⅱ部

黒住論文参照)。

当時の伊江島は照葉樹林に広く覆われており、ナガラ原東貝塚の人々はその林の端の海岸にのぞむ

地で生活し、時期が降るにつれてその林が開けてくる一方で海域環境は安定していた、と推定するこ

とができる。

１５．炭素１４年代値

ナガラ原東貝塚の調査では、Ⅲ層．Ⅳ層．Ｖ層．Ｖ／Ⅶ層．Ⅶ層の各包含層において検出した木炭

と貝殻の合計１８点について炭素14年代値（すべてＡＭＳによる）を求めた。本遺跡は、各層に根系や

棲管の痕が著しく発達しているため、測定に使用する木炭片が正しく層の年代を示すものであること

が厳しく求められた。いくつかの失敗に学びながら、本来の位置を移動していないとみられる堆積か

ら採取した木炭、同じ種のシャコガイ（オオシラナミ）、シャコガイ内に付着した木炭を試料として

測定した（表55)。貝殻による測定値には海洋リザーバー効果をふまえた較正を行った。ただ５世紀
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から６世紀前半は較正曲線の水平になる時期にあたっており、この部分についての絞り込みはできな

かった。

炭素年代値の確率に基づくと、ナガラ原東貝塚の絶対年代は以下のように比定される。

Ⅲ層：６世紀後半から７世紀前半

Ⅳ層：「５世紀～６世紀中頃」のうち６世紀中頃を含む時期

Ｖ層：「５世紀～６世紀中頃」のうち５世紀から６世紀前半を含む時期

Ｖ／Ⅶ層：Ｖ層の年代を含みそれより古い時期（下限は紀元前９紀～１０世紀）

Ⅶ層：紀元前９紀から１０世紀

Ｖ層には成川式土器が伴っており、中村直子氏によれば出土した土器片は成川式の中の東原式であ

る可能‘性がもっとも高く、時期は古墳時代前期から中期前半に対応するという。

これまでの炭素14年代の資料では、大当原式とアカジヤンガー式の両型式が出土する文化層の年代

は４～８世紀とされていた('７１．今回は、大当原式からアカジャンガー式への変化期が、伊江島にお

いては６世紀中頃を含む時期になる可能性が高いことを示したことになる。

１６．調査成果のまとめ

ナガラ原東貝塚は、大当原式期からアカジャンガー式期において、人々が一定期間の居住をくり返

すことで形成された生活杜である。本遺跡は交易にかかわる多彩な遺物で特徴づけられる一方で、土

器・石器など日常の基本的道具の多くが島外産であり、具志原貝塚などと比べて小規模である。これ

らのことからみて、本遺跡は、島外との交易を含めた何らかの目的のために断続的に営まれた居住地

であった可能性が高いといえる。

最後に、調査に際して課題とした以下の３項目に対応する形で、成果をまとめたい。

①フード・ストレスの存在に注意しつつ貝塚後期人の生活の実態を理解する。

②大当原式土器からアカジャンガー式土器への変化の実態を理解する。

③伊江島と種子島・九州との関係を理解する。

貝塚後期に対応するＶ層からⅢ層までの自然環境は安定していたとみられ、主要な貝類の大きさも

一律に小型化することはないが、生業の重心は狩猟から漁労や植物加工にうつる傾向が認められ、ク

ガニイシ形石器をつかった伝統的食生活が継続する。こうした状況は、高宮広土氏の説くフード・ス

トレスの状況に対応しない面をもつ('8)。

大当原式土器からアカジャンガー式土器への変化は、Ｖ層からⅢ層にかけて段階的かつ明確であり、

Ⅳ層がアカジャンガー式土器の成立期に対応すると理解された。この変化はきわめて連続的であり、

伝統的要素が持続する点で特徴的である。その変化を促した要因として、Ｖ層に存在する奄美地域に

特有な型式の土器（スセン常式土器）や、南九州の成川式土器の存在を考慮する必要があるだろう。

Ｖ層からⅢ層において、スイショウガイ科貝類の粗加工品や貝符、オオツタノハ製品、鉄製刀子、

南九州や奄美との関係を示す土器が認められ、伊江島が貝殻の提供を介して種子島や南九州と継続的

に関わっていたことが理解された。遺物をみる限り、伊江島と種子島の関係は直接的であるのに対し、

九州との関係は間接的である。

注

（１）Ⅵ層は第１次調査で設定した層であるが、分布は部分的であった。

（２）琉球石灰岩や古生代由来の石灰岩を母材とする粘土質の土壌。やや暗い赤色や黄色を呈する。
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（３）名嘉真武夫・安里嗣淳編１９７９「ナガラ原西貝塚緊急調査報告書概報編・自然遺物編」伊江村文化財調査報

告書第８集、伊江村教育委員会。

（４）沖縄県伊江村教育委員会１９７８「伊江島具志原貝塚」伊江村文化財調査報告書第４集

安里嗣淳・盛本勲１９８５『伊江島具志原貝塚の概要」沖縄県文化財調査報告書第61集、沖縄県教育委員会

安里嗣淳・岸本義彦１９９７「伊江島具志原貝塚発掘調査報告」沖縄県文化財調査報告啓第130集、沖縄県教育委員

会

（５）白砂層の発達する遺跡では、完全な形に近い土器が包含層から検出されることがあり、その他の土器片も大きい。

出土する土器片の大きさは埋積環境と無関係ではないだろう。

（６）第２次調査で出土した土器（2-28）がⅢ層とⅣ層で接合している。異なる層の土器の接合例はこれのみである。

（７）土器とシャコガイ類の合弁関係によって示される同一時期面。

（８）奄美考古学会１９８４「手広遺跡大島郡龍郷町手広遺跡発掘調査概報」竜郷町教育委員会

（９）黒住耐二氏は、食糊残津のシヤコガイの殻を故意に海岸へ投棄して鱗片状突起を削る民俗例をあげて、有孔貝製

品（貝錘）について同様の行為があった可能性を指摘している。模用シャコガイについても、その多さからみて同

様の行為を推定してよいように思う。

(lO）石錐が鈷先であった可能性を想定して漁労具を加えた。

(１１）白木原和美１９８７「クガニイシ」「法文論叢」NbL41熊本大学法文学会

(１２）ゴホウラの腹面貝輪を両面から水平に研磨して板状に仕上げる方法。

(１３）中村友昭2007「岡崎18号墳２号地下式横穴墓出土の貝釧」「大隅串良岡崎古墳群の研究」鹿児島大学総合研究

博物館、pp243～256。「古墳時代後期のイモガイ装馬具に関する基礎的研究」「先史学・考古学論究Ｖ」pp503.～

５２３，龍田考古会

(14）このことについて、橋本達也氏の指摘がある（橋本達也２００８「大隅串良岡崎古墳群の研究」ｐ274、鹿児島

大学総合研究博物館。橋本２０１０「古墳時代交流の豊後水道・日向灘ルート」「弥生・古墳時代における太平洋ルー

トの文物交流と地域間関係の研究｣、pp91～１０８、高知大学人文社会科学系)。

(１５）第３次調査では、北２束ｌグリッドⅣ層でコムギが１粒得られている。第Ⅱ部の高宮論文で、これが150年ほど

前のものであるという炭素14年代測定結果が示されている。

(16）黒住耐二２００２「貝類遺体からみた奄美・沖縄の自然環境と生活」「先史琉球の生業と交易一奄美・沖縄の発掘調

査から－」木下尚子（編)、ｐｐ､67-86、熊本大学文学部。その後ミドリアオリについては別の利用がなされた可能性

があるとしている（本讐第Ⅱ部黒住論文)。

(17）名島弥生・安斎英介・宮城弘樹２００８「南西諸島の炭素14年代資料の集成」「南島考古」No.27、pp23～48、南

島考古学会

(１８）高宮氏は、大当原式期にフード・ストレスが体験された可能性のあることを指摘している（高宮2011,ｐ,181)。

ただ本遺跡が、島外要素が強く断続的な遺跡であるとみられることから、ここでフード・ストレスの議論をするに

は限界があり、断定的な結論を導くことはできない。高宮広土２０１１「狩猟採集民のいた島、沖純」「考古学リー

ダー１９先史・原史時代の琉球列島～ヒトと景観～」高宮広土・伊藤慎二編、ppl65～187、六一番房

－２２９－




